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学位論文概要（日本語）  

題目  

アメリカ公典図書館における館外サービスの歴史  

1880年代から1920年代を中心に   

研究の背景   

日本における公共図書館の館外サービスは，時代に即した変化が求められている。   

新たな館外サービスを取り組むためには，図書館が直面する課題を踏まえておく  

必要がある。岩猿敏生は，現在図書館が直面している問題と図書館の未来への展望  

が結びつくことと，現在直面する問題は過去に原因があることを指摘している。こ  

の指摘を踏まえれば，現在，そして未来の公共図書館における館外サービスのあり  

方を問うためには，館外サービスの歴史的理解が必要となる。   

日本の公共図書館は，モデルとして参考にしてきたアメリカの公共図書館から大  

きな影響を受けてきた。日本の館外サービスの今後を検討する際に，アメリカの状  

況を踏まえておく必要がある。アメリカ公共図書館の館外サービスに関する通史的  

研究を行った先行研究は日本およびアメリカにおいても存在していない。そこで本  

研究では，アメリカ公共図書館のサービス活動において重要な位置を占めながら，  

通史研究が行われてこなかったアメリカ公共図書館の館外サービスを通史的に検討  

しようと試みた。  

研究の目的と方法   

本研究の目的は，アメリカ公共図書館における館外サービスの歴史を解明するこ  

とである。その上で，アメリカ公共図書館の館外サービスが，公共図書館サービス  

全体でどのように位置づけられるかを明らかにしようとするものである。本研究で  

は，アメリカ社会の動きを踏まえつつ，館外サービスの導入と実践を構成した次の  

3つの側面に着目する。アメリカ公共図書館の館外サービスに関わる，1つめが図  

書館行政などの制度的側面，2つめがALA（AmricanLibraryAssocia七ion）を中心  

とする図書館運動の側面，3つめが各公共図書館の活動などの実態的側面の変遷と  

その相互関係である。本研究では，これら3つの側面を検討するために，各章で具  

体的な検討課題を設定し，史料・資料調査を行った。  

各章の概要   

第1牽で軋 本研究の目的と方法を述べ，先行研究，用語の定義，館外サービス  
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の概要を示した。   

第2章では，1890年代からアメリカ各州で立法化されていった巡回文庫  

（七ravelingliもrary）に関する法律が，どのように具現化され，サービスを実施し  

ていったのかについて，州法を軸として論じた。また，具現化された巡回文庫が，  

どのような運用状況であったかについても事例を用いて言及した。それにより，州  

や州立図書館機関が，あらゆる人々に対する図書館サービスの提供手段として，ど  

のように巡回文庫事業にかかわっていったのかについてもあわせて検討した。その  

結果，次の4点が明らかになった。（1）アメリカにおける巡回文庫の導入は，都市  

の施設であった図書館を農村に導入する手段として機能したこと，（2）巡回文庫は，  

成人教育の一手段として位置づけられていたこと，（3）制定された巡回文庫に関す  

る法律は，そのほとんどが図書館未設置の地域の人々に対する図書の提供のため，  

財政拠出を承認する内容であったこと，（4）巡回文庫を支えた大きな要因に女性ク  

ラブの存在があったことである。   

第3章では，巡回文庫に関する法律がどのようにサービスとして具現化されたの  

かを把握するために，オハイオ州，ミシガン州，ウィスコンシン州，アイオワ州の  

事例をもとに検討した。その結果，巡回文庫は必要とする人々の状況に応じ，図書  

館サービスを提供していく手段として用いられたことが明らかになった。そして巡  

回文庫の導入にあたり，積極的な働きかけを行った図書館員の存在も欠かせないこ  

とが明らかになった。   

第4章で吼巡回文庫から馬車図書館（も00kw・agOn）へと形態がかわった要因に  

ついて，アメリカで最初に馬車図書館を導入したメリーランド州ワシントン・カウ  

ンテイ・フリー・ライブラリー（Ⅵhsbin離OnCountyFreeLibrary）の事例に基づ  

き検討した。その結果，次の2点が明らかになった。（1）馬車図書館や自動車図  

書館の導入には，ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリー館長であっ  

たメアリー・L・ティツコム（Mary L．Titcomb，1857・1932）の存在が重要であっ  

たこと，（2）ワシントン・カウンテイ・フリー・ ライブラリーにおける巡回文庫や  

馬車図書館とそれに続く，自動車図書館を通じた館外サービスは，サービス手段の  

完成度が高かったゆえに，それ以上の方法論的革新を遂げることがなかったことで  

ある。   

第5章では，1925年ALAが設置した図書館エクステンション委員会の活動や各  

州の図書館エクステンションの状況を踏まえ，館外サービスの状況を検討した。そ  

の結果，次の2点が明らかになった。（1）ALAが図書館サービスを享受できずにい  

る人々に対し，適切な図書館サービスを推進するため，図書館エクステンション委  

員会を設置したこと，（幻この図書館エクステンション委員会が設置されたことで，  

図書館エクステンションが図書館界全体で取り組まれていくようになったことであ  



る。さらに，大恐慌に対する連邦政府の対策のひとつ WPA（Ⅵわrk Projeets  

Administration）プロジェクトの一環の図書館エクステンションサービス状況を検  

討した。その結果，次の2点が明らかになった。（1）大恐慌期にアメリカ公共図書  

館が連邦の1ⅣPA繍助金を活用し，図書館エクステンションサービスに取り組んだ  

こと，（2）W■PA補助金により，アメリカ各地に新たな自動車図書館が導入され，  

それを用いて実施されるサービス，運行方汝，運行地域はそれぞれの州や地域ごと  

に特色を持っていたことである。   

第6章では，戦時の図書館エクステンションがどのような活動を行い，どのよう  

な点で発展を試みようとしたのかを検討した。また，その試みが，戦後の図書館エ  

クステンションサービスにどのように引き継がれ，変化したのかについても検討し  

た。その結果，次の点が明らかになった。（1）1940年代初頭，図書館エクステン  

ションサービスが戦時図書館サービスの一翼を担っていたこと，（2）図書館エクス  

テンションサービスに関わる図書館関係者が，戦後の図書館サ｝ビスと関連付ける  

ことで，その図書館エクステンションサービスの発展を目指そうとしていたことで  

ある。   

第7車では，公民権運動や高齢化などアメリカ社会を揺り動かす要因に対応し，  

形成されたアウトリーチサービスとその後の変化を検討した。その結果，次の5点  

を明らかにすることができた。（1）1960年代にアメリカ公共図書館がアウトリー  

チサービスを導入した経緯や背景が明らかになったこと，（2）アメリカ図書館界は，  

『公共図書館のアクセス』により明らかになった貧困者や黒人に対する間接的差別  

の解消に向けて動き出したこと，（3）アウトリ｝チサービスは，連邦補助金政策，  

図書館サービス建設法によって資金的に支えられたこと，（4）アウトリーチサービ  

スでは，サービス対象集団の属性を反映し，特色のあるサービスが実施されていた  

こと，（5）1990年代以降，アウトリーチサービスの理論的な枠組みの構築やサイ  

バーモビル（cybermobile）のような新たな取り組みの実施という動きを確認するこ  

とができたことである。   

第8章では，結論を述べた。結果は，次の4点に集約することができる。（1）巡  

回文庫導入による意義は，図書館未設置地域の人々に対し図書館サービスを広げた  

ことである。（2）馬車図書館導入による意義は，巡回文庫の限界を打破するために  

導入され，地域をより網羅する図書館サービスの推進を行ったことである。（3）自  

動車図書館導入の意義は，自動車という手段を用いることで，馬車図書館で行って  

いたサービスを改善・充実させたことである。（4）1960年代，館外サービスの概  

念が変化した。この新たな概念は，図書館サービス対象域の中で，サービスを享受  

できていない「人」に焦点をあてたものであり，アウトリーチサービスと呼ばれた。  

アウトリーチサービスは，既に図書館が設置され，サービス対象範囲にあるものの，  
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未だ図書館サービスを享受できずにいた人に対し，積極的にサービスを提供した意  

義がある。  

以上から，本研究で明らかになったのは次の点である。アメリカ公共図書館の歴史  

上，館外サービスは図書館のサービス対象者を把握する動きと一致する。図書館の  

館外サービスは，非来館者を新たな図書館のサービス対象者として捉えることを中  

心にしてきた。1950年代までは，館外サービスの対象者を図書館から地理的に遠隔  

地に所在する人々と把握した。図書館から遠隔地に所在する人々に対して，巡回文  

庫，馬車図書館，自動車図書館を用いたサービスが導入された。1960年代以降，図  

書館利用に何らかの障害をもつ人々の属性に焦点をあて，図書館利用対象者と捉え  

た。その上で，各図書館は対象者ごとのニーズに合わせたアウトリーチサービスを  

実施した。このような対象者の捉え方の変化が，館外サービスの革新につながった  

と考えられる。  

Ⅳ   



Doctoralthesissummary（English）  
Title  

HistoryofPublicLibraryExtensionServicesintheUS：1880’sthrough1920’s  

ResearchBackground   

PubliclibraryextensionservicesinJapanareexpec七edtochangeinresponse  

tothe demandsofthe times．Inordertointroducenewextensionservices，itis  

necessary七o under＄tandissueslibraries are facing．Tc・ShioIwasaruhas  

pointed out that theissueslibraries are currently facingwilllead tofuture  

developmen七oflibraries and they are attributed to the past．Based on his  

凱唱geStions，itisnecessary七ounderstandthehistoryofextensionservices七0  

丘gure out how cllrrent andfuture circulation services should be a七public  

libraries．Publiclibrarie＄inJapanhavebeenlargelyin且uencedbyU・S・1ibraries  

as amodel．Itisnecessarytounderstand situationsintheU．S．inexamining  

future ofextension servicesinJapan．Noprevious historicalresearches have  

beenconduc七edonextensionservice＄OfU．S．publiclibrarieseitherinJapanor  

theU．S．Thisstudywa＄intendedtohistorica11yexamineextensionservicesof  

U．S．publiclibraries，Whichhaveneverbeendonewhiletheyhadbeenholding  

animportan七roleinpubliclibraryserviceactivitiesin七heU．S・  

ResearcLObjectivesandMethod8   

Theobjec七iveofthis studyistoclarifyhistoryofextensionservicesofU・S・  

publiclibrariesandthen軸ureouthowtheyarepositionedintheentirepublic  

library services．This s七udyfocuses on the three aspects below consis七ed of  

introductionandpracticesofextensionservicesinconsidera．tionofsocialtrends  

in the U．S．Firstis the systemi2；ed aspect oflibrary adminis七rations・The  

secondistheaspec七oflibrarymovementsaroundAmericanLibraryAssocia七ion  

（ALA）．Thethirdisthetransitionofactualaspectofvariouspubliclibrariesand  

thecorrelationsamongthem．Thisstudysetspeci丘csubjects鮎rexamina七ionbr  

eachchapter andconductedhistoricalso11rCe／materialresearchesto examine  

theabovethreeaspects．  

ChapterOverviews   

Thefirs七chap七erdiscussedobjectivesandmethodsofthisstudya＄Wellas  

Ⅴ   



PreViousstudies，terminologyde負nitionsandoutlinesofextensionservices．The  

SeCOndchap七erdiscus＄edlaw＄OntraVelinglibrariesenactedinU．S．statesfrom  

1980’sincl11ding how they were realized and how services were p11tinto  

execution，focused on statelaw＄．This chapter also mentioned how traveling  

libraries were operated by referring七o some examples．Based on this，the  

Studyfurther examined how states and statelibraries becameinvolvedin  

travelinglibrary business as a means to providelibrary services to various  

people．Asaresult，i七fbund：1）theintroductionoftravelinglibrariesintheU．S．  

functioned as a meanstoprovidelibraries，Whichwereins七itutionsinurban  

areas，tOagriculturalcommunities，2）travelinglibrarieswereconsidereda眉  

mean＄Ofadul七education，3）mostlawsontravelin官1ibrariesweretoapprove  

fundsforprovidingbookstopeopleinareaswithnolibrariesand4）women’s  
Clubslargelycon七ributed七opromo七ionof七raveling・1ibraries．Thethirdchap七er  

examined case studiesin Ohio，Michigan，Wisconsin andIowa states to  

understand howthelaws on travelinglibrarieswere realized and払und that  

travelinglibrarieswere usedas ameans七oprovidelibrary services七opeople  

dependingontheirneeds．Librarians，Whoactivelypromotedtravelinglibraries，  

Were also董bund crucialinintroduclngtraVelinglibraries．The hurth chap七er  

Studiedcause＄Oftransitionoftravelinglibrarytobookwagon＄basedoncase  

Studies ofWashington County Free Libraryin Maryland，Which was且rst to  

in七roducebookwagons．As a resl11t，七wo points were clarified．1）MaryL．  

Titcomb（1857－1932），thedirectorofWashing七onCo11ntyFreeLibraryplayed  

criticalroleinintroducingbookwagons andbook mobiles and2）ex七ension  

Servicesincludingtravelinglibrariesandbookwagonsfbllowedbybookmobiles  

atWAshingtonCountyFreeLibraryprovidedhighlevelofcompleteness，Which  

PreVented further methodologicalinnova七ions．The fifth chap七er discussed  

extension servicesin consideration of activities of七helibrary extension  

COmmitteeestablishedbyALAin1925andlibraryex七ensionsineachs七ateto  

丘nd：1）ALAestablished thelibrary ex七ension commit七ee七o promo七e proper  

libraryextensionstopeoplewhowereno七providedwithlibraryservicesand2）  

establishmentofthelibraryextensioncommitteepromotedlibraryex七ensionsin  

the entirelibraryind11StrylFurthermore，this chap七er examinedlibrary  

extensionservicesasapar七ofWorkProjectsAdministration，Whichwasoneof  

thefbderalmeasuresagainsttheGreatI）epressiontofind：1）theU．S・P11blic  

librariesu七ilizedfederalWPAs11bsidiestopromo七elibrary exten＄ionservices  
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duringtheGreatI）epressionand2）WPAsubsidiesenabledintrod．uctionofnew  

book mobiles七o U．S．regions and services，the operating・methods and the  

OPerating・reg・10nS 払r book mol〕iles were characterizedin each state or  

region．The sixthchapterexamined howlibraryextensions were opera七ed and  

intend．edtodevelopduringthewar．Italsoexaminedhows11Chlibraryextension  

servicesweretakenoverandchangeda氏erthewarto丘nd：1）1ibraryex七ension  

SerVicesplayedapar七oflibraryservice＄duringthewarinearly1940，sand2）  

PeOPleinvolvedinlibraryex七ensionservicesassocia七edthe servicesduringthe  

War tO the services after the warin an attempt七o develop the extension  

SerVices．Theseventhchap七erdiscussedoutreachservices，Whichwere丘）rmed七o  

addressU．S／Shakingfactorssuchascivil・rightsmovemen七sandagingof＄OCiety  

aswe11ashowtheywere七ranshrmeda氏erwardsto丑nd：1）circums七ancesand  

backgroundthattheoutreachservice＄Wereintroduced七oU．S．publiclibraries  

in1960，s，2）theU．S．1ibraryindustrystarted七0軸htagains七indirec七racismson  

the poor and African Americans，Which became apparent through the  

in七roduc七ion of“acceBS七o publiclibraries，”3）the ou七reach serviceB Were  

鼠nancially supported by federalaid policies and Library Services and．  

Construction Ac七，4）distinct outreach services were provided by reflecting  

a七tributesofagroupofrelevantlibraryusersand5）tIleOre七icalframeworkof  

OlltreaCh service＄WaS fbrmed and new e肋rtsincluding cyber mobiles were  

started．Theeighthchap七erdiscussedsummariesandconcluded：1）themeaning  

Ofintroducingtravelinglibrariesi＄thatithasspreadlibraryservicestopeople  

inareaswithnolibraries，2）themeaningofintrod．ucingbookwagonsi＄thatit  

haspro皿Otedfurtherlibrary servicestocoverbroader areas to overcome the  

limitoftravelinglibraries，3）themeaningofintroducingbookmobilesisthatit  

hasimprovedandenhancedbookwagonservicesbyusingautomobilesand4）  

the conceptofextensionserviceswas changedin1960’s．The new conceptwas  

Ca11ed outreach services and払cusedon“people”who were not providedwi地．  

Services withinthe relevan七1ibrary service areas．The ou七reach serviceswere  

meaningfu1in that七hey ac七ively provided services to people who were not  

acce＄Sible七01ibraryserviceswhile七heywereintherelevan七servicearea＄with  

libraries．Basedontheabovedisc11SSions，thisstudyhasclarifiedtha七extension  

Serviceswereconsis七en七withtrendsofunders七andinglibraryservice usersin  

the hi＄七ory ofthe U．S．p11bliclibraries．Library ex七ension services have been  

fbclユ8edonhavingnewlibraryllSerSWhohaveneverr且Sedlibraries．Until1950’s，  
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extensionservice11SerSWere COnSidered七obe peoplewholived geographically  

remotefromalibrary．Servicesincludingtravelinglibraries，bookwagonsand  

bookmobileswereintroducedtothosewholived remote fromlibraries．After  

1960’s，1ibrary users were de丘nedfocused on people who had some kind of  

Obstacleswith uslnglibraries．Based on this，eaChlibrary provided outreach  

Services，Which satis丘ed needs of relevant users．Such changesin de缶ning  

relevant users are considered to have promo七ed the development of the  

extensionservices．  
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第1章序論  

1．1研究背景と課題  

1．1．1研究背景と課題意識   

公共図書館の館外サービスとは，2003年『図書館用語集三訂版』によれば「図書  

館施設外における奉仕活動」1を指す。日本の公共図書館における館外サービスに用  

いられる手段は，巡回文庫や自動車図書館が中心であった。自動車図書館は，1966  

年168台2から増加傾向が続き，1997年697台3となった。それ以後，減少傾向が  

続き，2007年573台4へと減少した。この状況は，公共図書館の館外サービスに時  

代に即した変化をするよう求めていることを物語っている。   

現在，日本の公共図書館は地方自治体の財政悪化などのあおりを受けて，予算の  

削減に直面している5。加えて，公共図書館は著しい高齢化や格差社会の進行といっ  

た課題への対応とともに，市町村合併による図書館のサービス・エリア拡大への対  

応を迫られている6。こうした課題は，公共図書館による館外サービスも社会の変化  

に即したサービスとなっていくべきことを求めている。新たな館外サービスを取り  

組むためには，図書館が直面する課題を踏まえておく必要がある。   

岩猿敏生は，現在図書館が直面している問題と図書館の未来への展望が結びつく  

ことと，現在直面する問題は過去に原因があることを指摘7しているが，この指摘を  

踏まえれば，現在，そして未来の公共図書館における館外サービスのあり方を問う  

ためには，館外サービスの歴史的理解が必要となる。   

歴史を振り返ると日本の公共図書館は，モデルのひとつとして参考にしてきたア  

メリカ公共図書館から大きな影響を受けてきた8。アメリカの公共図書館は，原則と  

して州政府の所管事項である。現在アメリカではすべての州が公共図書館の設置・  

管理・運営・費用負担などを定めた公共図書館に関する州牲を制定している。地方  

自治体が公共図書館を運営する場合には州政府による設置権限の委任を原則とする。  

州法に基づき自治体に設置された公共図書館の管理運営は図書館委員会（1iもrary  

boards）と呼ばれる行政委員会が最終的な責任を負っている。館長は，図書館委員  

会と連携協力しながら，図書館の運営を行っている。このような組織の下で，市民  

に対する図書の提供サービスが行われてきた。公共図書館は，教育機関として位置  

づけられ，それに付随するサービスを実施してきた9。   

そのひとつが，館外サービスである。館外サ」ビスを構成する巡回文庫（七raveling  

library）や自動車図書館（bookmobile）も，アメリカにおける実践をモデルとして  

きた。日本の公共図書館の館外サービスの歴史において，アメリカの影響を最も受  

け，アメリカをモデルとした人物は，佐野友三郎（1864－1920）10である。佐野は，  

1900年（明治33年）から1920年（大正9年）にかけて活躍した図書館関係者で  

ある。  
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佐野は，「余等は事毎に実例を米国に徹するの嫌あれども，同国図書館事業の進歩  

発展が，現に世界に冠たるは争ふ可からざる事実なり」11と記したように，アメリ  

カの方法論を参考にしながら，日本の公共図書館で最初に巡回文庫を開始した。佐  

野は，巡回文庫を開始するために，その情報収集を行った。情報収集の手段として  

佐野は，アメリカ各地の図書館などに書簡で問い合わせるという方法を用いた12。  

佐野は，「余等曽テ巡回書庫ノ法式ヲ調査スルニ際シ米国ニューヨルク州立図書館長  

メルヴィル・デューイ氏二幸ヲ寄セテ其ノ助言ヲ求メタルコトアリ氏ハ若干ノ参考  

材料二添フルニ懇切ナル書信ヲ以テシ，且ツ云ハク『余等ノ現二経営スル最大新事  

業ハ巡回書庫ヲ利用シテ公共図書館事業ノ不足ヲ補助スルニアリ，称シテ自宅教育  

（HomeEduca七ion）ト云フ。此事業ハ貴邦ニモ等シク適合スヘシ』」18というように，  

巡回文庫の創始者14とされるデューイと書簡のやり取りを通して，巡回文庫に関す  

る情報を入手していた。   

以上の事例は，日本の公共図書館におけるサービスの歴史や在り様を考えていく  

際に，アメリカでの経緯をおさえておくことが必要であることを示している。しか  

し，佐野友三郎が先進的取り組みとして着目していた，当時のアメリカ公共図書館  

における館外サービスの全体像を示す資料は，佐野友三郎のアメリカ公共図書館の  

見学や調査，状況を報告する記事以外に存在していない15。   

その要因はどこにあるのであろうか。その一因として，アメリカ公共図書館の状  

況が断片的にしか伝わってこなかったことが考えられる。その状況は，図書館史研  

究でも同じことがいえる。川崎良孝は，「日本におけるアメリカ図書館史の研究は，  

あらゆる意味で『点』でしかない」16と全体との関わりの欠如を指摘する。多くの  

図書館史研究は，ある一事例に焦点をあてていることが多いのである。   

アメリカ公共図書館史全体を僻撤する研究文献は，数多くはない17。例えば，マ  

イケル・H・ハリス（Micb．aelH．Harris）のAg血ねわ躇β朗ヱ℃丘血崩毘エアム血ねヱア  

血A皿e血刀伽Jy点お≠吋8を参照すると公共図書館の項目が設けられている。し  

かし，1895年から1950年までのアメリカ南部の公共図書館発達史19や1880年ま  

での公共図書館運動史20などのように，地域や時代を限定した研究しか確認するこ  

とができない。さらに，図書館に関わる文献の総合的かつ経年的に編集された書誌  

であるエ蕗∫苫jγ肋e∫畳ね∫eの各時期の冊子を参照しても，公共図書館史に関しては  

地域や時代を限定した研究しか確認することができない。この他に，国立国会図書  

館の目録には，アメリカ公共図書館史全体を僻撤する内容を含む文献として，森耕  

一『公立図書館原論』21，川崎良孝『図書館の歴史：アメリカ編』22とパトリック・  

ウィリアムズ（PatricⅥ互11iams）『アメリカ公共図書館史：1841－1987年』23があげ  

られている。これらの概要について述べると，最初の『公立図書館原論』は，ボス  

トン・パブリック・ライブラリー（BostonPublicLibrary）を事例として，アメリ  
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カ公共図書館の概念や設立にいたる思想・背景を明らかにしている。次の『図書館  

の歴史：アメリカ編』は，アメリカ図書館の通史を平易にまとめたものである。こ  

の文献は，特に図書館の知的自由に焦点をあてている。そして『アメリカ公共図書  

館史：1841－1987年』は，アメリカ公共図書館の歴史を思想や理論的な側面から検  

討した通史的研究である。特に，アメリカ図書館協会（American Library  

Association，以下ALAと省略する）で行われた選書に関する論争などは，詳細に  

扱われている。   

この他にも，文献の一部にアメリカ公共図書館の歴史を取りあげたものがある。  

例えば，エルマー・D・ジョンソン（ElmerD．Jobnson）助ねり7α〃路用乃由血蕗e  

杵をβ由エか坪如てJ㌔4第2版の17章において，アメリカの公共図書館の歴史を取りあげ  

ている。   

さらに，アメリカ公共図書館に関する博士論文は，メアリー・E・アンダース（Mary  

E．Anders）乃ed帥aわp皿e上之fαr班epぴぁ血伽ヱy朗∫γ元e血班e励び虎e点ぶねm  

Si＆teS，1895・195（P5およびフランシス・G・コリアー（FrancisG．Collier）A丘血toエアOf  

班eA皿a血8月p打∂血伽Jア皿♂Ve皿邑ロオ蕗j℃喝滋∫Jぼ伊6や，アリス・L・サベージ  

（Alice L．Savage）Access to血ゐmatjoLZ：tbe deve々pment ofthe Amezkan  

脚力肋舶用ヱy舶虐即ぬノ血g〟ねよねが7，並びに吉田右子『20世紀前半期における  

アメリカ公共図書館論の展開：コミュニティ・メディア・公共図書館の位相』28な  

どがある。   

アンダースの研究はアメリカ南東部の地域に限定し，アンドリュー・カーネギー  

（Andrew Carnegie，1835・1919）の寄付に基づく，最初の公共図書館が設立され  

た1895年から1950年までの図書館運動，州の図書館機構，図書館サービスの状況  

などの変遷を明らかにしたものである。コリアーの研究は，1880年までの公共図書  

館運動を取りあげ，公共図書館設立黎明期の状況を明確にした。サベージの研究は  

社会機関としての公共図書館の位置づけを検討し，情報へのアクセスを保証する，  

情報源としての公共図書館の役割を明らかにした。   

吉田による研究は，アメリカにおける学問としての図書館学の構築および，公共  

図書館論の展開に焦点をあてたものである。吉田は，このアメリカ公共図書館論の  

系譜を扱う研究を通じて，コミュニティやメディアと公共図書館の深いっながりを  

示し，公共図書館論の変化を明らかにした。   

以上のような先行研究はあるが，館外サービスという視点から扱った通史研究は  

ない。しかし，無意味であるから通史研究がなされていないわけではない。なぜな  

ら，アメリカ公共図書館のサービス活動において館外サービスは，重要な位置を占  

めている。館外サービスの導入と実践の状況を理解することは，今後の日本におけ  

る公共図書館の館外サービスの発展に必要であると考えられる。そこで本研究では，  
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アメリカ公共図書館における館外サービスの導入と実践の状況の解明に取り組むこ  

とにした。  

1．1．2研究課題   

本研究では，上述の課題意識に基づき，アメリカ社会の動きを踏まえつつ，館外  

サービスの導入と実践を構成した次の3つの側面に着日する。アメリカ公共図書館  

の館外サービスに関わる，1つめが図書館行政などの制度的側面，2つめがALAを  

中心とする図書館運動の側面，3つめが各公共図書館の活動などの実態的側面の変  

遷とその相互関係である。この相互関係に着目しながら，次の3つの検討課題を設  

定する。   

まず，第1にアメリカにおける巡回文庫の導入過程の検討である。巡回文庫は，  

ニューヨーク州において開始された。各州の巡回文庫は，州法に基づき導入された。  

この巡回文庫の導入根拠となった各州の州酷から制度的な位置づけを検討する。ま  

た，他の州への広がりについては，各州図書館委員会，団体，個人の活動の状況か  

ら検討を行う。   

第2にアメリカ公共図書館における馬車図書館（bookwagon）および自動車図書  

館の導入過程の検討である。馬車図書館や自動車図書館の導入については，実際に  

この方法を導入した図書館を詳細に追うことが有効であると考えられる。そこで，  

アメリカにおいて，最初に馬車図書館，自動車図書館が導入されたメリーランド州  

ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリー（ⅥなshingtonCountyFreeLibrary）  

を事例として，馬車図書館や自動車図書館の導入経緯とサービス展開の状況を把握  

する。また，馬車図書館や自動車図書館の導入を指揮し，館外サービスを推進した  

当時ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリー館長メアリー・L・ティツコム  

（MaryL．Titeomb，1857・1932）の軌跡についても検討する。これらの検討に基  

づき，馬車図書館や自動車図書館によるサービスの導入と展開および，サービス推  

進の背景を検討する。   

第3に馬車図書館や自動車図書館の展開の検討を踏まえた，その後の館外サービ  

スの変遷の検討である。館外サービスの変遷を追うには，それに関わる政府や団体  

の動きに注目することが必要である。そこで，連邦政府，各州の図書館委員会，ALA  

などの関連する組織の政策や活動に基づき，状況を分析する。これらの分析を図書  

館エクステンションから図書館アウトリーチへの変遷していく時系列で行うことで，  

館外サービスの変遷を検討する。  

1．2研究目的   

前節では，アメリカにおける巡回文庫の導入過程の検討とアメリカ公共図書館に  
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おける馬車図書館および自動車図書館の導入過程の検討という課題を掲げた。本研  

究の対象とする時代の中でも1887年から1917年は，アメリカ図書館史の研究者の  

間で「アメリカの図書館発展の黄金時代」29と考えられている時期である。この時  

期に公共図書館の数が増加し，発展した。その背景の一因に館外サービスをあげる  

ことができる。   

そこで本論文は，これまでの研究で扱われてこなかった黄金時代のアメリカ公共  

図書館における図書館活動の実態を館外サービスの歴史の一端から明らかにしよう  

とするものである。本研究を通じて，1890年代から1920年代に取り組まれた，巡  

回文庫，馬車図書館，自動車図書館のアメリカ公共図書館における館外サービス史  

上の位置づけを解明する。また，1920年代以降の館外サービスの状況についても，  

通史的に取りあげることで，川崎の指摘30する「点」ではない研究を目指した。つ  

まり，通史的に検討する中で，アメリカ公共図書館における館外サービスの変化を  

明らかにしようと試みるものである。   

本研究は，アメリカにおいても，また日本においても行われてこなかったアメリ  

カ公共図書館における館外サービスおよび，館外サービス研究の全体像を明らかに  

する初めての研究である。アメリカにおいて公共図書館サービスの中に，館外サー  

ビスの占める位置づけは非常に大きい。このことは，本研究が，アメリカ公共図書  

館サービスの史的研究の一端を担う側面もあることを示している。   

アメリカ公共図書館で実施された館外サービスの歴史を検証することは，公共図  

書館サービス全体の中でその位置づけを明らかにし，アメリカ公共図書館が種々の  

利用者サービスをどのように位置づけていたのかも明確にできる。その結果，本研  

究により館外サービスの全体像を示すことができるのである。それとともに，アメ  

リカ公共図書館サービス史における，館外サービスの位置づけを示すことが可能で  

ある。  

1．3用語と概念   

先行研究などについて述べる前に，本研究において使用する重要な用語等につい  

てその概念を整理しておく。一定規模の図書を持ち運んで利用する現象の歴史的な  

状況をいくつか踏まえた上で，用語の確認を行う。  

1．3，1図書の移動利用   

まとまった数の図書を移動させて利用する事例は，近代的な図書館活動がはじま  

ってからあらわれたというわけではなく，それ以前からも行われていた。図書を運  

び利用する形態は，17世紀はじめからあったとされる。アフリカでは砂漠に住む遊  

牧民がラクダで写本を届けていたことを，イギリスの学者であるハリー・ノリス  
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（HarryNorris，生没年不詳）が記している31。   

日本でまとまった数の図書を移動させて利用した事例として，江戸期の貸本屋を  

あげることができる82。貸本屋は，「大風呂敷につつんだ書物を背負って得意先をま  

わる方法」33で人々に有料で利用させていた。   

図書館活動として，初期に「図書を移動させ利用する」ことが行われたのは，イ  

ギリス国教会の牧師トマス・プレイ（TもomasBray，1656・1730）の伝道活動である。  

1700年，布教活動のためアメリカのメリーランド植民地へ渡ったプレイは，欲しい  

図書を入手するのが困難な牧師のために小規模の教区図書館設置に力を注いだ。し  

かし，その少ない設置数では，遠く離れた土地に住む牧師にとって，状況は以前と  

さして変わらなかった。プレイは，「動かない図書館は地方では意味がない，図書館  

が家にやって来て無料で図書を提供」34しなければならないと動く図書館の必要性  

を説いた。   

また，イギリスにおいても，慈善活動や労働者教育の中で，図書を移動させ，利  

用する事例がみられた35。例えば，1817年からサミュエル・ブラウン（Samuel馳own，  

生没年不詳）という商人が，スコットランドのイースト・ロジアン低ast工」0仙ian）地  

方の村々で50冊余りの図書を箱に詰めて提供した。また，1830年代に労働者教育  

を実施したチチェスター（ChicheBter）職工学校の図書館が分校に向けて図書を入れ  

た箱を送付していた。さらにはウォリントン職工学校巡回図書館36では，工員に対  

し図書を提供していた。こうした取り組みは，局所的な事象であり広がりをみせな  

かった。   

動く図書館の概念に連なるのは，1859年，イギリスの首相ベンジャミン・ディズ  

レーリー（BenjaminDisraeli，1804・1881）が，“BooksonWheels”プログラムを打  

ち出し，「人生を成功させる者は，この世で最もよい情報を得たものである」37と宣  

言し，教育政策の一環として，動く図書館の実現に向けた取り組みをはじめたこと  

があげられる。本研究において，以上の公共図書館が実施主体となっていない事例  

は後述する図書館エクステンションサービスの範囲に含めず，「図書の移動利用」と  

いう概念で区別しておく。  

1．3．2巡回文庫   

巡回文庫（travelinglibrary）とは，州立図書館や慈善団体などが個人や団体となん  

らかの契約を結び，定期的に数十冊の図書を詰めた箱38を貸出したものである。箱  

には，雑多な主題を詰める場合もあれば，要望にあわせて特定の主題の図書や雑誌  

を詰めることもあった。これらの巡回文庫は，鉄道などの運送機関を用いて配本所  

まで運ばれた。配本所となる場所は，個人宅，商店や郵便局，学校など，人の集ま  

る場が選ばれた。そこに図書箱が届けられた。図書箱は，ある一定期間（3ケ月か  
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ら6ケ月間）設置され，人々に利用された。   

森耕一は，「巡回文庫の創始者デュ←イ」において，ALAの「1899年の大会で，  

デューイはtravelinglibrariesという用語を使用しているが，これは，最も早い時  

期の用例ではなかろうか」89と指摘している。そして，デューイの取り組みを佐野  

友三郎が日本に紹介する際に訳出した「巡回文庫」という訳語を用いたとしている。  

本研究においてもこの定訳を用いた。  

1．3．3馬車図書館   

馬車図書館（book w粥On）とは，ティツコムにより最初に使われた言葉である。  

馬車図書館は，馬やロバなどに引かせた改造荷馬車に図書を積載し，数週間から1  

ケ月ごとに，サービス対象地域を巡回し図書を提供した方放である。巡回文庫が広  

がりをみせる一方で，配本所から遠い山間部や農村部などに居住する人々は，交通  

網の未整備によって，まだ図書館サービスを享受できずにいた。   

これらの地域へ図書を届けるための運搬手段として，機動性のある馬車が用いら  

れた。これが馬車図書館である。馬車図書館は，ひとつの分館として「移動する図  

書館」と位置づけられた。巡回文庫は図書箱を配本所へ届け，ボランティアの管理  

人を配置したのに対し，馬車図書館は，巡回文庫には存在しなかったサービスにか  

かわる担当図書館員を配置した違いがあった。また，巡回文庫よりも多い数の図書  

を比較的短い周期ごとに提供することができた。それにより，利用者が，選ぶこと  

のできる図書の種類が増えた。さらに，場所によっては，馬車図書館が1軒ごとの  

家々を訪問する方式をとった。このような山間部や農村部に対する図書館サービス  

を行った点が，それまでの巡回文庫との大きな違いである。しかし，自動車が普及  

しはじめるとそのサービス形態も自動車を用いたものへと次第に移り変わっていっ  

た。   

日本では，佐野友三郎が，「通俗図書館の経営」の中で，「書籍馬車」40と訳出し  

ている。しかし，本研究では，「書籍馬車」という表現が図書館サー豆スを想起しに  

くいと判断し，新たに「馬車図書館」という訳語を用いた。  

1暮3．4自動車図書館   

自動車図書館（も00kmobile）は，1983年『ALA図書館情報学辞典』によれば，  

「図書などの図書館資料を運ぶため，特別の装備をした大型の箱型トラックやバン」  

41であると定義づけられている。これと同様の定義が1943年『AIJA用語辞典』に  

も掲載されている42。つまり，馬車ではなく，自動車を用いるという運搬手段を新  

しくした形態が自動車図書館である。馬車図書館に比べ，大きな自動車を用いるこ  

とで積載数が圧倒的に増えた。また，自動車を定期的に停車するサービス・ステー  
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ションを設定し，より広範な地域を短い周期で廻送しサービスを実施した。   

日本では，佐野友三郎が『米国図書館事情』において，ワシントン・カウンテイ・  

フリー・ライブラリーの状況を紹介した際に「書籍給配車」と訳出している43。第  

二次世界大戦後，日本においても，1948年（昭和23年）7月開始の高知県立図書  

館，1948年（昭和23年）12月開始の鹿児島県立図書館や1949年（昭和24年）  

開始の千葉県立図書館などをはじめとする全国各地の図書館が，自動車図書館を導  

入した。日本では，自動車図書館が広がる中で，この手段が「自動車図書館」44，  

「自動車文庫」45，「移動図書館」46，「ブックモビル」47など様々に呼称されてきた。  

本研究では，『ALA図書館情報学辞典』に基づき「自動車図書館」を用いる。  

1．3．5図書館エクステンションサービス   

「1ibrary extension」は「図書館エクステンション」と訳されることも多い  

が，中島正明は，「図書館振興」と訳出し，次の2つの観点から捉えている48。1  

つめが，「図書館サービスの質的拡充としてのイクステンション【ママ】という意  

味」，2つめが，「図書館サービスそのものを地域社会に広くイクステンション［マ  

マ］するという意味」である。特に後者について，中島は「州図書館行政機関の  

設立で州レベルで展開される振興」と「1900年ごろからはじまるカウンテイ・  

ライブラリー・ムーブメントによって代表される大単位制（1a柑eunitsoflibrary  

service）の2つの点から進展した」と指摘している49。   

図書館エクステンションサービス（1ibrary extension service）は，地理的な理  

由もしくは，個人的な要因によって図書館サービスを享受できない人々に対し  

て，図書館側から積極的にサービスを提供しようとする活動のことである。し  

たがって，エクステンションサービスは，図書館サービスを平面的に広げてい  

くイメージを持ち，「拡張活動」と訳されることもある。つまり，本用語は，前  

述の巡回文庫や自動車図書館などの図書を提供するサービス手段により直接規定さ  

れる概念ではない。図書館サービスを享受できているか否かで規定される概念であ  

る。   

また，1983年『ALA図書館情報学辞典』50では，上述の意味の他に，「集会活  

動，講演会，読書サークル活動，展示事業などにより，図書館サービスのPRを図  

り，住民を図書館へひきつける業務」もエクステンションサービスと定義している。  

しかし，日本では「エクステンションサービス」が，こうした業務を指して使用さ  

れることはほとんどない。なお現在は，「エクステンションサービス」ではなく，  

後述する「アウトリーチサービス」を使用することが一般的になっている。そ  

のため，この用語の使用頻度は減少している。  
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1ふ6アウトリーチサービス   

「アウトリーチサービス」という言葉は，1943年『ALA用語辞典』に掲載され  

ていない。つまり，図書館サービスの中では比較的新しい概念である。アウトリー  

チサービスの概念について，1983年『ALA図書館情報学辞典』51は「施設に収容さ  

れた人々，高齢者，あるいは図書館を利用したことのない人々等，従来，図書館サ  

ービスをまったく，または不十分にしか受けられなかったサービス対象集団の情報  

要求に応えるために提唱され計画された，図書館の公共サービス計画．こうした計  

画は，サービス対象集団に対する積極的な宣伝活動，あるいはサービスの拡大を強  

調したものであることが多い」52と定義している。   

小林卓は，「アメリカ公共図書館におけるアウトリーチ・プログラム」53の中で，  

アウトリーチサービスという取り組み全体を捉えて，「アウトリーチ・プログラム」  

という表現を用いている。村岡和彦は，「アウトリーチサービスにおけるテクノロジ  

ー」54において，この種のサービスを「アウトリ】チサービス」と表現した。   

ここで「アウトリーチサービス」という概念を確認しておきたい。「アウトリーチ」  

（outreach）という言葉は，元来が動詞句「reachout」からできたもので，「外部  

へなにかを届かせる」という意味をもつ。本研究で用いる「アウトリーチサービス」  

という語は，図書館側が潜在利用者に「図書を届けようとするサービス活動」を指  

すものとしたい。実際の活動は，図書館に行くことのできない人々に対し，図書館  

員が図書館の外に出ていき，館内サービスと同等なものを館外でも行うサービスで  

ある。主要なものとしては，館外貸出しサービスである自動車図書館があげられる。   

アウトリーチサービスは，何らかのかたちで社会的に不利益を被っている人々  

（thedisadvantaged）を強く意識している。その特徴としては，伝統的な図書館  

サービス・メニューの他に行われるサービスであるために人手と費用を要する特徴  

がある。したがって，すべての公共図書館においてこの種のサービスを実施するに  

は負担が大きく，比較的大きな図書館でのみ実施される傾向にある。本研究では，  

村岡を参考に「アウトリーチサービス」という用語を用いる。  

1．4先行研究   

先にも述べてきたように，公共図書館の館外サービスに関するまとまった研究は  

なされていない。では，個別に扱った研究はどのような状況にあるのだろうか。ア  

メリカ公共図書館における館外サービスに関する研究は，数は多くないものの存在  

する。それについて，次節以降で言及することにする。  

1．4．1巡回文庫に関する先行研究   

アメリカの巡回文庫をテーマとした研究は，以下のものがある。まず森耕一「巡  

15   



回文庫の創始者デューイ」55がある。この研究は，メルヴィル・デューイ（Melvil  

Dewey，1851・1931）とニューヨーク州における彼の取り組みに焦点をあて論じた  

研究である。森は，この研究を進めるためにコロンビア大学図書館の歴史に関する  

博士論文56，ニューヨーク州立図書館の歴史に関する図書57やデューイの伝記68など  

を用いている。それら文献に基づき，森はデューイによるコロンビア大学からニュ  

ーヨーク州立図書館へのニューヨーク州における巡回文庫の導入理念や実現状況を  

紹介するとともに，佐野友三郎への影響を考察している。森の研究は，デューイに  

よるニューヨーク州の巡回文庫導入の経緯と状況の一端を明らかにするものである。  

しかし，ニューヨーク州の巡回文庫にその対象が限定されていることもあって，他  

州の巡回文庫への影響を把握することが出来ない。   

次に，中島正明「アメリカ公立図書館制度に関する研究」69がある。これは，州  

図書館行政機関の設置の経緯や役割の内容などを論じたものである。中島の研究は，  

州図書館行政機関による図書館振興が全国的な図書館増加をもたらした点を明らか  

にしたものである。中島は，州図書館行政機関の役割を図書館設置・改善のための  

補助金交付，ブックリストの出版，州内の図書館調査，現状報告などであったと指  

摘した。そこで中島が取り上げた州図書館行政機関の役割のひとつが農相地域に向  

けた「巡回文庫システムの管理」であった60。中島の研究は，州図書館機関が巡回  

文庫事業を担う存在であったことを示しているものの，各州の巡回文庫の位置づけ  

や具体的な状況を対象としておらず，取り上げていない。   

巡回文庫が多く送られた農村における教育に関連して，佐々木保孝による「農業  

拡張事業史におけるファーマーズ・インスティチュート」61や「アメリカ合衆国に  

おける農学の進展と農業拡張事業－19世紀末の『農民読書コース』における教材提  

供の原理－」62などがある。佐々木による一連の研究は，大学エクステンションと  

の関わりで，農科大学（collegeofagric111ture）の農民に対する教育精勤を取り上げた  

研究である。前者は，大学エクステンション事業の展開の中で，ファーマーズ・イ  

ンスティチュート（fhrmers，institutes）63，すなわち農業研修会の果たした役割を  

明らかにした。後者は，ニューヨーク州コーネル大学（CornellUniversity）農科大  

学の農民読書コース（払rmer，s readingcoⅥr紙）の教材分析を通じて，農民に対する  

農学の研究成果の伝達状況を明らかにした。   

佐々木の研究の対象は，巡回文庫の主要なサービス対象者である農民という点で  

一致する。しかし，佐々木の研究は，図書館ではなく，農科大学やその附属試験場  

による農民教育事業を対象とするため，本稿で取りあげる視点と異なる。   

アメリカにおける巡回文庫に象徴される公共図書館の館外サービスに関する研究  

は，特定の州に焦点をあて，まとめられている。例えば，クリスティーヌ・ポーリー  

（Chris七ine Powley）‘且dovocate hr access：Lutie StearnS and the traveling  
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1ibrariesoftheWisconsinFreeLibraryCommission，1895・1914”64は，ウィスコ  

ンシン州の巡回文庫の担い手となった人物に焦点をあてた研究である。ポーリーは，  

ウィスコンシン州の状況を踏まえ，巡回文庫導入を主導した人物ルーテイ・E・スタ  

ーンズ（Lu七ie軋 Stearns，1867－1943）の生い立ちを含めた経歴や巡回文庫導入  

の際に果たした役割をまとめている。   

ポーリーの研究の他に，巡回文庫に関するまとまった研究はないが，以下のよう  

な一般向けの文献は存在する。スチュアートストッツ（S山artSto七ts）β∂壷血虐  

玩ば∴ム扉ゐ占領胤Ⅶβ飢元＝加Ⅳd毎g∬む別壷慣例‖職如制服血65である。この文献は，  

子ども向けに書かれたものだが，ポーリーの研究成果などを踏まえ66，一次資料を  

用い，当時の活動の状況を示す写真を数多く盛り込んだ充実した内容である。   

さらに，ウィスコンシン州の歴史雑誌に掲載された，ストッツ“Athousandlittle  

libraries：LutieStearns，theJohnnyAppleseedofbooks”67がある。この雑誌記  

事は，写真を多用し，ポーリーの研究成果を踏まえながら，スターンズの評伝を中  

心とし巡回文庫の実施状況をまとめた内容である。   

アメリカにおいて，巡回文庫に関連する博士論文には，ジョン・C・コルソン（John  

C．CoIson）の乃e夕日肋上路用ヱγ皿β搾皿e加血搾詣ビ0月点れJβββ・Jタ♂伊8やジョン・  

C・ラーセン（JohnC．Larsen）のAstu（かiDSel・Vおe：蕗eA血toL元aldeve毎meDt  

αr班e肋由苫月蝕ね肋ヱyβ刀♂血由加ゎヱ滋ノダ∫e亡ねce見ぎ以；班e輌〟搾  

cβび刀C〟戯ヱⅥ堺Jβββ－∫タ4J69が存在する。   

コルソンの研究は，ウィスコンシン州における図書の流通，読書の状況などの公  

共図書館設置に向けた活動をその萌芽から追ったものである。ラーセンの研究は，  

ミシガン州を対象として，準州評議会図書館（territorialcouncillibmry）の発足から，  

州立図書館への発展の経緯を対象としてまとめたものである。コルソンおよびラー  

センの研究では，通史を構成する一事例として，巡回文庫事業に言及している。そ  

れは，州の図書館の変遷の中に巡回文庫を位置づける際に参考となるが，巡回文庫  

の状況を詳しく把握できる内容となっていない。   

以上のアメリカにおける研究や博士論文は，特定の州を対象とするため，他州と  

の類似性や関連性について明確にしていない。巡回文庫が導入された当時，「巡回文  

庫の導入や運営は，他の州の取り組みに関心を持ちながら行っていた」70と報告さ  

れている点から，複数の州を横断的に扱った研究が必要である。このような観点か  

ら行われた研究は，アメリカにおいても多くは存在しない。   

その中でも，代表的な研究としてジョアン・針パセット（JoanneE．Passe七）の  

研究がある。1つめが“Readingtheruralreader：traVelinglibrariesinAmerica，  

1892・1920”71である。パセットは，この研究の冒頭で州図書館委員会の報告書，巡  

回文庫の報告書，当時の雑誌記事や新聞記事などを資料として，以下の4点から巡  
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回文庫導入と発展の背景・要因を分析すると明示した72。  

（1）活動の本質と現状  

（2）巡回文庫担当者が遭遇する障壁  

（3）巡回文庫活動の促進と原動力および理念  

（4）公共図書館の発展における巡回文庫の影響   

活動の本質と現状では，「デューイによるニューヨーク州における巡回文庫の導入  

にあたって，1859年に開始されたオーストラリア・ビクトリア州メルボルン巡回文  

庫の取り組みを参考にした」78と指摘している。そのうえで，各州における巡回文  

庫の導入について概観している。   

巡回文庫担当者が遭遇する障壁では，巡回文庫の導入や推進にあたって問題とな  

ったことを指摘している。例えば，巡回文庫を設置する拠点として，地域の中心に  

なる施設のひとつである教会があった。そこの牧師は，自らの教義にそぐわない図  

書を排除しようとし，巡回文庫に批判を向けたことを明らかにしている。また，教  

会に設置された巡回文庫は，他の宗派の者が利用しにくかったことも問題であった  

と指摘している。他にも，交通網の未整備や高額な運送費用が巡回文庫の推進を妨  

げる要因としてあげた。   

巡回文庫活動の促進と原動力および理念では，巡回文庫を推し進めた要因を明ら  

かにしている。パセットは，女性クラブが巡回文庫活動を導入し，その推進を行う  

活動をしたことなどをその要因として指摘した。   

公共図書館の発展における巡回文庫の影響では，巡回文庫の導入や展開が，公共  

図書館の存在しない地域に適していることを明らかにした。そして，パセットは巡  

回文庫の役割が，カウンテイ・ライブラリー，分館，自動車図書館へと変化してい  

ったことを指摘した。   

以上の4点から巡回文庫導入と発展の背景・要因を分析したことを踏まえて，パ  

セットは，巡回文庫運動が人々の大衆教育の道具として寄与したことを指摘した。  

さらに，パセットは，巡回文庫が，新たな活動を広げる際の伝道精神（missionary  

spirit）や図書館専門職の形成のようなアメリカの図書館史を構成する重要な要素  

を含んでいると明らかにした。   

2つめが，『アメリカ西部の図書館員』74である。パセットによる『アメリカ西部  

の図書館員』は，アメリカ西部で活躍した図書館員の活動に焦点をあて，その状況  

を明らかにした文献である。パセットは，図書館員の活動という視点から巡回文庫  

に言及し，アメリカ西部で実施された巡回文庫の状況の一端を明らかにしている。  

以上のように巡回文庫の先行研究となるものは，森の研究やパセットの研究等があ  

る。中でもこれらの先行研究で言及されなかったことは，法律と複数の州の比較検  

討という視点である。  
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1．4．2女性クラブと巡回文庫に関する先行研究   

アメリカにおいて公共図書館設立を促した巡回文庫の研究に言及する際，巡回文  

庫を支援した女性クラブの活動75についてもふれておかなければならない。まず，  

女性クラブに関する研究として日本で知られている翻訳書では，エリザべス・ロン  

グ『ブッククラブ：アメリカ女性と読書』76が存在する。『ブッククラブ』は，19  

世紀における女性読書グループの状況をテキサス州ヒュー ストン（Houston）など  

の事例に基づき女性の読書活動の実態を明らかにした。   

アメリカでは，女性クラブの活動に関する著名な先行研究のひとつとして，ジェ  

ニー・C・クローリー（JennieC．Croly）の著書，グ加点血ねjγ0ヂ班e耶皿虐刀盲〟打点  

皿0聞皿e刀子血A皿e血77がある。これは，19世紀末にアメリカ各州で取り組まれた  

女性クラブの活動実態を網羅的に扱った調査研究書である。タローリーは，各地の  

女性クラブごとに項目を設けて，それぞれのクラブの成立や組織構成，活動内容に  

ついて詳細にまとめることで，個別の女性クラブの状況を明らかにした。   

また，その他の女性クラブの活動に関する先行研究として，アン・F・スコット  

（AnneF．Scott）A如umlaLtibs：WOmeB如sso血tionBjL2AmenbaB＾Lgtod8と，  

シオドーラ・P・マーティン（TheodoraP．Martin）乃esoundofourown血es：  

Ⅳ0皿e刀bβね（か〟〃ムβJβββ－JタJ伊9の2つの文献をあげることができる。この2つの  

研究も，女性クラブの活動実態と各州の事例を中心に研究したものである。   

さらに，より積極的に巡回文庫と女性クラブとの関係を取り上げた研究は，ポー  

ラ・D・ワトソン（PaulaD．Watson）による“Foundingmothers：thecontribution  

Ofwomen’sorganizationstopubliclibrarydevelopmentin七heUni七edStates”80や  

“Valleyswithouts11nSetS：women’sclubsandtravelin官1ibraries”81がある。この2  

つの研究は，19世紀後半から20世紀初頭におけるアメリカ公共図書館を支援する  

女性慈善団体（women，s voluntary associations）を調査したものである。ワトソ  

ンは，巡回文庫の支援や図書館法制定のために取り組んだ女性クラブの活動を取り  

上げた。その中でも特に，図書館振興を担当する州図書館行政機関の設立，地方の  

図書館設立に向けた取り組みに焦点をあてた。以上のように女性クラブのことを述  

べたものはあるが，巡回文庫に焦点をあてた研究は存在していない。  

1．4．3図書館エクステンションサービスに関する先行研究   

アメリカにおける公共図書館の館外サービスは，巡回文庫の活動が拡大するかた  

ちで，公共図書館のエクステンション活動として発展した。日本では，図書館エク  

ステンションについての研究はほとんどなく，小池源吾82や五島敦子呵こよるアメ  

リカの大学エクステンションの研究において，補足的に述べられているに過ぎない。   

特に，A皿e血娼刀伽て㌢ム嘉如γ題ム滋肋脚最戸4や励ge虐∫虚血ム暑毘てア必衰ぬが5  
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によれば，公共図書館のエクステンション活動の盛んであった1920年代から1950  

年代までを扱った研究は数少ない。その中で図書館エクステンションサービスにつ  

いて取り上げている研究として，フリッツ・ファイトけritヱⅤ占it）馳ねぎ叩甜血  

0ヂ四方肋舶用ヱ壷〆坪イ地坪eC由ノe叩点β壷口刀虎e叩刀血加点刀d血刀ぐ血Ⅶβ∂f  

β由由舶用ヱア甜由刀血点卯月Cね㌔6がある。ファイトは，1942年時点の図書館エク  

ステンションを実施する主体となった州図書館エクステンション機関の組織と機能  

の状況を調査し，明らかにした。   

この他に川崎良孝『アメリカ公立図書館・人種隔離・アメリカ図書館協会』87が  

ある。ALAが，人種隔離にどのような姿勢を採っていたのかをその変遷を含めて明  

らかにしたものである。しかし人種隔離を取り上げた研究なので，黒人に対する図  

書館サービスの点から図書館エクステンションサービスに言及するにとどまってい  

る。   

アメリカにおいて，1920年代から1950年代に取り組まれた図書館エクステンシ  

ョンの報告書や，図書館員や図書館学教員による図書館エクステンションに関する  

会議録，実態調査報告書は，数多く残されている。しかし，アメリカでも図書館エ  

クステンションサービスを歴史的に言及する研究は，先に言及した『アメリカ公共  

図書館史：1841年－1987年』や1950年に刊行されたエルネステイーン・ローズ  

（ErneStineRose）の乃epub血L［bmエアiDAD2eribaB五危88などの言及を除けば，  

皆無に等しい。  

1．4．4アウトリーチサービスに関する先行研究   

以下では，アメリカ公共図書館におけるアウトリーチサービスに関する先行研究  

をみていく。アメリカにおける公共図書館の館外サービスをアウトリーチサービス  

の視点からとりまとめた研究にム蕗毘工由βね班叩eqpゐ二鳥由子以東β〔ぱ0びゎで貞盛89と  

いう論文集がある。この論文集には，巡回文庫に関する先行研究で取り上げたワト  

ソン“VAlleyswithoutsunsets：women，sclubsandtravelinglibraries”90も収録さ  

れている。このことは，巡回文庫とアウトリーチサービスが，同じ歴史的系譜の中  

で捉えられていることを示している。   

アメリカ公共図書館のアウトリーチサービスを取り上げた研究は，日本でも行わ  

れてきた。代表的なものとして，小林卓「アメリカ公共図書館におけるアウトリー  

チ・プログラム」91や川崎良孝「アメリカ公共図書館と“The disadvant£唱ed”」92があ  

る。小林の研究は，アメリカ公共図書館におけるアウトリーチ・プログラムについ  

ての概念を詳しく検討し明らかにしたものである。   

川崎の研究は，いわゆる研究動向を明らかにした文献紹介である。その中で川崎  

は，社会的背景を踏まえながら，1960年代から1980年以降に焦点をあてアメリカ  
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においてアウトリーチサービスがはじまった時期とそのサービスが開始された要因  

を3つ指摘した93。要因の1つめは，黒人などの移動によるアメリカ社会の人口構  

成の変化である。1950年代以降は，移民の流入，南部から北部，農村部から都市部  

への人口移動が進み，都市の人口構成が急激に変化した。2つめの要因は，公民権  

運動の高まりである。社会全体が，差別撤廃の動きに包まれる中で，アメリカ図書館  

界も社会的に不利益を被ってきた黒人に目を向ける姿勢を強めたことである。3つ  

めの要因は，図書館に対する連邦補助金交付を規定した法律の改正である。それま  

での農村という補助金対象範囲の制約をはずした法律の整備は，多額の費用を要す  

る様々なアウトリーチサービスの財源となった。   

また，村岡和彦「アウトリーチサービスにおけるテクノロジー」94は，パソコンの  

普及による情報格差を是正すための方策としてアウトリーチサービスの役割を論じ  

ている。村岡の研究は，現状の情報格差問題の是正策としてのアウトリーチサービ  

スの役割について明らかにしたものである。この他，宍戸伴久「アメリカにおける  

身体障害者に対する図書館サービス」95や高島涼子「アメリカ合衆国における高齢  

者への図書館サービス」96や「高齢者に喜んでもらうために：ブルックリン公立図  

書館（USA）高齢者サービス」97などの特定対象者に対するサービス研究の中で，ア  

ウトリーチサービスに言及しているものが存在する。   

宍戸の研究は，アメリカの議会図書館による身体障害者向けのサービスや取り組  

みを細かく調査し明らかにしたものである。また，高島の研究は，アメリカの公共  

図書館で提供されている高齢者向けのサービスを支える枠組みや高齢者サービスの  

提供実態を訪問調査などにより明らかにしたものである。   

一方，アメリカにおけるアウトリーチサービスに関する研究は，多数が存在する。  

1971年に刊行されたエレノア・F・ブラウン（Elean肝F．Brown）エ蕗∫aて㌢ge∫由beわ  

iAedihdvaBia卵G8は，不利益を被っている（thedisadvantaged．）人々に対する  

サービスが注目されるようになった経緯，他の機関との協力関係などについて詳細  

に検討している。そして，アウトリーチサービス・プログラムを8つの対象層に区  

分けをし99，その対象者別の具体的なアウトリーチサービス・プログラムの事例を  

紹介している。しかし，1960年以前に取り組まれた活動については詳しく扱っては  

いない。   

クレア・K・リプスマン（Claire X．Lipsman）乃e繭丘♂相月ね卵d虔月d伽エア  

e戯e〟ye。ロeβ〆00は，アウトリーチサービス・プログラムの目標の設定の仕方，図書  

館員の問題，図書館の地域参加等の効果を提示している。また，財源確保のために，  

十分な評価を行うことが重要とされ，従来のプログラムにおいて評価という視点が  

欠如していた点を指摘している。  

1982年，キャサリン・ウェイベル（EathleenWeibel）のmeevdutibBOflibmヱy  
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0打出℃βC丘Jβββ一方丘刀♂Jねe彪cgロガreβ壷rβe∫γおeβ101では，1960年から1975年ま  

でのアウトリーチサービス・プログラムに関する文献調査を通して，アウトリーチ・  

プログラムについて以下の4つのモデルを提示している。それらは，伝統的サービ  

スを強化するためのモデル，図書館の地域参加へのモデル，商店街（店頭）を図書  

センターとするモデル，他機関との協力を行うモデルである。   

なお，ペンシルヴァニア・クラリオン大学（ClarionUniversityofPennsylvania）  

の地域図書館学研究センター（Center丘）rthe StudyofRuralLibrarianship）が，  

1998年より刊行を開始したββ血∂カ茄a月dOびゎ℃βd鹿甘庇e誌がある。本誌は，  

アメリカにおいて図書館アウトリーチサービスに関する唯一の研究専門誌といって  

よい。この中にも多くのアウトリーチサービスに関する論文が掲載されている。し  

かし，この研究誌に掲載される研究の多くは，現状を分析したものや実践研究であ  

る。そのため，アウトリーチサービスの歴史に言及する研究は数少ない。それらは，  

その歴史的変遷の概略をまとめた内容や現在の状況を述べるための補足的な言及に  

留まっている。   

このようにアウトリーチサービスに関する研究のほとんどは，現状に焦点を当て  

ている。そのため，これまでのアウトリーチサービスに関する歴史，特に1960年  

代以前の巡回文庫や図書館エクステンションといった館外サービスの歴史的経緯を  

取り上げていないのである。  

1．5研究手法  

1．5．1研究に使用する史料一資料   

本研究に使用する史料・資料の主なものは，以下の3つである。  

1．歴史研究で一次資料とされるアーカイブズ類   

2．各州図書館委員会や図書館で刊行した年次報告書，手引書，パンフレットな  

どの印刷資料類   

3．その他の二次的な文献・図書類   

アメリカ公共図書館における館外サービスに関する史料・資料は，その活動を行  

った図書館に残されていることが一般的である。つまり，活動を行っていた地域の  

図書館でなければ，入手することが困難である。そのため，本研究を進めるにあた  

って，重要な位置づけとなるアメリカにおける図書館の史料・資料の所在状況を事  

前に調査した。それを踏まえて，2度渡米し（2005年9月，2008年8月），以下の  

8機関でアーカイブズ類，印刷資料，図書文献の史料・資料収集を行った。  
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表1・1．史料・資料の収集機関と主な内容  

機関名   主な収集史料・資料   

1  イリノイ大学アーバナ・シャンペーン校   図書館エクステンション  

（UniversityofIllinoisatUrbana・Champaign）  アウトリーチサービスに関  

アーカイブズ研究センター   する組織活動の記録  

（ArchivesResearchCenter）   

2  イリノイ大学アーバナ・シャンペーン校図書館  ワシントン・カウンテイ・フ  

本館（MainLibraⅣ）   リー・ ライブラリーの館報102   

3  ウィスコンシン歴史協会（WisconsinHis七orical  ウィスコンシン州フリー・ラ  

Society）図書館およびアーカイブズ   イプラリー・コミッション  

（WisconsinFreeLibrary  

Commission）の年次報告書，  

手引書，パンフレット  

ウィスコンシン州フリー・ラ  

イプラリー・コミッションの  

図書館エクステンションに  

関する活動を示す写真，組織  

活動の記録史料・資料   

4  マディソン・パブリ ック・ライブラリー  ウィスコンシン州の図書館  

（MadisonPublicLibrary）   エクステンションやアウト  

リーチに関する報告書   

5  シカゴ・パブリック・ライブラリー（Cbieago  アメリカ公共図書館に閲す  

Pu，blicLibrary）ハロルド・ワシントン・ライブ  る文献，ALA発行資料  

ラリー・センター（HaroldW五sbinがOnIJibrary  

Center）   

6  ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリ  ワシントン・カウンテイ・フ  

ーのウェスタン・メリーランド・ルーム   リー・ライブラリーの年次報  

（Ⅵ屯sternMarylandRoom）   告書，館長ティツコムに関す  

るアーカイブズ（写真，新聞記  

事切り抜きなどを含む）‥馬車  

図書館開始当時の状況を示  

す文献，メリーランドの歴史  

に関する文献   
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7  メリーランド州イノック・プラット・フリー・  ワシントン・カウンテイ・フ  

ライブラリー（EnochPrattFreeLibrary）   リー・ライブラリーの年次報  

告書，メリーランド州の各公  

共図書館の年次報告書   

8  アメリカ議会図書館（LibraryofCo工唱reSS）   ティツコムが，ヴァーモント  

州で図書館長をしていた時  

に，作成した資料  

また，2005年の自動車図書館・アウトリーチサービス協会（Association of  

BookmobileandOutreachServices）の年次総会に参加し，そこでアメリカ各地の図  

書館の自動車図書館や館外サービスに関する手引き書，パンフレット，リーフレッ  

トなどといった史料・資料を収集した。   

この他に，日本国内で入手できる ALAの機関記仁Aん4j払〟如元やd皿eヱ元点月  

ム軌限d紺をはじめとして，ム活用ヱyゐ打m点上 一作ゐαかエ蕗毘てアβ打上ゐ肋，夕日ム加  

工蕗∫Ⅵ壷βなどから関連する文献を，筑波大学図書館情報学図書館，東京大学総合  

図書館などで調査し，史料・資料を収集した。また，山口県に出向き，佐野友三郎  

により収集され，山口県山口図書館に所蔵されている（おおよそ1900年から1916  

年までの）アメリカ各地の図書館年次報告書などを調査し，図書館エクステンション  

に関する史料・資料を収集した。   

各州の巡回文庫に関連する法律については，1880年代から1920年代までのアメ  

リカ各州の州法典を参照する必要がある。日本国内では，国立国会図書館議会官庁  

資料室の所蔵する鹿β融点耶（ばA皿eエわa刀戯βねβ点刀♂ね加ゎヱ東武マイクロフィ  

ッシュ版）が唯一まとまったアメリカの州法典である。このマイクロフィッシュには  

有効な見出しや索引がないので，当該■範囲の各州のマイクロフィッシュを1枚ごと  

に調査し，図書館エクステンションに関わる史料・資料の収集を行った。   

この他に，アメリカの社会状況や女性クラブなどの状況を示す刊行物，資料につ  

いては，アメリカ関係の資料が豊富に揃っている東京大学大学院総合文化研究科附  

属アメリカ太平洋地域研究センター図書室で調査し，史料・資料を収集した。なお，  

日本国内の図書館で所蔵していない，各州の図書館委員会の年次報告書やALAの  

調査報告書，各州の歴史書などの主要な資料のうち，海外古書店より入手可能なも  

のについてもできうる限り入手をした。  

1．5．2研究方法   

本研究では，前節であげた，史料・資料を以下の点から検討する。まず，巡回文  

庫についてである。州の法典に収録された，巡回文庫導入の根拠となった法律から，  
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各州の巡回文庫に関する法律の特徴を分析する。巡回文庫に関する法律に基づく，  

巡回文庫の運営状況について，各州図書館委員会や図書館で刊行した年次報告書を  

用い把握する。その際に，ウィスコンシン歴史協会アーカイブズ所蔵のウィスコン  

シン・フリー・ライブラリー・コミッションに関する資料も併用し，ウィスコンシ  

ン州で取り組まれた巡回文庫の運営状況を確認する。   

この他に，ウィスコンシン・フリー・ライブラリー・コミッションやALAの刊  

行した機関誌の記事，報告書や手引書などから巡回文庫運営状況を検討する。次に，  

ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリーにおける馬車図書館，自動車図書  

館の導入・運営についての検証である。   

これを検証するために，ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリー・ウェ  

スタン・メリーランド・ルーム所蔵のティツコムに関する資料から，馬車図書館，自  

動車図書館の運営の背景を分析する。また，ワシントン・カウンテイ・フリー・ラ  

イブラリー所蔵の年次報告書，イリノイ大学アーバナ・シャンペーン校図書館本館  

所蔵の館報，イノック・プラット・フリー・ライブラリー所蔵の年次報告書から，  

ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリーの馬車図書館，自動車図書館の運  

営状況を明確にする。   

さらに，図書館エクステンションについてである。図書館エクステンションを検  

討するために，ALAの刊行した機関誌の記事，報告書や手引書などからその状況を  

確認する。さらに，イリノイ大学アーバナ・シャンペーン校アーカイブズ研究セン  

ター所蔵のALAアーカイブズから，ALAの図書館エクステンションに対する姿勢  

とともに，各州の図書館エクステンションの運営状況を分析する。   

最後に，図書館のアウトリーチサービスについてである。図書館のアウトリーチ  

サービスを検討するために，ALAの刊行した機関誌の記事，報告書や手引書などか  

らその状況を把握する。さらに，イリノイ大学アーバナ・シャンペーン校アーカイ  

ブズ研究センター所蔵のALAアーカイブズから，ALAの図書館アウトリーチサー  

ビスに対する体制や活動を確認する。また，連邦政府の図書館補助金交付に関連す  

る報告書や国勢調査の結果などから，各公共図書館のアウトリーチサービスの実施  

状況を分析する。  

1．6構成と概要   

本稿における序論に続く，構成と概要は以下の通りである。アメリカ公共図書館  

における館外サービスの手段として用いられた形態やサービス手段の変遷ごとに章  

を構成する。第2章では，巡回文庫の導入と展開と題し巡回文庫が開始された1892  

年からその形態が変化する1904年までを対象とし，巡回文庫の実態を明らかにす  

る。  
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そのために，巡回文庫導入期のアメリカ社会の状況を把握する。アメリカ社会の  

変化では，移民流入による人口増加があったこと，移民が農村に入植しコミュニテ  

ィを形成したこと，識字率の向上がみられたことなどをまとめる。そのような社会  

で充実してきた，成人教育に軋 農民や工場労働者を対象とした，通俗講演，シャ  

トーカ運動，大学エクステンションなどがあることを確認する。そのうえで，大学  

エクステンションと公共図書館の巡回文庫が関連付けられていることを明確にする。  

また，農村では，巡回文庫を受け入れる素地ができていたことを明らかにする。   

以上の背景を踏まえ，巡回文庫導入の要因を女性クラブの活動と州による立法活  

動から把握する。女性クラブの活動では，巡回文庫導入を働きかけたことや巡回文  

庫運営を担ったことを分析する。州の立法活動の結果，多くの州で類似する内容を  

含む，巡回文庫に関する法律を制定したことを明確にする。   

第3章では，アメリカ各州の巡回文庫に関する法律に基づいた，州の巡回文庫の  

実施状況をミシガン州，ウィスコンシン州，アイオワ州の事例から把握する。ミシ  

ガン州，ウィスコンシン州，アイオワ州の巡回文庫の導入，運営状況，廻送した図  

書などの実態の分析から，州ごとにみられる巡回文庫の特徴を検証する。   

第4章では，巡回文庫から馬車図書館へと形態がかわった要因について述べた後，  

馬車図書館をはじめたティツコムという人物に焦点をあてまとめる。まず，ワシン  

トン・カウンティを事例として，カウンテイ・ライブラリー・システムの導入経緯  

を明らかにする。そのうえで，ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリーの  

図書館サービス実施状況をまとめ，その課題を分析する。その課題を解決する方法  

としての馬車図書館の発案経緯と実施状況を確認する。また，馬車図書館から自動  

車図書館へと移行する経緯とその背景を明確にする。   

さらに，馬車図書館や自動車図書館の導入した人物であるティツコムの経歴をま  

とめる。それを通じて，ティツコムが馬車図書館導入に対し，どのように尽力した  

のかを検証する。そしてALAでの報告などの中で馬車図書館の取り組みをどのよ  

うに紹介したかについても明らかにする。   

第5章では，図書館エクステンションとしての展開過程に焦点をあてる。1925  

年，ALAに，図書館エクステンションに関する委員会が設置された。こうした状況  

の中で，アメリカ公共図書館の中で巡回文庫や自動車図書館などによるサービスを  

包含した概念としての図書館エクステンションがアメリカ公共図書館でどのように  

展開していったのかを図書館エクステンション委員会の活動や各図書館における取  

り組みなどから検討する。   

また，1929年にはじまる大恐慌下の図書館エクステンションの発展についても明  

らかにする。特に，連邦政府による大恐慌対策であるWPA（公共事業促進局∴W正鮎  

ProgressAdministration，後にWbrkProjectsAdministration）プロジェクトの中  
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で，図書館エクステンションがどのように位置づけられ，発展したのかを分析する。  

また，WPAプロジェクトの資金を活用して取り組まれた図書館エクステンション  

の事例についても検討する。   

第6章では，第二次世界大戦から戦後の図書館エクステンションの変化や取り組  

みを明らかにする。自動車図書館の標準化や図書館エクステンションに対する連邦  

補助金獲得の動きに焦点をあて，補助金支出を規定した駄律制定までの経緯とその  

背景を分析する。   

第7章では，図書館エクステンションが，社会の変化と合わせて，アウトリーチ  

サービスへと変化し，展開した状況を明らかにする。アメリカでは，1960年代以降，  

公民権運動や障害者の権利の確立が進められた。それにしたがって，アメリカの公  

共図書館は，そのような潜在的利用者を図書館サービス対象者として認識した。潜  

在的利用者に対してサービスを提供する手段として採用したのが，館外サービスを  

中心とする一連の活動であった。この活動は，不利益を被っている人びとに対する  

サービスとして認識されたが，後にアウトリーチサービスと呼ばれるようになった。   

この過程において，公共図書館におけるアウトリーチサービスは，どのように捉  

えられ，どのような役割を与えられていたのであろうか。●また，それぞれの図書館  

による取り組みの実際は，どのような状況であったか。そして，現在に至るアウト  

リーチサービスは，どのような変遷を経てきたのだろうか。このような点について，  

連邦政府の補助金政策やALAやアウトリーチサービス関連団体の活動などの視角  

を加えて検証する。なお，各図書館の取り組みについては，1960年代にブラウンに  

より示された，アメリカの公共図書館におけるアウトリーチサービスの対象者8種  

類103を踏まえつつ，把握を行う。   

終章では，各章で明らかにした点を踏まえ，巡回文庫の導入から，馬車図書館，  

自動車図書館へと変化していく状況を検証する。それに基づき，巡回文庫導入の背  

景や要因を明確にする。そのうえで，馬車図書館や自動車図書館へと変化する背景  

や要因，図書館エクステンションから図書館アウトリーチサービスへの変化の背景  

や要因についても明らかにする。  
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第2章巡回文庫の導入と展開：1892年－1904年   

本章では，1890年代からアメリカ各州で立法化されていった巡回文庫（travelin官  

1ibrary）に関する法律が，どのように具現化され，サービスを実施していったのか  

について，これまで先行研究で取り上げられてこなかった州法を軸として論じる。  

また，具現化された巡回文庫の運用状況についても事例を用いて言及する。それに  

より，州や州立図書館が，あらゆる人々に対する図書館サービスの提供手段として，  

どのように巡回文庫事業にかかわっていったのかについてもあわせて検討する。そ  

のため，当時の社会変化とともに巡回文庫が実施された農村の状況をみていくこと  

にする。続いて，州の図書館振興政策と巡回文庫に関する法律の制定，条文の内容  

を把握し分析する。  

2．1巡回文庫導入期のアメリカ社会  

2．1．1アメリカ社会の変化  

1890年代，アメリカにおいて巡回文庫は州の事業として導入された。その背景に  

は，州が行政単位の基本であり，州に図書館を含む教育行政を担当する権限が担保  

されていたことがある。さらに，州内の市町村やカウンテイ（cou．nty）のような地方  

自治体は，州の創造物と位置づけられている。したがって，地方自治体ではなく，  

行政の基本単位である州が巡回文庫を主導することとなった。すなわち，市町村や  

カウンティにおいて図書館を設置することができたものの，通常州法による承認や  

制約を受けた。州全体に適用される図書館法ができる前には，設置される図書館ご  

とに立法を行った。例えば，ボストン公共図書館の設置の際，マサチューセッツ州  

議会が審議し，図書館設立に関する法律を制定し，承認した。他にも，メリーラン  

ド州ワシントン・カウンテイ（ⅥhsbingtonCounty）においても，同様の事例がある。   

さらに，州によっては，法律に基づき，図書館設置を進めるための補助金や図書  

の支援を行っていた。したがって，図書館にかかわる政策を担い，権限を行使する  

中心は州政府・州議会であった。上記のような行政システムとアメリカ社会の状況  

の変化が巡回文庫というサービス手法を登場させた。   

アメリカ社会の変化で顕著であったのは，移民の増加である。1890年から1899  

年で計3，694，389人の移民があり，この10年間の推移を見ると，少ない年で229，299  

人，多い年で579，663人に達した104。大量の移民は，急激な人口増加へとつながっ  

た。アメリカの人口統計局では，2，500人以上の地域を都市部（仇もan），2，500人  

未満の地域を農村部（Ru．ral）と分けて，定義している105。この定義に基づくと，  

都市部には，移民流入とともに農村部から人々が移り住み，1820年から1880年の  

間に，都市部に居住する人口は，693，255人から6，216，518人へ106と急増していっ  

た。この時期，就学義務汝が，各州で導入された107。それにより，行政機関による  
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教育活動が，活発となりはじめた。公立学校の在籍者は，1880年9，868，000人から  

1890年12，723，000人へ，1900年の15，503，000人108へと増加した。   

こうした人口増加や教育の普及は，農村部でもみられた。都市部への移住者があ  

ったものの，農村部は，主にヨーロッパからの移民とともにアメリカ東部地域から  

も多くの移住者があった。農業地帯が形成されたこと七より農業人口が，1890年  

24，771，000人から，1900年29，875，000人109へと，5，104，000人も増加した110。流  

入した人々は，農村で新しいコミュニティを形成した。とりわけ道路や橋などが整  

備されていない農相では，道路や橋などのインフラ建設を行うために，コミュニテ  

ィが必要とされた。コミュニティが形成されると，学校がすぐに設けられ，教育が  

行われた11l。   

ドイツや北欧からの移民が多く入植したウィスコンシン州を中心とする中西部で  

は，出生国を同じくする入植者単位でコミュニティを構成することが多くみられた。  

そうした農村コミュニティの学校では，出身国の言語で教育することが多かった。  

このように，移民たちは独自のコミュニティを構築する傾向にあった。同じ出身国  

者で構成されるコミュニティは，出身国の言語で書かれた図書を必要とした。そう  

した農村部の学校は，校舎が貧弱で設備も充実していない場合も多く，寄せ集めの  

図書を教室の1箇所に置き，図書館代わりにすることもあったという112。   

学校教育の普及を反映して全米の非識字率は，1880年の17．0％から1890年の  

13．3％，1900年10．7％と低下した113。識字率の向上は，情報への欲求を引き起こ  

した。1880年から1900年にかけて，機械化や工業化の進展は，高速印刷機の改良  

や写真製版技術の改良などの，印刷技術の向上114や製紙法115の改良をもたらし，安  

く大量に印刷ができるようになった。こうして，多くの雑誌や新聞が創刊されると  

ともに，図書の刊行数を増大させていくこととなった。   

全米の日刊新阻軋1880年971紙3，566，000部，1890年1，610紙8，387，000部，  

1900年2，226紙15，102，000部へと増加した116。同様に図書の刊行タイトル数も，  

1880年2，076種から，1890年4，559種，1900年6，356種へと増加した117。以上  

のように，19世紀後半のアメリカでは，初等教育の充実が図られ，識字率の向上が  

みられた。それとともに，図書のタイトル数の増加による読書材の充実があった。  

2．1．2アメリカにおける成人教育の充実  

19世紀後半，特に南北戦争（1861年・1865年）以後のアメリカにおける成人に  

対する教育は，農業技術の革新（mechanization）や工業化（industrialization）  

に必要な人材養成に利用された。この時期，成人教育の実施を担った方法には，一  

般の人に向けた講演会である通俗講演，民間の啓蒙活動であるシャトーカ運動，大  

学教育を州内に広げる大学エクステンションの3つがあった118。  

29   



その中でも，シャトーカ運動119では，読書による学習活動の推進が行われた。ま  

た大学エクステンションは，イギリスで，1867年から試みられ，1873年にケンブ  

リッジ大学（Univer由ty ofCambridge）の巡回講義として正式にはじまったとされ  

る120。1875年には，ロンドン大学（Unive開ity ofLondon）で，1878年に軋 オッ  

クスフォード大学（University ofOxford）で大学エクステンション講座が開始され  

た121。この大学エクステンションという教育方法は，ヨーロッパや日本に伝えられ  

るとともに，アメリカにも伝えられた。この試みがアメリカで導入される際に，重  

要な役割を果たしたとされる人物の一人が，ジョンズ・ ホプキンス大学（Jobns  

HopkinstJniversi七y）の教授であったハーバートB・アダムス（Herber七臥Adams，  

1850・1901）である。アダムスは，1885年の連邦教育省長官年次報告で，大学エク  

ステンションについて論じている122。  

1887年，さらにアダムスはアメリカ図書館協会（AmericanLibraryAssociation，  

以下ALAと省略する）の年次総会123で「セミナリー図書館」（SeminaryLibraries）  

と題する講演を行った。この講演は，セミナリー図書館，図書館活動，イングラン  

ド（En官1and）大学エクステンションの3部から構成されていた。アダムスは，ド  

イツの大学図書館のセミナールームの効果に触れ，次いで公共図書館において，誰  

でも使えるような部屋を設けることを主張した。その上で，公共図書館が組織的か  

つ継続的な学習を提供する方法として，合衆国における大学エクステンションの発  

展を唱導した124。   

アダムスの提言を受けて，アメリカ各地で大学エクステンションの取り組みが開  

始された。大学エクステンションは，シャトーカ運動，公共図書館，大学エクステ  

ンション協会が主要な担い手となった。特に，大学エクステンションと公共図書館  

に関わる代表的なものとして，メルヴィル・デューイ（MelvilDewey）による取り  

組みをあげることができる。  

1889年，デューイは，コロンビア大学図書館長（ColⅥ．mbiaCollegeLibr乱rianin  

Chief）からニューヨーク州大学評読会事務局長（SecretaryoftheUniversi七yofthe  

StateofNewⅥ）rk）兼州立図書館長（I）irectorofNewⅥ）rkStateLibrary）になった。  

デューイは，1889年のニューヨーク州大学法を起草し，そこで評議会の権限を強化  

するとともに，州立図書館や州立博物館を大学組織に組み込むことにした。そのこ  

とは，州立図書館が，大学エクステンションを担う機関となることを意味した。   

大学法が成立した1889年に，デューイは，ニューヨーク州教育評議会（University  

oftheStateofNewYbrk）という名称を持つ州教育行政機関の（年次）理事会で，  

「ニューヨーク州評議会の拡張」という話をした。デューイは，「公共図書館は［大  

学】エクステンション事業のクラスや講義の場，そうしたクラスや講義に欠かせない  

相互貸借や巡回文庫の読書資料を保存する場として機能する」と語り，大学エクス  
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テンションと現代的な図書館とのつながりの必要性を明示した125。これが後の州に  

よる巡回文庫事業へとつながり，公共図書館整備の環境を醸成することとなった126。  

こうした活動に関連して，公共図書館設置推進127などの活動も括発に行われた。  

2．1．3公共図書館の増加と発展   

アメリカで成人教育が充実した19世紀後半は，その担い手であった公共図書館  

の発展がみられた時期でもあった。特に，「1870年代に入ると次第に利用者層を広  

げようとする」128状況がみられた。  

1876年には，アメリカの図書館員の抱える課題を討論する場となるALAが創設  

された。また同年，連邦政府による包括的な図書館報告書『アメリカ合衆国のパブ  

リック・ライブラリー：歴史，現状，管理運営特別報告』が発表された。この図書  

館報告書には，カッターの辞書体目録編成規則が収録されるなど，アメリカの図書  

館で用いられることを前提とした資料組織化のためのツールが含まれている。さら  

に同年，図書館雑誌A皿e血刀ム妨毘ヱyゐぴ∫Ⅵ虐ノの発刊，デューイの十進分類法の  

刊行なども行われた。   

以上のように，1870年代は，アメリカの公共図書館の現状を見定め，図書館の理  

論や技術を発展させる環境要因が出てきた時期であった。そして，「整理技術が発達  

し，本の貸出，開架制，日曜開館，開館時間の延長などの措置もとられるようにな  

り，こうして公共図書館は利用サービスを中心とした体制に変わっていく」129状況  

へとつながっていった。  

1876年，アメリカにおいて税金で運営される図書館は，188館存在した。1876  

年以降，各州において，公共図書館設置認可に関連する州法が制定されていった130。  

また，アンドリュー・カーネギー（AndrewCarneg昆）が1886年以降図書館に対す  

る寄付を開始した。1886年から1896年の間に，6自給体の14図書館を建設する  

ために1，860，869ドルを寄付した1飢。それらにあわせて，都市部の自治体を中心に  

公共図書館が急速に設置された。例えば，1878年創設ウィスコンシン州ミルウォー  

キー・パブリック・ライブラリー（Milw・飢止eePublicLibrary），1882年創設メリー  

ランド州イノック・プラット・フリー・ライブラリー佃nocbPrat七FreeLiもrary），  

1885年創設ミネソタ州ミネアポリス・パブリック・ライブラリー（Minneapolis  

Public LibraⅣ），1888年創設ニュ｝ジャ ージー州ニューアーク・パブリック・ラ  

イブラリー（NewarkP止blicLiもrary），1895年創設ニューヨーク・パブリック・ラ  

イブラリー（NewYbrkI）ublicl慮rary）があった。その結果，「1896年頃には，各  

地に約1，000の公立図書館が点在」132した。   

また，都市部では公共図書館の分館設置に先駆けて巡回文庫が導入された。1890  

年，オハイオ州クリーブランド・パブリック・ライブラリー（Cleveland PⅥblic  
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Library）では，クリーブランド金物会社の従業員100名に向けて50冊程度の蔵書  

を送付していた1＄3。クリーブランドでは，デパートや電話会社の事務所，クラブな  

どに向けても巡回文庫の貸出しを行う一方で，分館の開設も行っていた。こうした  

分館の設置は，公共図書館サービスを地域全体へと拡張し，公共図書館の有用性を  

認識させていくことになった。  

1890年，アメリカにおいて最初に公共図書館設立を促進させる法を制定し，図書  

館委員会を設置した州は，マサチューセッツであった134。このマサチューセッツ州  

法をモデルとした，図書館委員会設置の方式が各州へと広がっていった。こうして  

各州で，図書館設置を進める州行政機関が設立された。そうした機関は公共図書館  

の設置促進策のひとつとして巡回文庫を位置づけた。それは巡回文庫の実施につな  

がっていくものであった。   

農村部における図書館サービスの広がりに関連して，都市部の図書館よりも，広  

い地域をサービス対象とするカウンテイ・ライブラリー（Coun七yliもmry）が登場し  

た。カウンティ全体をサービス対象とするカウンテイ・ライブラリーは，オハイオ  

州ヴァン・ワート・カウンテイ（Ⅴ五nW占rtCoun七y）で開始された。1898年，カウン  

ティ理事会に対し，カウンテイ・ライブラリー設置とその運営のための課税権を付  

与する法律をオハイオ州議会が制定した。その後，開館準備期間を経て1901年1  

月開館した。なお，アメリカで2番目にカウンテイ・ライブラリーを導入したとさ  

れるのは，本研究で取りあげるメリーランド州ワシントン・カウンティである。   

以上のように，都市部では，図書館が創設され，整備された読書環境と図書館サ  

ービスがもたらされていた。農村部では，カウンテイ・ライブラリーなどの設置も  

みられた。しかし，これらのカウンテイ・ライブラリーについて，高島涼子は，「カ  

ウンティに住む人々に対しての図書館サービスの試みではあるが，広範な関心を引  

き起こすことはなかった」135と指摘している。   

この時期，農村部では，移民の流入にともなってそれまでの無人地帯に入植が開  

始され，農村コミュニティという共同体が形成されていった。農村コミュニティの  

形成は，行政施策の上で農民をまとまった存在として認識させることになった136。  

それは，州による図書館サービスの実施対象となりうることを意味した。大学によ  

る成人教育の拡大など，多様な位置づけの教育活動や社会改良活動の充実は，巡回  

文庫を実施していく一要因となったと考えられる。   

しかし，公共図書館の増加や図書館サービスの発展は，すぐにすべての人々へと  

図書館サービスをもたらしたわけでなかった。イライザ・A・グリーソン 沌1iヱaA．  

Gleason）は，1900年以前には南部の公共図書館において黒人に対するサービスは  

実施されていなかったと指播している137。さらに，先住民（Na七ive American）へ  

のサービスも想定されていない状況であった1B8。  
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2．1．4農村における知識環境醸成   

都市部で人口増加や学校教育の普及がみられるとともに農村部においても変化が  

みられた。1860年以降の西部漸進，すなわちフロンティア開拓に伴い，急速に農業  

地帯の形成と発展のための環境整備が行われた139。例えば，1862年に，一定条件  

の下で，5年間耕作したものに土地を無償で払い下げを認めたホームステッド法（自  

営農地法）（HomesteadAct）140や「国有地売却益によって，各州1校以上の州立  

大学の基本財産を確保し，産業階級を対象に，農学・機械工学という実学を提供す  

るランドグラント・カレッジ（国有地交付大学）（LandGranttJnivers址y）を設立す  

る」モリル法（MorrillAct）141が制定された。当時は「農民の文化の状態はまだ一  

般に低く，農業新聞は1つの州で住民230人に1部の割合でしか普及しておらず，  

農民の90パーセントは農業の科学的基礎について無知であり，また開拓農民の性  

癖として図書による学習などは冷笑してうけつけない状態」142であった。モリル法  

によって，農科大学が設置され，そこで学ぶ農民が出てきた143。その他にも農業に  

関する最新の知識を伝授する役割をもった巡回講師がこうした農民に対し農業に関  

する知識をもたらした。  

1867年には，農民の協同組織である農民共済組合のグレンジ（Grange）が結成  

され，読書推進，図書館施設の設置などの農民に向けた各種教育活動が実施された  

144 0   

またこの時期，発明・改良された農業機械が農村部の人々の間で普及し，農業生  

産力を高めた145。生産された農産物は，1869年に完成した大陸を横断するユニオ  

ン・パシフィック鉄道（UnionPaci且cRailroad）の整備された鉄道網を通じて都市へ  

と運ばれた。逆に，都市部からは知識や技術・工業製品が農村部にもたらされた。  

その際に活動したセールスマンは，この整備された鉄道網で農村地帯の鉄道駅へと  

出向き，そこから馬車を活用し，農村を巡って，「家庭薬晶を初めとして，家庭用晶，  

調味料さては飼料に混入する家畜の栄養剤等にいたるまでの諸々の必需品」146を販  

売した。   

同時期，郵送料の値下げなどにより，通信販売が盛んに行われるようになった。  

通信販売のカタログには，日用品から農機具，そして図書まで掲載されていた。通  

信販売のカタログは，こうした商品を単に注文するのに役立つだけではなかった。  

分厚い通信販売のカタログの誌面は，活字でうめつくされており，それは農村部に  

おける情報の渇望を満たすためでもあったといわれている147。このように，農村部  

では，セールスマンや通信販売を通じて購入した聖書や小説などの図書とともにカ  

タログを図書代わりに使用していた。実際に，学校では教科書の確保ができなかっ  

た時に，カタログを代わりに用いて授業することもみられたという1亜。   

また1887 年，連邦政府がファーマーズ・インスティチュート（払rmer－s  
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insti七ute）149拡大のために，1887年ハッチ法（HatchAc七of1887）を制定し，各州に  

年間15，000ドルを補助した。ファーマーズ・インスティチュートは，農村におけ  

る成人教育活動を担う役割が与えられ，農村での講習会や講演会を行うとともに，  

発行した報告書を農村に配布することもあった。農村の中には，こうした影響を受  

けて学習会が組織されることもあった。農村部では，学校が設置され，識字率が向  

上した。農村部では，以下の3つの状況が揃い，潜在的に巡回文庫を受け入れる土  

壌が整いつつあった。  

1つめは，通信販売のカタログから，情報を得ようとし，人々は活字を目にする  

機会が増えた。2つめは，初等教育以後の農民教育の実施により，農民の教育環境  

が充実した。3つめは，急速に整備されていった鉄道網により，巡回文庫を廻送す  

る輸送を容易にした。以上のように，農村で図書館サービスを実施する環境と知識  

を受け入れる側の農相の状況とが揃った。このことは巡回文庫を実施する条件が整  

ったことを意味した。  

2．2女性クラブによる働きかけ   

この時期，巡回文庫の導入に向けて積極的な協力  

を行った組織として，女性クラブがある。アメリカ  

社会に女性クラブの登場する19世紀後半は，大陸  

鉄道の開通（1869年），電話の発明（1876年），電  

灯の発明（1879年）といった様々な技術革新ととも  

に，日用品を工場で大量生産するようになった時期  

である。こうした社会の急激な変化は，女性を取り  

巻く環境にも変化をもたらすことになった。大量生  

産によって日用品が容易に入手できるようになり，  

「女性の骨の折れる仕事だったろうそく作り，石鹸  

作りも，辺境地をのぞいてまれになった」150といわ  

れるようになった。そのため，白人中産階級を中心  

に，女性が余暇をもちはじめた。余暇の過ごし方と  

して，特に教養の高い女性ほど，継続的な学習に関  

心を寄せ，研究会や読書サークルとして個々にクラ  

ブを形成するようになった。   

女性クラブの直接的な形成の発祥は，ボストンと  

ニューヨークにおいて，ほぼ同時にはじまった151。  

図2－1．ジェニー・C・クローリー  

出典：Croly，Jennie C．乃e  

血最以γ（ガ㌧地eI和皿飢沌・〟最  

エロ0γeヱロeJコ才元Aヱロeヱ：わ乱  

1867年，ボストンでキリスト  

教女子青年会（Ⅵ）un官Wbmen’sChri8tianAssociation，以下YWCAと省略する）152  

が結成された153。YWCAの目的は，仕事を探して都市にやってくる若い女性を助け  
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ることであった154。  

1868年，ニューヨーク州のジャーナリスト，ジェニー・C・クローリー（JennieC．  

Croly，1820－1901）は，ニューヨークの記者クラブの夕食会に女性だという理由か  

ら参加を断られて以来，教養を深めることを目的とした職業女性のためのクラブを  

結成した。クラブはラテン語の起源に「姉妹」という意味を持った植物の名称を用  

いて，ソロシス（Sorosis）と名付けられた155。   

各地でつくられていった女性クラブは，文学や音楽などの教養を高める活動とと  

もに，地域の教育や貧困地区への福祉といった生活を改良する活動にも乗り出した。  

こうした活動のひとつとして読書会が行われたり，女性クラブが運営する図書館が  

設けられたりした。例えば，イリノイ州のシカゴ女性クラブ（Chicago Women，s  

Cllユb）には読書室（readingroom）が設置されていた（図2・2）156。女性の図書館  

づくりは，「女性の知的活動が奨励される空間の必要性であった。若い，独身の中産  

階級や上層階級の人のためには女子大挙がそのような場を提供した。しかし，白人，  

中産階級，中年，既婚の母親のためには自己教育のための唯一の希望は女性の勉強  

クラブであった」157とあるように自己教育を目的としていた。  

図2・2．女性クラブの読書室（イリノイ州シカゴの女性クラブ）  

出典：Croly，JennieC．TBe烏Lgtozyof蕗ewomankdubmovementiDAmeda．  

NewYbrk，H．G．Allen，1898，P．70．  
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また，1890年代になると女性クラブの活動はそれまで自らの教養を高める目的か  

ら，社会改革を推進する目的へと変化した。各地の女性クラブは，その社会改革158  

の一環として，地域の読書活動に積極的にかかわる活動に取り組みはじめた。自分  

たちが住む町に図書館を設立することに関心がもたれ，それに向けた活動が行われ  

るようになった159。  

2．2．1女性クラブによる巡回文庫の導入に向けた働きかけ   

巡回文庫導入に向けて女性クラブは，巡回文庫の運営資金を支援した。また女性  

クラブは，巡回文庫を州で実施するための立法化を進めるため，州議会議員や州図  

書館行政の関係者に積極的に働きかける活動を行った。例えば，以下の州は，女性  

クラブが巡回文庫の活動あるいは公共図書館の展開を監督する州図書館委員会を設  

置するために括勤した。   

オハイオ州では，1895年10月に開催された女性クラブのオハイオ州連盟（Obio  

StateFederation）の年次総会において，C・B・バックウォルター（C．B．Buchwalter，  

生没年不詳）が巡回文庫についての議題を紹介し議論が行われた。その中でサミュ  

エル・B・スニース（SamuelB．Sneatll，生没年不詳）が，「オハイオ州では，ニュ  

ーヨーク州のすばらしい巡回文庫システムよりも，よい見本を見つけることができ  

なかった」160とニューヨーク州の状況を引き合いにオハイオ州の状況を紹介した。  

そしてオハイオ州lの巡回文庫のあり方について述べた。同様にニュージャージー州  

においても，1896年3月に開催された女性クラブの州連盟の中間年次総会におい  

て巡回文庫が取りあげられている161。   

さらに，1898年2月，ミネソタ州ダルース（D五山th）において，ダルース女性  

クラブ（Wbmen，sClul）OfD山utb）支援のもと会議が開催され，そこで北部ミネソ  

タ巡回文庫協会（NorthernMinnesotaTravelingLibraryAssociation）が組織され  

た182。またこの会議では，ミネソタの図書館で女性クラブは何を行ったのかが議題  

にあがり，チェスター・マキュージック（Cbes七erMekⅥSick，生没年不詳）は，16  

館の図書館のうち13館が女性クラブの貢献によって設立されたものであると述べ  

た。また，M・S・アメダーソン（M．S．Amderson，生没年不詳）は，図書館運営  

を支援する女性の役割の重要性について論じた。このように女性クラブでは，この  

時期に巡回文庫についてどのような関わり方をしてゆくべきか関心が持たれていた  

のである。  

2．2．2女性クラブによる巡回文庫活動   

女性クラブの中には，各州において，巡回文庫の導入や公共図書館設立に向けた  

講演会や州政府などに対する働きかけを行うとともに，自ら巡回文庫の運営に乗り  
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出すクラブも出現した。インディアナ州は，住人10，000人以上の都市部を除けば，  

農村部において公共図書館は存在していない状況であった。身近なところに図書館  

の必要性を強く考えていた女性クラブの貢献により，1897年6月，第8回クラブ  

連盟の会議（EighthannualmeetingoftheUnionofClub）において抵律の必要性が  

論じられ，図書館委員会設立の法案が可決された。その図書館設立に向け，働きか  

けた女性クラブが地元の新聞で取りあげられた163。それが，図書館の存在を地域住  

民へと知らしめることとなり，地域の人々が図書館に関心を持つようになり，さら  

に図書館設立を促すことになった。その手はじめとして，巡回文庫が導入されたの  

である。   

また，ジョージア州の女性クラブ連盟においても，1896年地方コミュニティに届  

ける巡回文庫を導入している164。マサチューセッツ州ボストンの女性教育協会  

（Wbman，sEducationAssociation）は，寄付金によって購入された高価なものか，  

あるいは利用者の要求が少ないコレクション25冊の巡回文庫を提供した。これら  

の巡回文庫は，アメリカの歴史，自然科学，文学，旅行，農業，スポーツなどのコ  

レクションを含み，6ケ月間貸出しされた。巡回文庫の利用は，返却の際の輸送料  

を除けば，図書利用の際の料金はかからなかった。  

1896年，マサチューセッツ州フリー・パブリック・ライブラリー・コミッション  

（FreePublicLibraryCommissionofMassachusetts）の年次報告書では，ボスト  

ンの女性教育協会が準備した巡回文庫のうち11箱（計311冊）が利用されたことが記  

されている165。また翌1897年の報告書では，18箱（計511冊）の巡回文庫を準備し，  

巡回文庫と図書の数を増やしたことが記されている166。1899年の報告書では，25  

箱の巡回文庫（計718冊）が準備され，1，903冊の図書が貸出しされていたことが記  

されている167（表2－1）。  

表2・1．ボストンの女性教育協会運営による巡回文庫の状況  

年   巡回文庫数   コレクション数   廻送先   

1896   11箱   311冊   記載無し   

1897   18箱   523冊   17箇所   

1898   記載無し   記載無し   20箇所   

1899   25箱   718冊   25箇所   

出典：マサチューセッツ州フリーパブリック・ライブラリー・コミッション  

1896年から1899年までの4年間の年次報告書に基づき作成  
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1896年の廻送先は不明であるが，1897年，1998年，1899年の廻送先は農村部  

を中心とするものである（表2－2）。つまり，このボストン女性教育協会の事例は，  

マサチューセッツ州の農村部に巡回文庫を実施していたことを示すものである。  

1898年の巡回文庫廻送先に，イーストフリータウン佃as七万、ree七own），ラッセル  

（Russell），ルートランド（R11tland）の3箇所が加わった。  

1899年になると1898年に加えられたイーストフリータウンとルートランドへの  

廻送が廃止され，新たに以下の 7箇所への廻送を開始した。アクシュネット  

（Acushnet），ベッドフォード（Bedford），クラークスパーグ（Clarksburg），コルレイ  

ン（Colrain），フリータウン（Free七own），／、ンチントン（Huntington），ローウニ（Rowe）  

である。廻送された巡回文庫1箱に約25冊のアメリカの歴史，自然科学，文学，  

旅行，農業，スポーツ等の図書が詰め込まれた。一番人気の図書は，旅行用の図書  

であった。図書箱は，6ケ月間設置され，時期が来るとボストンの女性教育協会の  

もとへ返送された。  

表2・2．ボストンの女性教育協会運営による巡回文庫の廻送先  

（○印がついているものは，その年新しく巡回文庫の廻送発となった地域を示す）  

1897年1郎   1898年169   1899年170   

オールフォード   オールフォード   オールフォード  

（Al払rd）   （A比）rd）   （Al氏）rd）   

2   ブリムフィールド   ブリムフィールド   プリムフィールド  

（Brim凸eld）   （Brim且eld）   捷rim丘eld）   

3   チルマーク（Cbilmark）  チルマーク（Chilmark）  チルマーク（Cbilmark）   
4   フロリダ（Florida）   フロリダ（Florida）   フロリダ（Florida）   

5   ゴーシェン（Goshen）   ゴーシェン（Gosben）   ゴーシェン（Gosben）   

6   レイデン（Leyden）   レイデン（Leyden）   レイデン（Leyde血）   

7   オーカム（Oak血am）   オーカム（Oakham）   オーカム（Oakbam）   

8   オーティス（Otis）   オーティス（Otis）   オーティス（Otis）   

9   バクストン（Paxton）   バクストン（Paxton）   バクストン（Paxton）   

10  ペラム（Pelbam）   ベラム（Pelbam）   ベラム（Pelham）   

11  プレーンフィールド   プレーンフィールド  プレーンフィールド  

（Plain丘eld）   （Plain丘eld）   （Plain五eld）   

12  ロチェスター   ロチェスター   ロチェスター  

（Rochester）   （Rochester）   （Rocも．ester）   

13  ソールズベリー   ソールズベリー   ソールズベリー  

（Salisbu叩）   （Salisb11ry）   （Salisbury）   

14  サマーセット   サマーセット   サマーセット  

（Somerset）   （Somerset）   （So皿erSet）   
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15  ウニンデル（Wendell）   ウエンデル（Ⅵ毎ndell）   ウニンデル（Wbndell）   

16  ウェスト・ストックブリ  ウェスト・ストックブリ  ウェスト・ストックブリ  
ッジ   ッジ   ッジ  

（W由tStockbridge）   （WestStockbridge）   （W由tS七ockbridge）   

17  ウインザー（Windsor）   ウインザー（Windsor）   ウインザー（Windsor）   

18  廻送先が定まっていない  ラッセル（Russell）   

巡回文庫   

19  ○イーストフリータウ  
ン（EastFreetown）   

20  ○ルートランド   ○アクシュネット  

（Ru皿and）   （Acushnet）   

21  ○ベッドフォード  

（Bed払rd）   

22  ○クラークスパーグ  

（Cla止sbⅥr∂   

23  ○コルレイン（Colrain）   

24  ○フリータウン  

（Freetown）   

25  ○ハンチントン  

（H11ntinがOn）   

出典：  

ぷ抜放呵αrfβ∫班e伽ej）〃ろ肋工蕗ヱⅥヱy伽皿血わ刀βf脇息ぎ虎仁占びββf由．Bos七on，   

Wright＆PotterPrin七ingCo．，1896，P．15・16．  

励閃刀班呼以・f（げ虎e伽e夕日ム加工蕗毘ヱyCb皿皿由良わ刀αf講ね且紺C烏打ββオ∠鼠Boston，   

Wiight＆PotterPrin七ingCo．，1897，nO．44，P．14－15，  

他地叩以イβf蕗e伽eアロ地上蕗ヱ讃ヱア伽皿溢血ば丑ねぷβadⅣge抽．Boston，   

W吏ight＆PotterPrintingCo．，1899，nO．44，P．Xiv・ⅩV．より作成  

1899年の巡回文庫廻送先は以下の通りである（図2－3）。地図上の番号は表2－2  

の左側の番号に対応するものである。  
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2．3州の図書館政策と立法  

2．3．1館外活動に向けた図書館法の整備  

1890年，図書館振興に関わる法律が，マサチューセッツ州で制定された。公共図書館の  

効果と設置を促進するための牡律171と題された6条からなる規定は，「州内の公共図書館の  

発展を促進する任務」172を担う州図書館委員会（statelibrarycommission）の設置を盛り  

込んでいたことが特徴であった。この法律は，州による公共図書館整備の推進への転換を  

示すものであり，その後の州による図書館振興法の整備に先鞭を付けた。翌1891年，ニュ  

ーハンプシャー州においても同様の立法措置がとられるなど，1898年までに東部を中心に  

7州で立法化された173。こうした法律が整備された背景には，前述した女性クラブによる  

積極的な働きかけや図書館関係者による働きかけがあった。   

この図書館振興法は，州図書館委員会を設置し，新設する図書館に対して助言や禰助金  

を交付することが中心事業であった。この時期，巡回文庫が導入された中西部諸州の多く  

は東部に比べて図書館の新設が少なく，補助金事業を行う必然性が少なかったといえる。  

そうした状況の中で，巡回文庫を実施するにあたり，オハイオ州のように州内の図書館支  

援と同列に巡回文庫を位置づけ図書館振興法の一部に組み込む場合もみられた。一方で，  

カンザス州のように巡回文庫に関する単独法を制定する場合もみられた。  

2．3．2アメリカ各州の巡回文庫に関する法律の制定  

1892年，ニューヨーク州において，巡回文庫に関する規定を含む大学エクステンション  

法が制定された。ニューヨーク州では，大学エクステンション法に定められた図書による  

事業を規定した同法第14粂と図書を規定した同法第47条の規定に基づき，翌1893年，す  

でに上述したデューイを中心とした巡回文庫事業が開始された。ニューヨーク州の巡回文  

庫事業の枝拠となった以下の条項からは，当時アメリカで増加しつつあった大学エクステ  

ンションの一環として巡回文庫が位置づけられていた174ことがうかがわれる。  

ニューヨーク州（1892年法律378号）175  

第14条  

州大学評議員（regents）は，関心を促すこと，推奨されるべき方法，ふさわしい教師と  

講師の明示，必要な図書や器具の貸出し，試験実施，資格付与およびこの事業を支援する  

他の方法によって，広範な人々に対する教育機会および施設の拡大をもたらす点について，  

他機関と協力することができる。教師や講師費用に支払われるための州による充当金はな  

い。  

第47条  

州大学評議員が規定することができる規則のもとで，評萬員の視察を受けた本州のあら  

ゆる公共図書館もしくは，図書館が設置されていないあらゆるコミュニティは，州立図書  

館の複本部門，特別に寄贈された図書，この日的のために購入された図書，期間限定の選  

定図書から，図書を借りることができる。だが，そうした貸与に必要な条件に適合しなけ  

ればならない。  
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その後，ミシガン州では，巡回文庫を実施するための根拠となる法律176177が，1895年1  

月15日州議会を通過し178，3月20日に施行された。この法律の第17条において，ミシガ  

ン州巡回文庫に対する歳出予算に関する条項が設けられた。  

ミシガン州（1895年法律28号）179  

第17条  

「ミシガン巡回文庫」として指定した文庫の図書と備品の購入のために総額2，500ドル   

（財源は，その他の歳出に充てられない）を州財務省から歳出するものとする。図書館委員会   

が規定できる規則のもとで，貸出しのために求められる前記の［委員会による］規則の条件に   

従う本州のあらゆる図書館もしくは，まだ図書館の設置されていないコミュニティに向けた   

期間限定の選定図書を州立図書館の複図書部門，あるいはこの［巡回文庫という】目的のため   

に特別に寄贈された，購入されたりした図書から借り出すことができる。  

1895年，モンタナ州において，巡回文庫に関する予算法案（初年は1，000ドル，1896  

年は500ドル，以降300ドル）が通過した。しかし，巡回文庫実施に必要な財源が確保で  

きなかったために，巡回文庫の運営に関する法律を制定するまでには至らなかった。その  

ため，巡回文庫に関する法令としては存在しない180。つまり，モンタナ州では，巡回文庫  

実施にまでに至らず，計画倒れに終わったのである。1896年にはアイオワ州およびオハイ  

オ州で，1898年にはニュージャージー州において巡回文庫に関する法律が成立している。  

これに続いて1900年には，ヴァーモント州が1894年に制定の州図書館振興法とは別に，  

巡回文庫事業に関する単独法を制定した181。ヴァーモント州の巡回文庫事業に関する法案  

は，女性クラブ州連盟の図書館委員会によって起草されたものであった182。   

以上のように，巡回文庫に関する法律の制定に重要な役割を果たしたのは，慈善活動の  

一環として，読書会や図書館事業を実施していた女性クラブであった183。女性クラブは，  

自らの活動の場を広げようと巡回文庫事業の導入に向けて活動した。巡回文庫に関する州  

法が制定された後は，州の巡回文庫事業に何らかのかたちで関与する事例が多くみられた。  

例えば，オハイオ州，ニュージャージー机デラウェア札 メイン州では，女性クラブの  

働きかけにより，巡回文庫を規定する法律が制定された。一方で，ウィスコンシン州のよ  

うに，当初は州法に拠らず個人や女性クラブを含めた団体が中心となって巡回文庫を実施  

し，後に州法で条項が設けられる事例もみられた。  

2．3．3巡回文庫に関する法律の内容   

巡回文庫に関する法律は，そのほとんどが財政拠出を承認するための法律であった。財  

政拠出に関する規定は，メイン州のように年ごとに歳出予算を規定する場合とオハイオ札  

ヴァーモント州のように一定額で歳出予算を規定する蓼合があった。  
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オハイオ州（1896年修正汝第343条）184   

［図書館】委員会は，事務アシスタント，雑費，必要経費，巡回文庫費用も含めた年間1，000   

ドルを超えない額を支出することができる。そして，この法の規定のもと，支出された合計   

金額は，要員会で請求書が承認された後，州監査役の保証のもと，州基金より支払われるも  

のとする。  

メイン州（1899年法律34号）185  

1899年に合計1，500ドル，1900年に合計1，000ドルが巡回文庫の購入，装備，組織の  

ために充当されることを決定する。  

イリノイ州1899年「州ファーマーズ・インスティチュートに関する法律」186  

イリノイ州民を代表する州議会は以下の通りに制定する。以下の総計金額をイリノイファ  

ーマーズ・インスティチュートに対して充当する。  

第1条  

運送費，送料【郵送費】，事務費，備品などのために，1899年および1900年の各年に総計   

1，300ドル［が充当される】  

第2条  

物品の収集の費用および手書き原稿（manuscrip七）の準備，年次報告書の編集，紀要，   

速記者，事務雇用などのために，1899年および1900年の各年に総計1，700ドル【が充当さ  

れる】  

ヴァーモント州（1900年法律48号）187  

第1条  

州図書館委員会は，巡回文庫のための図書購入および，必要な備品に関して年間で総計  

500ドルを超えない範囲で支出することができる。かつ，目録作成および図書の準備，それ  

とともに関連する事務作業について年間で総計1，000ドルを超えない範囲で支出すること  

ができる。この法律の下での支出について，すべての金額が正確であるものと，［州基金の   

支払命令書を作成しなければならない］州監査役に対して委員長により証明されるものとす  

る。  

【】は筆者の補筆   

このように，オハイオ州では年1，000ドル，メイン州では1，000ドルから1，500ドル，  

ヴァーモント州では，図書の購入費用に年500ドルの予算が規定されていた。これら以外  

の各州法で規定された予算額は，デラウェア州の年100ドル1細，ニューヨーク州では，図  

書予算として年1，500ドル，ミネソタ州では年5，000ドル1錮であり，州によって金額に差  

がみられた。ヴァーモント州のように図書や備品の予算と運営費を分けて規定している州  

もあれば，人件費や配送費用などをまとめて歳出予算額を規定する州もあった。   

また，ファーマーズ・インスティチュートが巡回文庫事業に乗り出したイリノイ州では，  

ファーマーズ・インスティチュートの予算としてまとめられている。このような条項で楓  
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巡回文庫事業に関する予算について条文から確認することはできない。しかし，ファーマ  

ーズ・インスティチュートは，展示品と講師をのせて各地を巡回した教育列車190や各地に  

派遣された講師が教授した移動学校，短期コース，女性向け，青少年向けなど様々な事業  

を行うことで，農民に受け入れられ，農民から好評を得ていた191。そうした農民向けの教  

育事業の中に巡回文庫が組み込まれていたのである。   

予算以外の巡回文庫についての規定は，ヴァーモント州の利用条件などについての規定，  

ニュージャージー州，ノースダコタ州の巡回文庫の準備について規定，デラウェア州の巡  

回文庫事業の委託規定などがあった。例えば，インディアナ州では，5名以上の市民や団  

体などの申請によって巡回文庫が利用できると規定していた。インディアナ州と同様の条  

項は，ヴァーモント州などの条項にもみられた。この1899年のインディアナ州法と1900  

年のヴァーモント州法の条文を比較するとわかるように申請に必要な人数は異なるものの  

ほぼ同じ文言が用いられていることがわかる。これは，ヴァーモント州の制定にあたり，  

インディアナ州法を参照したからと考えられる。このように，後発で立法化した州の中に  

は，他州の法律を明らかに参照したと判断できる条文が存在している。このことは，巡回  

文庫というサービスシステムの導入に際して，他州の影響を受けている事例が存在したこ  

とを意味している。  

インディアナ州（1899年法律103号）192  

第4条  

図書館委員会に対して条件にあった担保を供与することで5名もしくはそれ以上の市民  

は，図書館団体を組織することができ，図書館委員会の規則のもと，巡回文庫の利用に権  

利が与えられるものとする。先にいう文庫の輸送費用以外は手数料がなく巡回文庫を利用  

する権利が与えられるものとする。  

あらゆる地方図書館，教養クラブあるいはその他のクラブ，農業組合あるいはその他の   

協会，グレンジ，カレッジ（college），神学校，大学エクステンションセンター，学習サー   

クル，その他の団体には，十分な担保の供与および，前記【の図書館員会の規則】に準じた規  

則や規定に従うことで，巡回文庫の権利を与えるものとする。  

ヴァーモント州（1900年法律48号）193  

第3粂  

3名あるいはそれ以上の市民は，図書館団体を組織することができ，【図書館］委員長の裁  

量により決定される規則および規定，要件では，先にいう文庫の輸送費用を超えない範囲  

で巡回文庫利用の権利を与えるものとする。  

あらゆる地方図書館，教養クラブあるいはその他のクラブ，農業組合あるいはその他の   

協会，グレンジ，カレッジ（conege），神学校，大学エクステンションセンター，学習サー   

クル，その他の団体には，市民と同様の条件や【図書館］委員長の裁量の範囲内で巡回文庫の  

利用の権利を与えるものとする。  

こうした規定に示されたように，巡回文庫の利用は，各地域の自発的な発起が必要であ  
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った。一方，カンザス州では，州法で巡回文庫事業を積極的に推進するために，州巡回文  

庫委員会（巡回文庫に関する特別な組織）を設けていた。カンザス州では，巡回文庫が市  

民のために維持されると法律で明記されていた。それとともに，カンザス州の法律では，  

巡回文庫が利用されるように設置箇所を工夫するなどの効果をあげることを目的とした以  

下の条項を設けていた。  

カンザス州（1899年法律163号）194  

第2条  

当局［州巡回文庫委員会】は，州立図書館の管理者により法の目的を達成するための計画に  

したがって，規則に従う州内のあらゆる図書館，図書館の設置されていないコミュニティ  

または組織にあらゆる図書を特別に与え，また巡回文庫のために〔図書を〕購入すること  

ができる。図書館もしくはコミュニティ，組織などに送られた図書は委員会の採択する規  

則を参照した適切な規則にしたがって，市民の利用のために維持されるものとする。  

前記の委員会は，州全体へ図書を送付や分配するとともに，州全体の人々が図書の利用   

や享受（eIかyment）について最大限確保できるような方式で，［図書の】分配の【時間的な】  

間隔を適正に変更するものとする。  

【］は筆者の補筆   

表2・3は，1892年から順次アメリカの州において導入した巡回文庫の根拠となる法律を  

導入順に示した表である。  
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表2・3．各州の巡回文庫に関する法律と巡回文庫導入  

順  導入年   法律番号   法律名   条文数   

1  1892年  ニューヨーク州法378号   ニューヨーク州教育評鼓会に関する汝律を改正し統合  

するための法   

2  1895年  ミシガン州駄28号   運営と管理，および州立図書館の有用性の拡大を提供  

する法   

モンタナ州   ☆予算案は通過したが，巡回文庫は実現せず  

4  1896年  アイオワ州法49号   州立図書館に関わる，法律第13号第12粂の修正と，  

アイオワ州議会で制定された利用の拡大のための払   

オハイオ修正法第343条   オハイオ修正払第342～353条を改正する法   全2粂   

6  1897年  ウィスコンシン州   法律に基づかない実施（1899年陰53章，1903年陰  

348章に基づき，州図書館委員会巡回文庫部門を設置）  

7  1898年  ニュージャージー州法175号  州の巡回文庫を設立し，促進するための汝   全4条   

8  1899年  デラウェア州法220号   州の公立学校利用のために提供するための汝   全8粂  

インディアナ州法103号   巡回文庫と町立図書館を設立し，それらの図書館を運営  

管理する事務員の任胤課税，町立図書館の税金の配分  

とコレクション，確実な資金の割当などを規定した迭   

カンザス州法163号   巡回文庫の維持，管理を任務とするカンザス州巡回文庫  

委員会を通じて寄贈，購入，利用可能となった州立図書  

館所蔵の一部の図書を貸し出すための牲  

そのような目的のため，1873年紡が修正され，1889  

年，法律第6014号が制定されると元の条項は撤廃され  

る   

メイン州洛34号   巡回文庫を設立し実行に移すため，適切な資金の割り当  

てを決定する牡  

ミネソタ州法353号   巡回文庫システムを提供し，公共図書館設立を促進し，  

州の公共図書館委員会を創設するために必要な資金を  

割り当てるための法   

ノースダコタ州絵81号   1897年綾律第75粂の修正法   全2条  

ペンシルヴァニア州牡142号  図書館委員会の任命と，権利と義務を提供するための捷  全3条  

イリノイ州   イリノイ州ファーマーズ・インスティチュートとカウン  

テイ・ファーマーズ・インスティチュートのための充当  

金をつくるための法   

16  1900   ヴァーモント州添32号   ヴァーモント州汝第48号に巡回文庫の項目を追加する  

法   

出典：Dewey，Melv乱胤β刀♂鬼才∽ガ血Ⅶ陀血g肋堺血触感由g伽ヱ黙劇エヱゐ血 ゼ♂ HomeEduca也on  

Departmenも1901，P．113．とSe8SionlawsofAmericaStatesandterritories（マイクロフィッシュ）より加工し作  

成  
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表
2・

4．
巡
回
文
庫
の
導
入
順
  

年
  
巡
回
文
庫
を
導
入
し
た
州
  
 

18
92
  
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
  
 

18
95
  
ミ
シ
ガ
ン
州
  

モ
ン
タ
ナ
州
（
計
画
の
み
で
実
現
せ
ず
）
  
 

18
96
  
ア
イ
オ
ワ
州
  

オ
ハ
イ
オ
州
  
 

1
8
9
7
 
 
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
 
 
 

18
98
  
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
（
予
算
は
18
99
年
よ
り
）
  
 

18
99
  
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
  

イ
リ
ノ
イ
州
  

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
  

カ
ン
ザ
ス
州
  

メ
イ
ン
州
  

ミ
ネ
ソ
タ
州
  

ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
州
  

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
  
 

19
00
  
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
  
 

1
9
0
1
 
 
ア
イ
ダ
ホ
州
 
 

ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
  

ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
  

ワ
シ
ン
ト
ン
州
  
 

1
9
0
2
 
 
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
 
 
 

19
03
  
カ
リ
フ
オ
リ
ニ
ア
州
  

コ
ロ
ラ
ド
州
  

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
  
 

19
05
  
オ
レ
ゴ
ン
州
  
 

18
92
年
か
ら
19
00
年
ま
で
に
巡
回
文
庫
を
導
入
し
た
州
→
★
  

19
01
年
か
ら
19
05
年
ま
で
に
巡
回
文
庫
を
導
入
し
た
州
→
  

巡
回
文
庫
を
導
入
し
よ
う
と
考
え
た
が
，
で
き
な
か
っ
た
州
→
△
  

南
部
に
お
い
て
は
，
20
世
紀
初
頭
ま
で
巡
回
文
庫
が
導
入
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
  

出
典

：
D
e
w
e
y
，
M
e
旭
．
属
ぬ
材
β
刀
d
血
J
ば
e
ぱ
加
軸
物
血
血
安
物
物
 
 

B
u
L
b
b
h
 
4
0
 
H
o
皿
e
E
d
u
c
a
t
i
o
n
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
，
1
9
0
1
，
P
．
1
1
3
．
と
S
e
8
S
i
o
n
l
a
w
8
 
 

0f
Am
er
ic
aS
ta
te
sa
nd
te
rr
it
or
ie
s（

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
）
よ
り
作
成
  
 

出
典
B
u
l
l
o
c
k
，
E
d
n
a
D
．
（
C
o
m
p
i
l
e
d
）
脇
n
a
g
e
m
e
n
t
a
f
t
L
7
2
帽
血
g
肋
Ⅵ
l
i
b
s
．
 
 

B
o
s
t
o
n
，
A
m
e
r
i
c
a
n
L
i
b
r
a
r
y
A
s
s
o
c
i
a
七
i
o
n
，
P
u
b
h
s
h
i
n
g
B
o
a
r
d
，
 
 

19
07
，
p．

2．
（
法
政
大
学
所
蔵
）
よ
り
加
工
し
作
成
  

図
2－

4．
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
巡
回
文
庫
導
入
状
況
  

47
  



2．4本章のまとめ   

本章では，1890年代からアメリカ各州で立綾化されていった巡回文庫に関する法  

律が，どのように具現化され，サービスを実施していったのかについて，州法を軸  

として論じてきた。また，州や州立図書館機関が，あらゆる人々に対する図書館サ  

ービス．の提供手段として，どのように巡回文庫事業にかかわっていったのかについ  

ても明らかにした。  

19世紀後半は，鉄道の整備，電球の発明等の技術的向上のみならず，農村が巡回  

セールスマンや通信販売等の流通システムに組み込まれていった時期であった。ま  

た，通俗講演，シャトーカ運動，大学エクステンションなどの全国的な成人教育の  

システムにより，成人教育活動が活発に行われはじめた時期でもあった。こうした  

背景のもとで，アメリカにおける巡回文庫の導入は，都市の施設であった図書館を  

農村に導入する手段として機能した。巡回文庫は，成人教育の一手段として位置づ  

けられることもあった。   

制定された巡回文庫に閲す盲法律は，そのほとんどが図書館未設置の地域の人々  

に対する図書の提供のため，財政拠出を承認する内容であった。それに加えて，ヴ  

アーモント州，インディアナ州，カンザス州などの一部の州法では，巡回文庫の具  

体的な運営方紘を規定する条項が設けられていた。このような運営方法を規定した  

法律条項は，インディアナ州とヴァーモント州の事例のように類似したものも存在  

していた。   

しかし，その条文は，巡回文庫運営の枠組みを示すにとどまっていた。そのこと  

は，それぞれの州の状況によって異なる法律の運用をもたらし，巡回文庫の運営に  

違いを生じさせた。次章では，州による違いを具体的に検証するためミシガン，ア  

イオワ，ウィスコンシンの各州の巡回文庫事業の実態を取り上げ，運用上の特徴や  

工夫について検証する。   

また，女性クラブの存在も巡回文庫を支えた大きな要因である。本章では，19  

世紀後半からアメリカにおいて公共図書館を支援した女性クラブの取り組みを中心  

に，各州の巡回文庫導入に働きかけた女性クラブの活動に焦点をあてた。特に，巡  

回文庫導入に向け取り組んだ女性クラブの図書館へのかかわり方という視点から検  

討を行った。   

女性クラブによる巡回文庫に対する支援活動は，女性クラブが図書館活動に関心  

を持っていたという背景が大きい。そして，女性クラブが，州や州図書館に働きか  

けたことにとどまらず，自ら巡回文庫を実施したという息 図書館委員会に参画し  

て内部から巡回文庫を促進した点は，巡回文庫の発展に意義のあることだった。  
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第3章各州で取り組まれた巡回文庫の実際   

第2章では，巡回文庫の導入の背景や導入を裏付けた法律制定について検討した。  

それを踏まえ本章では，巡回文庫に関する法律がどのようにサービスとして具現化  

されていったのか，オハイオ州の状況を言及した上で以下の事例に基づき明らかに  

する。ニューヨーク州に続き2番目に巡回文庫を導入したミシガン州，典型的な農  

業州であり，州が中心となって巡回文庫に取り組んでいたアイオワ州，巡回文庫運  

営に多様な主体が関わっていたウィスコンシン州の，背景が異なる3州を取り上げ，  

地域の特性を視野に入れながら検討を進める。  

311各州の巡回文庫の実際   

巡回文庫の運営は，それぞれの州に合わせて実施されることで，数を増やし成果  

をあげていった。例えば，1896年に法律が制定されたオハイオ州では，2つの巡回  

文庫から開始し，1901年度には，803の巡回文庫へと急増している（表計1）195。  

表3・1．オハイオ州の巡回文庫の状況196  

時期   廻送された巡回文庫  

数（箱の数）   

～1896年11月15日   2   50   

1896年11月15日～1897年11月15日   62   1，331   

1897年11月15日～1898年11月15日   379   9，887   

1898年11月15日～1899年11月15日   445   12，812   

1899年11月15日～1900年11月15日   711   19，505   

1900年11月15日～1901年11月15日   762   20，689   

1901年11月15日～1902年11月15日   803   22，031   

出典：物「卵Ve刀地点刀忍びaJヱ甲以せαr虎eαフ皿皿血e躇亡ば蕗e（通血βね由  

肋ヱアわ虎egロⅦαrαr盆eβねねαr〔旭血ゑ㌻地eタ智β∫色刀血g肋γ已Ⅲムer∫あ  

19α乙Springfield，Ohio，SpringfieldpublicationCo．，StatePrinters1903・P．  

11．   

オハイオ州で札資料の提供冊数も当初の50冊から22，031冊へと440倍の増加  

となり，巡回文庫に教育的な効果が期待されるようになった197。巡回文庫の充実に  

は，それを支える人々の存在が必要であった。その代表例が巡回文庫の導入を支援  

した女性クラブであった。例えば，ヴァーモント州では，巡回文庫に使用する図書  

を女性クラブが提供しており，そのような支えがなければ，巡回文庫数の増加など  

の充実を図ることが難しかった198。このように巡回文庫をも 各州で多様な実態がみ  

られたのである（表3・2）。次節以降では，この多様性をミシガン州，ウィスコンシ  

ン州，アイオワ州を事例として検討する。  
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表
3・

2．
19
世
紀
後
半
に
お
け
る
巡
回
文
庫
の
実
態
  

年
  
 

州
  
 

巡
回
文
庫
部
門
  

固
定
or
  

図
書
箱
の
形
態
  
 

の
国
書
冊
数
  

開
架
式
  

箱
の
費
用
  
 

郵
送
費
  
 

目
録
  
 

18
92
  
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
  
 

75
，
00
0 
  

両
方
  
 

箱
（
ネ
ジ
で
と
め
る
形
態
）
  
 

32
－
84
セ
ン
ト
  
 

手
数
料
あ
り
  
一
部
  
 

18
95
  
ミ
シ
ガ
ン
州
  
 

25
，
00
0 
  

固
定
  
 

ケ
ー
ス
と
箱
（
ネ
ジ
で
と
め
る
形
態
）
  
 

4ド
′
レ
  
 

毎
年
5
ド
ル
 
 
有
 
 

モ
ン
タ
ナ
州
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
 

18
96
  
ア

イ
オ
ワ
州
  
 

1も
39
2 
  

固
定
  
 

箱
（
ネ
ジ
で
と
め
る
形
態
）
  
 

2．
5ド

ル
  
 

手
数
料
  
 

無
  

オ
ハ
イ
オ
州
  
 

／
  
 

固
定
  
 

箱
  
 

／
  
 

手
数
料
  
 

／
  
 

18
97
  
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
  
 

18
，
16
1 
  

固
定
  
 

箱
（
ネ
ジ
で
と
め
る
形
態
）
  
 

1．
3ド

ル
  
 

手
数
料
  
有
  
 

1
8
9
8
 
 
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
 
 
 

7，
00
0 
  

開
架
  
 

ケ
ー
ス
と
箱
（
ネ
ジ
で
と
め
る
形
態
）
  
 

10
ド
ル
  
 

毎
年
2ド

ル
  
無
  
 

18
99
  
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
  
 

2，
80
0 
  

固
定
  
 

ケ
ー
ス
と
箱
（
ネ
ジ
で
と
め
る
形
態
）
  
 

7．
5ド

ル
  
 

手
数
料
無
  
 

／
  

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
  
 

5，
86
6 
  

固
定
  
 

箱
（
ネ
ジ
で
と
め
る
形
態
）
  
 

60
セ
ン
ト
1．

1ド
ル
  
 

手
数
料
  
有
  

カ
ン
ザ
ス
州
  
 

20
，
90
9 
  

開
架
  
 

箱
（
施
錠
）
  
 

2．
75
ド
ル
  
 

2ド
ル
の
手
数
料
  
無
  

メ
イ
ン
州
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
 

2．
5ド

ル
の
  
 

／
  

手
数
料
  

ミ
ネ
ソ
タ
州
  
 

5，
38
5 
  

固
定
  
 

箱
（
鉄
格
子
で
と
め
る
形
態
）
  
 

3．
85
－
4．

5ド
ル
  
50
セ
ン
ト
1ド

ル
の
  
 

無
  

手
数
料
  

ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
州
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
  
 

／
  
 

開
架
  
 

ケ
ー
ス
と
箱
（
ネ
ジ
で
と
め
る
形
態
）
  
 

／
  
 

1ド
ル
の
手
数
料
  
無
  

イ
リ
ノ
イ
州
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
 

19
00
  
ヴ

ァ
ー
モ
ン
ト
州
  
 

2，
60
0 
  

固
定
  
 

箱
（
施
錠
）
  
 

4．
5ド

ル
  
 

手
数
料
  
有
  
 

出
典
：

B
u
l
l
o
c
k
，
E
d
n
a
D
．
（
C
o
m
p
i
l
e
d
）
脇
B
a
g
W
e
n
t
O
f
肋
v
e
血
g
ム
血
朋
：
由
s
．
B
o
s
t
o
n
：
A
m
e
r
i
c
a
n
L
i
b
r
a
r
y
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
，
P
u
b
l
i
s
h
i
n
g
B
o
a
r
d
，
 
 

19
07
，
25
p．

（
法
政
大
学
所
蔵
）
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3．2ミシガン州の実際   

5大潮に面するミシガン州は，ニューヨーク州に続き，アメリカにおいて2番目  

に巡回文庫を導入した州199である。ミシガン準州（恥汀it叩yOfMicb短an）200では，  

1828年に評議会図書館（CouncilLibrary）を設立した。それは，行政府のための  

図書館として機能していた。その後，評貴会図書館から州立図書館となり，市民へ  

のサービスを1880年に開始した。  

1890年，ミシガン州の居住人口数は都市部に73，000人，農村部に1，364，000人  

と，ミシガン州民の大半が農村部に居住していた。都市部に所在する州立図書館は，  

都市部に住む人々へサービスを行うだけでなく，都市部から離れた農村部に住む  

人々へのサービスをも考えるようになった。   

そのような時に，1893年シカゴで開催されたアメリカ図書館協会（Ameriean  

LibraryAssociation，以下ALAと省略する）年次総会に，州立図書館長であった  

メアリー・C・スペンサー（Mary C．Spenser，1842－1923）が参加し，そこで話題  

に上がった巡回文庫に関心を抱いた201。ミシガン州でも巡回文庫を導入することを  

検討し，そのための州紘制定に向けて諸方面に働きかけを行った。その結果，巡回  

文庫を実施するための根拠となる法律202が，1895年1月15日州議会を通過し203，  

3月20日に施行された。   

この法律の第17条において，ミシガン州巡回文庫に対する歳出予算に関する条  

項が設けられた。ミシガン州において，この規定にもとづき行われた巡回文庫約50  

冊は，箱に詰めて農村部へ廻送された。この箱に詰められた図書の選書は，成人お  

よび青少年の関心を踏まえつつ，スペンサーが中心となって行った204。   

3．2．1メアリーtC＋スペンサー   

スペンサーは，ミシガン州における巡回文庫導入に寄与した中心人物として看過  

できない人物だが，歴史上重要な役割を果たしたアメリカ人を収録した伝記事典  

乃e刀虚血aJ励ed怨（ぱAⅢeヱ元a刀物風声05やアメリカの図書館関係者を  

収録した伝記事典刀お盆Ⅶaヱア血朗：ぬ刀伽ヱy物長戸06において，彼女の名  

は記載されていない。この人物について，生い立ちから詳しく書かれている文献と  

して，Aβ血（か血耶わeニ虎e丘血ぬノ（ね画皿e加（が虎e物刀β怨由  

如月刀♂血ぬ血夕理由躇甜叩頭e拗曲が搾00び刀d伽ヱアJ彪好一J朗J  

207をあげることができる。   

それによると，1869年から1891年までミシガン州立図書館長として在任したハ  

リエツトA・テニー（HarrietA．Tbnney，生没年不詳）のアシスタント208として，  

図書館業務を担った。やがて1893年，州知事ジョン・T・リッチ（Jobn T．Ricb，  

1841・1926）により，スペンサーは図書館長に任命される。前述したように，スペ  
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ンサーが巡回文庫導入を実施したのは，1893  

年シカゴで開催されたALA年次総会の会議中  

に，巡回文庫の話題が持ち上がり，それに影響  

を受けたことによる。   

それから 6年後，今度は州図書館理事会  

（StateBoardofLibraryCommissioners）の  

事務局長（secretary）に任命された。1905年  

には，ミシガン州の大学で文学修士号を取得，  

1915年には，ミシガン州イプシランティに所在  

する州立師範学校（ⅦsilantiS七ate Normal  

Couege）の教授となった。   

図3－1．メアリー・C・スペンサー  

出典：Larsen，JohnC．Allthisfrom  

bookswecouldnotown：Thestoryo董  

Michigan’s traveling hbraries．  

此奴魚密以仁血融加γ1977，VOl．61，  

no．1，p．34．  

3．2．2図書の構成   

箱に詰められた図書は，小説を中心に倫理，宗教，社会科学，自然科学，文学，  

解説書，旅行，伝記，歴史など多岐にわたっていた209。箱の中には多様な図書とと  

もに貸出カードや巡回文庫の図書の取り扱い説明書もー緒に含まれていた。  

表針3．箱詰め図書の例飢0  

主題   タイトル   出版年   

1   倫理学   処世之法（ぴef血gαコ血地e鵬   1892   

2  説教集1（肋α放椛法∫）   1892  
宗教  

3  キリストの生涯（乃e五蕗αヂα止血カ   1895   

4  製品の流通（乃e血お亜びょね皿伽口血c由   

5  囚人と貧困者（魚血胱阻飽直別卯適  
社会科学  1892  

アメリカ市民手引き  
6  

（A皿ぬ刀d£由e月b皿∂忍びβエ才耶）γa／u皿eg血   

52   



αロ∂  

米国における女性の仕事   

7  1891  
（坪加払犯膏＝椚班女五A皿甜適）  

米国における銀の状況［銀の流通］   
8  1894  

‾     ‾      ′  ′ ．   ‾      ‾■   ′ ‾   

9  魔法のめがねを通して（乃m喝功皿agおg血郎e∂  1890  

10  天の驚異（勉励（げ虎e加点Ⅴ錯d   1891  

11  新星図山刀eⅣぷ怨∫βよ由∂   1893  

現代生活における電気   
12   

（属ねc此奴血皿0血m功   

13  詩集（月フeぬノ椚適   1890  

叙情詩の子どもの宝典   

14  1892  
（乃e肋お加∂β揖y榊♪¢e出力  

15  アーマジンディ（A皿a血めう［詩集］   

文学  植民地議会の裏話  
1894  

16  （1地物βeβ加地ec血ノ皿eeた由g  

血臼β∂  

17  胡麻と百合（鹿ぶa皿e丘刀♂五とぉ∂   

18  若き人々の為に（I翫画肋勘叩由ね適   

19  2つの愛の狭間で（βeオ耶e刀才耶血聞カ   1889  

20  海の歌い手日展血磨思㍗（ぱ虎eぷea∂   1893  

小さなマジョーリーの恋物語   

21  1891  
（肋鮨胞痴克おゐ摺β知力  

22  シドニー（威血色カ   1892  

メイン・トラベルド・ローズ   

23  
（脇血お箸Ⅵ∋肋d∫ロad∂  

小説童話  スージー， 大平原の物語   

24  1893  
（肋間乱細野ガ肋叩血適   

25  大草原の中で（仇fαか班叩点呼虐d   

聖バルトロマイの宵条   

26  1894  
（放屁穿r蕗血eⅣおeァ∂  

27  アステカ王国の宝庫（乃eAgねcお℃∂凱び℃通ロぴ∂   

1890  

28  見知らぬ人と旅人（血刀脚甘皮刀♂赫   
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29  春風情話（乃e血薮ねばぁ皿皿emロ以う   1893  

30  さらわれたディヴイッド（助郷e（カ   1895  

鳥たちのクリスマス・キャロル   
31  1894  

（乃e舷ゼお加地ag毘∫粛   

自転車によるアジア横断   

32  1894  
払肌舶血血α柑鮎耶弱  

33  チベット人の間で如00g班e由鮎由刀∂   1892  

34  私の猿人王国（伸邸血感触如）   1870  

35  捕鯨と漁業（Iサワほ血g∂刀d点血∂   1855  

36  エルドラド（屁肋粛   1892  

37   ギリシアとロシア（伽eceβ刀dぷ打β且由）   1893   

米国の大統領1789・1894   

38  （乃e加点血おαr班e放ねd  1894  

5ぬ由且J御・J劇痛  

ベンジャミン・フランクリン   

39  1876    （β軸皿血属唱皿盈滋Ⅲ鮎e血月血e色Ⅳ虐刀d  

魚油ねノ）  

ポール・ジョーンズ（jな混血eβ地血   
40  1874  

伝記  肋eeⅣ点刀♂jなお血ねノ）  

ニューイングランドの少女時代   
41  1889  

伍∧毎Ⅳ励コg血刀d如瓜ロOd  

リー将軍   

42  1894  
（GeneralLee（伽atCbLZ2B2an血‡威Vbl．4．）  

43  ェイプラハム・リンカーン也血血kⅢム血氾撼   1894  

クエンデル・フィリップ   

44  1890  
（耶矧匁肌鞄戯卸ヲ仏皿∽ぬ乱戯必用肥料）   

45  日本の話（乃e助γガ仁和）ad   

英国歴史物語  1895  
46  

（肋由β勉励脚息由知力  

歴史  ニューイングランドの形成1580・1643   
47  1891  

（乃e皿8丘由gガム屯Ⅳ血β血刀dJガβ・J朗劇  

48  コネチイカット（α花∽eCよおぴカ   1895   

49  61人の少年永末たち（飽助成卵ば細   1888   
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出典：Larsen，JobnC．Aβね少血β甜庇e．・班eム由ぬ戒沼ノゐ陀毎皿e加（ぱ班e  

肋也苫刀5ね由ム蕗毘ヱγ∂刀♂血ね乃ゴわ乃毎ノp躇〔ねどe且ぎα1班e廟血〟搾eOび刀d  

li暑mJ乃1828，1941．AnnArbor，Michigan，UniversityofMichigan，1967，P．  

187・189．Ph．D．tbesis．  

3．2．3巡回文庫の廻送先   

最初の巡回文庫は，1895年5月14日，ノース・スター（NorthStar）地域に廻  

送された。これを皮切りに，人口の多い地域，農場，読書クラブあるいは読書サー  

クルなど44箇所へと廻送地域を増やした211。  

図3－2．ミシガン州の巡回文庫  

出典：Larsen，John C．Al1this拉ombookswe couldnotown：The storyof  

Michigan’s travelinglibraries．A4k匂ゎ闇hLgtov1977，VOl．61，nO・1，P・  

47．  
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巡回文庫は，廻送先に平均して3ケ月から6ケ月間置かれた。1895年5月から  

1896年6月までの最初の1年間に1，483名が，7，473冊を利用した212。巡回文庫の  

廻送は，原則として町や村の20名もしくは25名lの納税者の連名よる申請によって  

行われた。しかし，人々が点在する農村地帯では，納税者の署名を必要な人数分集  

めることが困難であった。   

そのような農村地帯を対象として，ミシガン州では，グレンジ，農民クラブ，読  

書クラブ，エプワース同盟（宗教団体），女性クラブ，学習クラブ（stⅥdyclub）など  

の組織であれば，20名に満たなくとも巡回文庫の利用を申請できるようにした飢3。  

学習クラブなどの組織向けの巡回文庫は，箱に詰める主題を限定していた。学習ク  

ラブ向けの主題は，クラブのニーズに基づき決定された。開始年度に44箱設けら  

れた図書箱のうち5箱に，シェイクスピア，英国の歴史，フランスの歴史，メキシ  

コの歴史，多様な特定主題別4の図書がそれぞれ詰められた。  

表3・4．学習クラブに向けて送られた巡回文庫の主題と廻送先  

主題   廻送先   

1  シェイクスピア   メーソン（Mason）   

2  英国の歴史   ビックラビッズ（BigRapids）   

3  フランスの歴史   ヴァーモントヴィル（Ⅴさrmon仙e）   

4  メキシコの歴史   ロメオ（Romeo）   

5  種々雑多（MiscellaneousLiもrary）   キャディラック（CadⅢac）  

出典：Micbigan．ぶねね丘ガね肋ヱ克βノ知慮由g伽ヱ元β／点癖ぬ℃♂肋ヱ克且  

LanSing，Michigan，WynkoopHallenbeckCraw払rd co．，1905，P．4．   

廻送された特定の主題の巡回文庫は，学習クラブで利用された。学習クラブとは，  

地域に設けられた自発的な学習組織である。その活動に巡回文庫の図書を用いたの  

である。このように巡回文庫は，人々の娯楽や読書に利用されるだけでなく，学習  

クラブのような地域の学習組織の活動にも活用され，人々の知識向上に役立つ存在  

であった。   

当時の報告書にも，学習クラブのメンバー達は巡回文庫がなければ学習活動を推  

進することができなかったであろうとの記述がみられる飢5。その後，廻送先は1900  

年までに学習クラブのみならず，女性クラブや読書クラブ，20名に満たない納税者  

などの35団体に急増した。提供された主題もフランス文学・フランス史，オラン  

ダとロシア，アメリカ史，イタリア芸術，エジプト，家政学など様々な主題へと多  

様化した216。  
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また，ミシガン州では公共図書館設立に関する州法の情報をコンパクトに集約し，  

『公共図書館を創設する方法』（月bIγねβ由虎β卵胞五如jカ と題した8貢ほど  

の小冊子を1900年に刊行した217。1905年にも『図書館に対する州の支援』（ぷねね  

β〟わ五鮎署ヱ克d と題した小冊子を刊行した218。これらの小冊子は関係者に配付さ  

れた。彼らは，巡回文庫運営に対する理解を深めるとともに，公共図書館設置へと  

向けて動き出していった。  

さて，ノース・スター以外の，巡回文庫廻送先は，以下の通りである219。  

1．アルパイン農場（AbheGrange）  

2．アナーバーYM．C．A（AnnArborYM．C．A）  

3．バス（Batb）  

4．バトル・クリーク・リーディング・サークル（BattleCreekReadingCircle）  

5．ベルディング（Beldi喝）  

6．ビッグラビッズ（B短Rapids）  

7．ブリッジウオーター（Brid酢Wa七er）  

8．バーリントン（Burlington）  

9．キャディラック（Cadillac）ミシガン州の都市  

10，カドマス農場（Cadm11SGrange）  

11．カーソン（Carson）  

12．コロンビアビル・レべッカ・ロッジ（Columbiaville，Rebecca（Sic）Lodge）  

13．エルバ 佃払a）  

14．フィッチバーグ・バンカー・ヒル農場畔地址u曙，BunkerHimGrange）  

15．フリント・ジェネシー・バートンL．L．A．（Flint，GeneseeandBurtonL．L．A．）  

16．フラッシング読書クラブ（FlⅥSbing，ReadhgChb）  

17．フォー・タウンズ（FourTbwns）  

18．ゲージタウン農民クラブ（GagetownFarmer’sClub）  

19．ギレアデ農場（G辻eadGrange）  

20．ダラッドゥイン契約協会（GladwinSubscribingAssocia七ion）  

21．ハノーバー（Hanover）  

22．イオニア・バーリン農場（Ionia，BedinGrange）  

23．イオニア・バナー農場（Ionia，BannerGmnge）  

24．ケントン（Eenton）  

25．ロ←トン（Law七on）  

26．レスリー読書クラブ（LeslieReadingClub）  

57   



27．リッチフィールド農場（LitchfieldGrange）  

28．メーソン・観光クラブ（MasonTbu，ristCl11も）  

29．ノース・スター・リバティ農場（NortbStarふ油er吋Grange）  

30．ノーウェイYM．C．A（Norway；YM．C．A）  

31．オーウオソYM．C．A（Owosso，YM．C．A）  

32．パークヴイレ・タウンシップ（ParkvⅢeTbwnsbわ）  

33．ポーポー農場（PawPaⅥrGmnge）  

34．ロメオ・マンデイクラブ（RomeoMondayClub）  

35．ローズ・シティ（RoseCi七y）  

36．サゴラ読書クラブ（SagolaReadingClub）  

37．サラナク（Saranac）  

38．シヤーロン（Sbaron）  

39．スタンディッシュ（Standisb）  

40．ストーニー・クリークエプワース同盟（StonyCreekEpworthLeague）  

41．トクエルブ・コーナズ農場（TⅣelveCornersG氾n酢）  

42．ヴァーモントヴィル（Ⅴらrmontv皿e）  

43．ウオルワース・ローマ中央農場（Walworth，RomeCenterGrange）   

巡回文庫開始時点で，ノース・スターの巡回文庫も含めて44箇所に巡回文庫が  

届けられていた。  
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図3・3．ミシガン州の巡回文庫廻送先  

（筆者作成）  

なお地図上の番号は，前述の巡回文庫廻送先の番号一覧に対応する。  

☆  
ノース・スター  

口学習クラブ（□の中の数字は表針4の廻送先番号と対応）  

★巡回文庫廻送先  
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3．3ウィスコンシン州の実際   

五大湖のミシガン湖とスペリオル潮に接するウィスコンシン州は，主要な産業が  

林業や酪農であった。ウィスコンシン州で酪農が発展したのは，3つの理由があっ  

た220。第1の理由に多くの移民がウィスコンシン州内に流入したことである。第2  

の理由にウィスコンシン州に多かったドイツ系やスウェーデン系の移民が農場を運  

営する方法として酪農を選択したことである。第3の理由にウィスコンシン州大学  

田nivemityofWisconsin）が大学エクステンション政策を実施したことである。   

移民の流入もあって1890年のウィスコンシン州には，都市部に562，000人 農  

村部に1，364，000人が在住していた2飢。当時同州では，ミルウォーキーなどの都市  

に，公共図書館が設置されていた。一方農村部では図書館が皆無であり，都市に住  

む人々との間に，情報へのアクセスに対する格差が生じていた。さらに，農相や州  

北部の人口の少ない地域の小規模な学校では，教科書以外の参考図書が数冊程度し  

かない状況であった。そのような中，ウィスコンシン州図書館協会（耶sconsin  

LibraryAssoeiation）の事務局長（seeretaIカを務めており，「公的な価値として情報  

を平等に入手する方絵を熱心に考えていた」22りレーテイ・E・スターンズ（Lutie E．  

S七earns，1867・1943）は，都市部と農村部との情報格差を是正する必要性を痛感し  

た。  

1891年のウィスコンシン図書館協会の会議で，ビーバー・ ダム（BeaverDam）  

市の職員でもあり，学校図書館を支援したフランク・A・ハッチンス（Frank A．  

H五tcbins）とスターンズは出会った。両者とも，情報格差を是正するため図書館の  

果たす役割は大きいという事を痛感しており，図書館サービスの拡大に向けともに  

協力しあった。この会萬に参加することに加えて，彼らは様々な図書館における取  

り組みを視察するため州外にも度々出向いていった。   

そして，彼らは，1893年にシカゴ（Cbic昭0）で開催されたコロンビア万国博覧会  

（ColⅧ血biaWbTld，sFa正）で，デューイと出会い，ニューヨーク州の巡回文庫の話を  

聞いた。   

翌年，スターンズは「青少年のための読書」（Reading払で比eⅥ皿喝）と題する  

報告書をAIAのニューヨ｝ク年次総会で紹介した。この時，彼女は「ウィスコン  

シン州で，図書館に関連する法案を作成するため，マサチュ…セッツ州とニューヨ  

ーク州の法案の写しを入手した」223と述べた。ここから同様の取り組みを実施する  

先進事例をよく参照していたことがわかる。   

スターンズは，ハッチンスとともにジェームス・H・スタウト（JamesH．Stout，  

1848・1910）の協力を得て，州図書館行政機関であるウィスコンシン・フリー・ラ  

イブラリー・コミッション（職sconsh恥eeL丑ばaryCommission）を設置に関わ  

った。1895年4月19日，いわゆる図書館振興蔭である「ウィスコンシン州におけ  
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る公共図書館の設立と効果を促進する法」（AnActtopromotethees七ablishment  

andefaciencyoffreepubliclibrariesintheStateofWisconsin）（法律314号）224  

が制定された。全4条から構成された同法は，巡回文庫の規定はなく，ウィスコン  

シン・フリー・ライブラリー・コミッション設置や州内の図書館に対する助言につ  

いてのみを規定した。  

1896年，州議会上院議員であり，学校教育の導入を支援し，職業教育を開始した  

人物でもあり，木材加工業着でもあったスタウトは，私財をもって，ダン・カウン  

テイ（DunnCou．nty）において巡回文庫を開始した。同年には，図書館振興故に基  

づき，設置されたウィスコンシン・フリー・ライブラリー・コミッションも，篤志  

家などから一口50ドルの寄付を募って巡回文庫を開始した225。ウィスコンシン・  

フリー・ ライブラリー・コミッションは，巡回文庫を州内の図書館未設置の小都市  

や農村各地へ導入した。場合によっては，ある地域に置かれた巡回文庫は，別の地  

域へそのまま廻送されていくこともあった。   

ウィスコンシン州で取り組まれた巡回文庫の形態は3つあり，この区分は，コレ  

クション数で分けられていた。1つめが約30冊の図書を詰めた図書箱を，孤立し  

た村落や州北部に向け送っていたものである。2つめが55冊詰められた図書を，  

通常配本所となっている場所へ送っていたものである。3つめは，100冊の図書が  

詰められた木箱を6ケ月間，人の集まる商店や郵便局，個人宅等に置いたものであ  

る226。  
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図針4．ウィスコンシン州の巡回文庫  

出典：ウィスコンシン歴史協会所蔵（ⅥⅥiIm昭eID29371）   

なお，学校に設置された巡回文庫は，平日の放課後であれば，子ども以外の一般  

人も利用することができた。しかし，一般人が利用するとなると，学校は誰にとっ  

ても利便性が高いとは限らない。なぜなら，授業がない時は学校が閉まっており，  

利用できないからである。そこでより利便性の高い場所が求められ，その候補のひ  

とつに郵便局があげられた。郵便局は地域の中心部に存在し，毎日開いており，局  

長による管理が可能という理由で巡回文庫を設置する場所として最適と考えられて  

いた227。これらの巡回文庫コレクションは6ケ月ごとに新しい図書を詰めた木箱と  

交換されていた。ウィスコンシン州における巡回文庫の管理形態は，各々の配本所  

において，地域のボランティアが管理を行っていた。  
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3．3．りレーテイーE■スターンズ   

ウィスコンシン州において，巡回文庫を  

支援したスターンズは，図書が人々の生活  

を変化させる力を持っていることを主張し  

た。巡回文庫を導入することで地方に住む  

人々にも図書を提供する体制をとったので  

ある。本節では，ウィスコンシン州におい  

て巡回文庫を支援したスターンズの略歴を  

みていく。   

スターンズは，1867年，マサチューセッ  

ツ州のスタウトン（Stoughton）で誕生し  

た。それから4年後の1871年，両親とと  

もにウィスコンシン州へ移り住んだ。  

図3－5．ルーテイ・E・スターンズ   1886年，ミルウォーキー師範学校  

（MilwaukeeStateNormalSchool）228を  

卒業した後，公立学校の教師となった。当  

時の学校は，学校図書館が未発達であり，  

仮に存在していても貧弱で図書館と呼べる  

出典：Stotts，Stuar七．Booksinabox：  

Lutie StearnS and七ravelinglibraries  

Of Wisconsin．LaFa柑e，Big Vkny  

Press，2005，p．12．  

代物ではなかった。彼女は，毒受業で使用す  

る資料を，テキスト以外の図書から補完す  

るため，近隣のミルウォーキー・パブリック・ライブラリー（Milwaukee Public  

LibraⅣ）を頻繁に利用した。スターンズは，公共図書館を活用するとともに，学  

校の中での環境整備を試みた。彼女は，「石鹸箱から簡易的な本棚をつくった」229と  

いうような工夫をすることで，資料を学校で使うことができる環境を整えたのであ  

る。なお，この時の簡易的な図書コレクションは，スターンズの友人からの寄贈で  

あった。  

1888年，ミルウォーキー・パブリック・ライブラリーが，未発達な学校図書館を  

支援するため，学校との連携をとる役割をスターンズに命じた。その任務とは，ス  

ターンズと同じような立場にいた教員に，図書館利用を促すことであった。1891  

年，ウィスコンシン州図書館協会が設立され，1894年，ウィスコンシン州図書館協  

会がスターンズを事務局長に任命した。また1895年，ウィスコンシン州法が可決  

され，ウィスコンシン・フリー・ライブラリー・コミッションが設立された。1897  

年，スターンズとハッチンスがウィスコンシン・フリー・ ライブラリー・コミッシ  

ョンのメンバーとなる。1903年，スターンズは，巡回文庫部門（TぬvelingIJiもrary  
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Department）の責任者230に就任する281。   

スターンズは，自ら急進派と称し2B2，人々からはまた「図書館のための永続する  

価値と習慣をつくりあげることを支援した人物である」283と考えられていた。その  

一方で，教師であった彼女は，巡回文庫で提供する図書の内容に関して保守的な立  

場をとっていた。   

彼女は，「大多数の最新のノンフィクションを地方の巡回文庫には健全ではない図  

書」と考えており，「地方の人は現代の堕落した著者や多くの都市の図書館利用者が  

読む内容に寛容ではない」234と考えていた。ウィスコンシン州において巡回文庫を  

推進し，確立したスターンズは，様々な巡回文庫に関する施策を策定し，実施した。  

そして彼女は「1896年から1914年まで，彼女は休むことなく巡回文庫設立に向け  

活動に取り組んだ」235と評されている。  

3．3．2ジェームス・H－スタウト   

ウィスコンシン州における巡回文庫導入の際に，州の有力者，すなわち名士とし  

て，資金援助を行ったスタウトをも アイオワ州デュピューク（Dubll叩e）で1848  

年9月25日にヘンリー・ジェーン（HenryJane）とェヴアライン（デミング）ス  

タウト（Eveline（Demming）stout）236との間に生まれた。   

彼はアイオワ州デュピュークにある学校に通った後，シカゴにある大学（Chic喝O  

U血vers址y）で1年間学ぶ。そして彼が19歳になった晩 ウィスコンシン州メノ  

モニエ，アイオワ州デュピューク，ミズーリ州セントルイスに拠点をもつ製材業ク  

ナップ・スタウト会社（Knapp Stout Company）のもとで働きはじめた。この会  

社の資本総額は400万ドルでアメリカ製材業の中では最大規模であった。スタウト  

は1871年までデュピュークの事務所で働いた。その後，ミネソタ州にあるリーズ・  

ランディング（ReadsLandin官）において，製材業社の拠点があるアイオワ州デュ  

ピューク，ミズーリ州セントルイスへミシシッピ川を下るいかだの連結を担当した。  

1880年，クナップ・スタウト会社は，セントルイスに工場を新しく建て，スタウ  

トはそこの経営を任された。1889年，ウィスコンシン州メノモニエに移り，父親が  

経営するクナップ・スタウト会社の一員となり，立木がなくなり会社の組織が解散  

する1904年まで働いた。1904年，会社の資産などは従業員の間で分割された。ス  

タウトは，小規模の土地と松，小さな製材工場を手に入れ，スタウト木材会社（S七ou．t  

LumberCo．）をはじめた。また広葉樹林製材工場（bardwood組Wmill）の経営も  

行い，さらには最初の国際銀行として知られていたメノモニエの銀行の頭取にもな  

った。さらにウィスコンシン州メノモニエの精錬会社，アーカンソー州ソートン・  

アレクサンドリア（Tborn七on＆Alexandria）鉄道会社の社長に就任した。その後，  

まもなくメノモニエへ移動し，そこで彼は地域の公立学校制度の改善に関心をもち，  
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1893年から1908年までメノモニエの教育委員会委員長（President ofthe  

Menomonie BoardofEducation）を担った。彼はコミュニティ内に住む青少年の  

教育改善の進展を図った。   

彼は，研修会と新しい学校設立のため図書を寄贈することに同意した。1901年に  

は，体育館とプールが建てられ，公立学校で体育を担当する2人の教師が雇用され  

た。また，メノモニエに幼稚園制度を導入し，あらゆる人種の子どもたちのための  

学校を助成し設立した。  

1895・1903年までウィスコンシン州歴史図書館（Wisconsin State Historical  

Library）理事会（もoardofcommissioners）の一員を務めた。1895年ウィスコン  

シン図書館委員会が設立されるとその委員長に就任した。3年後，西ウィスコンシ  

ン州図書館協会の会長に選ばれた。やがて1896年にダン・カウンテイ（Dunn  

CoⅥ．nty）において最初のカウンティシステムとして巡回文庫に着手した。  

3．3．3図書の構成  

ウィスコンシン州の巡回文庫の図書は，利用者のニーズに合わせて選択された。当  

時，人々の間で人気のあった小説である『ロビンソン・クルーソー』，『ベニスの商  

人乱『シャーロック・ホームズ』，『不思議な国のアリス』などが巡回文庫に含まれ  

た237。小説以外にも歴史，旅行記，伝記，社会学，スポーツ，美術，科学，農業な  

どや子ども向けのものが含まれていた。表3－5は，ウィスコンシン州北部に位置す  

るダン・カウンティへ送るために詰められた図書の一例である。  

表3－5．ウィスコンシン州北部のダン・カウンティに  

向けられた箱に詰められた図書の一例238  

タイトル   

1   オークレイ（晒如）   

2   アイヴァンホー（ム望月加d   

3   トクワイス・トールド・テールズ（触W乃鬼d   

4   グロスヴァナ一号の難破（桁℃（汝ガ怨e色℃ぶア巳ロαう   

5 チャールズオマリー（C逸盈ヱ壷ぷ0他職カ   

6   ラモーナ（励皿αロ∂   

7   戦時の求愛仏間r一血刀e耶d力∂   

8   奇妙な人生u血g血五励   

9   ペッグハムの望み（軸e瑚点皿）   

10  カヌークラブのクルーズ（α血ば娩e腿刀ロeCrぴ∂   

11  小さなジャービス（ム比ゐ血lて適   
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12  鳥たちのクリスマス・キャロル（助舶仇由加点ぶ甜通   

13  子どもの世界で（血虎e血相お肌虜功   

14  私の北極日誌（礪叩m姐画m撼   

15   ロッキー山脈におけるキャンプ（偽印β血虎ejわd由∂   

16  聖地の少年旅人（風y加地血塊e血れ触感   

17  ノルウェー物語（乃eぶ如yガムもr顧   

18  著名なアメリカの政治家（jな皿0ぴA辺血刀β由ね且ロeカ   

19  農業の第一原則（蝕f〝血頭痛βガ∂如乙此猥崩   

20  ゲーム・スポーツ百科（¢軸ed由ガ由皿ββa乃d即α由   

21  ボストン料理書（蝕ね刀00d払βαめ   

22  象牙の王（血γ励∂   

23  フランクリン・スクウェア唱歌集（伽皿友肋呼びβ理ぶα曙jわαをNo．1）   

24  セント・ニコラスマガジン（飲A牧通適β皿虐g凝血∂   

25  ジョン ・ハリファックス＝理想の紳士（肋月劫   

26  パークマンのラ・サール（月安血a乃台 エa助   

27  ボールのスターランド（励〟おβねヱ血刀功   

28  愛の創造主の間でu皿皿g地e血聞皿融  

＊なお，蝕fム血刀刀血ノヱ印以せαr虎e蝕e肋ヱyα1∽血（げ作鮎m血  

J戯好・∫J汐βには主題と出版年について明記されていない。  

出典：肋古山血刀血ノヱで炉Ⅳオαr虎e伽e肋ギア伽皿よ血（ぱ椛誌加点由  

18M－18961Madison，DemocratPrintingCo．，1896，P．81．   

ウィスコンシン州においても，ミシガン州と同様に，学習クラブに対する巡回文  

庫の貸出しが行われていた。ウィスコンシン州では，参考図書を巡回文庫の図書箱  

に詰めた。それは，「学習クラブ・ライブラリー」（stⅥdychb肋rary）と呼ばれて  

いた239。また，既に言及したようにウィスコンシン州の移民は，図書館の存在しな  

い地域で酪農を営むことが多かった。そうした移民の利用に供するため，ドイツ語，  

デンマーク語， ノルウェー語，イデイッシュ語，ポーランド語，ボヘミア語・といっ  

た移民の出身母国の言語で書かれた図書240も用意していた。  

こうした取り組みが実施される中で，州の事業として巡回文庫を本格的に実施する  

動きが出てくる。そのひとつが，1899年，歳出予算を盛り込んだ規定を含む法律の  

制定241であった。これは，州図書館委員会が巡回文庫に積極的に関与する権限を認  

めていた。この法律によって，ウィスコンシン州では巡回文庫が州の事業として位  

置づけられ，実施されることになったのである。その意味で，ウィスコンシン州は  

法律が実態を後追いするという稀有な事例であったといえる。  
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3．4アイオワ州の実際   

大平原地方のアイオワ州は，大豆などを生産していた。アイオワ州は，アメリカ  

において4番目に巡回文庫を導入した州である。1890年のアイオワ州には，都市  

部に406，000人，農村部に1，507，000人242が在住しており，アイオワ州もミシガン  

州と同様に農村地帯であった。当時アイオワ州市民に無料で開かれていた図書館は  

約15館存在した。そのうちの1つに，旧州都アイオワシティに所在していたアイ  

オワ・シティ・パブリック・ライブラリー（IowaCityPub止cLibrary）がある。ア  

イオワ・シティ・パブリック・ライブラリーは，巡回文庫が開始された同じ年に開  

館した。アイオワ・シティ・パブリック・ ライブラリーの利用実態に基づけば，農  

民の利用は，ほとんどみられなかった（表針射。   

利用者別の割合は45％が小売店貞（retailclerk），靴職人，画家，縫製師，ブリ  

キ職人，鉄道技師，理髪店，配管工，タイル工，電話交換手，郵便局員であった。  

続いて28％が製造業，印刷業，建築請負業，保険代理業，小売業，葬儀業などの小  

規模経営者であった。また20％が教師，弁護士，医者，牧師などの専門職であった。  

そして5％が労働者，3％が学生であった。  

表3－6．アイオワ・シティ・パブリック・ライブラリー  

利用者別割合餌3：1895年244  

店員，職人   45％   

小規模経営者  28％   

専門職   20％   

労働者   5％   

学生   3％  

＊総計が101％になるが，原資料の数値のままにしてある。  

出典：Ⅰ弛gers，LonyP．Ac錯gMγめぬエ由β．・乃e丘嘉如yd－蕗e鬼w甥α少動Å肋  

ム仏陀苺11896－1997：TheIowaCityPublicLibraryFriendsFounda七ion，  

1997，p．81．   

アイオワ州では，こうした状況を改善するため，これまでの法律を改正し，1896  

年全9条からなる州法第49号を制定した糾5。同法の7条および8灸に巡回文庫の  

規定が設けられた。  
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第7条  

図書館の存在しない地域では，居住する25名の納税者の請願書があれば，図書  

もしくは図書のコレクションを，いくつかの大学，学校，エクステンションセンタ  

ー，夏期講習サークル，文芸協会（1iterary society），読書コース，学習クラブ，  

その他の団体に対し，［州立図書館委員会の規定した規則の承認を受けて】，貸出す  

事ができる。この規則に基づき，州図書館委員会は，図書の保管，取り扱い，運用，  

管理のための担保および保証金を規定することができる。  

第8条  

この法の規定のもと，貸出し用のコレクションの購入や装備費として，州基金か  

ら総額4，000ドルが充当される。このコレクションは，アイオワ巡回文庫として指  

定されたものとする。  

【］は筆者の補筆  

（）は原文表記   

アイオワ州法の巡回文庫に関する規定は，貸出し対象団体を具体的に明示してい  

た。このことは，巡回文庫がどのように利用されるのかをある程度予想していたか  

らこそ具体的に明示できたことを意味する。また，一定の予算が支出されることで，  

コレクションの購入が可能であったことも意味する。  

3．4．1コレクション構成と廻送先   

当時，アイオワ州都デモインわesMoines）に所在するアイオワ州立図書館（S七a七e  

LibraryofIowa）は，公共図書館というよりも，参考図書館（referencelibrary）  

として機能していた。また，コレクションも古く，再製本・補修が必要なものや，  

新しい図書に買いかえた方がよいものが多数みられた246。そのようなこともあり，  

州立図書館の書架から図書を選び出し，巡回文庫用に図書を準備することは不可能  

に近かった。そのため，巡回文庫用の図書を州の歳出予算4，000ドルを資金とし，  

新しいコレクションを購入した（図3・6）。  
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図針6．アイオワ州の巡回文庫  

出典：肋f叩以せガ地eノbⅣ苫肋jγ伽皿血血，ノタク♂・∫タ♂よDesMo血es，Iowa，  

1904．   

アイオワ州の巡回文庫の形態はミシガン州と同様に2つあった247。1つは，50  

冊から構成される一般的な読み物を中心としたコレクションである。そのコレクシ  

ョンの構成は，50％が小説であった248。2つめは，リクエストに応じて構成された  

特定の主題ごとのコレクションである（表3・7）。後者は，学習クラブ，青少年や個人  

に貸出しされていた。例えば，オーデュポン・カウンティ仏ud11bonCounty）に所  

在した女性クラブのひとつであるコロンビアンクラブは，社会学と家政学の2つの  

分野を学習するクラブであった249。そのコロンビアンクラブに対して家政学の図書  

69   



を詰めた巡回文庫が廻送された250。   

ポウシーク・カウンテイ（ア0ⅥreSlliekCoⅦnty）のブルックリンに所在するコロ  

ンビアンクラブも女性クラブのひとつであり，その学習のために巡回文庫が廻送さ  

れた。チェロキー・カウンテイ（CherokeeCounty）のチェロキーに所在するアート  

クラブに対してはエジプト美術に関する図書が廻送されていた。  

表針7．学習クラブに向けて送られた巡回文庫の特定主題と廻送先の一例  

主題   廻送先   

オーデュポン・カウンティ仏udubonCounty）の  

家政学  オーデュポンに所在するコロンビアンクラブ  

（CohmbianClub）   

ポウシーク・カアンチイ（Pow朗hekCou・n七y）の  

英国植民地  ブルックリン（Brooklyn）に所在するコロンビア  

（アメリカ植民地）  
ンクラブ（Colu皿bianCl止b）   

チェロキー・ウンテイ（CberokeeCoun吋）の  

エジプト美術  チェロキーに所在する  

アートクラブ（A鵬Club）   

出典：Reeves，WinonaE．ed．mebluebooko銑IVaMⅧeD．MissouriPrinting  

andPublishingCompany；Mexico，Mo．1914，P．182．   

青少年による図書の要求は，特に多かった。1900年，公教育省（Departmentof  

PnbkcIns七ru．ction）から刊行された，アイオワ学校区のための図書館図書リスト  

（Listofliharybooks払rscbooldistric七sofIowa）2叫こ基づき図書を選択し，農  

村の学校などに向けて提供していた。巡回文庫は，青少年の図書が多く含まれてい  

た。このように準備された巡回文庫は，州法で規定された規則に基づき，貸出しが  

行われていった（図3づ）。  
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図3づ．アイオワ州における巡回文庫設置場所：1900年・1903年  

出典：肋f呼以せ（ぱ虎eゐ閑地てF伽皿ぬ′Jβββリβ♂よDesMoines，Iowa，  

1904．  

3．4．2巡回文庫の貸出し規則   

アイオワ州図書館委員会では，貸出しのための規則が設けられていた。その実際  

は，以下の通りである。  

「州図書館委員会により規定された貸出しのための規則」252  

1デモインに所在する図書館委員会に事前に申し込まなければならない。  

2 図書館は便利な場所に常に置かれなければならない。配送と図書の返却は地域   

の図書館，および団体によって決定される。毎週少なくとも3時間は開かれる   

べきである。巡回文庫を運ぶ場所は重要であり，それは人々の身近にあって利   

用しやすい場所に置かれるべきである。  

3 これらの図書の利用に際し，対価を徴収してはならない。  

4 郵送費は図書館から支払われる。図書は州政府によって無料で貸出される。  

5 3ケ月間の貸出しであるが，もっと長い期間貸出しされることが望ましい。  

6 図書を送る際に傷つけないように，棚ごと提供されるべきである。   

この規則に基づき，承認され，貸出しを受けた巡回文庫管理者は，貸出しトレイ  
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（cIla曙i喝七ray）の使用法，申請，ブックカード，借り手の記録，請求方法，図書  

の返却，更新，期限切れの図書，報告書，巡回文庫の交換，伝染病（conta由ous  

diseases）への対策，借り手，冊数，期間，手数料，損害，返却，輸送などの諸事  

項について，事前研修で学ぶことになっていた253。こうして，巡回文庫は専門的な  

図書館員はいないものの，管理者によって最低限の管理が行われていたのである。   

アイオワ州の巡回耳庫については，第7条に「図書館の存在しない地域で臥そ  

こに居住する25名の納税者の請願書があれば，図書もしくは図書のコレクション  

を，（中略）貸出すことができる」と規定されているように，25名分の署名が集ま  

れば，巡回文庫を借り受けることができた。さらに，州法の規定にはないが，25名■  

分の署名が集まらなかった場合に，個人でも借り受けることができた。その方法は，  

図書の小売額面の為替手形もしくは小切手を図書館委員会事務局長に供託し借り出  

すものであった254。供託金は，図書の返却により返金されることになっていた。た  

だし，実際には個人に向けた巡回文庫よりも，地域の図書館やすでに承認を受けた  

団体を通して提供を受ける方が，利用者に好まれていた。  

3．4．3巡回文庫による視覚障害者に対する貸出し   

アイオワ州の特徴は，こうした巡回文庫事業の…環として目の不自由な人々に対  

して点字図書を提供したことであった255。当時，農村地帯であったアイオワ州の各  

コミュニティには視覚障害者がわずかにしか存在していなかった。視覚障害者は，  

宗教の図書（reli由ousli七eratu．代）をすでに提供されていたが，それ以外の図書を  

読むことを望んでいた。しかし，点字図書は，出版数も少なく266，大変高価であっ  

た。   

このサービスを行うにあたっては，巡回文庫委員会が中心となりアイオワ盲学校  

（IowaColl喝e血で仇eBhnd）2那の最高責任者の協力を得て実施した。まず，巡回  

文庫委員会は，アイオワ州に住むすべての視覚障害者の氏名および住所を図書館委  

員会へと知らせるように地元の新聞を通じて求めた。それによって得られた情報に  

基づき，図書館委員会から図書を送った。この時，アイオワ州で用いられていた点  

字図書は，ニューヨークポイントシステムによるものであった。ニューヨークポイ  

ントシステムは，ニューヨーク盲学校の校長を務めていたウイリアム・B・ウエイト  

（Ⅵ剋amB．Ⅵ観払1839－1916）が1868年に考案した点字であった。この点字は，  

今世界で使われている6点による点字とは大幅に異なる1マスの構成が縦2点，横  

4点という点字であった。ウェイトが熱心に，この点字の普及を行ったため，広く  

普及していた258。このような当時一般的であった点字で作成された図書が準備され  

ていたのである。  
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表3・8．アイオワ州で準備されたニューヨークポイントシステムによる点字図書の  

タイトル例259  

著者   タイトル   

ロバート・バー ンズ  辞選集（Seleetions血・OmpOemS）   

（RobertBurns）  

アルフレッド・テニスン   王女（Tbeprhcess）   

（A此edTbnnyson）   （叙事詩）   

トンプソン・E・シートン   私が知っている野生動物   

（ThompsonE．Seton）   （W辻da血mal占Ibaveknow・n）  

（シートン動物記）   

トーマス・B・マコーリー   古代ローマの状況（ThelaysofAncientRo皿e）   

（TbomasB．Macaday）   （古代ローマの英雄をうたったバラッド集）  

サミュエル・ジョンソン  

（Samu．elJohnson）   

ウォルター・スコット   マーミオン（Marmion）   

（W為1七erScott）   （詩）   

エドワード・E・ホール  祖国なき男（Themanwithoutacountry）   

（EdwardE．Ha山  

ヘンリー・W・ロングフェロー  エヴァンジュリン（Evan酢舶ne）   

（HenryW．Longfbllow）   （哀詩）  

ウエイト点字入門（W由t，spoint即血即）  

（ニューヨークポイントシステムの入門書）   

出典：肋tnpoziofthehIVaLiBm草′Cbmn2Lssjht2，1900・1903DesMoines，IowaL  

1904，p．42・   

当時の点字は，プライユ点字をはじめ数種類使用されていた。そのため，ニュー  

ヨークポイントシステムを理解するために要求に応じてアルファベットのシートを  

点字図書と一緒に送付していた。こうして，アイオワ州でをも 一般的な巡回文庫と  

ともに，個人や視覚障害者といった少数のニーズにも対応する先進的な図書館サー  

ビスを行っていたといえる。  
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3．5アメリカ南部における巡回文庫の実際   

巡回文庫の充実する状況がみられた一方で，図書館や巡回文庫の導入が停滞  

していた地域もあった。それは，アメリカ南部であった。アメリカにおける巡  

回文庫導入状況（図2－4）からは，南部と北部で導入状況に格差が生じていた  

ことが明らかになった。   

アメリカ南部において巡回文庫の導入，展開が遅れた理由は，図書館そのも  

のの低迷があった。その理由をアトランタ・カーネギー・ライブラリー  

（CarnegieLibraryofAtlan七a）館長であったアン・ウオーレス（AnneWallace，  

生没年不詳）は，1907年のALA年次総会において報告した「南部図書館の活  

動」（The Southernlibrary movement）260において，次のように指摘してい  

る。土地が広大であること，人口密度が低いこと，文化の中心となるような大  

都市が存在しないこと，白人の非識字率が高いこと，黒人が人口の多数を占め  

ること，温暖な気候による屋外娯楽が発達していたこと，経済状況が厳しいこ  

と，というアメリカ南部地域の抱える課題がその要因である261。   

その一方で，同年次総会において，南部における巡回文庫の導入に向けた胎  

動を報告する者もいた。ノースカロライナ州シャーロット・パブリック・ライ  

ブラリー（CharlottePublicLibrary）のアニー・ロス（AnnieRoss，生没年不  

詳）である。ロスは，「1899年以来のノースカロライナにおける図書館の進展」  

（Liもraryprc唱reSSinNortb．Carolinasince1899）262と題する報告を行った。  

ロスの報告は，1906年ノースカロライナ州東部のゴールズバラ（Goldsboro）  

において，女性クラブにより 38の巡回文庫が廻送されたことを取り上げ，図  

書館エクステンションを牽引する強力な力のひとつが女性クラブであると指摘  

した268。   

これらの報告は，巡回文庫を導入する際に，図書館外部からの強い働きかけ  

か，図書館員の自発心が必要であったことを示している。言い換えれば，その  

ような条件の揃わない地域では，巡回文庫の発展が望めなかったとも言える。  

巡回文庫は，図書館エクステンション事業として無条件に成功を約束されたも  

のではなく，様々な要因や背景が整っていたからこそ成功したのである。そう  

した必要条件が南部より満たされていた北部では，巡回文庫の導入や発展が南  

部よりも進んでいた。  
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3．6本章のまとめ   

本章では，巡回文庫に関する法律が，どのようにサービスとして具現化され  

ていったのかを，ニューヨーク州に続き2番目に巡回文庫を導入したミシガン  

州，典型的な農業州であり，州が中心になって巡回文庫に取り組んでいたアイ  

オワ州，巡回文庫運営に多様な主体が関わっていたウィスコンシン州の3州を  

取り上げ，地域の特性を視野に入れながら検討を行った。   

その結果，ミシガン州，ウィスコンシン州，アイオワ州の限られた範囲の検  

討結果に基づくものであるが，運営実態に多様性がみられた。ミシガン州は，  

ニューヨーク州に続き2番目に巡回文庫を導入した。そのミシガン州の巡回文  

庫に関する法律は，州立図書館が図書館のない地域に図書を提供する事業を規  

定した。巡回文庫の導入にあたっては，州立図書館長であったスペンサーが導  

入に大きな役割を果たした。またミシガン州では，学習クラブ用に，ある特定  

の主題を詰めた巡回文庫を提供していた。   

ウィスコンシン州の巡回文庫は，法律に基づいて開始されなかったという特  

徴があった。1896年，州内の有力者であったスタウトは，私財を費やし，ウィ  

スコンシン州ダン・カウンティにおいて巡回文庫を個人で開始した。同年，ウ  

ィスコンシン・フリー・ライブラリー・コミッションは，篤志家などから一口  

50ドルの寄付を募って州内の図書館未設置地域において∴巡回文庫を開始した。  

これらの取り組みは，いずれも巡回文庫に関する法律に基づかないものであっ  

た。   

これらの取り組みが，成果をあげる中で，州の事業として巡回文庫を位置づ  

けるために，歳出予算を盛り込んだ規定を含む法律264が制定された。法律制定  

に伴い，巡回文庫はウィスコンシン州の事業として位置づけられた。アイオワ  

州の巡回文庫の導入過程は，ミシガン州と同様に図書館のない地域の人々に図  

書を提供するため，巡回文庫に関する法律を制定し，法律に基づき予算支出を  

行っていくものであった。アイオワ州の特徴は，運営の状況にみられた。多く  

の州の場合，団体でなければ，巡回文庫の利用申請はできないが，アイオワ州  

は，個人でも巡回文庫を利用することができた。また，アイオワ州は，一般的  

な巡回文庫の他に，視覚障害者向けの点字図書を準備し提供していた。   

ミシガン州，ウィスコンシン州，アイオワ州の事例検討を通じて，必要とす  

る人々の状況に応じ，図書館サービスを提供していく手段として，巡回文庫が  

用いられた状況を明らかにした。そして巡回文庫の導入にあたって，積極的な  

働きかけを行った図書館員の存在も欠かせないことが明らかになった。   

しかしながら，本章で取り上げたのは，いずれもアメリカ中部に位置する州  

であった。したがって，巡回文庫の活動状況が地域的に異なったのかまで扱う  
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ことができていない。本章で取り上げた以外にも，カウンテイ・ライブラリー・  

システムをいち早く州内で整備したカリフォルニア州などの西部諸州や女性ク  

ラブが巡回文庫に寄与したヴァーモント州などの東部諸州の巡回文庫の取り組  

み状況を今後調査分析することでより巡回文庫の導入初期の全体像を示すこと  

ができると考えられる。  
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第4章 馬車図書館・自動車図書館の導入とティツコム館長：1901年－1932  

年   

巡回文庫の取り組みは，図書館サービスの対象者を拡大させる契機となった。  

その結束，巡回文庫は各地へと広まった265。その影響を受けてか，小さな村や  

農村の住民に対しても，より身近な図書館サービスを提供する機関を設け，教  

養を高めようとする動きもあらわれてきた。この動きは，やがてカウンテイ・  

ライブラリー・システム（countylibrarysystem）への導入として，具現化さ  

れた。   

アメリカにおいて，地方団体の種類は州により異なっている。カウンティと  

呼ばれる地方団体は，タウンシップ（toⅥrnSbip），タウン（七own）などとともに州  

の行政組織を補完する準地方自治体として位置づけられている。準地方自治体  

の創設は，州法によって規定され，その担当業務も州法によって授権される。  

なお，アメリカには，シティ（city）やタウン，ヴィレッジ（village）などの地方自  

治体が，カウンティ内部に存在するが，カウンティによる行政監督を受けるこ  

とがない。   

カウンテイ・ライブラリーは，広範な地域の人々に対して図書館サービスを  

提供することを目的に位置づけていた。このカウンテイ・ライブラリー・シス  

テムが，アメリカで初めて導入されたのは，1899年オハイオ州ヴァン・ワー  

ト・カウンテイ（VanWertCounty）においてであった。ヴァンワート・カ  

ウンティの図書館として開館したブルムバック・ライブラリー（Brumもack  

Library）は，カウンティのすべての地域へ図書を届けることをその役割と  

した。次いで，カウンテイ・ライブラリー・システムが導入されたのは二 本  

章で取りあげるメリーランド州ワシントン・カタンティであった。特に，カ  

ウンテイ・ライブラリー・システムは，州がカウンテイ・ライブラリーの設  

置を促進する絵律を制定したカリフォルニア州において発展した。   

本章では，カウンテイ・ライブラリー・システムを採用し，アメリカ初の新  

たなサービス方法として，馬車図書館（bookwagon）を導入した，メリーラン  

ド州ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリー（Washing七onCountyFree  

Liもrary）について述べる。そして，その設立経緯から馬車図書館の導入，自  

動車図書館への展開などの実態について，館長のメアリー・レティツコム  

（MaryL．Titcomも）の関わりも含めて明らかにする。  
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4■1ワシントン・カウンティにおけるカウンテイ・ライブラリーの導入に至  

るまで   

ワシントン・カウンティは，面積468平方マイル（1，212平方キロメート  

ル）の広さをもち，西メリーランド（WesternMaryland）に位置している（図  

4・1．色がついている部分）。  

図4－1・メリーランド州におけるワシントン・カタンティの位置266  

出典：WCFL所蔵   

ワシントン・カウンティの人口は，1800年18，659人から1880年38，561人，  

1900年45，733人へと増加傾向がみられた。ワシントン・カウンティは一時，  

南北戦争の戦場267となった。その後，落ち着きを取り戻しつつあった1864年  

に，公立小学校の制度が導入された。1880年までに，126校が設置され，そこ  

では教員166名が，8，722名の児童を教育した268。学校制度の定着軋読み書  

きのできる成人を増加させた。それとともに，小学校を卒業した者が継続的に  

教育を受ける場としての要望が高まった。さらに，読書団体がつくられるなど，  

人々の図書に対するニーズがあらわれはじめた。   

このような中，公共図書館設置のための動きが，活発にみられるようになっ  
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た。その中心人物となったのが，次の2名である。銀行幹部職員であり，弁護  

士でもあったエドワード・W・ミリイ ほdward W Mealey1846・1911）と，ボ  

ルチモアの銀行職員であったベンジャミン・F・ニューカマー（Benjamin F．  

Newcomer1827－1901）である。ミリイは，メリーランド州議会に「第248章 図  

書館管理推持費に関する法案（AnActauthorizinganddirectingtheCoun七y  

CommissionersofWashingtonCountyintheirdiscreationtolevyandco11ect  

annuallyinperpetuityasumofmoneyinaidoftlle maintenanceofafree  

library七obeestablishedinthetownofHager8tOWn，insaidcounty）269と  

「第511章 ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリーを法人組織化す  

る法案」（Anacttoincorporate“theWashingtonCoun七yFreelibrary”）270の  

成立に向けてロビー活動を展開し，1898年4月に成立した。   

第248章は，「カウンティの理事会がワシントン・カウンテイ・フリー・ラ  

イブラリー維持のために，毎年1，500ドルを支出する義務」を規定した。また，  

第511章は，「評議委員会の創設とワシントン・カウンティに住む人々に対し，  

図書館を設立しそれを維持するための運営の在り方について」を規定した。   

この2つの規定により，ワシントン・カウンティでは，カウンテイ・ライブ  

ラリー・システムを公費および寄付で設置，運営しようとする動きがみられた。  

ニューカマーは，公共図書館のための財政拠出をするようへガーズタウン市議  

会（HagerstownCityCouncil）に働きかけた。その結果，1898年5月2日へ  

ガーズタウン市議会の特別議会においてこの案が審議された。  

1881年から1919 年にかけては，アンドリュー・カーネギー（An血ew  

Carnegie）の総額，4，100万ドルにのぼる寄付があった。それにより，多くの  

公共図書館が設立された時代であった271。そのような中，ワシントン・カウン  

テイ・フリー・ ライブラリ｝初代館長を務めたティツコムが，「図書館設立とい  

う公的事業が，市民の手によって行われた点に強い関心をもっている」272と表  

現したように，2人の市民が，公共図書館の必要性をカウンティの人々に認め  

てもらうために，カーネギーの寄付には頼らずに立ち上がったことは，当時の  

図書館界において，非常に珍しいことであった。   

自らの出身地のために何か役立つことをしたいと強く望んでいたニューカマ  

ーは，必要と目される 50，000ドルの資金を調達しようと努力した273。この  

50，000ドルは，図書館建築に要する資金24，000ドル，図書などの備品6，000  

ドル，設備費20，000ドルという図書館の開館に必要となる金額であった。ま  

た図書館運営資金として，先に触れた第248章の規定に拠って1，500ドル，へ  

ガーズタウン市とワシントン・カウンティから1，000ドル，総計2，500ドルが  

支弁された。  
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しかし，この開館に必要な経費50，000ドルは，なかなか調達出束なかった。  

1899年6月，テエーカマ一には，カウンティの理事会との間で確約したワシ  

ントン・カウンテイ ・フリー・ライブラリー開館準備資金の一部15，000ドル  

を調達しなければならないという難題が待ち構えていた。ニューカマーは，こ  

の資金調達を達成するために，人々から少額の寄付を集め，それとニューカマ  

ー自身が納税を免除された資金をあわせて6，000ドルを確保した。また，少額  

の寄付とは別の18人からそれぞれ500ドルずつ寄付を集め，9，000ドルをな  

んとか調達することができた。このニューカマーによる資金確保により，ワシ  

ントン・カウンテイ・フリー・ライブラリー設立のための 50，000ドルを調達  

することができ，1901年1月，ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラ  

リーは，開館にめどをつけることができた。  

4．2メリーランド州ワシントン■カウンテイ・フリー■ライブラリーの開館  

と図書館サービス   

開館に向けた準備は，ミレイ通り（Mealey Row）にある2つの事務室で行  

われていた274。そこでは，排架予定の図書に分類を付与することで，図書館員  

らは自分達の役割と地位を確立していった。分類を付与する図書はすべて，ベ  

ル・レターズ協会（BelleLettersSoci？ty）276から寄贈されたものであった0  

この協会は，メリーランド州へガーズタウン（Hagers七own）の南西5マイル  

（約8km）に所在する1842年創立の私立学校セント・ジェームス・カレッジ  

（CollegeofSt．James）276において，学生の教養を高めるために図書の貸出  

しを行う親睦団体であった277。   

しかし，寄贈された図書の多くが，禰修しなければ利用できない状態にあり，  

すぐに排架できた図書は，わずか1，100冊程度であった。その後，寄贈により，  

排架予定の図書は，日に日にその数を増していった。開館を迎える頃には，  

6，365冊になっていた。図書館員らは図書に分類を付与する傍ら，新設の図書  

館へ運ぶ図書を選択する業務も行っていた。建物は完成していなかったが，  

1901年6月，すべての図書をミレイ通りの事務室から新設の図書館へ運び終  

え，開館の時を待った。   

そして遂に建物が完成し，8月27日ワシントン・カウンテイ・フリー・ライ  

ブラリーは開館を迎えた。開館当初の職員は，館長が1名，第1アシスタント  

が1名，アシスタントが1名，見習い研修生が1名，管理人が1名の計5名で  

構成されていた。館長のティツコムは，その開館当時の状況を「地元の新聞に  

より簡単な図書館の広告を出したことで，初日は268人，2日めは195人が来  

館した。また，5 日めは，4箇所から巡回文庫に関する問い合わせがあり，カ  
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ウンティの人々が身近な図書館を必要としていることがわかった」278と記して  

いる。新聞広告279で宣伝したことは，新しい図書館の存在を周知することにつ  

ながった。   

開館から1年後，1902年10月1日には，図書館の蔵書冊数はさらに増え9，770  

冊になった280。また，1年の間に図書館の利用登録を行った人数は，カウンテ  

ィ全体で3，867人であった。その内訳は，へガーズタウン住民が3，335人，ヘ  

ガーズタウン以外のカウンティ住民が532人であった。この時の貸出し冊数は，  

71，060冊であった。最も人気があったジャンルは，フィクションであり，全体  

に占める割合は78．5％であった。また最も利用が低かったものは，化学であり，  

全体に占める割合は0．12％であった281。館内では，雑誌60誌，新聞6紙，計  

66種が提供されていた。この中には，大衆誌上点前e詣月b皿eゐぴヱⅥaノや専門誌  

工蕗∫虐jγ乙わびJⅥβノなども含まれ，幅広いジャンルからコレクションが形成され  

ていた。これは，ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリー創設に尽力  

したニューカマーが「成人から子どもまで幅広く利用できる図書館を目指す」  

282と述べているように，特定の利用者が満足するサービスを行うのではなく，  

幅広い利用者層に合ったコレクション構築をワシントン・カウンテイ・フリー・  

ライブラリーにおいて目指そうとしていた点からである。  

表4・1．ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリーの基礎統計：  

1901年・1916年（費用の単位は，ドル）  

年   蔵書数   
図書館  開館日   図書費（特別基  雑誌  

貸出し   数  

図書費  
金）   費   

1901   6，365  

1902   9，770  64，068   365   7，402  351   

1903  11，490  58，084   340   627   885   77   

1904  13，904  56，595   335   552   2，212  236   

1905  15，832  55，417   335   1，168   1，097  237   

1906  16，985  60，924   337   831   217  232   

1907  18，095  61，110   335   1，024   668  222   

1908  19，104  69，577   337   446   435  244   

1909  20，033  74，209   335   1，131  254   

1910  21，045  74，773   335   974  261   

1911  22，024  71，533   325   1，752  225   

1912  23，603  73，853   333   1，804   
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1913  25，465  76，380   333   2，818   

1914  27，338  80，270   339   2，7669   

1915  28，660  77，972   333   1，983   

1916  29，650  78，205   302   1，597   

出典：肌A刀月日βJ点呼Or£1901年－1916年に基づき筆者作成  

4．3 ワシントン■カウンティtフリー・ライブラリーにおける館外サービス  

の展開とその諸問題  

1900年当時のワシントン・カウンティの人口密度は，1平方マイルあたり  

86人であった283。この人口密度は，人口の多いワシントンD．C．と同じであっ  

た284。ワシントン・カウンティの人口密度の高さは，カウンティという狭い範  

囲に図書館の利用対象者とされる人々が，集住，あるいは近接し生活・していた  

ことを示している。   

ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリーが開館した当時，アメリカ  

図書館界において，公共図書館の館外サービスの主な手段となっていたのは，  

第2章および第3章で取り上げた巡回文庫であった。巡回文庫は，鉄道などの  

運輸機関を用いて，配本所まで運ばれた。ワシントン・カウンテイ・フリー・  

ライブラリーの所在したヘガーズタウンは，鉄道の要衝であった。   

ワシントン・カウンティは，一定範囲に人々が集任することで，図書館の利  

用対象者を明確に把握できた。また，その図書館の利用対象者となる人々に，  

鉄道285を用いて，図書を運ぶことが可能であった。巡回文庫の導入を促す条件  

が揃っていたことで，巡回文庫が開始される契機となった。ワシントン・カウ  

ンテイ・フリー・ライブラリーでは，開館初年度から巡回文庫が導入され，30  

冊から35冊程度の図書が木箱に詰められ，23箇所の配本所でサービスが提供  

されていた。この巡回文庫は，鉄道や運送業者によってカウンティに住む人々  

がよく足を運び，目につきやすい場所，学校，教会，食品店，郵便局，アイス  

クリーム屋，酪農製品版売店（creameries），個人の家などに置かれた（図4－2）。  
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図4－2．個人事務所に置かれた巡回文庫  

出典：WCFI」所蔵   

巡回文庫に詰められたコレクションは，60日から90日ごとに新しいコレク  

ションに交換された。巡回文庫は1902年も行われ，23箇所の配本所に図書箱  

が届けられた。この木箱に詰められる冊数は，配本場所により異なっていた。  

人口が少ない地域では50冊，多いところでは300冊程度の図書を提供した。  

1903年になるとワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリーの2階に  

児童室が設けられ286，児童サービスに力を入れはじめるようになった。巡回文  

庫でも児童向けの図書を提供した。1904年，カウンティ内にくまなくこの巡回  
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文庫を通じたサービスを提供するために，配本所を55箇所に増設した。8，528  

冊が配本所に配給され，15，788冊の貸出しがあったことが年次報告書に報告さ  

れている287。   

ティツコムが巡回文庫による図書館サービスを開始し，配本所の数を増やす  

ことでカウンティ全域に図書館サービスをいきわたらせようと試みた。しかし，  

導入した巡回文庫の配本所は，他の図書館と同様に，鉄道駅や停留所など人々  

が多く集まる地域に設けられていたため，公共交通機関が発達していない山間  

部や農村部に配本所が設けられることが少ないという特徴がみられた。また，  

山間部や農村部は，配本所が設けられたとしても，交通手段が未発達であり，  

住民が配本所まで出かけるのは容易ではなかった。つまり，山間部や農村部な  

どの配本所から遠い地域に居住する人は，図書館サービスを充分に受けること  

ができる環境にはなかったのである。ティツコムは，山間部や農村部の多いワ  

シントン・カウンティにおいて，配本所の図書があまり利用されていない状況  

に直面した。  

4．4馬車図書館の発案   

その間題を解決し，カウンティ内にくまなく網羅した図書館サービスシステ  

ムの基盤をつくるため，ティツコムは，他の図書館の取り組みを調べ検討した  

288。その中で，ティツコムは，ウィスコンシン州の巡回文庫が，交通網の未整  

備であった地域へ図書箱を届けるための運搬手段として，馬車を用いている事  

例に着目した289。  
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図4・3．山間部を行く馬車図書館（右の坂道）：1．905年・1910年頃  

出典：WCFも所蔵   

ティツコムは，運搬手段として馬車の機動性に着目し，馬車でさらに図書館  

サービスを柔軟にできないかと考え，構想290を練った。その結果，ティツコム  

は馬車図書館（図4・3）の発案に至り，1905年4月に導入した291。これが今日の  

アメリカにおける自動車図書館の起源となった馬車図書館である。彼女は，「馬  

車図書館」をひとつの分館として「移動する図書館」と位置づけたのである。   

そして，巡回文庫には存在しなかった担当職員を配置し，巡回文庫よりも多  

い図書を提供した。機動性のある馬車図書館の登場は，多くの図書を巡回文庫  

よりも短い周期で提供できた。馬車図書館は，巡回文庫の配本所から遠い住民  

に，図書を直接届けた。馬車図書館は，巡回文庫の図書箱よりも，多くの図書  

を積載できた。馬車図書館に積載された多くの図書は，利用者が選ぶことので  

きる図書の種類が増加したことを意味した。また図書館員が地域の人々と直接  

接することで，地域の状態や人々がどういった図書を噂好するかといった状況  
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を把握する機会を図書館側にもたらした。   

「ティツコムはデューイの巡回文庫の考えをさらに広げたものであった」292  

と指播されたように，ティツコムの発案した馬車図書館は，巡回文庫の問題点  

を解決するための画期的な館外図書館サービス手段であった。   

この馬車図書館の一番の利点は管理者がついており，その地域の人々の噂好  

を把握しやすく，馬車に図書を積む時の基準となる目安がとれるという点であ  

る。馬車図書館になってから図書館員は農業に関する資料（肥料，土壌管理，  

栽培など）や農婦が関心をもつ資料（歴史，伝記，旅行記，小説など）を揃え293，  

利用者にとって魅力あるコレクションの提供に常に努めた。サービスは，16の  

ルートに分けて行われ，開始から6ケ月間でのべ約1，000マイル（約1，600km）  

を巡回し294，1，008冊の図書を利用者に届けていた29㌔ 馬車図書館は，1日の  

平均30マイル（約48km）を移動し，サービス提供を行っていた。この時，  

馬車図書館を成功させる上で一番重要視されたことが，利用者が十分な図書を  

選択するための時間を確保することであった。  

図4・4．個人宅を訪問する馬車図書館：1905年－1910年頃  

出典：W■CFL所蔵  

このように，農村部の家々を一軒ずつ訪問（図4－4）しながらのサービスには，  
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時間を要するため，3 日間以上要するルートが大半であったと報告されている  

296。馬車図書館を導入した1905年には，14，962冊が配本所におかれ，20，917  

冊が貸出しされており，巡回文庫の需要をすぐに減らすことはなかった。しか  

し，馬車図書館導入後は，徐々に変化をもたらした。   

1906年，巡回文庫用の図書箱を25校の計40クラスに配送する事業が開始  

された297。この他にも，巡回文庫の配本所を発展させた読書室（分室）が，ブ  

ーンポロ（Boonboro）やウィリアムズポート（Williamsporりに設けられたり，  

日曜学校298へ図書を配送されたりするなど，図書館サービスを受けやすい環境  

が整えられていったことがわかる299。学校や日曜学校などの一定のまとまった  

利用者が見込まれる場所に廻送されることで需要が高まり，それに伴い巡回文  

庫の数は増加していった。   

馬車図書館は，通常の館内サービスと比べると，資料を運ぶという形態から，  

馬車の維持やそれを運ぶ図書館員の人件費等，費用が高くつくことが難点であ  

った。そのため，実践活動として踏み切るには，多額の費用が必要であった。  

それ以前の動く図書館構想の多くが，理念だけに留まっていたのは，この点が  

一因としてあげられる。開館時の資金調達に苦労したワシントン・カウンテイ・  

フリー・ライブラリーでは，開館当初からアトランティツク・コースト・ライ  

ン（Atlantic CoastLine）鉄道会社の株券によって，2，500ドルの収入を毎年  

確保するなど，安定的な財源の確保に努めていた。これに加え，カーネギーに  

資金の支援が得られるよう積極的な活動を展開しはじめた。初めは，1902年テ  

ィツコムの提案を受け，ライブラリー創設者の1人であるミリイが，図書館支  

援を求める内容の書簡をカーネギーのもとへ送った。しかし，カーネギーの秘  

書であるジェームズ・バートラム（James Bertram，1872－1934）から，「カー  

ネギーの支援する図書館は多く，彼はこの要請に対応できない。新たにコミュ  

ニティに図書館を設立することさえ制限している状況にあり，まして館外サー  

ビスの援助をすることは難しい」即0という主旨の書簡が届き，援助要請は失敗  

に終わる。   

しかしながら，ティツコムは，カーネギーの支援を断念しなかった。6年後  

の1908年，ワシントン・カウンテイ・フリー・ ライブラリーの1901・1907年  

の6ケ年分の図書館活動報告書をカーネギー財団のもとへ送り，再び寄付を要  

請した。カーネギー財団は，ワシントン・カウンテイ・フリー・ ライブラリー  

から送られてきた6年間の詳細な報告書に日を通し，同図書館が行った事業へ  

の敬意の気持ちを表し，5ケ年にわたり総額25，000ドルの援助を行うことにし  

た301。馬車図書館の成功が継続する背景には，安定的な財源の確保とカーネギ  

ーなどの寄付による資金的な支えが必要であった。  
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4．5馬車図書館から自動車図書館へ  

1910年，馬車図書館の運行ルートは，ワシントン・カウンティ内に張り巡ら  

されていた（図4・5）。そのサービス網によって，サービスが順調に実施されて  

いた。   

その欠先，ノフォーク・アンド・ウェスタン鉄道（Norfblk and Western  

Raillord）の南へ向かう汽車と接触し，その事故により，サービスが一時休止  

状態に陥った8D2。この時すでにカーネギーの資金は，図書資料や建物の設備費  

にあてられ，使い果たされており，新しい馬車図書館を確保する資金は底をつ  

いていた。だが‥馬車図書館の重要性を認識していたワシントン・カウンテイ・  

フリー・ライブラリー評議委員会のメンバーのひとりであった，ウイリアム・  

キールホファー（WilliamEealbofれ1853・1916）が，2，500ドルの寄付を快  

諾したことにより，サービスを再開することができた紺3。   

再開するにあたり，馬車図書館から普及しはじめたばかりの自動車を借用し  

た自動車図書館（図4・6）を導入した。この時，導入された自動車図書館は，1912  

年から1916年まで活躍した。自動車図書館は，側面に観音開きの扉を備え，  

そこに3段の書架を設けることで，300冊の図書の積載が可能であった。  
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図4・臥 自動車図書館305：1912年  

出典：WCFL所蔵   

また，自動車図書館の内部には，配本所に運ぶための巡回文庫4箱が詰めら  

れ，サービス地域へ届けられていた。さらに，自動車図書館に図書館員を置き，  

人々のニーズを直接把握できるように努めた306。   

しかし，自動車図書館導入によって，カウンティの人々へと届けることので  

きる図書の冊数自体は飛躍したものの，自動車の度重なる故障という問題が付  

きまとうこととなった。1914・1915年度には，雨天が多く，自動車図書館の修  

理という理由によって，自動車図書館によるサービスの提供が，一時停止する  

状況に追い込まれたさ07。このため，図書館では，代替案として小包郵便を使っ  

た図書の返却と交換をしてもらう方針を打ち出し，485冊の図書を郵送で提供  

した。しかし，貧困層や，非識字者からの郵送によるサービスへの反応は乏し  

く，自動車図書館が，家々を一軒ずつ訪問して行くサービスの重要性を再認識  

させる契機となった。また，自動車図書館で図書を借りた利用者の中には，図  

書の返却を行うためワシントン・カウンテイ・フリー・ ライブラリーに訪れる  
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者もいた。   

その後，新しい自動車の必要に迫られていた自動車図書館は，翌1916年に  

約1，000ドルで購入された308。トラックを改造した新たな自動車図書館には，  

500冊を収容できる書架が取り付けられた（図4・7）。4段に分かれた書架の一  

番上には，扉がっけられ，修理が必要な図書や予約図書を入れた。またトラッ  

ク内部に6箱の巡回文庫を積み，鉄道網が未整備であった地域の配本所まで運  

ぶといった運搬も担っていた309。  

図4・7．トラックを改造した自動車図書館310：1916年  

出典：WCFL所蔵   

自動車図書館導入と配本所から発展した分館が設立されたことにより，統計  

上は巡回文庫による貸出し数が激減する結果があらわれた（表4・2）。この状況  

は巡回文庫から，自動車図書館へ移行していく過渡期であったことを示してい  

る。  
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表4・2．巡回文庫・馬車（自動車）図書館の利用状況：1901年・1916年  

年   

巡回文庫設置  巡回文庫貸出し冊  馬車（自動車）図書館  

数   数   貸出し冊数   

1901  

1902   23   6，974  

1903   38   12，291  

1904   55   15，788  

1905   66   20，917   1，008   

1906   66   24，555   2，768   

1907   71   21，440   3，535   

1908   73   22，569   3，700   

1909   72   21，994   3，859   

1910   70   19，752   2，850   

1911   64   13，319  

1912   66   14，672  

1918   60   13，412   6，000   

1914   47   13，012   6，000   

1915   41   12，006   5，840   

1916   32   2，110   8，532   

出典：mA刀刀打点ノ点呼〝才Jタ♂J年－∫βJ♂年より筆者作成   

自動車図書館の貸出冊数が増加するにつれて，巡回文庫と馬車（自動車）図  

書館の合計貸出冊数が減少した。その背景には，巡回文庫は一定期間設置する  

ため，選択肢の限られたタイトルの図書を借りる。つまり，廻送された巡回文  

庫に詰められた数十冊の図書を不特定多数の人が利用した。他方馬車（自動車）  

図書館は，一度に届ける図書の冊数が多く，巡回の頻度も多かった。そのため，  

人々の選択肢が多く，自分の噂好にあった図書を選択しやすかった。したがっ  

て，巡回文庫の限られた数の図書を多人数で使用することから，多くの図書か  

ら一人の利用者が図書を溝択して利用する形態の変化があった。それが，巡回  

文庫と馬車（自動車）図書館の合計貸出数の減少につながったといえる。  
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4．6メアリー・L・ティツコム   

メリーランド州ワシントン。カウンテイ。フリー。ライブラリーの館外サー  

ビスの実施にあたりそれを支えた人物の存在が重要な要素であった。本節では  

特にワシントン。カウンテイ・フリー。ライブラリーの初代館長として運営に  

携わり，馬車図書館の発案と自動車図書館の導入に尽力したメアリー・ティ  

ッコムについて取り上げて検討する。また，馬車図書館。自動車図書館の導入  

時期の館外サービスの状況を解明する。  

4．臥瑠ティツコムの生い立ち，そして図書館界へ：1857年・瑠888年  

図4・8．メアリー・レティツコム  

出典：WCFL所蔵   

ティツコム（図4・8）は，1857年5月16日，ニューハンプシャー州ファーミ  

ントン（Farmington）で，ジョージ・アルフレッド・ティツコム（GeorgeAlfred  

Titcomb，1820・1900）とメアリー■エリザべス・レミスト・シーバー ンス・（ラン  

カスター）・ティツコム（Mary Elizabeth Lemis七Seaverns（Lancaster）  

Titcomb，1822一不祥）311の間に生まれた 8人の子どもの1人であった312。テ  

ィツコムが幼少の頃，一家は同じ州内のエクサター（Exeter）に転居している。  

そこで，ティツコムは母親から教育を受けるという，当時のニューイングラン  

ド地方で一般的な養育を受けた313。   

その後，地元のエクサター・ロビンソン女子神学校（ExeterRobinsonFemale  

Semina叩）へ通いはじめた。この学校は，地元の有志ウイリアム・ロビンソン  

（William Robinson，1793・1864）によって1867年に設立された地域唯一の  
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女子学校であり314，参考図書などの備えられた図書館も設置されていた31㌔   

この学校は，「人生に有用なスキルを身に付けさせ，男性と同等な女性の学究  

を育成すること」＄16を教育の目的としており，幅広い教養を学ぶこととあわせ  

て，将来結婚し，家庭を築きあげるにあたり，女性として当然必要となる知識  

の修得を目指すカリキュラムの構成になっていた。ティツコムは，ここで英文  

学，数学，植物学，哲学，アメリカ史，美術，家政学などの科目を学び，1873  

年度に卒業した317。卒業後もエクサタ」・ロビンソン女子神学校のドイツ語と  

フランス語の特別コースで，引き続き学んだ318。   

エクサターの地で学んだ後，ティツコムは，実兄ジョージ・E・ティツコム  

（George E．Titcムmb，1854・1923）一家とともに住むため，マサチューセッ  

ツ州コンコー ド（Concord）に転居している。コンコードにやって来た当初，兄が  

町医者だったこともあり，看護師になることを考えていた。しかし，兄と暮ら  

すうちにティツコムは，自分がその職に適していないと感じるようになってい  

った819。そのようなある日，通っていた教会に置いてあった教会誌（（泡びrC烏  

軸ejうの中に女性の職業としての図書館員の仕事に関する記事を見つけた320。  

ティツコムは，その記事から図書館員という職業があることを知り，図書館員  

に興味を抱いた。このことは，彼女の進路を図書館の世界へと向かわせる契機  

となった321。   

当時，専門的な教育を受ける機関としてのライブラリー・スクール（1ibrary  

scbool）は，1887年にデューイが開校するまで存在せず，彼女が専門的な教育  

を受ける機会は皆無に等しかった。そこでティツコムは，当時の一般的な図書  

館員養成方法である実務経験を積み重ねていく方法を選択する。そして，図書  

館員に必要とされる専門的なトレーニングを積むべく，彼女の住居から至近の  

サドベリー通り（SudburyRoad）322沿いにあったコンコード・パブリック・ライ  

ブラリー（ConcordPⅦも1ieI．辻げary）に研修生として勤め，図書館業務を身に  

つけていったのである。研修生の身であったが，町医者の実兄と同居していた  

ため，生活に窮することなく，図書館での研修に打ち込める環境にいたといえ  

るであろう。ティツコムは，コンコード・パブリック・ライブラリーで勤務す  

ることによって，様々な知識を身につけていった。そのことが図書館員の職に  

就く道を開いていった。  

4．6．2ヴァーモント州での取り組み：1さ89年－1900年   

それまで，マサチューセッツ州コンコードにおいて研修生として図書館業務  

の経験を積んでいたティツコムは，目録係として遂にヴァーモント州ルートラ  

ンド・パブリック・ライブラリー（Ru七1and‡｝ublicLibrary）において，図書館  
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員となる。ティツコムは，すぐに目録係からのルートランド・パブリック・ラ  

イブラリー館長となった。ティツコムは，ルートランド・パブリック・ライブ  

ラリー館長を務めるとともに，ヴァーモント州の図書館委員会のメンバーとな  

ったり，州内に新設される図書館において，図書の分類や目録業務を担ったり  

と図書館を指導する立場を築いていった。  

ルートランド公共図書館における実務   

ティツコムが正規の図書館員として働きはじめたルートランドは，鉄道網の  

整備により，人口の増加地域であった。そこに住む人々は，「教育を受けた者は，  

受けていない者に比べ，知識を実生活に結びつけることができ，実社会におい  

て利益が得られる」323ことを認識していたとされる。   

やがて，1880年代初頭になると，南北戦争に従軍した陸軍兵士らを記念する  

ための建物としてメモリアル・ホール（MemorialHall）の建設が，町の指導  

者の間で計画されるようになった。その建物の一部に図書館のスペースを割り  

当てるよう働きかけたのが，中流家庭の女性の活躍の場を求めた女性協会  

（Women，sA＄SOCiation）であった。  

1886年6月 5日，ルートランド・パブリック・ライブラリーは，マーチヤ  

ンズ通り（Merchant’sRow）（図4・9）に面したグリン・ブロック（GlynnBlock）  

23番地の2階にある2つの部屋において，最初の図書館業務をはじめた。  

裔 図4・9．マーチヤンズ通りの地図：1879年  

諒 出典：ルートランド市所蔵  
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翌1887年3月，メモリアル。ホールが完成をみると，マーチヤンズ通りか  

ら新設のメモリアル・ホールへと図書館が移転することになった。ティツコム  

は，図書館がマーチヤンズ通りから1889年にメモリアル■ホール324への移転  

業務も含めた図書館業務を行っていた。  

図4－10．メモリアル・ホールに置かれたルートランド・フリー・ライブラリー   

亀 出典：Hance，DawnD．TheRutlandFreeLibrary．RutlandHistorical  

SocietyQuarterly．1986，VOl．16，nO．3，P．35．   

しかし，彼女はそのすべてを任されていたのではなく，図書館財務は女性協  

会（Women＞s Association）が掌握していた。図書をメモリアル・ホールに全  

部移し終えるのに2年の歳月を要した。その間，ティツコムは，ルートランド・  

パブリック・ライブラリーの2分冊からなる蔵書目録を作成した。その後，同  

館勤務中の1893年，ティツコムは 36歳の時に初めてアメリカ図書館協会  

（AmericanLibraTyAssociation，以下ALAと省略する）年次総会へ参加する。  

この時から，ティツコムは，州内の動きばかりでなく，広くアメリカ図書館界  

の動きにも目配りしていくようになっていった。   

また，1893年のルートランドでの図書館活動については，ティツコムの  

ムゴお∂ヱγゐぴヱⅥβノ8月号325への投稿記事からその様子を知ることができる。  
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エノムrβヱyゐぴjⅥ虐ノ6月号326で取り上げられた，図書館員の健康に関する  

話題は，私の注目のひとつです。なぜかというと，私はルートランド・パ  

ブリック・ライブラリーにおいて勤続7年目を迎えましたが，その中で病  

気になって一日働けない日もありました。また，私にはアシスタントが1  

人ついていますが，彼女も一度だけ3週間痛気になって図書館業務ができ  

なくなった日もありました。図書館の開館時間は朝9暗から夕方5時まで  

で，1週間のうち2日間は夜7時から9時まで夜間開館をしています。こ  

の限られた日数でしか図書館を利用できないということです。ですが，図  

書館員が病気になってしまうと図書館の業務を休まなければならなくなり，  

開館日数もそれによって少なくなってしまうのです。多くの人が利用でき  

るように，図書館の開館日をできるだけ増やすため，図書館員自身が自分  

の健康管理をしっかり行うべきだと考えます。女性よりも体力がある男性  

ライブアリアンは，きっとこの結果より良い記録を示すのでしょうね。   

このように，当時のアメリカ図書館現場では，図書館長とアシスタントとの  

2人という少ない人数で，夜間開館まで行うという多忙な業務をこなしていた。  

できるだけ開館日を多くするようにしたいと考えるティツコムの姿勢は，後の  

ワシントン・カウンティでの図書館活動にもみられることである。目録作成業  

務を担当し，やがてはルートランド・パブリック・ライブラリーの館長にまで  

地位をのぼりつめていった。そして，彼女の活動は，「慢性的な財政難にもかか  

わらず，10年間で蔵書数を3倍にした」327と後年ヴァーモント州ルートランド  

において評価されている。  

ヴァーモント州における指導的立場  

1894年，州法第37条875・882項として「フリー・パブリック・ライブラリ  

ーを促進するための法律」がヴァーモント州において制定された3加。この法律  

によりヴァーモント州図書館委員会（Board ofLibrary Commissioners of  

Ⅵ汀mOnt）が設置され，アーバン・A・ウッドベリー（Urban A．ⅥわodbⅥry，  

1838－1915）ヴァーモント州知事により，5名の委員が任命された。その委員  

の1人（事務局長）としてティツコムは任命された。委員会は，選書や目録，図  

書館の運営についての助言を行うとともに，図書館未設置の自治体に対し，図  

書を購入する資金を補助する役割も担った。  

1896年夏にヴァーモント州図書館委員会は，州内5箇所で「フリー・パブ  

リック・ライブラリーを促進するための法律」の周知や学校と図書館の関係の  
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深さについて，教師向けに研修会を実施した。ティツコムは，この研修につい  

て「私たちは将来実を結ぶ何らかの種をまき，それが芽吹くことを期待してい  

る」329と述べ，教師の図書館への理解が広まっていくことで，図書館の設置促  

進に教師が協力してくれることを望んでいた。   

その他にも，1897年のヴァーモント州図書館委員会とヴァーモント州図書館  

協会の共催の会議で，ティツコムは「小規模図書館における選書」（Tbeselection  

ofbooksfbrasmalllibrary）8叩こついて講演したり，村の図書館に関する小論  

831を書いたりと図書館の設置に必要な基因書的な考え方や知識を広める努力  

を行った。  

1899年には，ヴァーモントにおいて図書館の発展に寄与してきた，ヴァーモ  

ント州女性クラブ連盟（The StateFederation ofWomen，s Club）の人々に向  

けて，さらなる支援を求めるために「どうすればヴァーモント州において女性  

が主体となる団体はヴァーモント州図書館委員会を支援できるのであろうか」  

（HowVermontwomen，sclubsmayhelpthelibrarycommission）332と題し  

た講演を行っている。   

こうした州の動きとティツコムによる活動は，ヴァーモント州における図書  

館の増設への誘導に繋がっていった。その状況は，委員会の報告を引用した  

1899年のム伽胤γ読札m〟1月号338の記事に記された，1897・1898年の新たな  

図書館11館の設立という成果から窺うことができる。   

こうして，様々な支援を行っていったティツコムは，1899年にヴァーモント  

州知事エドワード・C・スミス 沌dward C．Smitb，1854・1925）から任命を受  

け，ヴァーモント州図書館振興機関の長（Ⅴ由mont Library Commission）に  

就任し，州図書館界で指導的立場となっていった。当時，女性がヴァーモント  

州政府の管理職に就任することは，初めてのことであった334。この時期，ティ  

ツコムが長を務めたこの機関では，ヴァーモント州の図書館のための推薦図書  

リストを作成して配布するなど，図書館の充実に繋がる支援を引き続き行って  

いったのである335。ティツコムが州の機関を通じて行った図書館の設立と運営  

の指導に関する様々な活動は，当時から高く評価されていた＄36。   

ティツコムは，ヴァーモント州図書館振興機関の長として，支援する立場の  

みならず，新しく設立される図書館で，排架予定の図書の分類や目録業務を行  

うなど，実務的な支援も行っていた。例えば，1899年にはニューポートにある  

グッド リッチ・メモリアル・ライブラリー（Goodric‡1MemorialLibはry〉では，  

図書に分類を付与し337，冊子体目録を作成した3さ8。   

また1900年7月，ティツコムは監督者（Supervision）としてラドロー・フ  

レッチャー・メモリアル・ライブラリー（LudlowFletcherMemorialLibrary）  
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において，6，000冊を超える図書を選書し購入した。8月にラドローに来たテ  

ィツコムは，購入した図書に分類を付与し，目録作成を担当するなど339の支援  

を行った。彼女は，こうした図書館設立支援に関わることで，新しい図書館の  

立ち上げ業務の経験を積んでいくことになった840。  

4．6．3メリーランド州ワシントン・カウンテイ・フリー・ ライブラリー時代：  

1901年－1932年   

ティツコムが，ヴァーモント州で活躍をしていた頃，メリーランド州のワシ  

ントン・カウンティでは，地元の有志により図書館が設置されようとしていた。  

その中心人物となったのが，エドワー ド・ミリイである。彼は，ワシントン・カ  

ウンテイ・フリー・ライブラリー設立の立役者で，ハーバー ド大学に学び，ニ  

ューイングランド地方における公共図書館の発展をよく見知っていた人物であ  

った。   

ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリーの建設後，ミリイは，そこ  

で担当する図書館長を探しにニューイングランド地方へ赴いた341。その先でテ  

ィツコムの噂を聞きつけ，彼女が図書館設立に関与した経験や運営能力を評価  

し，1901年2月，図書館長として迎えた。   

しかし，「住民は，よそ者よりも，メリーランド出身者でそこで居住している  

者に就任してもらいたがっていた」342という意見にみられるように，ミリイの  

人選に，すべてのワシントン・カウンティの住人が賛成したわけではなかった。  

だが，人々の心配をよそに，ティツコムは，「自らの時間を惜しんでまでその業  

務に従事した」343と評されるほど，その地で熱心に図書館活動を行い，人々に  

受け入れられていった。  

ワシントン・カウンテイ・フリー■ライブラリーでの取り組み   

前述したように，ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリーは開館当  

初から，図書館への来館者は多くみられた344。その状況を踏まえたティツコム  

は，カウンティの住民に向けて，様々な工夫をしながら積極的な図書館サービ  

スを提供することに努めた。その一例が，夜9時までの夜間開館の実施である。   

また1903年には，ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリーに成人  

閲覧室とは別に児童室を設け，児童サービスに取り組みはじめる。ティツコムは，  

「私たちは子ども専用のカード目録を作成していないが，子ども向け図書のた  

めに，カード目録に色がついたものを利用している。児童は黄色のカード，12  

歳から18歳は青いカードである。」345と子どもが図書館の資料にアクセスしや  

すいような工夫を行っている。これは，目録作成の豊富な経験とともに，テイ  
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ツコムが子ども好きであった346ことも影響している。ティツコムが取り組んだ  

中でも特に力を入れたサービスが館外サービスであった。その結果，前述の馬  

車図書館が登場することとなった。  

ÅLAなどでの積極的な報告   

馬車図書館を開始したティツコムは，その取り組みについて，ALAの年次総  

会をはじめとして，各地の図書館研修会で報告や講演を行い周知に努めていっ  

た。ティツコムは，馬車図書館を開始した1905年のALAポートランド年次総  

会（PortlandCon鎚rence）において，「図書館発展の第一ステップとしての巡  

回文庫」と題する議論の中で発言した。そこで彼女は，馬車図書館の開始，利  

用の盛況な状況をいち早く紹介している347。   

また翌1906年1月8日，フィラデルフィアのペンシルヴァニア・ライブラ  

リー・クラブ（PennsylvaniaLibraryClub）において，ティツコムは講演を行っ  

た348。この講演で，ティツコムは，ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブ  

ラリーの立地条件を説明し，開館までの経緯や巡回文庫の開始，馬車図書館の  

導入の状況を踏まえながら，図書館サービスを改善してきた事実を紹介してい  

る。  

1909年6月26日から7月3日まで開催されたニューハンプシャー州ブレト  

ンウッズ年次総会（Breton Woods Conf6rence）において，ティツコムは馬車  

図書館に関する2つの報告を行った。ティツコムは「私たちは図書館へ来る人々  

を待っているだけではいけない。私たち自身が利用者のもとへ出向いていかな  

ければならない」349と主張した。彼女の報告の1つは，6月 29日の第2全体  

会（SecondGeneralSession）において「カウンテイ・ライブラリー」（ACounty  

Liもrary）350と題し，馬車図書館の形態やサービス対象範囲などについて紹介  

した351。2つめの報告は，7月3日のALAの関連団体（A抗1iates）図書館委  

員会連盟（LeagueofI．iもraryCommission）において「馬車図書館の軌跡」（On  

theTrailoftheBookWagon）852と題し，馬車図書館の担当職員であるトマス・  

ジョシュア（TbomasJosbua）の役割と取り組みを紹介している35㌔   

この時の報告の主旨をティツコムは冊子にまとめ，活動の詳細を理解しても  

らうためにアメリカ図書館界の人々に送付した。送付先であったマサチューセ  

ッツ州公共図書館委員会（Free Public Library Commission of  
Massachusetts）のメンバーであるジョン・A・ロウ（JohnA．Lowe，生没年不  

詳）からの礼状に，「あなたの行った馬車図書館の取り組みをアメリカの図書館  

員は関心を持つであろう」854と書かれていたように，ティツコムの取り組みに  

対し，ペンシルヴァニア州B55の図書館などから馬車図書館に関心を示す内容の  
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書簡が送られてきた。マサチューセッツ州のイートン・クレイン・アンド・パ  

イク社（Eaton Crane＆Pike Company）からは，社内報に掲載したいので馬  

車図書館の写真と記事を掲載させてほしいとの許可を求める書簡356が送られ  

てきた。さらに，国外のスイス中央図書館長ハーマン・エッシャー（Hermann  

Escber）からも「馬車図書館の情報を求む」357といった内容の電報が届けられ  

た。ティツコムのもとに寄せられた数々の書簡は，全米の図書館とともに，国  

外の図書館からも注目を集めていたことを表している。  

1916年ALAアズベリー・パーク年次総会（Asb11ryParkConfbrence）では，  

図書館委員会連盟の第2セッションで，巡回文庫の諸問題（TravelingLibrary  

Problems）が取り上げられた。この会読の進行役であるペンシルヴァニア州の  

アンナ・A・マクドナルド（Anna A．Macdnald，生没年不詳）が，議論の口火  

を切り，ティツコムに「巡回文庫センターを通じての図書館サービスを全域に  

広げていくことが図書館委員会（Lib柑叩Commission）に可能であるか」B58と  

疑問を投げかけた。   

それに対し，ティツコムは，巡回文庫を地域に送り出すことでそれぞれのコ  

ミュニ ティの理解を深める利点についての説明を行った。しかし，一方では，  

サービス内容に関する問題点についても言及した。ティツコムは，フィールド  

ワーク調査の結果，同じサービスを異なる地域で行っても同一の評価を得るこ  

とはできないと述べている。   

さらに問題点として，巡回文庫でそれぞれのコミュニティに運ばれる資料の  

蔵書構成の問題点を指摘している。すなわち，このサービスを行う人々は，自  

分の関心のあるテーマのものを巡回文庫に詰めることが多く，それは必ずしも  

廻送先の人々が望むものとは限らない。そのため現場に出向きコミュニティで  

サービスを提供した時，利用者が図書に対して関心を示さないことが少なくな  

い。ティツコムは，「真の図書館サービスに近づきたいと願うならば，多数のま  

とまったコレクションが必要であるという考え方を放棄しなければならない」  

359と述べている。コミュニティに適したサービスを行っていないことが問題で  

あり，それぞれのグループに適したコレクションを提供し，個人のニーズにあ  

ったものを提供しなければならないことを明らかにしている。  

4．6．4様々なメディアにおける馬車図書館の紹介   

その他にも彼女の取り組みは Cbび刀おyム娩血A皿e正ea860，乃e j屯ヱⅦ元g  

βむβ血egβ861，胸Ⅳ】もヱせGゐろe382，肋偽〟盲腸卵g血が6さ，乃e A皿eカβ虔月  

αが64，乃eA£ね刀ねゐ日用虐β65などに掲載された。それらの多くの記事は，  

ティツコムの馬車図書館における活動の実施形態や利用状況などを繹介してい  
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る。新聞や雑誌に掲載され，紹介されたことは，人々に馬車図書館の存在を知  

らせる契機となった。記事を読んだ人からの問い合わせがあるなど，多くの人  

との繋がりを持つことができたのである。   

また，小冊子『馬車図書館』（jわ0慮昭gク刀β ノ7Ⅵecβび月伊∬占用∫y融班r打毘ノ  

如β丘壷〟γeヱカ366において，「図書館の存在に気づいてもらうPRを目的とし  

てこの活動は行われていた」367と指播している。馬車図書館は，コミュニティ  

に図書を提供することを通して，図書館というものを知ってもらうための手段  

のひとつとなっていたのである。  

4．6．5館外サービスの発展に向けた取り組み   

その後のティツコムは，馬車図書館の重要性を図書館関係者に報告する一方  

で，ALAの活動や図書館員養成を通して館外サービスの発展に関わっていった。  

彼女は1914年，ALAの2名いる副会長（Secondvice－PreSiden七）のうちの1  

人に就任し，1915年にはALA評議会により図書館教育部会長に就任するなど，  

アメリカ図書館界で重要な立場を担っていった。また，ALAで取り組まれて  

いた第一次世界大戦を背景とする戦時サービスにも深く関与していた。   

さらに，1919年から開始されたALAの運動「みんなのための図書」（Books  

払rEverybody）を受け，ティツコムは，このプログラムの拡大に向け，すべて  

の人々へ図書を届けるサービスを強くアピールしはじめるようになる368。しか  

し，「みんなのための図書」の取り組みは，1920年10月のALA理事会で中止  

が決定してしまい869，ティツコムの取り組みも道半ばで閉ざされてしまった。   

AI」Aの活動の一方で，ティツコムは，1924年，ワシントン・カウンテイ・  

フリー・ライブラリーに図書館員のための図書館実務研修講座（liもrary  

trainingelass）を設置し，基礎的な図書館教育を実施した。図書館実務研修講  

座は，図書館の管理職に向けられたものではなく，カウンテイ・ライブラリー  

に就職を望む女性に対し基礎的な図書館教育をする目的で実施された。   

ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリーの図書館実務研修講座には，  

夜間コース，夏期コース，10月1日から翌年の6月1日までの8ケ月間のコ  

ースの3つのコースが設けられ，定員は年12名とされた。受講生たちは，ど  

のような図書館資料を選書すべきかなどの内容の教授を受けたり，秋と春にワ  

シントン・カウンテイ・フリー・ライブラリーやその分館で自動車図書館等で  

の実習を行ったりB70と実践的な方法で図書館に関する知識を体得していった。  

講習を終えた者たちは，各地の図書館で館外サービスを含めた図書館業務に携  

わった。この実務講習は1931年まで続けられ，60名余りの修了者を出した871。  
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4．7本章のまとめ   

本章では，ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリーを事例として，  

公共図書館における館外サービスの手段として，馬車図書館ならびに，自動車  

図書館の導入過程について明らかにした。メリーランド州ワシントン・カウン  

ティの状況を踏まえ，ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリーの設立  

経緯と，ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリー開館に向け，尽力し  

たミリイとニューカマーについて取り上げた。ワシントン・カウンティでは，  

弁護士であったミリイと，ボルチモアの銀行職員であったニューカマーを中心  

に，公共図書館設置のための動きがみられた。  

1898年4月，メリーランド州議会において，ワシントン・カウンテイ・フ  

リー・ ライブラリーに関する法案が成立した。このメリーランド州法典第248  

章と第511草は，ワシントン・カウンティにおいて，カウンテイ・ライブラリ  

ー・システムを公費および寄付で設置，運営することを静めたものであった。  

この法律に基づき，1901年8月ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラ  

リーは，開館した。  

1900年当時，ワシントン・カウンティには，多くの人が住んでいた。これら  

の人々に，図書館サービスをいきわたらせるため，ワシントン・カウンテイ・  

フリー・ライブラリーでは，カウンテイ・ライブラリー・システムを導入し，  

小さな村や農村の人々に，図書を届けるという目的を推進した。   

また，ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリーの所在していたへガ  

ーズタウンは，鉄道の要衝であった。そのため，ワシントン・カウンテイ・フ  

リー・ ライブラリーは，開館当初より巡回文庫が導入され，鉄道によって巡回  

文庫は廻送先まで運ばれていた。巡回文庫を廻送するためには，公的交通機関  

が発達していなければならなかった。ワシントン・カウンティ内には，山間部  

や農村部が多く，公的交通機関が発展していないところもあった。そのような  

場所には，巡回文庫を廻送できずにいたのである。そのため，山間部や農村部  

に住む人々は，図書館サービスを享受できずにいた。このような問題点がみら  

れた巡回文庫を見直し，馬車図書館という新たな手段を考え出したのがワシン  

トン・カウンテイ・フリー・ライブラリー館長のティツコムである。   

本章では，ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリーの初代館長とし  

て運営に携わり，馬車図書館の発案と自動車図書館の導入に尽力したティツ  

コムについて，その人物像についても取り上げた。1857年，ティツコムはニュ  

ーハンプシャーに生まれた。その後，ヴァーモント州ルートランド・パブリッ  

ク・ライブラリーの図書館員となり，後に館長になった。また，ヴァーモント  

州の図書館委員会のメンバーになり，州内に新設される図書館において，図書  
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の分類や目録業務を支援した。   

ヴァーモント州でのティツコムの取り組みの評価を聞きつけた，ミリイが，  

ティツコムをメリーランド州ワシントン・カウンティの図書館長に抜擢した。  

そして，1901年，ティツコムは，ヴァーモント州から移り，メリーランド州ワ  

シントン・カウンテイ・フリー・ライブラリーの館長になった。ワシントン・  

カウンテイ・フリー・ライブラリー初代館長としてメアリー・レミスト・ティ  

ッコムは，カウンティ内に図書館サービスを広げる手段として，馬車図書館や  

自動車図書館を導入した重要な人物であった。   

ティツコムは，カウンティ内にくまなく網羅した図書館サービスシステム基  

盤をつくるために，ウィスコンシン州の運搬手段として馬車を用いる事例に着  

目した。ティツコムは，運搬手段として，この馬車の機動性に気づき，馬車で  

図書館サービスを提供できないかと構想を練った。その結果，ティツコムは馬  

車図書館の発案に至り，1905年4月に導入した。   

これが今日のアメリカにおける自動車図書館の起源となった馬車図書館であ  

った。馬車図書館は，巡回文庫には存在しなかった担当職員を配置し，巡回文  

庫よりも多い図書を提供した。機動性のある馬車図書館の登場は，多くの図書  

を巡回文庫よりも短い周期で提供した。巡回文庫の配本所から遠い住民に，図  

書を直接届けていた。   

また図書館員が地域の人々と直接接することで，地域の状態や人々がどうい  

った図書を噂好するかといった状況を把握する機会を図書館側にもたらした。  

それだけではなかった。ティツコムは「図書を巡回させることでいろいろなもの  

が得られた。人々の関係が結ばれた。図書を運ぶことは私たちの仕事であるが，  

それ以外の利益をも人々にもたらすであろう」372と述べている。この指摘は，  

馬車図書館を通して，カウンティの多くの住民が図書館サービスを初めて享受  

することができたことを示すものである。巡回文庫と併用することで，より対  

象者の状況に応じた館外サービスを，カウンティ全域に届けることを目指した。   

馬車図書館の成功が継続する背景には，安定的な財源の確保とカーネギーな  

どの寄付による資金的な支えが必要であった。1910年馬車図書館は，事故によ  

り，サービスが一時休止状態に陥った。この時新しい馬車図書館を確保する資  

金は底をついていたが，馬車図書館の重要性を認識していたワシントン・カウ  

ンテイ・フリー・ライブラリー評議委員会のメンバーのひとりであった，キー  

ルホファーが，2，500ドルの寄付を快諾したことにより，サービスを再開する  

ことができた。再開するにあたり，馬車図書館から普及しはじめたばかりの自  

動車を活用した自動車図書館が導入された。   

ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリーにみられる馬車図書館の導  
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入は，その後の公共図書館における館外サービスの先駆的な取り組みであった  

だけでなく，様々な理由により，図書館を知らない，また利用できずにいた人々  

に図書を届けるという，図書館サービス思想を具現化したといえる。   

しかしながら，全米の図書館から注目を集めた，ワシントン・カウンテイ・  

フリー・ライブラリーにおける巡回文庫や馬車図書館とそれに続く，自動車図  

書館を通じた館外サービスは，サービス手段の完成度が高かったゆえに，それ  

以上の方法論的革新を遂げることがなかった。あくまで，馬車図書館や自動車  

図書館は，図書館サービスが行き届いていない地域に図書を届けるサービスで  

あった。   

図書を届けることを念頭においていたため，館外サービスを通じた非識字者  

などに対するサービスには対応していなかったのである。地域的な図書館サー  

ビスの拡張から，非識字者などの利用対象者の属性に着目したサービスにつな  

がることはなかった。利用対象者の属性に着目したサービスは，1960年代から  

本格的に開始されたアウトリーチサービスの登場を待たねばならなかった。   

特にアウトリーチサービスとのつながりを検討するためには，ワシントン・  

カウンテイ・フリー・ライブラリーにおける図書館エクステンション活動の変  

遷を1960年代まで検討する必要がある。本草では，ワシントン・カウンテイ・  

フリー・ライブラリーとメアリー・ティツコムに焦点をあてたため，彼女が勤  

めた1932年までの状況しか扱っていない。したがって，ティツコム以後のワ  

シントン・カウンテイ・フリー・ライブラリーのエクステンション活動を追う  

ことで，図書館エクステンションからアウトリーチサービスの変遷をより明確  

にすることができる。  
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第5章ALAの取り組みと館外サービスの充実に向けて   

第4章で検討したように，巡回文庫の問題点を解決する手段として，馬車図  

書館が導入された。それは，やがて自動車図書館へと形態を変えていった。 そ  

うした中で，メリーランド州ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリー  

館長のティツコムは，この取り組みをアメリカ図書館界へ周知するため図書館  

関係者が集まる年次総会などで報告を行った。その成果として，ティツコムと  

同様の取り組みが，1920年代アメリカ各州に広がりを見せていくことになる。   

本章では，1925年アメリカ図書館協会（AmericanLibraryA＄SOCia七ion，以  

下ALA と省略する）が設置した図書館エクステンション委員会の活動および  

各州の図書館エクステンションの状況をも踏まえながら，館外サービスの展開  

の状況を検討する。  

1930年代アメリカでは，大恐慌が発生していた。本章では，この大恐慌に対  

する連邦政府の対策のひとつであった公共事業促進局（雇用促進局，Wo止s  

ProgressAdministration，後にWorkProjectsAdministration と改称，以下  

WPAと省略する）プロジェクトの一環に包含された図書館エクステンションサ  

ービスの状況も明かにする。まず，大恐慌対策の一環であったWPAプロジェ  

クトの発足過程，およびプロジェクトの内容について述べる。   

続いて，1930年代に取り組まれた特徴ある図書館エクステンションサービス  

を行っていたオハイオ州，インディアナ州，ニューハンプシャー州の事例を取  

り上げ，その特徴を分析する。さらに，サウスカロライナ州とミネソタ州など  

の事例に言及し，館外サービスの実態についても述べる。また，WPAプロジェ  

クトの一環として実施された館外サービスの項目においては，いくつかの州で  

WPA資金による自動車図書館の導入や運行の事例を通して，館外サービスの実  

際を述べる。  

5．1ÅLA図書館エクステンション委員会の設置：1925年   

ALAによる図書館エクステンションの取り組みは，第一次世界大戦時の戦場  

に図書を送る取り組みから開始された。第一次世界大戦中の1917年10月，  

ALAは戦時サービス委員会を組織した。同委員会は，アメリカ各地の700館の  

協力を得て，兵士に対する図書館サービスを実施されたAIJAの戦時協力活動  

を担っていた37㌔ALAの戦時協力活動は，図書館サービスへの一般市民の理解  

を拡大させたき74。   

その後，戦時サービス委員会は，戦時協力活動の成功や図書館に対する市民  

の理解が拡大したことを受けて，将来の活動について検討した。それが1920  

年6月，アメリカ図書館サービスのための拡大プログラム（Enlargedpr叩ram  
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forAmericanlibraryservice）として公表された。拡大プログラムは，兵士に対  

する図書館サービスを引き続き実施するともに，戦時協力活動によって得られ  

た市民の理解をより拡大させるための方針を含んでいた。この方針では，図書  

館エクステンション，図書館調査，成人教育，視覚障害者へのサービス，移民  

へのサー ビスの 5 つの内容が示された875。方針に盛り込まれたことで，ALA  

は図書館サービスの発展を促すことを目的としたエクステンション・プログラ  

ムの計画に着手した。ところが，この計画を実施するために必要な資金が思う  

ように集まらず376このエクステンション・プログラムは実施に至らなかった。  

マックック（McCook，Kathleen dela Pe丘a．）は「このプログラムにまつわ  

る計画や取り組みが，1918年以降のALA幹部の考え方を形成した」と指摘す  

る877。   

エクステンション・プログラムの失敗により，ALAが図書館エクステンシ  

ョンを主導する動きは1925年まで見られなかった。しかし，図書館エクステ  

ンションに向けた素地がつくられていた。1923年のALA黒人サービスラウン  

ドテーブルでは，黒人に対するサービスが議論された。   

ニューオリンズ・パブリック・ライブラリーのギル軋 黒人問題は南部の問題  

と主張した378。テネシー州ノックスビルに所在するローソン・マクギー・ライ  

ブラリー（Lawson McGbee Library）のメアリー・U・ロスロック（Mary U．  

RotIlrOCk，1890・1976）は，黒人の問題は地方的なものであり，南部は南部独  

自の方法で解決しなければならないと主張した379。こうした主張に，多くの参  

加者が賛同し，南部と北部の状況を切り分けて考えなければならないと認識に  

至った380。しかし，黒人に対するサービスを南部という地方の問題として捉え，  

直接関わらないという姿勢がALAの大勢を占めたため，1924年以降黒人ラウ  

ンドテーブルは開催されなくなった381。   

その一方で1924年，A工」Aは成人教育の促進に対する活動にも着手し，続い  

て図書館エクステンションに関する取り組みも開始した。1925年1月 3 日，  

ALAシカゴ冬季大会（Mid・Win七erConf白rence）において図書館エクステンシ  

ョンについての会合が行われた。その中でミルトン・J・ファーガソン（MiltonJ．  

FergtlSO皿，生没年不詳）は，「AI．Aは，現在図書館の存在していない地域に居住  

する5，000万人から6，000万人のために，一体何ができるのか」と問いかけた。  

それに対し，1923年の黒人ラウンドテーブルの場で，南部独自の解決を訴えた  

メアリー・U・ロスロックは，「南部における図書館の支援が必要である」と答え  

た。さらに，ロスロックは，南部地域に地域担当理事を派遣することを提案し  

た。その他にコロラド州デンバー・パブリック・ライブラリー（DenverI）Ⅶblic  

Liもrary）のマルコム・G・ワイヤー（MalcolmG．W女er，1877・1965）が，次の  
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2点を強調した。1つめは図書館サービスが，カウンテイ・ライブラリーを通  

じて実現できる点，2 つめは，それぞれの地方コミュニティ（ruTal  

communi七ies）が，図書館サービスを実施していくべき点である。そして，こ  

の会合の最後にA工JAが図書館エクステンションに本格的に取り組むため，図  

書館エクステンション委員会（CommitteeonLibraryExtension）を設置する  

ための決議が行われた。この議決に基づき，早速，委員会が設置された。図書  

館エクステンション委員会は，黒人ラウンドテーブルで頓挫した黒人に対する  

サービスを図書館エクステンションという枠組みの中に織り込ませることで，  

事実上引き継ぐことになった。   

委員会発足直後の1925年3月27日に，ALAの事務局長（secretary）が，  

委員に対して送付した書簡「図書館エクステンションの促進が，ALAの次なる  

大きな課題であると借じている」B82の一文から明らかであるようにALAは，  

この図書館エクステンション委員会が図書館サービスを広める重要な役割を担  

うものと確信していた。またこの書簡には，AIJAの図書館エクステンション委  

員会に対する期待が示されていた。新設された図書館エクステンション委員会  

の運営を行うために，委員長のクラレンス・B・レスター（ClarenceB．Lester）  

をはじめとする以下5名の委員が任命された。  

1．ウィスコンシン・フリー・ライブラリー・コミッション委員長   

クラレンス・レスクー（ClarenceB．LeBter）  

2．カナダ，オンタリオ州フォートウイリアム・パブリック・ライブラリー館   

長 メアリー・J・L・ブラック（Ma叩才．L．Black）  

3．カリフォルニア州立ライブラリー館長  

ミルトン・J・ファーガソン（MiltonJ．Fe柑uSOn）  

4．ニューヨーク州シュラキュース・パブリック・ライブラリー館長  

ポール・M・ペイン（PaulM．Paine）  

5．サウスカロライナ州グリンスリーブ・パブリック・ライブラリー館長   

シャルロットテンプルトン（CharlotteTemple七On）   

図書館エクステンション委員会は，図書館サービスを享受できずにいる人々  

に対し，適切な図書館サービスを支援する役割を担っていた。1925年7月，  

シアトルで行われたAI」A年次給会において，図書館エクステンションに取り  

組むために，まず必要となる現状把握についての情報が不足していることが判  

明した。すぐに委員会は，図書館エクステンションの現状を把握するための情  

報が必要であると検討した383。その事実を受けて，まず委員会は図書館エクス  
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テンションに関する情報を収集し，整理することから活動をはじめていった。   

図書館エクステンションの活動を実施するには資金が不可欠であった。図書  

館エクステンション委員会は，カーネギー財団からの助成を受けた384。その上  

で，調査対象地域を決定し，短期集中的な調査を1925年12月から開始した。   

1925年12月 30日に開かれた図書館エクステンション委員会の会合では，  

この調査の進め方について話し合われた。そこでは，基礎的な情報を踏まえつ  

つ，多様な方法で図書館エクステンションを展開するには，図書館エクステン  

ションの機能や役割を調査することが必要であると結論づけた。そして，基礎  

的な情報である農村の状況や図書館エクステンションに関連する統計数値は，  

各州の図書館エクステンション機関が刊行している紀要や報告書などから収集  

された。各図書館エクステンション機関の刊行物から得られなかった細かな統  

計数値もあった。その統計数値は，ALA図書館エクステンション委員会から各  

図書館エクステンション機関へ送付した調査書簡により把握された88㌔図書館  

行政機関のない州では，まず公共図書館リストを作成し，リスト化された各図  

書館に対し，書簡を用いて，図書館に関連する基礎的な情報の提供について協  

力を求めた。  

1926年4月，調査報告書の第一次試案は，まず各州政府の職員に対して送  

付された。また，同じ月の24 日，テネシー州のシグナルマウンテン（Signal  

Mountain）において，南東部図書館大会（Southeas七ernLibraryAssociation）  

と図書館エクステンション委員会共催大会が開催された。1926年4月の図書  

館エクステンション委員会の議事録によれば，この大会で南部の状況を踏まえ  

た図書館エクステンションに関する議論を行うため，調査報告書の第一次試と  

ほぼ同じ内容の報告書を提供したことが記されている386。南東部図書館大会に  

提供された図書館エクステンション委員会の報告書には，州図書館エクステン  

ション機関数や巡回文庫の提供数等の調査の結果概要が報告されるとともに，  

公共図書館サービスの拡大促進のための方法についても提示された387。それら  

の報告や提示に基づき，議論が行われた388。  

5、2『図書館エクステンション』の刊行とその意義：1926年  

完成した『図書館エクステンション』（ム伽都ア属如相成血）は，各州の図書館  

エクステンション機関をはじめとして，各州の図書館に影響を及ぼす行政組織  

の長や幹部に対して送付された。その目的は，図書館への関心を促進させるこ  

とであった389。また，図書館エクステンションに協力をしてくれそうな組織や  

団体をリスト化し，そのリストに基づき報告書を配布した。   

その結果，新聞，雑誌等に『図書館エクステンション』の調査報告の抜粋や  
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要約が掲載されるようになった。その他にも，アメリカ地方生活協会（A皿eriean  

Country Lif6Association）やアメリカ労働総同盟 仏merican Federation of  

Labor）の会長は，それぞれの機関誌の編集者に射し，『図書館エクステンショ  

ン』の報告書を用いて記事を書くように指示を行った細0。報告書の内容が，様々  

な新聞や雑誌を通じて伝えられることで，図書館エクステンション委員会の活  

動や図書館エクステンションに対する理解を深め，協力を得やすい環境が整っ  

ていったのである。   

完成した報告書からは，地方では公共図書館サービスが行き届いていない実  

態が明らかになった。具体的には，公共図書館サービスを享受できている人と  

できていない人との差である。1920年，アメリカとカナダには，64，029，517  

人が居住していた。その人口のうちの56％が公共図書館サービスを享受できる  

サービス実施地域に住んでいたが，44％にあたる 50，469，586人は，公共図書  

館のサービスを享受できない地域に居住していた細1（図5・1）。  

図5・1．図書館サービスの実態392   

出典：Committee on LibraryEx七ension．LjbmzyBktensloB：AstzI＆  

PUbliclibrazycondiiloBSaDdBeeds．AmericanLibraryAssocia七ion．1926，  

p．20．   

なお，『図書館エクステンション』では，2，500人以上の人口を有する村や市  

を都市，一方2，500人未満の人口のカウンティや村を地方とする定義を用いて  

次のようにまとめている393。都市では，54，404，568人が公共図書館サービスを  

享受していた。他方都市の人口の約6％にあたる，3，415，418人は，公共図書  
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館サービスを享受できていない状態であった。地方では，9，624，939人が図書  

館サービスを享受することができていた。しかし地方の人口の約83％にあたる  

47，054，168人は，公共図書館サービスを享受していない状態に置かれていた  

（図5・2）。  

図書館サービスの享受状況  

60，000，00   

50．000，00   

40，000．00   

30，000，00   

20，000，00   

10，000，00  

0  

都市 享受者 都市 非享受者 農村 享受者 農村 非享受者  

図5・2．図書館サービスの享受状況  

出典：CommitteeonLibraryExtension．LLbmzy励teDShB：AstzL4YO存ubHc  

lfbmzYCOBdltioBS＆BdBeedg．AmericanLibraryAssociation．1926，P．20，  

より筆者作成   

都市と地方との問には，図書館へのアクセスに不均衡が生じていた。特に農  

村を中心とするアメリカの地方行政区域3，065のうち1，135までが公共図書館  

を設置していなかった。地方の指導者や組織による，図書や図書館サービスに  

対する関心の高まりは，エクステンションサービスを展開するための機が熟し  

ていることを示した。   

しかし，多くの州では図書館予算の不足や図書館員不足，図書不足という深  

刻な状況であった。また，南部の状況はさらに深刻であった。南部14州に所  

在する公共図書館うち55館では，黒人に対する図書館サービスを提供したが，  

サービスを享受することができた黒人は，11％であり，南部に居住する黒人の  

約89％にあたる7，674，844人は公共図書館サービスを享受できずにいた。南部  

では，黒人に対する公共図書館サービスをいかに拡大させ，発展させるかが課  

題となった。この実態調査に基づき，図書館エクステンション委員会は，ALA  

が取り組むべき最終目標を「アメリカとカナダに住むあらゆる人々に，十分な  
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公共図書館サービスを届けること」と打ち出した。そして，この方針を推進す  

るために以下の4点を掲げた。  

1公共図書館の価値と図書館サービスの高い水準を人々は倍額していること  

2 図書館サービス・エリア全体に対してサービスを効果的に届けること  

3 公共図書館サービスの対象範囲として，カウンティもしくは，大きな単位   

の組織が適切であること  

4 公共図書館の図書提供サービスの補助を行い，公共図書館の発展を指揮す   

るそれぞれの州における強力な図書館エクステンション機関の存在が重要  

であること   

さらにALAは，その傘下の組織が以下の目標に向かって，他機関との密接  

な協力や調査研究を通じて取り組む努力をすべきと位置づけた。  

1カウンテイ・ライブラリーと地域図書館の改善  

2 教育機関を通じての全体への周知  

3 図書館エクステンションの展開を奨励  

4 図書館の状況とニーズの調査，州および地方図書館プログラムの発展  

5 図書館エクステンションに関する絵素モデルの提示  

6 州やカウンティにおける運用の奨励  

7 図書館エクステンションを支援する民間補助金の獲得奨励  

8 図書館エクステンションの問題研究   

ALAによる図書館エクステンションに関する調査と方向付けは，ALA50周  

年記念総会で公表する予定であった。その期日に間に合うように調査期間を短  

縮して実施したた軌 完全な調査はできなかったものの，この調査結果からは  

今後のALAが進むべき方向性が示された。   

図書館エクステンション委員会の活動は，図書館エクステンションの状況に  

ついての報告書を取りまとめ，一方的に関連機関に配布するにとどまらなかっ  

た。図書館エクステンション委員会は，ALAの他組織やALA以外の地方関連  

組織・団体などと照会や助言を行うことで，図書館エクステンションの支援者  

や支援機関との関係を深め，図書館エクステンション活動をも広げていった。  

例えば，1927年アメリカ連邦農場局家庭・コミュニティ事業委員会（Homeand  

CommunityWorkoftheAmericanFarmBurea11Federation）の委員長であ  

ったイボン・D・ゴア（ⅠvonD．Gore，生没年不詳）は，地方を取り上げた社会  

学や経済学に関する図書の文献リストを要望した。すると照会を受けた図書館  

エクステンション委員会は，文献リストを提供したり，助言を行ったりした394。  
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このような関連機関への協力を通じて，図書館エクステンション委員会は，そ  

の活動を理解してくれる人や協力者を増やしていった。   

その一方で，図書館エクステンションサービスを実施するために有益となる  

情報を取りまとめて，各地の図書館や図書館員に向けて発送した。例えば，黒  

人に対する図書館サービスを推進するために，1929年，図書館エクステンショ  

ン委員会は『黒人に向けた図書館サービス』舶用ヱアβ紺血eわ胸餅和edと題  

した小冊子を刊行している。  

また1929年から1933年にかけて，図書館エクステンション委員会は，不定  

期の謄写版刷りの「図書館エクステンション・ニュース」仏伽即㌣ぬ血旭厄  

胸Ⅳdを発行した。このニューズレターのサブタイトルは，「図書館機会への平  

等化」（equalizinglibrary oppor七unities）というものであった。これは，委員  

会の取り組んでいた「図書館へのアクセス機会を平等に提供すること」を端的  

に示すものであった。こうした取り組みの一方で図書館エクステンションサー  

ビスは，各地で自動車図書館の導入や巡回文庫の実施を通じて整備されていっ  

た。  

5．3図書館エクステンションサービスの実施状況  

この節では，各州の図書館エクステンションの実施状況について述べる。1918  

年，ミネソタ州ヒビング（Hibbing）で，バスを改造した最初の自動車図書館が導  

入された。ヒビングは，カナダに接したミネソタ州北部に位置しており，冬は  

とくに寒さが厳しかった。そのため，冬季に屋外で図書の貸出しを行うことは  

難しく，このような状況を考慮し，車内に書架を据え付けるとともに，簡易的  

な貸出し机を設けることで，車内で貸出し業務を行えるようにしていた。   

その一方，ヒビングの自動車図書館は，当時の一般的予算からすれば，非常  

に高額であった 7，000ドルを購入費用に要した。そのため，自動車図書館軌  

贅沢品ではないかという考えを持つ者もいた39㌔   

ヒビングの自動車図書館は，炭鉱，学校，農場，英語を使用しないコミュニ  

ティなど27のコミュニティに向けてサービスが提供された396。こうした自動  

車図書館を用いた館外サービス実施の一方で，従来からの巡回文庫によるサー  

ビスも継続的に行われていた。  

1925年頃のミネソタ州では，公共図書館サービスの行われていない，村や地  

方において，巡回文庫が利用できることになっていた。公共図書館が設置され  

ていても，図書館の規模が小さい場合には，巡回文庫がその補助として使われ  

た。   

ミネソタ州で実施された巡回文庫は，以下の7種類があったさ9㌔  
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1．多様な主題の図書50冊（成人向け図書30冊，児童向け20冊）   

2．多様な主題の図書25冊（50冊を必要としない小規模コミュニティ向け）   

3．成人向け図書50冊（′J、規模公共図書館向け），図書基金とともに提供   

4．少年少女向け25冊（幅広い年齢の少年少女向け）   

5．学齢期の子ども向け25冊（1，2教室の小規模学校向け）  

1年生から3年生向け，4年生から6年生向け，7年生から8年生向け  

の3区分されていた。   

6．農業書25冊（農業書全般もしくは，特定分野）貸出し費1ドル50セン  

トを必要とした。主に，イブニング・スクールなどで使用された。   

7．外国語の図書25冊（フィンランド語，フランス語，ドイツ語，ノルウェ  

ー語，ポーランド語，スウェーデン語）リクエストに基づき，1言語あた  

り，6冊を目安に巡回文庫に追加した。   

この他，小包図書館（packagedlibrary）と呼ばれる，図書，小冊子，雑誌論  

文，抜き刷りをまとめて，梱包したうえで郵送し，個人，小規模図書館，学校  

に提供する方法もあった。同時期の1925年頃オクラホマ州では，1年単に15  

回の巡回文庫の廻送が行われ，30，000冊の図書が利用された。オクラホマ州で  

は，特定タイトルの図書の複本を25冊準備したことが特徴であった398。これ  

らの複本は，リーディングコースと呼ばれる読書・学習会で使用された。主な  

対象者は，非行少年や障害児であった。読書・学習会を通じて，彼らの抱える  

思春期の問題，社会問題を解決しようと試みた。   

アイオワ州では，州の図書館協会が館外サービス実施のため，671ドルでト  

ラックを購入したB99。その一方で，巡回文庫導入時期とほぼ同じような活動も  

継続されていた。アイオワ図書館委員会が刊行したリーフレット『視覚障害者  

のための図書No．6』（β00丘gゐrま占eカ励め には，ニューヨーク・ポイントの  

図書リストが掲載されていた。   

この他にもアイオワ州では，『巡回絵画コレクション』（乃Ⅵ関脇g〆c血∫e  

co〟ec〟∂刀β）という小冊子を作成したり，図書館，学校，クラブで絵画を展示  

するために巡回文庫と連携しながら貸出しを行ったりしていた。絵画とその絵  

画に関連する主題の図書を一緒に貸出しすることで，読書の推進を図ろうとい  

うものであった。アイオワ州図書館委員会では，具体的に巡回文庫と連携して，  

巡回文庫の主題と関連する絵画の貸出しを行い，読書に対する喚起を図ろうと  

試みたのである。   

この時期の巡回文庫は，人々の読書意欲を駆り立てるのに役立った。1927  

年15歳のある少女の手記には，巡回文庫を通じて，『メキシカン・ツインズ』  

や彫刻の図書などを読んだこと，つぎに他の「ツインズ」シリーズを読みたい  
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と以下のように記されている。  

1月6日の木曜日に巡回文庫を受け取り，現在18冊が貸出しされています。図  

書を大変喜ぶとともに，夜になると［図書を読むため］暖炉の前に座る叔母をよく  

見かけます。   

『メキシカン・ツインズ』を読みました。次に他のツインズを読みたいと思いま  

した。『アメリカン・ツインズ』は，『アイリッシュ・ツインズ』よりもおもしろい  

と思いました。『クマのプーさん』は次に読んでみたいものです。この図書は，も  

つと低学年向けのものかもしれませんが，私は子ども用の図書が好きです。   

『ディヴイッド グリーンランドへ行く』を読んだ時，とても楽しかったです。  

とても図書に関心をもっています。子ども用の図書はすべて借りて読んでいます  

400 0  

［］は筆者の補筆   

このような巡回文庫の利用者の感想は，公共図書館未設置地域における巡回  

文庫の有用性を示すものであった。また，黒人に対する図書館エクステンショ  

ンサービスも行われていた。例えば，ケンタッキー州，メリーランド州，ノー  

スカロライナ州，テキサス州では，州の巡回文庫を黒人が利用することができ  

た401。しかし，実際の利用に対する要望は少なかった。ジョージア州では，黒  

人教育の盛んであったアトランタにおいて，黒人大学であったアトランタ大学  

仏tlanta University）402により取り組まれた巡回文庫があった。この巡回文庫  

には，黒人に向け3，000冊の図書が準備された。そのうえで，40冊から50冊  

をひとまとまりとして，黒人の学校や黒人宅に廻送していた403。   

ALAは，図書館エクステンションの調査を実施することで状況を明確にし，  

そして黒人に対するサービス改善に向けた取り組みを実施した。しかしながら，  

黒人に対する図書館サービスは，本節で言及した先進的事例を除けば，行われ  

ていない状況に等しかった。したがって，AI。Aによる図書館エクステンション  

推進活動の影響力は，限定的であったと評価できる。  

5．4大恐慌下の公共図書館における館外サービスに関する動向  

1929年11月24日木曜日，後に「暗黒の木曜日」（Blac七Tbu．rsday）と呼ば  

れることになる，ニューヨークのウォール街における株価の大暴落が発生した。  

アメリカ経済は混乱に陥り，失業者の数は，「1929年10月には50万弱だった  

のが，12月には400万強に跳ね上がり，1933年になると1，500万人にまで上  

った」404とされる。大恐慌により，公共図書館も1930年代まで，図書費の大  
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幅削減などといった大きな影響を受けたが大恐慌により央業をして，時間を持  

て余していた多くの人々が，無料の図書館へ殺到する状況が続いた。  

1931年，景気はさらに悪化した。当時大統領であったハーバートC・フーヴ  

アー（Herbert C．Hoover，1874・1964）の思惑に反し，企業の生産の縮小に  

よりさらに多くの労働者を解雇せざる得ない状況となった。その一方で，弁護  

士や医師などの専門職，中産階級の人々の多くが減収となったものの，職は失  

わなかった。つまり，生活の上では，大恐慌前とそれほど大きな変化がなかっ  

た人々も存在したのであった。大恐慌は，もともと貧しい農民，黒人，移民，  

青年に対して大きく影響し，生活をさらなる苦境に追いやった。   

その後，1933年1月，フランクリン・D・ルーズヴェルト（翫anklin D．  

Rooseve】木1882・1945）が大領領に就任し，「ニューディール」と呼ばれる新  

たな政策を実施する。ルーズヴェルトは，銀行救済，農業調整法（Agricultural  

Adjus七men七Act），産業復興，テネシー州流域開発公社（Tennessee VAlley  

AutIlOd七y）などの連邦補助金による経済復興を取り組んでいった。その中で，  

雇用を促進する目的で連邦緊急救済局（FederalEmergency Relief  

Administration，以下FERAと省略する）が設置された。他の公共サービス機  

関同様に公共図書館もこのFERAの禰助金を活用した40㌔例えば，ウィスコン  

シン州の女性クラブは，FERAの補助金を使って，分館の管理人を雇用し，カ  

ウンテイ・ライブラリー網を構築するよう州の幹部に求めるなど，連邦補助金  

を図書館でうまく取り込んでいこうとした406。しかしこうした連邦政府の政策  

の多くは，企業活動を統制したという理由で違憲判決（1935年）を受け，また成  

果もあまりあがらず，修正を余儀なくされた。  

1935年3月，修正されたニューディールにおいて，FERAを発展解消させ  

たW－PAが発足した。後に節を設けて詳述するが，WPAによる取り組みには，  

図書館への雇用を伴う事業も含まれていた。それはやがて図書館エクステンシ  

ョンを担う人員を供給することにつながり，図書館エクステンションサービス  

の発展に寄与した。  

5．5図書館エクステンション事業の担い手の育成   

アメリカ全体が不況となった1930年初頭，図書館学校などを修了した者が  

新たに図書館で職に就くことは＃しかったが，既存の図書館員たちはその立場  

を脅かされることがほとんどなかった。なぜならば図書館が閉鎖されることは  

ほとんどみられず，図書館で専門職として位置づけられていた図書館員の雇用  

は安定していたからである。そうした状況下でA工JA図書館エクステンション  

委員会は，20年代と変わらず，図書館エクステンションに対する取り組みを進  
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めた。  

1930年の夏，ALA図書館エクステンション委員会主催の第1回地方図書館  

エクステンション講習会（RuralLibraryEx七ensionInstitute）が，ウィスコ  

ンシン州の州都マディソンで開催された。この講習は，ウィスコンシン大学農  

科大学において，第9回地方リーダーシップ学校（RuralLeadershipSchool）  

と共催で行われた。   

講習会は，経験を積んだ専門職として位置づけられている図書館員のために  

計画され，出席対象者を限定したものであった。この活習会の運営責任者は，  

ウェスタンリザープ大学（WesternReserveUniversi七y）図書館学部長を務め  

ていたアリス・S・テイラー（Alice S．Tyler，1859・1944）であった。また，開催  

地であるウィスコンシン州のフリー・パブリック・ライブラリー・コミッショ  

ン委員長ハリエツトC・ロング（HamietC．Lo叩）などによって運営が支援さ  

れていた。   

講習会には，1人の地域エクステンション担当者，12人の州エクステンショ  

ン担当者，7人のカウンティ図書館員からなる総計20名の参加者があった407。  

講習会は，以下の講師を中心に地方の図書館に関連するテーマが取り上げられ  

た。   

ミネソタ州ミネアポリス市   

グレーシア・カントリーマン（GmtiaCountryma軋1866・1958）  

「カウンティと市立図書館の連携について」   

ルイジアナ州図書館委員会  

エツサ・M・カルバー佃ssaeM．Culver，1882・1973）  

「新しい州に委員会を組織化すること」  

「カウンテイ・ライブラリーの運営上の位置づけ」   

ウィスコンシン大学農業経済学教授B・H・ヒバート（B．二旺．Hiももard）  

「課税について」   

ウィスコンシン大学農業ジャーナリズム学教授アンドリュー・W・ボブキンス  

（AndrewW．Hopkins）   

「広報（pⅥblicity）」   

アメリカ連邦農務省 メアリー・G・レーシー（Ma叩G．1acy）   

「農学文献」   

ウィスコンシン大学政治学助教授 フォード・Ⅱ・マタグレガー伊ordⅡ．  

MacGre卯で）   

「政府構成組織」  
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ミネソタ州教育省学校図書館サービス担当 ハリエツトA・ウッド（HarrietA．  

Wood）   

「学校図書館サービス」   

なお講習会は，一般的な講義形式ではなく，グループによるディスカッショ  

ン方式がとられた。講習期間中，参加者は大学の宿舎（University dormitory）  

に滞在しながら，講習時間以外にも他の参加者と議論をすることが可能であっ  

た。講習会は，「間違いなく，図書館員やリーダーの刺激になった」408と総括  

され，成功裏に終了した。刺激を受けた彼らは他の講習会も希望し，図書館エ  

クステンション委員会に，「他に講習会の開催はないのか」という問い合わせが  

殺到した。   

その結呆，1930年11月 5日シカゴのALA本部で開催された図書館エクス  

テンション委員会の会議において，州図書館員の多忙な時期を考慮しつつ，  

1932年にも同様の図書館エクステンション講習会を開催することが検討され  

た409。しかし，大恐慌下ということもあり，図書館エクステンション委員会の  

方針とは裏腹に新たな講習会を開催するための必要な資金を確保することがで  

きなかった。そのため，講習会は図書館エクステンションの担い手を育成する  

取り組みの開始という一定の成果をあげたものの，継続的な取り組みに至らな  

かった。  

5．6図書館エクステンション委員会の動向  

1931年，図書館エクステンション委員会（LibraryExtensionCommi七tee）は，  

図書館エクステンションボード（Library Ex七ension Board）へと改称している。  

その背景は，ALAが，図書館エクステンション委員会の名称を改称することで  

その重要性を認識させようとしたものであった41㌔1933年には，関連の深い，  

成人教育委員会の職員と事務局組織が統合された。   

ALAエクステンションボードは，他の機関とも連携しながら，図書館エクス  

テンションの取り組みを推進した。例えば，1932年にALA図書館エクステン  

ションボードの南部地域担当であったトミー・D・パー カー（TommieD．Bar七er，  

1888・1978）は，6月20日から25日までアトランタにおいて開催されたアメリ  

カ家政学会（AmericanHomeEconomicsAssocia七ion）の大会にカウンテイ・ラ  

イブラリーに関連する出展を行った。パーカーは，各地で実施されている自動  

車図書館の写真パネルやパンフレット，自動車図書館の模型を展示するととも  

に，展示ブースに立ち寄った人々と図書館の必要性についての質疑応答，議論  

を行うなどエクステンションサービスの状況を説明した411。このことは，自動  
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車図書館の存在や有用性を広く知らせる機会となった。  

5．ア図書館エクステンションサービスの実際  

1930年代になるとアメリカ各地で自動車図書館が購入され普及した。1933  

年，オハイオ州スプリングフィールド（Sprin幸沖eld）のワルダー・パブリック・  

ライブラリー（WarderPubicLibrary）は，トレーラーによる自動車図書館の運  

行を開始した。しかし，アメリカは恐慌下であったため，決して予算は潤沢で  

はなかった。そのため，自動車図書館を導入する各地の州図書館委員会や図書  

館では，自動車図書館に工夫を凝らし，費用を切り詰めるようになった。   

インディアナ州ゲーリー（Gary）市は，市域が広かった。そのため，配本所，  

学級文庫（elassroomcollection）や小規模な分館では対応しきれなくなり，自動  

車図書館の必要性が考えられた。導入にあたって，当時使われていた自動車図  

書館を調査し，以下の8つの問題点を把握した412。  

1．積載数に制約があること  

（車重500kgのパネル車体トラックであると300冊から500冊の積載，1．5  

トンのトラックの場合でも，700冊から1，000冊の積載にとどまる）  

2．高額な費用  

（トラック制作費と維持費などで1，000ドルから5，000ドルを要する）  

3．冬季の利用  

（極寒の北部の州では，外側に開く自動車図書館を使用することができない）  

4．運用の難しさ  

（重いドアなど）  

5．交通事故  

（街角でサービスする場合に子どもなどの交通事故を防止する必要がある）  

6．管理・監督  

（管理は1人で行うのが基本であった。しかし，1人では自動車図書館の内   

部・外部を同時に管理することができない）  

7．図書の破損・劣化  

（天候などにより痛む可能性がある）  

8．車体の維持  

（長期的な利用に耐えられない，劣化しやすい車体）   

このような8つの問題を克服した自動車図書館を造るために，「ハウスート  

レーラー」（bouse trailer）を活用した。長さ12フィート（3m65cm）のハウス・  
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トレーラーを活用することによって，1，500冊から1，700冊の図書を積載する  

ことができた。さらに，費用についてもトレーラー本体が315ドル，書架125  

ドル，暖房用ストーブ25ドル，備品4．15ドルと総計469．15ドルと他の自動  

車図書館に比べると非常に安価で導入できたのである41㌔ そして，ゲーリー市  

では多くの図書を積載し，家々を訪問する自動車図書館としても活用できるよ  

うにしたのである。この自動車図書館は，「移動分館」（travelingbranch）とい  

う呼称のもとに，小規模分館として位置づけられた。   

車両の工夫は，ニューハンプシャー州でも行われた。ニューハンプシャー州，  

キャロル・カウンテイ（Ca汀O11Collnty）では，図書館サービスを享受できず  

にいる人々に対し，巡回文庫を実施した。このサービスに用いた車両は，ヴァ  

ーモント州からそのアイデアを得たもので，州道自動車修理工場（S七ate  

Higbway Garage）で働いていた人物シンプソン（Simpson）が製作した。そ  

の製作費用は州の木工局（Woodworkingdepartment）が支弁した414。フォー  

ド車の後部に，4段の回転式書架が置かれた（図5・3，図5・4）。   

この回転書架による巡回文庫の費用は，58．29ドル（そのうちの40ドルが運  

営職員の人件費として充てられた）であった415。この本箱は，400冊が収容可能  

であった。回転書架にたくさんの図書を詰めると，悪路でも，図書が倒れずそ  

のままの状態を保つことができた。そのため，常にこの回転本箱にはたくさん  

の図書が詰められた。また，ブックエンドとして機能するように硬い垂直の板  

を図書と図書との間に入れ，棚を分割した。さらに，絵本と雑誌用に内側の壁  

に絵本と雑誌が収容できる小型の棚も設けられた。巡回文庫は，キャロル・カ  

ウンティ内のガレージ・ホール，小規模図書館，個人の家，マソニック・ホール  

（Masonic Hall），教会の地下室，教師の家，農家，礼拝堂内など24箇所に配  

置された416。  
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図5・3．ニューハンプシャー州 回転式書架（側面）  

出典：Loizeaux，D．Marie．New Hampshire travelinglibrary．LLbmヱy  

亡ゐ打∫Ⅵ月ノ，1938，VOl，63，nO．11，p．471．  

図5－4．ニューハンプシャー州 回転式書架（revolvingbookcase）   

出典：Loizeaux，D．Marie．New Hampshire travelinglibrary．   

亡わびヱⅥaノ，1938，VOl，63，：nO．11，p．471．  

5．8WPAプロジェクトと図書館エクステンション  

1935年3月設置のWPAは，失業者の雇用を通じて，失業者対策を担った。  

WPAが実施した事業は，文化支援的側面を持っていた。ⅥrPAは，作家・詩人・  
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評論家・ジャー ナリスト6，686人，演劇人12，700人，音楽家16，000人，画家・  

彫刻家5，300人などの文化にかかわる多くの人々に対し，舞台での上演，公共  

建築の壁画や彫刻などのそれぞれの専門性に合わせた仕事を与える事業を実施  

した417。   

WPAの主要な事業は，それ以前のFERAと同様に道路や橋，学校，図書館  

などの公共基盤の整備であった。実際にWPA資金を活用して行われた図書館  

の新築，増改築は1933年から1941年までの8年間に新築130館，増築64館，  

改築・修繕832館の総計1，026館にのぼった（表5・1）。この数は，アンドリュ  

ー・カーネギー（AndrewCarnegie）が，1886年から1919年までに1，412の  

自治体に1，617館を寄贈した数に及ばないものの，図書館数の増加や図書館の  

環境整備に役立った418。  

表 5・1．WPA によって建築された図書館の数と改修された建物の数：  

1933年・1941年  

建 物 の 数   

新しく建設した数  

1ⅣPA   全体数  全体   新築   増築  修繕・改築  

1，026   194   130   64   832   

出典：Stanford，E．Barrett．Llbra∫yeXtenSIoDZLnderthe仲兄4：An叩prajsal  

OfaD eRPenh2eBtiLZ鬼demlaM．University of Chicago Press，Chicago  

Illinois，1944，p．87．より一部抜粋   

なお，1ⅣPAによって建設した図書館は，運営を維持するには厳しい状況であ  

った419。W■PAによる補助金の対象は，人件費のみであった。したがって図書  

館の維持・管理費や資料費は，各図書館設置自治体が支出する必要があった420。   

ⅥrPAは，様々な分野の雇用や雇用のための補助金交付を実施する一環として，  

図書館業務に関連した雇用に対する補助金の交付も行った。この補助金交付は，  

それまで州の所管事項とされてきた図書館行政に費用負担の面から接点を築か  

せた意義をもっていた。そして，どの分野に補助金を支出するのかを決定する  

補助金政策を通して，連邦政府が図書館行政に本格的に乗り出し始めたことを  

意味していた。   

WPAは，大きくコミュニティ・サービス・プログラム局と運用局との2部  

門に大別されていた。図書館は，コミュニティ・サービス・プログラム局の公  

的活動プログラムの1つに位置づけられていた（表5・2）。  
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表5・2．W－pAコミュニティ・サービス・プログラム  

局おける各事業の位置づけ4飢。  

Ⅰコミュニティ ・サービス・プログラム局（Division of ComnⅥnity  

ServicePrograms）  

公的活動プログラム（PublicActiveI，rograms）  

教育  ・レクリエーション  

国事蝉  ・美術館  

博物館   ・音楽  

小説  

調査と記録プログラム  （ResearchandRecordsPrograms）  

研究と調査  

公的記録  

歴史記録調査  

祉プログラム（Wel払rePrograms）  

公衆衛生  

縫製  

家事支援  

学校給食  

過剰商品分配（Su叩111SCommoditydis七ribu七ion）  

職業訓練  

生産物  

その他のプログラム（OtherPrograms）  

Ⅱ 運用局（I）ivisionofoperation8）  

・建物  

・レクリエーション施設  

・高速道路  

・空港  

・調査  

・公益事業  

・文化財の管理  

・公衆衛生 その他   

出典：Stanfbrd，E．Barrett．Llbz・aLyeXtenSloDUndezlthe W翔：AnappraLgal  

Ofan eRPerimentin鬼demlald．Universi七y of Chicago Press，Chicago  

Illinois，1944，p．102．（下線は筆者による）  
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1938年，WI｝Aは，コミュニティ・サービス・プログラム局と運用局の他  
に，新たな図書館を担当する部門を設置した。その結果，設置されたのが，図  

書館サービス局であった。WPAプロジェクトは，図書館サービス局の設置によ  

り，図書館に関わるWPA補助金の効率的な交付が実施可能となった。さらに，  

図書館サービス局の実施した補助金には，公共図書館が存在しない地域で実施  

される図書館エクステンションサービスに関連するものも多く含まれていた。  

このWPA補助金による図書館プロジェクトは，多くの雇用を創出し，様々な  

事業を実施した。WPA補助金交付は，大恐慌対策を目的としたものであったが，  

結果として費用を要する図書館エクステンションサービスの資金源として機能  

することになった。   

事業を遂行するためにWPAを通じて各州に補助された連邦政府の補助金お  

よび民間からの寄付金は，かなりの額にのぼった。表5－3の1940年から1941  

年における，WPA図書館プロジェクトに対する連邦政府補助金・民間寄付金の  

状況は州によって状況が大きく異なっていた。  

表 5・3．WPA図書館プロジェクト支出額：1940年・1941年422（単位：ドル）  

WPAlニよ一る図書館プ⊂コジェ クト支出義臣   
WPA図書館プロジェクト支出額  

州  WPAによる   プロジェクト  

補助金  
民間の寄付金  

費用全体   

オハイオ   1，858，314   619，629   2，477，943   

イリノイ   1，692，997   665，416   2，358，413   

テキサス   1，300，265   295，092   1，595，357   

ニュージャージー   1，165，657   470，564   1，637，221   

カリフォルニア   1，146，841   278，401   1，425，242   

マサチューセッツ   983，955   200，810   1，184，765   

ノースカロライナ   790，810   1，122，424   1，913，234   

ミネソタ   780，590   187，282   973，872   

ニューヨーク   767，142   72，823   839，965   

ミシガン   582，610   391，694   974，304   

ウィスコンシン   656，974   138，301   了04，275   

ルイジアナ   500，555   250，016   750，571   

サウスカロライナ   478，118   285，586   763，704   

ジョージア   473，873   19了，060   670，933   

124   



インディアナ   433，299   137，165   570，464   

オクラホマ   424，440   103，659   528．099   

ヴァージニア   360，655   124，425   485．080   

ケンタッキー   357，868   149，356   507．224   

ペンシルヴァニア   349，611   158，770   508，381   

ミズーリ   341．707   144，341   486，048   

ミシシッピ   323，168   115，790   438，958   

フロリダ   319，563   96，959   416，522   

アラバマ   316．890   103，782   420，672   

ウェストヴァージニア   276，109   215，261   491，370   

ネブラスカ   248，670   70，700   319，370   

ワシントン   239，101   81，129   320，230   

アーカンソー   201，392   100，935   302，327   

アイオワ   189，381   20，507   209，888   

カンザス   186，725   81，840   268，565   

コロラド   170，964   46，929   217，893   

テネシー   144，203   42，313   186，516   

メリーランド   133，866   43，180   177，046   

ワシントンD．C．   96，621   7，242   103，863   

オレゴン   86，875   16，543   103，418   

コネチカット   80，918   4，383   85，301   

ロードアイランド   79，059   47，183   126，242   

モンタナ   75，068   27，103   102，171   

サウスダコタ   72，026   22，069   94，095   

ノースダコタ   61，847   24，288   86，135   

ヴァーモント   60，641   22，891   83，532   

アリゾナ   39，396   22，291   61，687   

ネヴァタ   21，197   13，190   34，387   

ニューハンプシャー   17，448   5，328   22，776   

アイダホ   15，699   2，674   18，373   

ニューメキシコ   13，319   4，218   17，537   

ワイオミング   9，303   3，053   12，536   

ユタ   2，887   0   2，887   

メイン   940   102   1，042   
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出典：Stanfbrd，E．Barrett．LibraryextensionundertheWPA：Anappraisal  

ofanexperimentinf6deralaid theUniversityofChicagoPress，Chicago  

Illinois，1944，p．62・63．   

一番多く WPAの補助金を得ていたのがオハイオ州1，858，314ドル，続いて  

イリノイ州1，692，997ドル，第3番目にテキサス州1，300，265ドルであった。  

また，最下位は，デラウェア州700ドルであった423。この金額の違いは，基本  
的に人口規模に応じて配分されたため，差が生じた424。オハイオ州では，こう  

した資金により，図書館のタイピストや図書の修繕係，図書館補助員，自動車  

図書館の運転手などを雇用した425。  

1940年オハイオ州では，18の自動車図書館が，141のサービス・ステーシ  

ョンと553の学校に向けたサービスを展開していた426。その費用の多くは，そ  

れぞれの地方自治体の負担であった。しかし，WPA資金によって，自動車図書  

館に関わる職員が雇用され，図書館員の給与や自動車図書館の運行を担当する  

運転手の給与を支払う427ことで，図書館エクステンションの推進へとつながっ  

た。  

5．9WPA図書館業務における雇用とその実際   

先にも言及したようにWPAは，連邦政府による雇用促進策であり，その中  

に図書館も盛り込まれていた。1938年3月の時点で，WPA図書館プロジェク  

トのもとで，38州とニューヨーク市とワシントンD．C．において18，048人  

の雇用があった。これに加えて，36州において，図書の修理・修復を行うプロ  

ジェクトに11，708人が雇用された。  

1937年から1941年の間で，WPAを活用した図書館事業に関わる雇用者数  

が最も多かった時期は，1938年11月の38，324人であった428。1937年から1941  

年にかけて∴ⅥワAの資金を活用し，図書館に関する事業で雇用された人数はの  

べ1，402，653人に上った。   

WPAの資金を活用して図書館で雇用された人々は，総合目録や索引の作成，  

何百万冊もの傷んでいる図書の補修，図書館エクステンションサービス，自動  

車図書館サービス，地域における閲覧室の開設，プライユ点字への点訳429，レ  

ファレンスサービスの助手，ストーリー・テリングといった業務に従事した。  
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5．10WPAプロジェクトの一環としての館外サービス   

大恐慌下であっても，専門職である弁護士，会計士，図書館員などは失業す  

ることが少なかった。しかし，農民，黒人，移民，青年を中心とする農村や工  

場の労働者は，失業するなど貧困状態に置かれていた。1930年代，早魅に襲わ  

れ生活に困窮していた農民が多くいたイリノイ州やアイオワ州などは，図書館  

サービスを享受できない住民が多かった。また，黒人の割合が多かったヴァー  

ジニア州，アラバマ州，ジョージア州などの南部諸州も同様であった。   

W■PA図書館プロジェクトは，自動車図書館として活用するため，トラックな  

どを貸出しすることを含んでいたが，人件費補助の目的から外れるため，短期  

的な取り組みに終わった。その一方で，図書館サービスを十分に享受すること  

ができない人々が多く居住する地域に対するサービスを担う職員は数多く雇用  

された。   

雇用政策による自動車図書館の職員の充実は，図書館サービスを享受できて  

いなかった地域で自動車図書館による図書館エクステンション活動の開始に結  

びついた。アイオワ州では，1938年から1940年の2年間に，WPAプロジェ  

クトの1つとして，自動車図書館の運用を実施するため，16人から20人が，  

WPAの資金で雇用された。WPAの支援による自動車図書館は，800冊の図書  

を積載し，アイオワ州の 2 つのカウンテイ，ルーカス・カウンテイ（Lucas  

Co11nty）とシェロ・ゴード・カウンテイ（Cerro Gordo County）において運用さ  

れた。   

このWPA禰助金による自動車図書館の取り組みは，アイオワ州において，「地  

方に向けた図書館サービスのより効呆的な展開を図ることができ，もっと多く  

の自動車図書館を望む」430と評価された。この時期，アイオワ州のような取り  

組みは，各地で実施され，その成果はム蕗∫点上y。わぴヱ朋ノなどを通じて盛んに報  

告された。それは，WPA補助金が，図書館エクステンションサービスを実施す  

る際に有効な資金源を周知させる意味を持っていた。  

WPAによる館外サービスの事例   

イリノイ州は，シカゴのような大都市を抱えるとともに，酪農や農業地帯も  

存在する地域であった。したがって∴ シカゴのような図書館サービスを享受で  

きる地域もあれば，逆にサービスを享受できない地域も存在する両極端の状態  

が並立する州であった。イリノイ州では1938年1，942，000人が図書館サービ  

スを享受できていない状況であった431。   

この状況に対応するため，イリノイ州立図書館（Illinois State Library）は，  

イリノイ図書館協会（IllinoisLibmryAssociation）の支援を受けつつ，自動車図  
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書館を導Åした（図 5朝。イリノイ州の自動車図書館は．芋 一劇つの地域ごとに  

且0ケ月間サービスを実施した。「且0ケ月の運用期間が終るとこの自動車図書館  

は別の地域で運用される」432とあるように，特定期間だけこの自動車図書館サ  

晶ビスが運用された。温0ケ月の閣は，2週間に㈹′一度汐 ノ」、きな町の学校などを訪  

問し，且藩削い附の新しい図巻から予どもと戚Åを対象に図書を貸出した。この  

自動牽図書館はぅ 貸出し机j 潜血ド目録などが翔意されるなど，雄さな図書館  

の機能が備わっていたむトラックの後部には，絵画を収納するキャビネットが  

ありプ 図書と同じように貸出しを実施’した鳥  

溜5欄凱 ㌦㌢リノげ州の自動車図書館（W㌘Å図番館プロジ蕊汐トラ  
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ウイス′コン／シソ州では＼関税免の補助金億瀾潤しき 自勧牽蘭書館腰5・6）を購  

Åした。この時購Åした自動車図書館がウィ薫コンシ㍍州ではじめて導流され  

た自動牽図書館であった。また，自動車図書館をこ積載きれた羞詔書は津 連邦政府  

の補助金やウィ．謁∴コンジン図書館豪農会の支援によで）てク 自動車図嘗館用に準  

備された苺 ウィスコンシン州ではき サ瞞ビス対象を予ど一もに限定した皆勤牽蘭  

書館サービス を策施した。，それを反映してブ タィス＝H♂かン州図書館協会に所  

属する児童図書館農が運行計画を立案した。その計画に基づき プ 温田あた攣若柑  
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ウニ〆ティ内の且番のコミュニティを範囲むして芳望週間ごとに提供した。開始か  

、・∴ －．．       ‾・ ・・・   ・ ■  、・・・        ニ  

た。ジョ緑ジア州の一隊習Aの関係者をまタ 家庭ごとの会頗が鼠渇から慧名である  

ためさ 掛澗から耶ほ藩－がこの図書を利用したものと推計した．朋㌔   

この自動車図書館に対してタカタンティのある古老は「篭野㌘洩が行叫つたあらゆ  

るすばらしい施策のうーらで∫ この自動車図書館は最も魚態、施策のユつである」  

逢36と評価した。この事業の評判を受けて矛 ト…Ⅴ深場カウンティの中心地トマ  
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ェクトは，国防へとプロジェクトの目的を移しはじめた。戦勝図書キャンペー  

ンがはじまると WPAは，関連図書を収集し，必要とする人々へ提供しはじめ  

た。1942年全束の図書館プロジェクトは，WPA戦時情報サービス・プログラ  

ムとして再び組織化された。  

5．12本章のまとめ   

前章で取り上げたティツコムの取り組みを通して，次第に図書館エクステン  

ションはアメリカ全体の動きとなってあらわれはじめた。ALAで，図書館エク  

ステンションに本格的に取り組んでいく動きがあらわれたのは1925年からで  

ある。この年ALAは，図書館サービスを享受できずにいる人々に対し，適切  

な図書館サービスを推進しようと試みた。その役割を担わせるため図書館エク  

ステンション委員会を設置した。そこで積極的に館外サービスの実態調査を実  

施していった。その調査を通して公共図書館サービスを享受できている  

64，029，517人（56％）とできていない50，469，586人（44％）との格差が明ら  

かになった。ALAはこの調査結果をまとめ『図書館エクステンション』として  

1926年に刊行した。その中で，2，500人以上の人口を有する村や市を都市，一  

方2，500人未満の人口のカウンティや村を地方とする定義を用いて次のように  

まとめた。都市では，54，404，568人が公共図書館サービスを享受していた。他  

方都市の人口の約 6％にあたる，3，415，418人は，公共図書館サービスを享受  

できていない状態であった。地方では，9，624，939人が図書館サービスを享受  

することができていた。だが地方の人口の約83％にあたる47，054，168人は，  

公共図書館サービスを享受していない状態であった。   

また，都市と地方との間には，図書館へのアクセスに不均衡が生じていた。  

特に農村を中心とするアメリカの地方行政区域3，065のうち1，135までが公共  

図書館を設置していなかった。地方の指導者や組織による図書や図書館サービ  

スに対する関心の高まりは，エクステンションサービスを展開するための機が  

熟していることを示した。しかしながら，多くの州では図書館予算の不足や図  

書館員不足，図書不足というサービスを実現できない状況であった。南部の状  

況はさらに深刻であった。南部14州に所在する公共図書館うち55館では，黒  

人に対する図書館サービスを提供していたが，サービスを享受することができ  

た黒人は11％であり，南部に居住する黒人の約89％にあたる7，674，844人は公  

共図書館サービスを享受できずにいた。南部では，黒人に対する公共図書館サ  

ービスをいかに拡大させ発展させるかが課題となった。   

この実態調査に基づき，図書館エクステンション委員会は，ALAが取り組む  

べき最終目標を打ち出した。図書館エクステンション委員会の活動は，図書館  
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エクステンションの状況についての報告書を取りまとめ，一方的に関連機関に  

配布するにとどまらなかった。図書館エクステンション委員会は，A工。Aの他組  

織やALA以外の地方関連組織・団体などと照会や助言を行うことで，図書館  

エクステンションの支援者や支援機関との関係を深め，図書館エクステンショ  

ン活動をも広げていった。その一方で，図書館エクステンションサービスを実  

施するために有益となる情報を取りまとめて，各地の図書館や図書館員に向け  

て発送した。   

こうした取り組みの一方で図書館エクステンションサービスは，ミネソタ州  

やアイオワ州など各地で勤車図書館の導入や巡回文庫の実施を通じて整備され  

ていった。 また，すべての州ではなかったものの，黒人に対する図書館エクス  

テンションサービスが取り組まれていた。具体的には，ケンタッキー州，メリ  

ーランド州，ノースカロライナ州，テキサス州で州の巡回文庫を黒人が利用す  

ることができた。しかし，黒人が巡回文庫を利用したいという要望は少なかっ  

た。ジョージア州では，黒人に対する高等教育機関であったアトランタ大学  

（A七1antaUniverBity）の管理運営する黒人向けの巡回文庫が設けられ，3，000冊  

の図書が提供された。この巡回文庫ほ，40冊から50冊をひとまとまりとして，  

学校や個人に廻送された。巡回文庫は人々にとって読書を通じ娯楽を提供する  

とともに，学校で利用されるなど教育的な役割があったといえる。   

また本章では，大恐慌期にアメリカの公共図書館が連邦のWPA補助金を活  

用し，図書館エクステンションサービスに取り組んだことを明らかにした。ア  

メリカにおいて，図書館行政は州の所管する事項として位置づけられてきた。  

そのため，連邦政府は図書館行政に関与しないことが一般的であった。しかし，  

大恐慌対策のWPAはそれまで図書館に関与してこなかった連邦政府と図書館  

の接点を築く契機となった。この時期，連邦政府と図書館が関係を待ったこと  

は，次の2つの意義があった。1つめが，連邦政府による図書館行政施策の立  

案と実施のための筋道を付けたことである。2つめが，連邦政府による地域の  

図書館に対する継続的な補助金制度の確立に向けた先鞭を付けたことである。   

図書館エクステンションサービスは，自動車図書館用の自動車購入費用や運  

営のための人件費など，多額の費用を要する。連邦政府の禰助金は，図書館エ  

クステンションサービスの実施に必要不可欠な費用を供給した。この時期，取  

り組まれた図書館エクステンションの活動は，連邦政府の大恐慌対策として取  

り組まれた。しかし結果として，図書館エクステンションサービスの実施拡大  

につながるという意義があった。   

また，ALA図書館エクステンション委員会を中心に図書館エクステンション  

を担う人材の育成の育成が試みられるようになった。このことは，図書館エク  
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ステンションには，それに対応できる人材が必要であることを図書館関係者に  

認識させた。そして，図書館エクステンションに関する人的配置は，連邦政府  

によるWPA補助金によって配置が促進されることとなった。WPA図書館プロ  

ジェクトという，雇用政策による自動車図書館の職員の充実は，アイオワ州に  

おいて図書館サービスを享受できていなかった地域で自動車図書館による図書  

館エクステンション活動の開始に結びつくこととなった。その結果，1940年1  

月までに連邦改府はWI）A図書館プロジェクトに関連して，160台の自動車図  

書館に対して資金的な補助を行った。   

このように図書館エクステンションを実施するために導入された自動車図書  

館を用いて，アメリカ各地で実際にサービスが取り組まれた。イリノイ州では，  

10ケ月ごとにサービス対象地域を変更し，州内の多くの地域に対してサービス  

導入を行った。ウィスコンシン州では，WPA禰助金を活用して購入した自動車  

図書館を子ども向けに運行した。ジョージア州では，W■PA補助金を活用して購  

入された自動車図書館を用いた図書館エクステンションが高く評価されたこと  

で，州内の他地域の自動車図書館導入を促進することとなった。   

WPA補助金によって，アメリカ各地に新たな自動車図書館が導入された。そ  

の導入された自動車図書館やそれを用いて実施されるサービス，運行方法，運  

行地域はそれぞれの州や地域ごとに特色を持っていたことが明らかになった。  

このことは，それぞれの地域に合わせた図書館エクステンションの展開が進め  

られていたことを意味する。   

本章では，1ⅣPAという連邦補助金による図書館エクステンションの状況を明  

確にすることができた。しかし，WPAの枠組みの外で，各州や各図書館が独自  

に取り組んだ図書館エクステンションを分析することができていない。それを  

行うことによって，この時期に実施された図書館エクステンションの状況がよ  

り明確になると考えられる。  
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第6章 戦時図書館エクステンションサービスから戦後図書館エクステンシ  

ョンサ■－ビスの充実へ   

大恐慌に乗じた図書館エクステンションの発展は，長くは続かなかった。戦  

争が勃発すると，図書館は戦争に関する情報提供を最優先とした。そのため，  

図書館エクステンションサービスは，必ずしも優先すべき課題ではなくなった。  

本章では，戦時の図書館エクステンションがどのような活動を行い，どのよう  

な点で発展を試みようとしたのかを明らかにする。また，その試みが，戦後の  

図書館エクステンションサービスにどのように引き継がれ，変化したのかにつ  

いても取りあげる。  

6．1戦時のエクステンション   

第二次世界大戦中の図書館エクステンションサービス，特に自動車図書館サ  

ービスは，停滞していた。なぜなら自動車は，ガソリンやゴムなど戦争に必要  

不可欠な資源を使用していたからである。戦時サービス優先の社会の中で，自  

動車図書館も資源節約の影響を少なからず受けた。   

そのような中で，自動車図書館による図書館エクステンションサービスが戦  

時の情報提供活動として取り組まれた。1944年マサチューセッツの州教育省公  

共図書館部門（StateDivisionofPublicLibraryofDepartmentofEducation）  

は12，000冊の図書を有し，3台の自動車図書館を用いてサービスを提供した。  

これらの自動車図書館は，地域の図書館，学校や家庭などを巡回し，図書の提  

供を行った439。学校では子どもたちから，陸軍や海軍に関する図書の要望が寄  

せられた。自動車図書館担当者は，要望のあった陸軍や海軍に関する図書の提  

供を行った440。   

自動車図書館の利用者は，農民が多かった。農民は，畜産や養鶏についての  

図書を好んで利用した。その利用状況に合わせ，自動車図書館も農民に利用さ  

れる図書を多く準備した。この取り組みに関してマサチューセッツ州の自動車  

図書館担当者は，「われわれは図書を読みたい利用者が存在する限り，その人々  

のもとへ図書を届けるだろう」441と意気込みを語った。   

また地域によっては自動車図書館だけでなく馬車も併用しサービスを実施し  

ていた。エルネステイーン・ローズ（ErnestineRose，1880・1961）の調査では，  

1940年代に，「下層階敵地域へ馬車に図書を積み運んでいた」442との報告があ  

る。さらに，「馬車を引く馬に洋服を着せ，笛を吹いて到着を知らせている」448  

と報告していることから，図書館員は，図書館を知らない人々に図書館に対す  

る興味を喚起し，人々の身近なものとして近よりやすい雰囲気を創り出そうと  

工夫していたことがわかる。  
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その一方で，戦争勝利のためのプログラムは，様々な手段でアメリカ各地に  

図書を届けた。戦勝図書キャンペーンを開始したことで，1942年5月，エ蕗∫βⅣ  

Jbumalは「図書館と戦時プログラム」（Librariesandthewarprogram）特集  

の連載を開始した。その特集では，各地の図書館の戦争を後方から支援する取  

り組みが紹介された。例えば，カンザス州ウイチタ（Wicbita）市では，飛行  

機工場に向けた自動車図書館を運行するための運転手を雇用したことや，WPA  

で導入された自動車図書館は，ノースカロライナ州などの防衛地域（defbnse  

area）で運用される戦争サービスに活用されたなどである。   

アメリカ図書館協会（AmericanLibraryAssociation，以下ALAと省略する）  

も，戦争支援に取り組む一方で，戦地からの復員者や戦後の図書館を見据えた  

活動を開始した。ALAの戦後計画委員会は，委員長のカールトン・B・ジョッケ  

ル（Carleton B．Joeckel，1886－1960）を中心に『公共図書館の戦後基準』  

伊0βf・W即β血刀ぬrゐゐ∫即ム肋∬占用正ed444を策定し，1943年7月に刊行した。   

この計画の中では，図書館エクステンションを次にように位置づけていた。  

図書館の目的は，図書館の恩恵を享受できずにいる3，500万人に図書館サービ  

スを実施することである。それは，コミュニ ティ内のすべての人々に対する図  

書館サービスの必要性を意味しており，図書館エクステンションの必要性を示  

唆するものであった。  

1944年8月21日から26日にかけて，戦後計画委員会の委員長ジョッケル  

を中心に，第9回目の図書館研修会（1ibraryins七itute）がシカゴ大学で開催され  

た。この研修会のテーマに，図書館エクステンションが設定された。このテー  

マは，戦争に関する情報提供や軍需工場の労働者を念頭に置いた戦時エクステ  

ンションではなく，ジョッケルの立場を反映した復員者や市民の教育を念頭に  

置いた戦後のエクステンションを視野に入れた内容であった。   

図書館研修会では，図書館員や各専門家が，共同討議を行って課題解決を図  

ろうとした。そのために次のようなテーマで話が行われた。ジョッケルのテー  

マは「図書館エクステンションの今日」，シカゴ大学のジュローム・G・カーウイ  

ン（JeromeG．Xerwi恥1896－？）のテーマは「アメリカにおける地方政府の傾  

向」やカリフォルニア州立図書館のエレノアtH・モルガン佃1eanorH．Morgan，  

生没年不詳）のテーマは「カウンテイ・ライブラリー」であった。ジョッケルは，  

1944年8月25日にシカゴ大学で開催された図書館エクステンションボードの  

会議に出席し，図書館研修会で報告した内容の全部もしくは一部を AムA  

βぴ〟e血に掲載するか，出版物として公表したいとの意思を示した445。  

その意向は，1946年シカゴ大学出版部刊行の『図書館エクステンション：課  

題と解決』（エ蕗毘てアeズね刀扇β刀ご加点ゐ皿β点刀d郎九まわ刀d446として結実する。  
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この図書のまえがきにおいて，ジョッケルは，意見の相違があったにもかかわ  

らず，大変重要な以下の3つの結論に対して，多くの賛同を得ることができた  

447と図書館エクステンションを評価した。3つの結論とは，  

1．図書館サービスを担う行政単位を拡大すること。  

2．地方故府は，図書館サービスの実施が遅れているとの認識に基づき，大き   

な図書館サービス行政単位実現のため計画を前進すること。  

3．図書館サービス制度を充実させるためには，州や連邦政府の援助が必要で   

あること。  

であり，これら3つの結論は，ALAの作成した『公共図書館のための戦後計画』  

「アββf・Ⅳ紺βね刀♂点rゐゐr即ん〟c〟占用正eβノ448と内容が類似してた。『公共図  

書館のための戦後計画』は，ジョッケルが中心となり策定した。この計画は，  

全米の公共図書館が参照するべき「図書館基準」と位置づけられるものであっ  

た。図書館エクステンションが全米の「図書館基準」に則ることで，図書館エ  

クステンションの実施に向けた動きを促進する意味を持った。  

6．2自動車図書館標準化に向けた動向   

アメリカにおいて自動車図書館事業が普及すると，自動車図書館の標準化に  

より，効率化を目指す動きが出てきた。1943年，フィラデルフィアで開催され  

たペンシルヴァニア図書館協会（Pennsylvania Library Association）の年次総  

会において，カウンテイ・ライブラリー・セクションが自動車図書館標準化プ  

ロジェクトを主導し，報告書を作成した。同年10月 22 日，ハリスバーグ  

（Harrisbu柑）のペンシルヴァニア州立図書館エクステンション部門の事務局に  

おいて，ペンシルヴァニア図書館協会カウンテイ・ライブラリー・セクション  

の特別会議が開催された。その会議で，自動車図書館の全米調査を行うことが  

決定された。   

調査の目的は，自動車図書館の標準化の基準を策定する際，必要となる情報  

の収集であった。この調査では，AIJAを通じて41州から自動車図書館の数や  

規模などに関する情報を収集できた。その結果，自動車図書館の状況を示す以  

下の4点が明らかになった449。  

1．現在，300台の自動車図書館が運行されている。  

2．自動車図書館の交換や新たな配置の際に，自動車図書館が使えるように   

なるには，1，000冊の図書が必要である。  
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多くの州は，自動車図書館の必要性を認識していた。41州のうち8州では，   

自動車図書館を運用していない。運用していない理由は2つある。1つは，   

メイン州やワイオミング州などでは，地方の道路を通行できる時期が短い   

からである。2つめは，ロードアイランド州やユタ州などでは，分館（分室）   

制度の整備により，適切な図書館サービスを提供できていたからである。  

3．自動車図書館の形式は，125 冊の図書に適応したシボレー・クーぺ  

（Chevrolet Coupe）450 と2，000冊を搭載できる20フィート（約6mlOcm）   

のトレーラートラックが主となっている。ただし，ステーション・ワゴン，   

小型トラック，小型トレーラー，旅客車両451の転用など様々な形式の自動   

車図書館が存在する。  

4．車両を製造するメーカーは，形式と同様に多様である。その中でも，シ   

ボレー（Chevrolet Division ofGeneralMotors Corporation），ドッジ  

（Dodge），フォード（Fordmotoreompany）のものが使用された452。   

この調査結果は，各地の図書館や図書館員が自動車図書館に対して特に関心  

を持っていることを明らかにした。この調査を受け，1944年2月11日，ハリ  

スバーグ・パブリック・ライブラリー（Hanヰsb11柑PublicLibrary）で行われた  

会議において，プロジェクトの次の段階について検討が行われた。次の段階と  

して，・トラック製造業者6社に対し調査票を送付し，彼らの考え方を調査した。  

その調査票に対し，6社は次のような姿勢を示した。フォードはこの時，「民  

間車を全く研究していなかったが，第二次世界大戦後，委員会から連絡を欲し  

い」と回答してきた。ホワイト・モーター・カンパニー（WhiteMotorCompany）  

は，「自動車図書館に対し関心を持っているが，すでに実施しているトラックの  

展示会の他に，何か特別な取り組みを実施する予定はない」453と回答してきた。   

GMC454トラック・コーチ部門は，「自動車図書館に関心はないが，自動車図  

書館を製造する際，スクールバスの車体製造が参考になるかもしれない」455と  

示唆した。同じ，ゼネラルモーターズ傘下のシボレーは，「第二次世界大戦が終  

結するまで，自動車図書館標準化に関わる問題を考えることはできない」456と  

回答した。マーク・インターナショナル・モーター・トラック・コーポレーシ  

ョン（MarkInternationalMotorTruckCorporation）は，「拍動車図書館の］市  

場が小さいため，自動車会社は【その市場の存在に】気がつかないであろう。し  

かし，【図書館が，自動車図書館について】声をかければ関心をもってくれるで  

あろう」457と回答した。また，マーク・トラックは，ニューヨーク州のヨンカ  

ーズ・パブリック・ライブラリー（YbnkersPu．blicI」ibrary）用に作成した自動車  

図書館の資料一式を一緒に送ってくるなど関心の高さを示した。ファーゴ・モ  
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一夕ー・ コーポレーション（FargoMotorCorporation）は，関心が高かった。ブ  

ラッドフォード・パブリック・ライブラリー（BradfordPublicLibm叩）の自動  

車図書館製作にかかわった同社は，小型の自動車図書館のモデル，大型の自動  

車図書館のモデルについて詳しく見解を示し，回答を行った。トラック製造業  

者の意識を調査することで，自動車図書館製造に対する認識を明確にすること  

ができた。   

このように，アメリカでは，効率化を目指す観点から，自動車図書館に関連  

した標準化を目指すための動きが出てきたのである。しかし，戦時中という理  

由でこの間題に関心を示さない458自動車製造会社の存在も顕在化していた。や  

がて，自動車図書館に関する標準化問題は，ALAの図書館エクステンションに  

関する課題の1つとして取り上げられていった。第二次世界大戦終結翌年に，  

その具体的な動きがあらわれてきた。  

1946年12月 28日，シカゴで図書館エクステンションボードの会合が開か  

れた459。その中で，マージョリー・H・ビール（Marjorie H．Beal，生没年不詳）  

は，現在多くの図書館が自動車図書館の新たな建造を進めている状況にあるこ  

とを述べた。その状況を踏まえ，ALAは，建造を行う際，各図書館が参考でき  

る自動車図書館に関する図書，もしくはパンフレットを早急に作成すべきであ  

ると主張した。ビールの主張は，自動車図書館に関する資料の作成に向けた準  

備が進められていく契機となった。  

1947年6月，サンフランシスコで開催されたALA年次総会において，図書  

館エクステンション部門，自動車図書館・分館委員会の委員長ジョン・D・ヘン  

ダーソン（JobnD．Henderson，1903・？）は，自動車図書館サービスの自動車  

や備品に関する実用的な情報を盛り込んだ刊行物が早急に必要であると報告し  

た460。ヘンダーソンは，図書館エクステンション部門の常任役員会で決議した  

次の2点を勧告した461。  

1．標準化を前提とする視点を持ち，すぐに実現可能な自動車図書館の様式   

を明確にする。そのためには，各担当地域を受け持つ5名の委員から構成   

される自動車図書館・分館委員会の分科会を設置すること。  

2．専門職雑誌の付録としてまとめるために，内容を要約し，容易に入手で   

きる抜き刷りの作成をすること。   

この勧告を受けて，分科会の5名の委員は，各担当地域の州図書館関連機関  

を通じて，1940年以降に新規で自動車図書館を購入した図書館を対象に，以下  

の項目について調査を行った462。  
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1．自動車図書館サービスの様式  

2．サービス地域の地勢  

3．サービスに使用する自動車の概要  

4．備品  

5．自動車の外装  

6．自動車の内装  

7．自動車の車内書架配置  

8．AV資料  

9，AV資料関連備品  

10．購入費用  

11．購入に関わる財務  

12．年間の維持管理費  

13．職員   

この調査により収集された情報に基づき，自動車図書館の状況を設備の面か  

ら明らかにした調査論文が複数まとめられた。これらの分科会による活動の成  

果は，当初，AムAβむ〟eた血1948年9月号の付録にする予定であった。しかし  

ながら，編集と収集したデータの集計が膨大な作業量となり，11月へと刊行が  

ずれ込んだ463。その結果，AムAβ打〟e血1948年11月号の第2部464では，自  

動車図書館特集付録としてまとめられ，一般に入手できるよう頒布されること  

となった。  
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図6・1．dエAβぴ〟e£元 自動車図書館特集号の表紙465  

出典：dムdヱⅦ〟eま血．1948，VOl．42，nO．12，p．533・592．  

特集付録の内容は，「ガソリン費用の超過」466，「自動車図書館はあなたの答  

えですか？」467，「トラックの長所と短所」468，「トレーラーは最適である」469，  

「バスの持っている可能性」470，「書架や備品についてなすべきこと」471，「費  

用について検討する」472などと題された調査論文であり，付録としてその調査  

結果や自動車図書館関連書誌がついた。Aエdβぴ〟e血に掲載した自動車図書館  

特集付録については，翌1949年1月21日に開かれたALA冬季大会において，  

活動成果として報告が行われた473。こうしてへダーソンが示した勧告は，自動  

車図書館特集号の付録として結実した。   

この時期，自動車図書館をはじめとする図書館の設備やサービスの標準化を  

目指す志向がみられた。1949年2月1日のエゴ如ⅥヱyLわびヱⅥβノにおいて，オハイ  

オ州のアール・H・グレイ（EarlH．Gray，生没年不詳）は「自動車図書館は，標  

準化できるのか？」という問いに自動車図書館の製作に関わる技術者「自動車  
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図書館のデザインや製作」の視点から回答を行っている474。グレイは，自動車  

図書館の標準化はできると肯定した。そのうえで，結果が均一ではない点に留  

意しておくべきと指摘した。また，標準化によって，自動車図書館製作に要す  

る費用を安く抑えることにつながった点も述べた。グレイは，自動車図書館製  

作の際に，費用が多く要するものとして，以下の12点をあげた。  

1．換気窓か換気用ではない窓の内側パネル  

2．特別な窓を伴う特別な側面にある扉  

3．スチール製の段差のある床（下の部分が折りたたみ式の段となっている）  

4．天空窓（換気用もしくは非換気用，ガラス製もしくはプラスティック製）  

5．110ボルトの照明や電源コード  

6．特別な仕切りを設けた照明のための発電機  

7．照明設備（白熱灯・蛍光灯）  

8．防音・断熱，壁の全体もしくは一部分  

9．外部でサービスをするための扉  

10．特注床材  

11．書架や貸出し備品  

12．暖房機器   

技術者のグレイは，自動車図書館の製作に要する以上の12点のうち，以下  

の8点のようにすることで標準化を可能にした。  

1．換気窓の内側パネルの標準化  

2．標準的な幅の側面の扉と扉に付けられる換気窓の大きさと位置を標準化  

3．金属製の床の標準化および，下の部分の折りたたみ式の段のデザインを   

標準化  

4．天空窓のデザイン，大きさ，材料を標準化  

5．コンセント，ヒューズボックス等を標準化した110ボルトのケーブル  

6．厚みや配置を標準化した絶縁体  

7．形式，材料，質を標準化した床材  

8．形式や設置において標準化された暖房機器   

また，グレイは以下の4点について，難しいが標準化の選択余地のあるもの  

としてあげている。  
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1．発電施設（必要とする電気の容量によるため）  

2．照明設備（白熱灯あるいは蛍光灯）  

3．外部サービスのための扉  

4．書架   

さらにグレイはこの 4つの部品や製品だけで，自動車図書館の建造費用の  

40％を占めることを指摘した。特に書架は最も費用を要した。書架は，それぞ  

れの図書館でどのような図書をどのくらいの冊数積載するのかという各図書館  

のサービス方針と密接に関連する事項であったため，標準化になじまなかった。  

ゆえに，この当時自動車図書館を建造する際，備えられた書架はほとんどが特  

注品であった。   

グレイは，もし書架の標準化が実現すれば，25％の費用を削減することがで  

きると指摘した。その削減された費用で，－ケ月あたり 50冊単位で図書を継  

続購入する費用に充てることもできると述べた4閃。このように技術者の視点か  

ら，自動車図書館の標準化が示されることで具体的に自動車図書館の導入費用  

を安くする取り組みが進められた。  

6．3図書館エクステンションとリーチ・アウト（ReachOut）   

自動車図書館の標準化に向けた動きの一方で，図書館サービスやその対象者  

の捉え方も確立された。1946年12月，A工JA図書館エクステンション部門  

（division）において，ローウェル・マーティン（LowellMartin，1912・？）は，  

図書館サービスを，3つの基本的な要素のバランスが取れていることと述べた  

476。その3つとは利用のしやすさ，情報資源の強化，コミュニティの把握であ  

る。具体的に，自動車図書館によるサービスの実施は，利用のしやすさの要素  

および情報資源の強化に関わる図書館サービスの短所を克服することに繋がる。  

さらに，コミュニティの把握を行った上での自動車図書館サービスの実施は，  

図書館サービスを広域の単位で実現することに繋がった。  

1947年6月26日，27日とカリフォルニア大学（University of Calihrnia）  

図書館学校（SchoolofLibrarianship）および，大学エクステンション部門，ALA  

図書館エクステンション部門の共催による図書館研修会が開催された47㌔  

この研修会は，ALA図書館エクステンション部門代表のカリフォルニア州立図  

書館のセルマ・リード（ThelmaReid，1909－？），ALAの図書館エクステンショ  

ンボード代表のカリフォルニア大学図書館のジョン・M・コーリー（Jobn M．  

C叩y，1914－？），カリフォルニア大学図書館学校代表のジョッケルらが中心と  

なり企画した。この研修会のテーマは，「読者に届ける」（Reaching readers）  
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と題された4悶。   

報告者の多くは，カリフォルニア州の図書館員のものであったが，オハイオ  

州など他の州の図書館員のものも含まれた。カリフォルニア州カーン・カウン  

テイ・フリー・ライブラリー（ⅩernCountyFreeLibrary）館長エレノア・N・ウ  

イルソン（EleanorN．Wilson，生没年不詳）は，「地方におけるコミュニティ分  

館」（TheCommunitybranchinruralareas）について報告し，オハイオ州カ  

イヤホガ・カウンテイ・ライブラリー（Cuyab咽aCountyLibrary）479館長リン  

ドキスト（RaymondC．Lindquist，1905・？）と成人教育責任者フローレンス・  

クレイグ押lorence S．Craig，1901・？）の「大都市部におけるコミュニティ分  

館」（The Communitybranchinmetropolitanareas）共同報告を行った。ま  

た，ロサンゼルス・カウンテイ・ライブラリーの館長ヘンダーソンは，「地域分  

館」（RegionalBrancb）の報告を行った。   

これらの報告は，地域を1つのまとまりとして把握し，それぞれの特徴を踏  

まえながら，図書館のサービスを実施していくべきことを示した内容であった。  

それは，オハイオ州ルーカス・カウンテイ・ライブラリー（LⅦCaS Coun七y  

Library）館長ドロシー・ストラウズ（Doro比y Stro11Se，1901・？）の，「自動車図  

書館」（The bookmobile）と題する報告にも示された。ストラウズの報告によ  

れば，ルーカス・カウンティは，学校向けと成人向けの自動車図書館2台を所  

有し，毎週月曜から金曜までそれぞれ運行していた。自動車図書館は，2週間 J  

に48のコミュニ ティ，10の個人宅，2機関，10校の学校を廻送しサービスを  

実施した480。  
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このようなルーカス・カウンティにおける自動車図書館の実施状況を詳細に  

報告した上で，自動車図書館と分館（配本所）を比較検討した。そして，自動車  

図書館もしくは分館（配本所）の導入を決定する際，次の4点を考慮すべきと示  

した。  

1．コミュニティの規模  

2．コミュニティの図書に対するニーズ  

3．財政面  

4．カウンティにおける図書館サービスのバランス  

1のコミュニ ティの規模は，ある程度人々が集任していることが必要であるこ  

とを示している。2は，コミュニティがどのような図書（フィクションか，ノン  

フィクションか）を必要としているのかにより準備すべき図書が異なっている  

ことを示している。3は，職員，コレクションの規模，新規購入，サービスを  

実施するための空間，すなわち建物，サービスを実施する時間（開館時間）など  

は，財政的な裏づけがなければ実現しないことを示している。4は，どの地域  

でどのようなニーズが存在しているのかを踏まえておく必要があることを示し  

ている。ストラウズは，以上を踏まえつつ，自動車図書館の問題点を2点あげ  

た。  

1．コミュニティとの接触に間隔があいてしまう点  

2．自動車図書館の決められた運行予定の中で，多様な活動を展開することが  

難しい点   

こうした問題があるものの自動車図書館は，地方の人々のニーズを満たすだ  

けの役割があると考えられていた。このストラウズ報告に対して，ジョッケル  

は自動車図書館の成功と難しさを明瞭に示したと評価している。その上で，自  

動車図書館の利点を2つあげた482。  

1．小さなコミュニ ティもしくは，人々が点在する地域において，読者に対し  

て，図書を届ける（reachout）ことができる点  

2．自動車図書館が，運行ルートや運行予定を柔軟に変えることができるとい  

う理由から，利用者の要望にあわせたサービスを行うことができる点  

研修会は，自動車図書館の成功例とともに，他のサービス手段と比較するこ  
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とで課題や利点をより明確に示す場となった。特に，人々のまとまりをコミュ  

ニティとして把握し，そのコミュニ ティに対して「図書を届ける」（reacIlO11t）  

という表現した点は，後のアウトリーチサービスにつながる概念がすでに存在  

したことを示している。なお，研修会の報告は，1949年カリフォルニア大学出  

版局から刊行され483，カリフォルニア州のみならず，全米の多くの図書館員に  

その情報が共有されることとなった。   

しかし，自動車図書館に関する標準化や「図書を届ける」という概念の形  

成のみでは，図書館エクステンションに取り組む資金を欠いた。そのため，  

図書館エクステンションを推進する原動力にならなかった。このような自動  

車図書館に関する標準化や「図書を届ける」考えを踏まえつつ，図書館サー  

ビスを享受できていない人々に対して図書館サービス提供の推進に向け，連  

邦政府からの資金的な下支えを得ようとする動きが出てきた。  

6．4館外サービス充実のための連邦補助金獲得に向けた動向  

1945年10月1日，AI．Aは連邦議会に対する働きかけを強めるため，ワシ  

ントンD．C．に事務所（NationalRelations Office）を開設した。同事務所の  

所長に就任したポール・ハワード（Pa山Howard，1905・？）は，起草した公共図  

書館デモンストレーション法案（PublicLibraryDemonstrationBill）を準備し，  

法案の提案者となる議員を探すためのロビー活動を開始した484。  

1946年1月までにハワードは，法案の提案者となるイリノイ州選出の連邦  

下院議員エミリー・T・ダグラス佃mily T，Douglas，1899－1994）とアラバマ州  

選出の連邦上院議員ジョセフ・レヒル（Jo＄epbL．Hill，1894－1984）を見出した。  

こうして1946年3月12日，連邦下院議員ダグラスと連邦上院議員ヒルは，主  

に農村地域において自動車図書館と配本所を活用した公共図書館サービス実施  

のため，各州 25，000ドル以上の連邦補助金を支出する内容を含んだ公共図書  

館運用法案を第79連邦議会の下院・上院にそれぞれ提出した485。   

議員らは，州が図書館のような教育事業について，責任を持って実施すべき  

であり，連邦政府が関与するべきではないという意識を持っていた。その意識  

を反映して，図書館に限らず，あらゆる州・地方政府の施策に対する連邦政府  

の援助に対する反対意見が連邦議会内に存在した。地方の図書館に対する補助  

金法案の審議は，ゆっくり進んでいった。   

この法案は，第80連邦議会に再提出され，上院本会議で可決されたが，下  

院では教育委員会における審議にとどまった。第81連邦議会では，テキサス  

州選出の連邦下院議員ライトJ・バットマン（WrightJ．Patman，1893・1976），  

ペンシルヴァニア州選出の連邦下院議員オーガスティン・B・ケリー（Au卯Stine  
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B．Kelley，1883・1957），インディアナ州選出の連邦下院議員レイ・J・マッデ  

ン（RayJ．Madden，1892－1987）の3名により法案が提出された。委員会での  

法案審議は，順調に進み本会議へと上程された。  

1950年3月 9日，連邦下院議会は採決を行った。しかし，マサチューセッ  

ツ州選出の連邦下院議員ジョン・F・ケネディ（Jolln万一．Xennedy，1917・1963）  

が，「連邦政府の中核となる機能は，各州の人々が自らできないことを行うこと  

である」と絵素への反対を主張した486。このように図書館に向けられた伝統的  

なイメージを変えることはできず，この法案は賛成161票，反対164票のわず  

か，3票差で否決されてしまったのである487。  

1950年，ALAの中で図書館エクステンションに関する活動の中心であった  

図書館エクステンション部会は，公共図書館部会（PublicLibraryBoard）および，  

図書館理事部会（Library Secretary Board）と統合した。この統合した組織は，  

公共図書館部会を後継名称として採用し，新たな出発をした。1959年公立図書  

館部会は公共図書館協会（Puも1icLibraryAssocia七ion）とその名称を変更した。   

また1950年，AI．AはワシントンD．C．に事務所を再開し，図書館振興に  

関する絵律制定のためのロビー活動を行った。ALAは，ワシントン事務所を  

拠点として，図書館サービス法案を成立させるためのロビー活動を展開した488。  

しかし，第82連邦議会と第83連邦議会では，図書館サービス法案が本会議で  

審議されることなく終了したことからも明らかなように，ALAの活動は不調に  

終わった。ALAは，第84連邦議会に向けて，ロビー活動を推進するとともに，  

各種団体に対しても図書館サービス法案成立に向けた支援を要請する活動を展  

開した。  

6t5図書館サービス法（LSA）制定と館外サービスへの影響：1956年  

1955年1月3日に開会した第84連邦議会では，図書館サービス法（Libmry  

Service Ac七）が成立した。この議会が開会して早々の1月，オレゴン州選出の  

イーディス・ルイーズ・スタリット・グリーン（Edith Louise Starre七t Green，  

1910・1987）ら連邦下院議員27名，ヒルら連邦上院議員18名が提案者となって，  

図書館サービス法案は連邦議会へと提出された489。1955年5月25日から27  

日にかけて公聴会（bearing）が実施された。   

連邦議会議員，公共図書館長，農業従事者など40人あまりが発言した。連  

邦教育局長官以外は法案に賛成であることを表明し，法案を後押しした。1955  

年7月26日，法案は連邦議会下院の教育・労働委員会（HouseEducationand  

Labor Committee）において審議されたのち，修正することなく好意的な報  

告が行われた490。  
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このような状況下で，ALAは法案成立に向けて，協力団体からの支持を取り  

付けるなどの図書館補助金法制化運動を展開した。例えば，1955年12月15  

日付のA工JA会員に向けたメモの中で，1956年は図書館サービス法案が実現し  

てほしいとの希望を示すとともに，全米教育協会（NationalEducation  

Association）をはじめとする，支援団体の決議を紹介した491。   

その中でも，全米農民共済組合（Na七ionalGra叩e）をも連邦政府による禰助金  

交付という内容の図書館サービス法案を導入することで，地方の人々に対する  

公共図書館の拡大を促すことへの期待を示した。地方の人々に対する公共図書  

館の拡大を目的とする，図書館エクステンションの最も実用的な手段の1つと  

して，自動車図書館が最適であろうと主張した49㌔   

また1956年1月のム蕗raヱγゐぴ∫刀∂ノに，「図書館サービス法は，通過す  

るでしょうか？」493と題したマサチューセッツのチャニング・L・べ－ ト  

（Channin官L．Bete，生没年不詳）による記事が掲載された。べ－ トは，すで  

に連邦議会下院の教育・労働委員会（House Educa七ion and Labor  

Committee）において好意的な報告が行われ，実質的に審議入りしているこ  

とを指摘した。その上で，法案成立に向けてそれぞれの州の図書館員は，各  

州選出の連邦下院議員，連邦上院議員に対して，図書館サービス法案を通過  

させるよう催促する書簡を送付するよう呼びかけを行った。こうした様々な  

団体や人物の活動を通じて，図書館サービス法案成立に向けた環境が整えら  

れていった。   

その後法案は，下院本会議へと上程された。1956年5月8日，第84連邦議  

会の下院本会議において，議論の後，全9条からなる図書館サービス牲494が可  

放された。審議は，上院へ移り，委員会での審議と採決を経て，6月 6日夕刻  

5時，上院本会議において，満場一致の発声投票により可決された亜㌔そして，  

6月19日ドワイト・D・アイゼンハワー（Dwi由七D．Eisenbower，1890・1969）  

大統領が署名し，法律496として成立した。図書館サービス法は，1957年度か  

ら1961年度までの5年間に毎年750万ドルの支出を容認する内容の時限立法  

であった。同法第2条（a）項において，「本法は，各州が公共図書館サービスを  

現在享受していないか，もしくは享受していても不十分なサービスしか受けて  

いない農村地域に【公共図書館サービスを】拡張発展させることを目的とする」  

497と掲げた。その目的を達成するために，連邦により各州（州立図書館）を通じ  

て，各地の公共図書館に補助金交付をする内容の法律であった。   

図書館サービス法は，補助金交付を受ける前提として，州の図書館行政機関  

（Statelibraryadministrativeagency）の設置を義務付け，その州図書館行政機  

関が州内の人口1万人以下の町や村といった農村地域朋8に対して実施する，公  
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共図書館エクステンションサービス計画を策定することを求めた。そして，計  

画を連邦政府の教育局長（CommissionerofEducation）に提出し，承認を得ると，  

計画を遂行するために必要な資金の一定割合（33％から66％の間）が交付される  

仕組みであった。   

図書館サービス法による補助金は，各州の農村地域に対する図書館エクステ  

ンション計画の策定を促すとともに，図書館エクステンションサービスを実施  

するための予算配分をもたらす，呼び水となったといえる。各州は，図書館サ  

ービス法を清かすための計画を策定し，連邦政府からの補助金交付を受け，農  

相地域を視野に入れ図書館エクステンションサービスを展開した。   

図書館サービス故による禰助金を活用し，カリフォルニア州では，図書館の  

設置されていない州北部の山岳地帯であるビュート・カウンテイ（BⅥtte  

Coun七y）で自動車図書館の運行を開始した499。同様に，オハイオ州，サウスダ  

コタ州，テキサス州などでも図書館サービスの行われていない農村地域のカウ  

ンティや地方において，自動車図書館の運行を開始し，図書館サービスを提供  

する取り組みが導入された。  

6．6図書館サービス建設法（LSCA）制定と館外サービス：1964年  

1960年代初め，ALAは，従来から継続してきた成人教育を強化する活動を  

行った。しかし，公民権運動などの社会変化500に伴い，多様な背景を持った図  

書館サービス対象者があらわれてきたことで，図書館サービスの対象者を成人  

という1つの枠組みだけでは把握できなくなっていた。   

その一方で，連邦政府は大都市への人口流入や公民権運動など権利の確立に  

伴う黒人の失業・貧困問題への対応を迫られていた。アメリカ社会の変化や連  

邦政府の対応は，図書館に対する補助金政策にも反映されることとなった。  

1963年1月29日，ケネディ大統領は，特別教育教書（SpecialMess粥etO仙e  

Co粥reSSOnE血ca七ion）を議会に送った。その中で「図書館サービス法を修正  

し・，農村地域の図書館のみならず，都市部の図書館についても対象とし，サー  

ビス運営だけではなく，図書館建設費にも充当できる」開1立法を行うよう勧告  

した。  

1963年10 月 29 日，オレゴン州選出の連邦上院議員ウェイン・L・モース  

（WayneL∴Mome，1900・1974）は，ケネディ大統領の勧告に基づく絵素を議会  

へと提案した。しかし，勧告したケネディ大統領は，1963年11月 22日，銃  

弾に倒れた。その4日後の1963年11月26日，法案が連邦上院議会を通過し  

た。1964年1月21日，連邦下院議会は一部修正を加えた放棄を可決した。  

1964年2月11日，リンドン・B・ジョンソン大統領（1yndon B．Jobnson，  
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1908・1973）が署名し，図書館サービス建設法（Library Service and  

Construction Act）は成立した。ジョンソン大統領は，法案を署名する際に，  

「我々は，中心地に位置している図書館を通じてであろうと，自動車図書館や  

分館を通じてであろうと，身近な図書館が必要である」502との言葉を残してい  

る。この言葉は，図書館サービス建設法の内容を端的に示すものであった。  

1964年の図書館サービス建設法は，それまでの地方の図書館に限定されてい  

た補助金の対象を都市の図書館へと拡大し，図書館サービスだけではなく，図  

書館活動を行う基盤となる建物も新たな補助金の対象に加わった。そして，そ  

のための補助金の限度額が，750万ドルから2，500万ドルへと引き上げられた  

503 0   

また，補助金の額が急増した背景には，弱者に対する積極的な政策を重視し  

てきた民主党出身のジョンソン大統領の存在や連邦議会の議席過半数を民主党  

が占めていた点がある。彼は「偉大な社会」（greatsociety）という構想804や「貧  

困撲滅運動」（Ⅵhr on Poverty）を主導した。ジョンソン大統領の「貧困撲滅  

運動」は，1964年の経済機会汝（EconomicOpportunityAct）をよりどころとし  

て，識字プログラムが実施された505。ジョンソン大統領は，そうした活動の一  

翼を担う図書館を「貧困撲滅運動」に寄与する手段として認識していた。   

さらに，「貧困撲滅運動」では，貧困層に対する医療費補助や食費補助などの  

社会福祉事業を実施した。これらの事業は，所得保障と就労支援を結合させた  

補助金事業であった。   

公共図書館の中には，この補助金事業を活用し，貧困層を図書館に雇用し，  

貧困層に対するサービスを試みる場合もあった。しかし，図書館での雇用は，  

一時的なものに過ぎず，また補助金が終了すると新たな雇用も継続的に提供す  

ることができず，成果は上がらなかった。この社会福祉事業は，給付ばかり増  

え，就労が継続・増加しなかったため失敗に終わった。  

1966年には，図書館サービス建設牡に図書館協力に関する条項が新たに加え  

られた。さらに，第4章には，社会的に不利益を被っている人々506に対する図  

書館サービス充実のための補助金交付規定を付け加えた。   

改正された図書館サービス建設法の第4章は，図書館サービスを享受できな  

い人々には，様々な属性があることを位置づけた。その上で，それぞれ多様な  

背景を持った利用者がおかれた状況に合わせた図書館サービスの必要性を図書  

館関係者に認識させたものの，法律の規定や上限のある補助額という一定の枠  

内であった。図書館サービス建設法は，後に各図書館がそれぞれの状況に応じ  

て革新的なサービスであるアウトリーチサービス（outreach service）を促進す  

る資金を提供する役割を果たすこととなった。  
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図書館サービス建設法の改正された1966年は，ジョンソン大統領が全米図  

書館諮問委員会を設置し，その委員を任命した年でもあった。ジョンソン大統  

領は，この諮問委員会に全米の図書館の構造を検討し，全米の図書館や資源，  

その発展充実させるための方策を見出すという役割を与えた。その具体的な方  

策として，同委員会は，図書館サービス建設法に基づく連邦補助金の配分や運  

用のあり方を検討した。  

6．7本章のまとめ  

1940年代初頭，図書館エクステンションサービスが戦時図書館サービスの一  

翼を担った。図書館エクステンションサービスに関わる図書館関係者は，図書  

館エクステンションサービスを，戦後の図書館サービスと関連付けることで，  

その発展を目指そうとした。図書館エクステンションの発展を目指す動きは，  

自動車図書館の標準化という動きにも表れていた。自動車図書館に用いる多様  

な自動車備品や器具の標準化を行うことで，導入費用を抑え，効率的な図書館  

エクステンションサービスを目指した。   

また，図書館エクステンションサービスやその対象者に対する新たな概念の  

提示とその実現に向けた動きが出された。特にカリフォルニア大学のジョッケ  

ルが，自動車図書館を活用した，コミュニティに対する「図書を届ける」の概  

念および利用者の要望に合致したサービスの提供の概念を提示した。このよう  

な概念を実現するには，多額の資金が必要であった。1945年ALAは，連邦議  

会の議員に対し，公共図書館に対する連邦補助金交付を含む法律制定に向けて  

ロビー活動を開始する。度重なるロビー活動の結果，公共図書館のエクステン  

ションサービスに対する補助金交付の規定を有する図書館サービス法が1956  

年制定された。この法律は，図書館サービスを享受していない農村を念頭に置  

いたものであった。このことは，図書館関係者の中で形成された図書館エクス  

テンションの概念を実現する一歩を踏み出したことを意味した。実際に複数の  

州で連邦補助金を活用した自動車図書館の導入と運行が行われ，成果をあげた。  

1964年，図書館サービス法は，図書館サービス建設法に引き継がれ，都市に  

も対象を拡大した。1966年には，図書館サービス建設法の改正が行われ，社会  

的に不利益を被っている人々に対する図書館サービスの提供が明示された。こ  

のことは，対象者を意識することで「図書を届ける」概念をさらに広げて実現  

することに繋がったと評価できる。しかし，補助金という枠組みによって実現  

した概念の実現は，補助金額やその配分に左右される課題も内包していた。   

本章では，連邦の立法政策に軸をおいて検討したことで，アウトリーチサー  

ビスを促進する資金源となった連邦図書館立法政策の変遷については明確にす  
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ることができた。図書館サービス浜や図書館サービス建設法に基づいて各州は，  

補助金を活用する計画書を策定することになっていた。計画書の内容分析を行  

うことで，各州が連邦補助金政策をどのように捉えていたのかを明確にできる  

であろうと考える。だが，本稿では，この各州の計画書の策定状況や内容につ  

いてまで扱うことができていない。この点については今後の課題としたい。  
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第7章 図書館エクステンションサービスからアウトリーチサービスへ  

1960年代，アメリカ図書館界には，連邦による様々な立法政策を意識した動  

きが出てきた。図書館エクステンションサービスに関わる動きも例外ではなか  

った。公民権運動や高齢化など，アメリカ社会を揺り動かす要因は，公共図書  

館エクステンションサービスにも大きな影響を与えた。本章ではこの影響を踏  

まえつつ，それに対応するため公共図書館のエクステンションサービスがどの  

ように変化したのかを明らかにする。  

711アウトリーチサービス登場とその背景  

1954年5月の連邦最高裁判所において行われたブラウン対教育委員会裁判  

の判決で「人種隔離した教育機関は本来不平等である」という見解が出された  

507。そのことで，教育機関においても，人種隔離撤廃や公民権運動の動きが出  

てきた。それまで，この間題に積極的に取り組んではこなかったアメリカ図書  

館協会（AmericanLibraryAssocia七ion，以下ALAと省略する）も1950年代末  

から図書館におけるこの間題に前向きに対応するようになった508。  

1963年A工」Aは，公共図書館のアクセスに関する委託調査を企業・財団・政府  

に対する調査実績のある研究機関である国際研究所509に依頼した。この調査結  

果は，『公共図書館のアクセス』也βCeぶぶわ即ム肋肋∫aカed としてまとめら  

れた510。報告書では，貧困者や黒人が多く居住する地域の図書館数や蔵書数が，  

他の地域と比べ少ない点を明らかにした。ALAは，この状況を間接的差別であ  

るとし，ただ図書館を設置しただけでは，平等に図書館へのアクセスができて  

いないことを指摘した。そして黒人に対する間接的サービスの是正を求めた。   

他方で，図書館サービス法（LibraryServiceAct）が改正され，1964年図書  

館サービス建設法（LibraryServiceandConstructionAc七）となった。1966年，  

図書館サービス建設法第4章には，社会的に不利益を被っている人々という項  

目が設けられ，図書館が不利益を被っている人々に対するサービスに取り組ん  

でいくことを目標に据えた。   

公民権運動の高まりや図書館サービス建設法の改正によって不利益を被って  

いる人々という項目が設けられたことで，各地の図書館は，様々な属性を持っ  

た利用者を発見し，利用者に合わせたサービスをはじめた。この取り組みは，  

図書館関係雑誌に報告され図書館関係者の間で共有化された。図書館界におけ  

る情報の共有化を通じて，アウトリーチサービス（ou止eacbservice）は，その目  

的や位置づけを明確にしていった。   

最も早い時期に，図書館に関係する雑誌の中で，不利益を被っている人々に  

ついて特集したものは，1964年6月の坪油0月工蕗毘エアβび肋血であった511。  
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この号は，「貧困撲滅運動」（Tbewaronpoverty）という特集を組み，貧困の解  

消に対して図書館がどのように貢献できるのかという視点から4本の論考を掲  

載した。これらの記事は，都市を中心とする貧困層のおかれた状況を写真入り  

で紹介するとともに，貧困層に対する図書館サービスのあり方を提示した。  

1964年12月10日，11日には，ニューヨーク州において，不利益を被って  

いる人々に対する図書館サービスの充実と発展を目指す会議が開催された。こ  

の会議では，ニューヨーク市ブルックリン（Brooklyn）区における小学校との  

連携事例やニューヨーク州バッファロー（Bu鮎lo）市の黒人（Ne酢0）に対し，彼  

らの歴史や文化を記した図書や資料の提供を行ったことが紹介された。事例を  

通じ，不利益を被っている人々に対する図書館サービスの現状把握を共有する  

とともに，今後，目指すべきサービスの方向性が話し合われた512。  

1967 年11月，ウィスコンシン大学ミルウォーキー校（University of  

Wisconsin・Milwaukee）において，図書館サービスを享受できずにいる人々に対  

し図書館サービスの在り方を検討する会議が開催された。イノック・プラット・  

フリー・ ライブラリー（EnochPrattFreeLibrary）館長が，図書館サービス  

を享受できずにいる人々に対するサービスに取り組まなければ，図書館は自ら  

のチャンスを央うことになるだろうと指摘した513。このように，図書館関係雑  

誌の記事や図書館に関する会議での話し合いを通じて，不利益を被っている  

人々に対するサービスの必要性が，図書館関係者に認識されていった。  

1968年AIJA に，不利益を被っている人々に対する図書館サービス委員会  

（CoordinatingCommitteeonLibraryServicetotheDisadvan七aged）が設置さ  

れた。委員会の目的は，不利益を被っている人々に対する図書館サービスの充  

実に向けて，活動の中心となることであった。同委員会はAI．Aの多様な活動  

が最大限の効果をもたらすよう方向付けるとともに，評価する役割を担った。  

さらに，同委員会は，AIJAが不利益を被っている人々に関するプログラムを開  

発し，展開するためにどのような分野を扱ってゆけばよいのか，助言する役割  

も担った514。   

不利益を被っている人々に対する図書館サービス委員会は，様々な状況に置  

かれた不利益を被っている人々を把握することから開始した。1969年6月，  

同委員会は，ALA年次総会において，ALAの14にわたる部会や委員会の長か  

ら意見聴取を行った。病院・施設図書館協会（Association ofⅡospitaland  

Ins七itⅥ．tion）の会長であったミルデッド・T・ムーディー（Milded T．Moody，生  

没年不詳）からは「図書館サービス建設法第4章の成果として重要な計画は何か  

あるのか」や「州の施設と公共図書館との連携の方法について」などの意見を  

聴取した。彼女は，前者について，図書館サービス建設法第4章は図書館施設  
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を改善し得ると述べた。後者については，自動車図書館を刑務所に派遣し，公  

共図書館の利用の仕方を教えることで，収容者がコミュニティに戻ってきた際，  

役立つだろうとの意見を述べた515。これらの意見をまとめた 52貫の報告書  

「ALA不利益を被っている人々に対する図書館サービス調整委農会：意見聴取  

会」也ムA（わ0∫血虐ま泡gcβ皿皿招ee∂月〟加Ⅵ∫yβ訂正ceわ班e血豆虐dv丘刀ねge♂：  

烏e虐血gソ516が委員会により作成された。こうして，様々な状況におかれた人々  

が不利益を被っている人々という括りで把握された。   

それぞれの人々に適したサービスの提供が必要であると明確になった中で，  

図書館からサービスを積極的に届けようとする「アウトリーチサービス」とい  

う呼称が使われはじめた。この言葉が図書館界に広がる契機となったのは，  

椛とぉ0月エゴカ毘Jyβぴ〟e血コに「ライブラリー・アウトリーチ」広軌胤γ仇由朋dノ  

の特集の組まれた1969年5月以降であった517。   

この特集号の目的は，編集に携わったジョン・C・フランツ（JobnC．Fran七z，  

生没年不詳）によると，ブルックリン・パブリック・ライブラリー（Brooklyn  

publiclibrary）の取り組みの周知，人々に届けようとする（reach out）という図  

書館の考えや括動に対する謬知の拡大，コミュニティにおける図書館アウトリ  

ーチの概念の普及に貢献することであった。そして，フランツは図書館が以下  

の5つの課題を抱えていることを指摘した51㌔  

1．若者や黒人たちは，図書館の設置された目的を理解して，利用しないだろ  

う。  

2．人々のニーズに応じる際，現在図書館が実施しているサービスだけでは，  

人々に届けようとする（reacbou七）ことが，十分できない。  

3．コミュニティは，図書館を利用する人々に向けた綿密な図書館サービス計  

画と資料廻送計画の決定をしなければならない。コミュニティのニーズを  

満足させるためには，各地方政府の財源に依存するだけでは実現できない。  

4．多様な機能および形態をもつ図書館を維持することだけでは，個々人の教   

育体験（educationalexperience）を支えるのに十分ではない。  

5．特定の図書館機能は地理的な位置により限定されるものではない。過渡期  

における個人を支援する図書館の潜在的な役割を実現するべきである。   

その上でフランツは，これらの課題に取り組むために，図書館に対する新た  

な考えを持つことが必要であると指摘した。この特集号は，各地の図書館員が  

新たな考えを持つよう刺激するアウトリーチサービスに関する計17本の記事  

や論考を掲載した519。これに加えて，1969年から1970年の1年間にAI」Aの  
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発行する媒体には，43本のアウトリーチサービスに関する記事や論考が掲載さ  

れた。その結果，アウトリーチサービスの概念はアメリカ図書館界に広がりを  

みせた。  

1960年代未，不利益を被っている人々に対する図書館サービスの定着とアウ  

トリーチサービスという新たな言葉の広まりにより，アメリカ図書館界の意識  

も変化し，ALAの組織にも影響することとなった。1970年7月3日，ALA評  

議会（council）は，ALA の新しい方向に関する活動委員会（Activities  

Committee onNewDirectionsfbrALA）の助言を踏まえながら，社会的責務  

のため事務局設立を決定した。この決定に従い不利益を被っている人々に関す  

る常設事務局の設置に関する準備が進められた。  

1971年2月，不利益を被っている人々に対する図書館サービス委員会は，  

ALAの求めに応じて，不利益を被っている人々・サービス非享受者の図書館サ  

ービス事務局（Office fbr Library Service to the Disadvantaged and  

Unserved）の設置に関する提案書を提出した520。そして，1971年のALAにお  

いて，不利益を被っている人々・サービス非享受者の図書館サービス事務局の  

設置と予算の承認が行われた5飢。  

1970年代，不利益を披っている人々・サービス非享受者の図書館サービス事  

務局の主導によって，ALAにおけるアウトリーチサービスの活動が推進されて  

いくこととなった。しかしながら，1970年代の初頭までに，各図書館で取り組  

まれていた図書館サービスを届ける伝統的なアウトリーチサービスは，運営体  

制の不備や資金不足の影響を受けて，縮小か撤退に追い込まれていた。1970  

年代のアウトリーチサービスは，後述する連邦補助金による少ない資金を活用  

しながら，新たな革新的な内容をもつ事業として実施されたものが多い。  

7．2図書館サービス建設法改正・延長：1970年・1989年  

1970年代アメリカは，1960年代の連邦政府による莫大な財政支出の反動が  

押し寄せていた。そのような中で，図書館に対する連邦政府の補助金政策も厳  

しさを増していた。1970年9月から10月にかけて，図書館サービス建設法を  

一部修正し，1976年まで延長する法案が，インディアナ州選出の連邦下院議員  

ジョン・プレーデマス（JbonBrademas，1927－）により下院へ，ロードアイラン  

ド州選出の連邦上院議員クレーバーン・デ・ボルダ・ペル（Claiもorne de Borda  

Pell，1918・2009）とテキサス州選出のラルフ・W・ヤーボロー（Ralph W．  

‰rboro明九1903－1996）により上院へそれぞれ提案された。その後，補助金政  

策に積極的な民主党が多数占める連邦下院本会議，連邦上院本会議において，  

順調に審議が進められ，上下院ともに満場一致で法案が可決された522523。  
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1970年12月30日，リチャード・M・ニクソン（RicbardM．Nixon，1913－1994）  

大統領の署名により，改正図書館サービス建設法524は，1976年6月30日まで  

延長となった。成立した改正図書館サービス建設法は，施設入居者や障害者サ  

ービスに関し第4章を第1章に統合する内容を規定した。統合は，施設入居者  

や障害者に対する図書館サービスに対する補助が不必要と認識されたからでは  

なかった。統合されてもなお引き続き重点項目として位置づけられていた。統  

合された第1章の特徴として，教育的・経済的な理由により不利益を被ってい  

る人々に対する図書館サービスの提供を重点項目として追加したことがあげら  

れる。このことは，アメリカ公共図書館の不利益を被っている人々に対するサ  

ービスを担う，「アウトリーチサービス」の推進を意味した。   

しかし，1960年代までのケネディ，ジョンソンの両民主党政権下における積  

極財政およびベトナム戦争の戦費は，アメリカの連邦政府に巨額の財政赤字を  

もたらした。それに対応するため，1971年8月15日共和党出身のニクソン大  

統領は，減税および歳出削減，雇用促進策，金とドルの交換停止などの声明を  

発表した。このニクソンショックと呼ばれる歳出削減方針の影響および就学児  

の減少に伴う連邦教育予算全体の削減525のあおりを受け，共和党政府予算案の  

図書館サービス建設法に対する補助額は，著しく低下した。   

さらに，その方針は，補助金交付方陰にも反映された。ニクソン政権は，そ  

れまでとは異なり，細かく補助金を交付するのではなく，一括して補助金交付  

を行い州政府の判断で使用する新連邦主義（NewFederalism）を掲げた526。ニク  

ソン大統領は，連邦補助金の細分化を行い，特定目的のために補助金交付を行  

うことで，全ての分野を網羅することはできないと考えた。その考えを政策に  

移し，連邦補助金の使い道を州や地方政府の裁量に委ねる仕組みである包括禰  

助金制度を採用した。   

政策は，ニクソン大統領に図書館サービス建設法の廃止を言及させることに  

なった527。しかし，AI．Aなどのロビー活動の影響もあり528，補助金政策に好  

意的な民主党が多数を占める連邦議会予算審議の中で，歳出が認められ，図書  

館サービス建設法に基づく歳出限度額は，維持されていくことになった。  

1973年5月，第93連邦議会において図書館サービス建設牲の改正629が行わ  

れ，第4章に補助金の支出に関する規定を持たない「高齢読者サービス」（01d錯  

readersservice）が追加された。65歳以上の人口が1950年11，601，000人530か  

ら1970年19，470，000人58lへと増加し，急激な高齢化を迎えつつあった。こう  

した社会の状況の急激な変化は，高齢者に対するサービスを法律の独立した章  

として設けさせることへとつながった。すでに以前から各地の図書館において，  

高齢者サービスが取り組まれていた。高齢化社会に向けたさらなる取り組みを  
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推進していく際の法的基盤ができたのである。   

なお1973年，連邦議会の図書館サービス建設法に対する歳出承認額は一時  

的に急増した。1974年8月，図書館サービス建設法は，1965年の初等中等教  

育法改正や障害児教育の計画策定を州に求める内容を含む532教育関係睦改正  

（EducationAmendments）に含めるかたちで，再改正538された。この改正は，  

英語を話すことができない人々に対するサービス計画やその実施を優先的に行  

う内容を含んでいた。  

1975年2月5日，カリフォルニア州選出の連邦下院議員テリー・H・ジョンソ  

ン（恥rry H．Johnson，1907－1988）は，図書館サービス建設法を1978年9月  

30日まで延長する法案を下院議会に提案した。同年12月，下院議会で行われ  

た公聴会では，ALAをはじめとする諸団体が法案に対し支持を表明した。その  

中で，アメリカ連邦教育局のみ法案に反対を表明した。委員会における審議の  

のち，本会議へと上程された。  

1976年2月，連邦下院本会議を賛成378票，反対わずか7票の圧倒的な賛  

同のもとで通過した584。しかし，連邦上院議会では，本会議で法案の討議が行  

われなかった。1977年度は，1974年教育関係改正法を再度改正する暫定的な  

運用により，図書館サービス建設法の1年延長を行った。その間，両院の協議  

などを経て，図書館サービス建設法は，5年間の延長を行うことが決定された5B5。  

1977年10月7日，ジミー・アール・ジュニア・カーター（JamesEarlJr．Carter，  

1924・）大統領が署名を行い正式に延長法636が成立した。この図書館サービス法  

のもと，6，023万ドル（1978年度）から6，750万ドル（1979年度）へと，わずかな  

がら議会の歳出予算承認額も増加し，図書館サービスを享受できずにいた様々  

な立場の人々に対する図書館サービスのモデル事業が展開・促進された。  

1981年8月13日，図書館サービス建設法587は，1984年度まで延長される  

こととなった。1983年，期限の迫った図書館サービス建設法は，修正を加えた  

改正絵素として連邦議会に提案された。連邦議会における審議の後，採決が実  

施され可決した。1984年10月17日，ロナルド・W・レーガン（RonaldW．Reagan，  

1911・2004）大統領の署名により法律が成立した。   

改正された図書館サービス建設法538は，第4章「高齢読者サービス」（01der  

readersservice）などを第1章に統合し，新たに第4章を「インディアン部族・  

ハワイアンネイティブに対する図書館サービス」（LiもraryServicesfbrIndian  

TribesandHawaiianNativesProgram）と修正した。さらに，第5章「外国語  

資料の収集」（ForeignLanguageMa七erialsAcquisition），第6章「図書館に  

よるリテラシー事業」（LiもはryI」iteracyPrograms）を新たに加えた。   

新たに付け加えられた項目は，ネイティブ・アメリカンやヒスパニックなど  
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英語を母語としない人々，低所得者などのリテラシーの低い人々などアメリカ  

社会の周縁部に追いやられている人々を対象とするものであった。既にアメリ  

カ公共図書館は，新たに項目として加えられた人々に対してもアウトリーチサ  

ービスを実施してきた。その後1988年10月31日，図書館サービス建設法の  

第5章「外国語資料の収集」と6章「図書館によるリテラシー事業」を1989  

年度まで延長する法案539が成立した。  

7．3各対象者別サービスの事例紹介   

本節では，前節までで見てきたアウトリーチサ｝ビスを支える枠組みの中で，  

実際に提供されていたサービスの状況を明らかにする。ここでは，ブラウンの  

見解に示された8つの対象層分類540に従って，対象者ごとに取りあげることと  

した。その際，ブラウンによる「不利益を被っている人々のための図書館サー  

ビス」（エカ毘てアβ占∫わceね班e繭8d相月ねged）541で取り上げられた事例など  

に基づき，その取り組みに特徴がみられた公共図書館のアウトリーチサービス  

に分析を加えた。  

7．3．1経済的に不利益を被っている人々へのサービス  

1960年代，都市に貧困層が多く居住していた。公共図書館は，図書館サービ  

ス建設法による補助金の交付などの資金的なバックアップを得ながら，このよ  

うな経済的に不利益を被っている人々に対するサービスを開始した。大都市の  

公共図書館は，都市中心部から人口が流出し，中心部がスリム化する問題に直  

面していた。メリーランド州の最大の都市であるボルチモア（Bal七imore）は，  

1950年の949，708人542をピークに1960年の939，024人，1970年の905，759  

人へと人口の減少傾向が続いた543。その背景には，1960年代造船や鉄鋼など  

の主要産業の低迷が起こり，ダウンタウンから人口が洗出し，スラム街となり  

治安の悪化がみられた。   

スラム街に住む人々は，低所得や失業といった理由で経済的に不利益を被っ  

ていた。このような人々は，自ら図書館を利用する姿勢を持ち合わせていなか  

った。イノック・プラット・フリー・ライブラリーは，ボルチモアのダウンタ  

ウンに所在していた。ボルチモアにおいても，図書館の周辺に経済的に不利益  

を被っている人々が増加するにしたがって，対象となる利用者が変化した544。   

同様の状況は，ミシガン州デトロイト（I）etroit）でもみられた。デトロイトは，  

1950年の国勢調査の1，849，568 人545をピークに1960 年の国勢調査の  

1，670，144人，1970年の国勢調査の1，511，482人へと人口の減少傾向が続いた  

646。デトロイトは，自動車産業で栄えたが，日本車の台頭で，販売不振に陥っ  
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た。その結果，自動車企業およびその関連企業は，社員を大量解雇した。ダウ  

ンタウンでは人口の流出が生じた。その結果，ダウンタウンにはどこにも行く  

あてのない失業者が溢れ，治安悪化が深刻になった。デトロイトのダウンタウ  

ンに位置したデトロイト・パブリック・ライブラリー（DetroitPuも1icLibrary）  

は利用者の減少に見舞われた647。   

こうした状況は，公共図書館が利用者を迎えるために中央館や分館の設備や  

資料の充実をはかっているだけでは不十分であることを示した。イノック・プ  

ラット・フリー・ライブラリーおよびデトロイト・パブリック・ライブラリー  

の両図書館は，従来から自動車図書館を括用し，図書館から遠い地域に居住す  

る人々に対し，図書の貸出しを実施した。それに加えて，大都市の公共図書館  

員は，経済的に恵まれない地域に暮らしている高齢者および療養所に入所して  

いる人々に対して，戸別訪問という方法を通じたサービスを実施した548。   

さらに，大都市の図書館員は，経済的に不利益を被っている利用者のところ  

に出向く方法を採用した。1966年，インナーシティ問題に直面していたニュー  

ヨーク市のブルックリン・パブリック・ライブラリー（Brooklyn Public  

Libra叩）では，「歩道サービス」（SidewalkService）549を開始した。「歩道サ  

ービス」とは，文字通り歩道に自動車図書館を駐車させ，図書の閲覧・貸出し  

サービスを実施するものであった。自動車図書館には，閲覧・貸出し用の図書・  

絵本の他に，図書を読むためのテーブルやいすを積み込んでいた550。自動車図  

書館は，街角・公園・公営住宅団地といった定期的な廻送拠点に一定時間駐車  

し，テーブルやいすを並べ，サービスを提供した。廻送拠点で提供するサービ  

スとともに，経済的に不利益を被っている人々の生活に身近な場所であった，  

食料雑貨店，コインランドリー，診療所等の人々が集まる場・所，人目につきや  

すい場所を選び，図書の閲覧・貸出しを行った551。経済的に不利益を被ってい  

る子どもたちやその親に，図書館の存在を周知するとともに，無料で図書を借  

りられる図書館の存在を知ってもらうきっかけとなった。このサービスの特徴  

は，図書館サービスのPRを行うことで，不利益を被っている人々と図書館サ  

ービスとの接触を創出し，深めようとした点である。   

経済的に不利益を被っている人々に対するサービスは，大都市以外の地方都  

市の公共図書館でも実施された。オクラホマ州タルサ・カウンテイ（Tulsa  

Collnty）は，州第2の都市タルサ市を有していたものの，中心部のスラム化問  

題に直面せず1950年251，686人552，1960年346，038558，1970年401，663554へ  

と人口増加傾向が続いた。タルサ市は，1900年初頭に発見された石油で潤って  

おり，黒人の活躍するビジネス都市であった。しかし，活気ある都市を目指し  

流入した人口には，不利益を被っている人々も含まれていた。そのタルサ・シ  
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テイ・カウンテイ・ライブラリー（Tulsa City・CountyLibrary）では，1968年に  

従来の自動車図書館サービスのイメージを一新するような名称を付した「モー  

ド・モビル・プログラム」（Mod・Mobilepr昭mm）655を実施した。初年度は経  

済機会基金（0餓eeofEconomicOppo頭unityGran七）の10，000ドルによって  

3，000冊のペーパーバック ，雑誌，レファレンスブック，レコード，ステレオ  

テープサウンドシステムと外側に映画スクリーン，後部にプロジェクターを装  

備した556。従来の図書中心の資料構成とは異なり，図書館員が多様な資料を準  

備することで，流行の先端をイメージさせた。天候に応じて晴れた日は，フッ  

トボール，キャッチボールやバスケットといったスポーツを実施した557。雨の  

日は，「モード・モビル」の中でチェッカーゲームなどのボードゲームを提供し  

た。図書の貸出し以外の活動を加えたことで，明るく楽しいイメージを抱かせ  

る工夫を行った。   

さらに同図書館では，クリスマスシーズンにモード・モビル・クリスマス・  

プロジェクト（Mod・MobileCbristmasProjec七）を実施した558。その括動内容  

は，子どもたちを対象とし，赤いリボンで結ばれた図書とキャンディをクリス  

マスプレゼントとして贈るものであった569。この他にも，図書館員は，慈善団  

体などを通じて集めた新品や中古の玩具をこの自動車図書館に積み込み，子ど  

もたちに対して，プレゼントとして配った。また，教会からの寄付を得て，図  

書の貸出しとともに，クッキー，アイスクリーム，地域新聞等を配った560。   

経済的に恵まれない子どもの多くが，図書や図書館とのかかわりを持たず興  

味関心を示さなかった。関心をもたない子どもたちに，図書や図書館に興味関  

心を示すように仕向けるため，子どもたちが関心を持ちそうな催事や遊び，物  

などを組み合わせて提供した。以上のように，不利益を被っている人々に対す  

るアウトリーチサービスは，図書館員がまず，対象者と接触を持ち，図書や図  

書館に関心を抱いてもらうような取り組みからはじめなければならなかった。  

1970年代の連邦政府の赤字財政やオイルショック，インフレーションなどの  

経済を取り巻く状況は，多くの経済的に不利益を被っている人々にとって厳し  

い状況であった。この時期に至っても，経済的に不利益を被っている人々の中  

に，図書館を知らない人々や図書館サービスが有料であると考える人々が数多  

く存在した661。図書館を少しでも身近なものとして活用してもらうために，  

種々様々なプログラムを通じて，図書館側は積極的なPRを行った。   

‾1973年，デトロイト・パブリック・ライブラリーでは，図書館員が地域分館  

へ4つの引き出しのあるキャビネットを持って向かった。キャビネット内には，  

コミュニティに関する情報ファイルの複製物を入れていた。それは，不利益を  

被っている人々に提供された。それが「情報の場（Tもeinfbrmationplace）プロ  
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グラム」562である。このプログラムは，常勤の図書館員2人，パートタイムの  

ソーシャルワーカー2人と事務員1人によって運営されていた。   

また，ワシントン州の北中央部は，人口の微増が見られる小規模な都市や町  

が点在していた。そこには，地域に所在する図書館がノース・セントラル・リ  

ージョナル・ライブラリー（North CentralRegionalLibrary）システムを形  

成し，自動車図書館サービスを実施した563。さらに1960年代108，241人564から  

1970年代208，470人565に人口がほぼ倍増したニュージャージー州のオーシャ  

ン・カウンテイ（OceanCoun七y）には，ロングビーチ・アイランド・パブリッ  

ク・ライブラリー（LomgBeacbIslandPⅥblic工Jiもra叩）が設置された。   

両図書館では，図書館員が，資料リストの郵送サービスを行ったり，文献リ  

ストを貧困地域の家庭に配ったりした566。そのリストに基づき，貧困地域の利  

用者が希望した図書を配送するサービスを実施した。この方牲は，人口の増加  

する地域において，自動車図書館のサービス・ステーションを増やすよりも費  

用が安価で済むとの理由で導入された567。さらに，図書館員は，経済的に不利  

益を被っている人々のニーズを把握するために，戸別訪問を行った。図書館員  

は，リストに基づき寄せられた要望や戸別訪問の成果を踏まえながら，ニーズ  

に適した図書を届けようと努めた。  

7．3．2身体障害を抱えた人々へのサービス   

身体を自由に動かすことのできない人々に対するサービスは，必要性が認識  

されながらもなかなか実施されずにいた。このような中で，1966年，図書館サ  

ービス建設法の第4章に視覚障害者や身体障害者を対象とする図書館サービス  

のための補助金の交付規定が付け加えられたことにより，この種のサービスの  

充実につながることとなった568。   

法律改正と同年の1966年，カリフォルニア州最大のロサンゼルス・パブリ  

ック・ライブラリー（Los Angeles Puもhcl。iもrary）では，療養所と病気の患  

者が暮らしている高齢者の家庭を対象として，「友好的訪問プログラムを通じた  

高齢者の業務」（Senior Citizen7s affairs throughits friendly visitor，s  

program）569を実施した。その内容は，図書館員が，療養所や病弱者のいる高  

齢者の家庭を訪問し，図書館についてオリエンテーションを行い，図書館利用  

教育を施すとともに，図書の宅配サービスを実施するというものであった。   

このような身体障害を抱えた人々に対するプログラムは，図書館サービス建  

設法の資金によって多くの図書館で実施された570。訪問プログラムを実施した  

図書館は，自治体・教会・学校・福祉施設などに対し，図書館と訪問プログラ  

ムなどの図書館サービスの説明が書かれたパンフレットを郵送した。また，パ  
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ンフレットを一方的に郵送しただけではなく，対象者の自宅に電話をすること  

によって求めているニーズを把握した。   

電話を活用した取り組みは，オハイオ州のシンシナティ・ハミルトン・カウ  

ンテイ・ライブラリー（PublicLibraryofCincinnatiandHami1tonCoun七y  

Library）で取り組まれた571。シンシナティの人口は，1960年502，550人から  

1970年に452，524人572へと減少し，利用者の減少傾向がみられた。そのため，  

図書館は新たな利用対象者の開拓を迫られた。シンシナティ・ハミルトン・カ  

ウンテイ・ライブラリーは，身体的な理由で，屋外に出かけることの難しい人々  

に対して，電話を活用し，対象者の読書レベル，興味や読書習慣を把握しよう  

と試みた578。この情報や対象者のニーズに合わせて，図書が届けられた。また，  

聴覚に障害を負った対象者に対しては，図書館側が定期的に物語のキーワード  

を利用した読唇術による読み聞かせを行った574。   

さらに，児童サービス担当の図書館員は，障害をもった子どもの通う学校を  

訪問した676。養護学校訪問により，子どもたちの障害の状態や発達段階などの  

状況を把握できた。それを踏まえ，それぞれの置かれた状況に応じた図書の紹  

介が行われた。  

1970年代，障害を抱えた人々は，「自立生活運動」（Independent Living  

Movement）を開始した。この運動は，障害を抱えた人が自らの意思と責任に  

基づき地域社会で生活していくため，環境を獲得していこうとする動きであっ  

た。図書館サービス建設法も，障害を抱えた人々に対する図書館サービス推進  

のための補助金を継続的に支出した。この動きは，公共図書館のアウトリーチ  

サービスにも少なからず影響を及ぼしたといえる。公共図書館は，障害者団体  

などと連携しながら活動を展開させた。   

例えば，メイン州小都市バンガ一に所在するバンガー・パブリック・ライブ  

ラリー（BangorPⅥ．blicI．iもrary）では，地域の女性クラブの団体活動を通して，  

無料で図書を郵送し，自宅から外出できない障害を持った人々に対するサービ  

スを開始した576。図書館が生活に役立つことを理解してもらうため，地域の聴  

覚障害者団体と共催で図書館の見学会を実施した。見学会終了後，障害を抱え  

た人々の現状やニーズを把握するために懇談会が開催されることもあった。   

ニュージャージー州のモントクレアは，ニューヨーク市マンハッタンから約  

20キロの距離に位置し，1970年44，043人の居住する小都市であった577。  

そのモントクレア・パブリック・ライブラリー（Mon七clair Pu．blicI」iもrary）  

では，身体的な障害者を抱えた人々などに対して，「家庭配本」「自宅配本」な  

どと呼ばれる宅配サービスを実施した578。このサービスは，1回4冊で25セ  

ントの費用を徴収したが，多くの利用があった。  
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この他，自立しようとする障害を抱えた人々の個別的なニーズを把握する試  

みもみられた。シンシナティ・ハミルトン・カウンテイ・ライブラリーでは，  

図書館員が対象者の家々に電話をかけて，ニーズを聴取したり，各家庭へ出向  

いて，読書支援を実施したりと個別的な対応をとった。また，オクラホマ州，  

タルサ・シティ・カウンテイ・ライブラリーでは，個人の家に図書を配達した57㌔   

身体的な障害を抱えた人々は，図書館を訪問することが難しい場合が多かっ  

た。それは，図書館の書架に並べられた豊富な蔵書のなかから資料を選択する  

ことができないことを意味した。それを踏まえ，図書館員は，彼らのもとへ資  

料を届ける際，できる限り多くのニーズに見合った資料を持っていくように心  

がけた。これに加えて，来館せずとも情報を入手することができるように，新  

着図書リストや新刊案内などを郵送した。また，図書館員は，身体的な障害を  

抱えた人の家を訪問し，新着図書リストや新刊案内を届けるとともに，関心の  

ある主題の文献紹介なども行った。  

1986年，聴覚障害者図書館友の会（Friendof工」ibraries払rDeafAe七ion）が結  

成され，身体的な障害を抱えた人々は，図書館サービスを積極的に活用しよう  

と動き出した。一方で，この時期は，聾唖用通借機器（telecommunications  

device払rthedeaf）680サービスと電動機械式タイプライター（teletypewriter）  

581サービスとなどを用いたサービスの拡充を図った。例えば，カリフォルニア  

州リバー サイド・パブリック・ライブラリー（RiversidePublicLibrary）は，耳  

が不自由な人に，TTYを活用した情報提供サービスを実施した。  

7．3．3精神的な障害を抱えた人々へのサービス   

公共図書館が，精神的な障害を抱えた人々に対してサービスを実施していく  

には，精神病院など他機関との連携が必要であった。精神的な障害を抱えた人々  

にサービスをする場合には，図書や資料を精神病院などに配達した。1962年，  

ケネディ大統領の教書582に端を発した脱施設化政策が進められていた5朗。  

1960年代，アメリカでは精神病院の病床を減らす動きが出てきた584。精神的  

な障害を抱えた人々の退院を促進させる動きは，公共図書館のサービス対象と  

しての精神的な障害を抱えた人々を拡散させることとなった。このことは，公  

共図書館のアウトリーチサービスの対象者として把握し，サービスを提供して  

いくことを困難にさせた。しかし，精神的な障害を抱えた人々は社会に戻った  

としても，仕事を得ることが難しく，例え仕事を得たとしても継続が困難な状  

況であった。仕事がない精神的障害を抱えた人々は，大都市でホームレスにな  

ることが多かった。精神的な障害を抱えた人であっても精神病院に入院してい  

なければこの対象者として認識されず，経済的に不利益を被っている人々や他  
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の対象者として認識されたといえる。したがって，精神的な障害を抱えた人々  

のサービスはあくまでも精神病院に入院している人たちに限定されたものであ  

った。  

1960年代，精神障害者に対する連邦政策を受けて，精神病院に入院する者が  

1960年の611，000人から，1970年には，391，000人へと減少した585。公共図  

書館は，引き続きこうした精神病院の入院者に対するサービスを行っていたも  

のの，その取り組みは少なくなった。他方，公共図書館は，知的障害を抱えた  

子どもたちに対しサービスを実施しはじめた586。   

ワシントン州の太平洋に面した港湾都市，タコマ（Tacoma）587を含めた周  

辺地域がピアース・カウンティであった。その地域に所在する複数の図書館  

を運営統括するピアース・カウンテイ・ライブラリー（Pierce County  

Library）システムでは，知的障害を抱えた子どもに対する図書館サービスに  

取り組んだ。同園書館システムは，知的障害をもつ子どもが利用しやすいよう  

な，映画，スライド，映写機，地図，写真，レコードプレーヤー，カセット，  

地球儀，文字学習のための図書，布本，パズル，3次元のキット，映画，単純  

な単語ゲー ムなどを準備した58㌔ 図書館員は，準備した多種多様の資料を，  

知的障害の子どものいる施設へと運び，提供した。また，知的障害児に対する  

サービスは，図書館サービス建設法の補助金だけではなく，シンシナティ・ハ  

ミルトン・カウンテイ・ライブラリーのように，知的障害者のための基金を活  

用してサービスする場合もみられた。  

7．3．4人種隔離の影響を受けている人々へのサービス  

1960年代は，黒人に対する社会的な認知が高まりを見せた時期であった。こ  

れを反映して，図書館関係雑誌に数多くの記事が掲載されるなど，図書館界は  

この問題に大きく関心を寄せていった。  

1960年12月号のLlbrauhumalt＝は，エステス・ライス（EstesRice，生  

没年不詳）による「隔離された図書館」が掲載された589。この論考の中でライ  

スは，「大多数の南部の公共図書館では，黒人は税金を払っているのに中央図書  

館を利用できず，せいぜい黒人用分館の貧弱な蔵書しか活用できない。それは  

黒人への図書館サービスが実証されていないことを意味する。また，南部には  

黒人は読書に関心がないと考えている図書館員さえいる」590と黒人の置かれた  

状況を指摘した。   

ライスは，図書館における人種隔離，具体的には黒人が充実した図書館サー  

ビスを享受できていないことを問題としてあげたのである。その解放策として，  

ALAが隔離撤廃に向けて，具体的な行動を取るように求めた691。南部では，公  
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共図書館の理事に黒人を任命する動きがあった一方で，長年の状況をすぐに変  

更することは難しかった。このような背景のもとで，南部よりも，北部や大都  

市の公共図書館において，黒人に向けたサービスが充実していく傾向がみられ  

た。  

1960年のイリノイ州シカゴの人口は，3，550，404人であり，そのうち黒人人  

口は812，637人（22．8％）であった592。そのため，まとまったサービス対象層  

として捉えることができ，シカゴ・パブリック・ライブラリー（CbicagoPublic  

Library）では黒人に向けたサービスを積極的に実施した59㌔ シカゴでは，多く  

の黒人居住地域の学校，集合住宅など自動車図書館のステーションとして位置  

づけ，定期的なサービスが実施された594。シカゴ・パブリック・ライブラリー  

の自動車図書館は，地域のニーズを踏まえながら，簡単な言葉でわかりやすく  

書かれたペーパーバック2，500冊を積み込んでいた595。さらに，自動車図書館  

には，拡声器やレコード再生装置が装備されるとともに，映画などの映像を上  

映することが可能なフイルム・プロジェクターが備えっけられた。自動車図書  

館は，図書の貸出しの他に，しばしば上映会も開催した。その上映の際に利用す  

るためのいすを12脚用意した。また，貧困層が多くを占めるため，図書の紛  

失や未返却が多いことを考慮し，紛失や延滞をした際に，一般的に徴収されてい  

た罰金や弁済を求める規定を設けなかった。このことは，間接的な要因ではあ  

ったものの，このサービスが効果をあげる上で寄与したと考えられる。   

ニューヨーク・パブリック・ライブラリー（NewYbrkPublic工ノibrary）では，  

図書館員が黒人の多く居住する地区を訪問し，地域の実態を把握することから  

図書館サービスがはじめられた。この図書館員によるニーズ調査は，他の地域  

よりもハーレム地区の黒人の方がAV資料を好み，利用する割合が高いことを  

明らかにした。さらに，ハーレム地区に住んでいる人々の多くは，黒人に関連  

する図書や，黒人アーティストのレコードなどに強い関心を持っていることも  

明らかにした。図書館員は，こうした地域の状況やニーズに対応したサービス  

を実施するために，市民権や差別廃止や黒人音楽などを主題とするAV資料を  

積極的に収集した。図書館員は，これらのAV資料を積極的に提供した596。   

同様の取り組みは，ニュージャージー州のモントクレア㌧パブリック・ライブ  

ラリー（MontclairPublicI」ibrary），ミズーリ州のセントルイス・パブリック・  

ライブラリー（S七．LouisPuも1ic工Jibrary），カリフォルニア州のサンフランシ  

スコ・パブリック・ライブラリー（San翫anci＄CO PⅦも1ie Liもrary）などで実  

施された。1966年，これらの図書館では，住民の過半数を黒人が占める地域に  

対して，自動車図書館を活用したサービスを行った。この当時，自動車図書館  

によるサービスは，平日だけの運行が一般的であった597。  
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ニューヨーク州チェマング・カウンティのステイール・メモリアル・ライブ  

ラリー（SteeleMemorialLibraryofChemungCoun七y）は，このサービスを  

周知させるためにパンフレットを準備し，黒人のよく利用する商店，教会，学  

校，事務所や，社会福祉機関，コミュニ ティ・センターなど，黒人の目に留ま   

りやすい場所に置いた598。パンフレットの設置場所と同じように，サービス  

を実施する自動車図書館のステーションの場所も黒人が多く集まる食料雑貨  

店の駐車場や住宅地区の近くが選ばれた。自動車図書館は，平日午前7時から  

午後9時まで，土曜日は，午後2時から5時までの間，決められた廻送ステ  

ーションを訪問するために運行された599。   

オクラホマ州のタルサ・シティ・カウンテイ・ライブラリーでは，経済的に  

不利益を被っている人々に対するサービスの提供を実施するだけではなく，黒  

人に向けたサービスを提供した。この図書館では，夏季に公園に集まってくる  

黒人の子どもを対象に自動車図書館の運行を実施した。タルサ・カウンティで  

は，公園の他にも，黒人の子どもの多い地区にある運動場や街角，子どもたち  

が集まりそうな場所に自動車図書館ステーションを設けた600。公園では，子ど  

もたちが興味を示しそうなペーパーバックを机の上に数冊並べ，子どもたちが  

自由に手にとることができるようにした601。読書経験の少ない，黒人の子ども  

は，自動車図書館に積載された数多くの図書から，図書を選ぶことが困難であ  

った。そのような子どもたちが，図書に関心を持ち，自ら進んで選択できるよ  

うになるためのきっかけを与えるために，図書館員は読書指導も行った602。こ  

の自動車図書館によるサービス・ステーションは，子どもやその親が多く集ま  

ることで，地域の交流をはかる場としても位置づけられていた。   

黒人へのサービスで一番配慮された点は，資料の選択にあった。多くの図書  

館で，内容の易しいペーパーバックやAV資料などが準備された。AV資料は黒  

人利用者の中で人気が高く，その理由には識字能力を持たない黒人でも，音声  

や映像による資料から，容易に内容を理解できたからである。また黒人は経済  

的に恵まれないことも多く，実際には経済的に不利益を被っている人々向けの  

サービスも享受していた。  

1970年代，大都市において黒人の多く居住する地区に分館が設置された。設  

置された分館は，黒人に多かった読み書き能力の低い人でも使えるように，成  

人向け図書と児童向けの図書が嶋緒に配架された。また，ビデオ，カセットテ  

ープ，レコードなどの資料も準備された60㌔しかし，それは一部の状況であり，  

未だ多くの黒人は満足した図書館サービスを享受できずにいた604。   

こうした，読み書き能力が必ずしも十分ではない黒人の状況を踏まえたサー  

ビスは館外サービスとしても取り組まれた。カリフォルニア州リッチモンド・  

167   



パブリック・ライブラリー（RichmondPublicLibrary）では，「移動アウトリー  

チ・プロジェクト」（MobileOutreachProject）605が実施された。このプログ  

ラムは，自動車図書館で図書を貸出しするとともに，黒人が好むような映画の  

上映を行った。映画を上映しない時は，黒人の好む音楽やラジオ番組を流すこ  

とで，図書館サービスに関心を持つよう仕向けた。  

7．3．5刑務所や病院，その他の施設にいる人々へのサービス  

刑務所  

1960年末，連邦および州の刑務所施設に収容されている囚人は，212，957人  

となった606。この数は，1950年と比べると 5万人以上増えていた。しかし，  

多くの刑務所図書館は，不十分なものでしかなかった。1960年代，ALAは，  

刑務所図書館における受刑者の読む権利，情報ヘアクセスする権利，自由な言  

論の検閲からの擁護といった課題を認識した607。この課題は，刑務所図書館に  

対する連邦政府の補助金で改善されていった。1966年，図書館サービス建設法  

が改正され，州の設置する刑務所の図書館や収容されている人々に対する図書  

館サービスを充実させるために，連邦政府が州政府を通じて補助金交付をはじ  

めた。それ以前の収容者に対する図書館サービスは，各施設で個別に実施され  

てきた。法律によって，補助金を分配する州図書館振興機関との連携を強化さ  

せた。   

その一方で，モンタナ州の州都に所在するヘレナ・パブリック・ライブラリ  

ー（HelenaPⅦも1icI．ibrary）やミネソタ州の大都市に所在する，ミネアポリス・  

パブリック・ライブラリー（Minneapolis PⅦも1icI．iもrary）のように，地域の  

図書館が刑務所の収容者に向けたサービスを試みる場合もあった。既に，多く  

の刑務所には，図書館施設があった。しかし，公共図書館の除籍本などから構  

成される貧弱なコレクションしか持ち合わせていなかった。そうした状況に対  

応するため，リクエストを受けた図書を箱に詰めて刑務所に届けるサービスを  

実施した。自動車図書館を活用する場合は，図書と一緒にレコードプレーヤー  

などの機器も持ち込まれ，音楽を流すこともあった608。   

しかし，多くの図書館では，刑務所に対して直接自動車図書館サービスを提  

供することが難しい状況にあった。そのため，一般的な形態としては，施設内  

の利用者が蔵書目録から読みたいものを選び出し，要求された図書を図書館が  

刑務所へ郵送するという方式がとられた。  

1970年代，刑務所の収容者に対するサービスは，主に自動車図書館によって  

実施された。この人々に対するサービスは，一般的な図書を届ける他に，仕事  

に関する情報や教育に関する情報など出所後に役立つ資料や情報の提供も含ま  
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れていた。   

刑務所の収容者に対するサービスは，イリノイ州シカゴ・パブリック・ライ  

ブラリー，ミシガン州デトロイト・パブリック・ライブラリー，インディアナ  

州プラスキ・カウンテイ・パブリック・ライブラリー（P山askiCoun七yPublic  

Library），テキサス州ウニーコ・パブリック・ライブラリー（Waco public  

Library），ヴァージニア州フェアファックス・カウンテイ・パブリック・ライ  

ブラリー（Fair臨ⅩCounty Puも1icI」ibrary），オクラホマ州タ／レサ・シティ・  

カウンテイ・ライブラリー，ワシントン州タコマ・パブリック・ライブラリー  

（Tacoma Public Libはry）などの刑務所が所在する都市の図書館により取り  

組まれていた609。  

病院   

アメリカの図書館では，第一次世界大戦期，第二次世界大戦期を通じて，軍  

事病院の入院患者に対するサービスを実施した。そのような背景のもとで，入  

院患者に図書を届けるサービスは人々によく知られていた。公共図書館が，病  

院の入院患者に対して，サービスを提供する場合には，病室に届ける方式が一  

般的であった610611。図書は，明るい主題を中心に選書され，病気や死を主題と  

したものを避ける傾向があった。公共図書館は訪問担当の図書館員を置き，病  

院訪問を行った。  

1960年代，先に言及した公民権運動の高まりと共に患者の権利を主張する運  

動も盛んになった61㌔ しかし，こうした患者の権利を主張するような利用者に  

見合った医療情報を積極的に提供する動きは，ほとんど見ることができなかっ  

た。   

オハイオ州の第2の都市であるクリーブランド（Cleveland．）は，重工業の停滞  

と人口流出による，中心部がスラム化する問題に直面していた。ダウンタウン  

には，黒人やヒスパニックが流入し，多く居住していた。利用者の減少に直面  

したクリーブランド・パブリック・ライブラリー618は，館内サービス以外の図  

書館サービスの1つとして病院へのサービスを実施した。同館による病院サー  

ビスは，公共図書館内に病院サービスを担当する部署を設けて専任図書館員を  

配置した上で実施した614。図書館員は，病院内に拠点を持ち，公共図書館から  

の配本サービスにとどまらない，サービスを提供した。多い時には，週に3回  

の訪問を図書館員が行い，各病室の患者を巡って図書を提供した。また，病状  

に合わせて必要となる「読書補助具」（rea揖ngaids）615の貸出しも実施された。   

自動車図書館を用いた同様の取り組みは，ワシントン州の大都市シアトルで  

も行われた616。1976年，シアトル・パブリック・ライブラリー（SeattleI〉Ⅶblic  
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Library）では，分館に3台の自動車図書館を配備した。シアトルの自動車図書  

館は，43の病院や老人医療施設に対して，サービスを実施した。病院や老人医  

療施設に対するサービスの場合は，小型の自動車図書館が使用された。自動車  

図書館内部に積み込んだブックトラックは，病院や老人医療施設に到着すると，  

自動車図書館後部のリフト装置を使って降ろされた。図書館員は，このブック  

トラックを押して，各病室に図書を届けた。  

7．3．6高齢者へのサービス   

アメリカが高齢者に対して，図書館サービスを積極的に取り組むようになっ  

たのは，1961年ホワイトハウス高齢化問題会議（WhiteHouseConf由enceon  

Aging）617からであった。この会議には，ALAを中心に多くの州立図書館から  

図書館員が参加した。  

1960年代，連邦政府は高齢者に対する図書館サービスを拡充するため，1964  

年，図書館サービス建設法618を設立させた。こうした，図書館サービス建設綾  

などの高齢者の図書館サービスに関連する立法政策のもとで，高齢者に対する  

シニア・センター（SeniorCenter）などの施設が全米に設けられた。そうした状  

況の中で，公共図書館も高齢者に対する取り組みを本格化させた。   

ウィスコンシン州のミルウォーキーーパブリック・ライブラリー（Milwaukee  

puも1icLibrary）では，「60歳以上（0ver60）のプログラム」619として位置づけ  

た高齢者向けのサービスを実施した。このプログラムは，先にあげた老人福祉  

法に基づく連邦資金の交付を受けて実施された。このプログラムによるサービ  

スは，図書館側が病院・入所施設・家などから離れることの困難な高齢者に向  

けて，図書を届けるものであった。   

図書館員は，高齢者が住んでいる家庭を訪問し，サービス対象者と世間話な  

どを行った。この訪問による高齢者との会話を通して，それぞれの利用者の読  

書傾向を図書館員は把握していた。それに基づき，利用対象者の個人のファイ  

ルを作成し，視力の状態や関心のある読み物，図書の利用状況等を細かく記録  

した。図書館員は，作成した個人ファイルに基づき，それぞれの高齢者に必要  

な図書や図書以外の資料などを届けた620。  

1960年代以降，アメリカの高齢者人口は増加し続けていた。それに伴い高齢  

者に対する認識は大きくなった。先に触れたように，1973年5月，図書館サ  

ービス建設法の改正が行われ，「高齢読者サービス」が独立した項目として設け  

られた621。このことは，公共図書館が高齢者サービスを優先して取り組むべき  

課題であることを示していた。   

さらに，ALAは，1964年採択の「高齢者に対する図書館の責任」（Liもmry，s  
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ResponsibilitytotheAging）622を1970年，1971年と改訂し，高齢者の図書  

館サービス計画策定に高齢者を参加させる等の項目を追加した623。またALA  

は，1975 年に「高齢者層への図書館サービスのためのガイドライン」  

（GuidelinesfbrLibraryServicestoanAgingPopulation）624を公表した。  

このガイドラインの内容は，高齢者に対する図書館サービスを取り組もうとす  

る図書館員が他機関との協力や高齢者にみあった施設設備の整備を求めるもの  

であった。それらにより高齢者に対する図書館サービスの必要性が認識され，  

各図書館のサービスに結びついた。この時期のアウトリーチサービスは，停滞  

を迎えていたが，高齢者に対するサービスはむしろ活発であった。  

1977年10月，アラバマ州チョクトー・カウンテイ・パブリック・ライブラリ  

ー（ChoctawCountyP11blicLib柑ry）は，800冊あまりの図書を準備し，高齢者  

などに郵送で図書を配送するサービスを開始した625。マサチューセッツ州ジョ  

ーンズ図書館（JonesI．ibrary）では，「シニア・サービス」（SeniorService）と名  

付けたサービスを実施した。高齢者センターや高齢者療養施設での上映会や団  

体貸出しを行うとともに，個別のニーズに応じた録音図書の配送サービスなど  

も実施した626。   

ワシントン州ピアース・カウンティ図書館では，図書館員が図書を積んだブ  

ックカートを図書館配達用の自動車図書館に乗せて図書を届けるとともに，高  

齢者がいる病院や施設を訪問し，読み聞かせなどのサービスを行った627。1981  

年図書館サービス建設法により高齢者を対象とする事業に対して，557，096ド  

ルが支出された。同年の図書館サービス建設法の公共図書館サービスに関する  

補助金の議会承認額が6，000万ドルであった。このように1980年代には，図  

書館サービス建設法に，高齢者に対するサービスの条項が設けられていたが，  

高齢者を対象とするサービス予算は予算全体の2％にも満たない状況が続いた  

628629 0   

この時期，高齢者向けのサービスとして行われていたのは，大活字の図書提  

供であった。また，入所施設や自宅への図書郵送サービスや高齢者の自宅訪問  

するサービスなど，何らかの館外サービスを半数近くの図書館が実施していた。  

1984年から1986年にかけて，ニュージャージー州立ラトガース大学（RⅦ七gers，  

TheStateUniver＄i七yofNewJersey）は，アメリカ公共図書館593館を対象と  

して，高齢者向けと明示したサービスまたは利用者の半数以上が高齢者である  

図書館サービスの実施状況についての調査を行った680。この調査は，1971年  

の全米調査の再調査として位置づけられていた。調査は，2段階で実施された。  

1984年から実施された段階1は，1971年の対象を中心とする390館の高齢者  

向け図書館サービス状況調査であった。1986年から実施された段階2は，25000  
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人以上の自治体の図書館から540館を選定し，高齢者向けの図書館サービスの  

状況を調査した。調査の結果，録音図書や大活字図書の提供，自動車図書館に  

よるサービス，資料の郵送などのサービスに取り組む図書館の状況を明らかに  

する調査であった631。  

7．3．7児童へのサービス   

経済的に貧しい家庭で育った子どもたちは，スペイン語を使用している場合  

が多く，言語による制約もみられた。そのような子どもたちが住む環境には，  

図書の数も少なければ，図書館の数も少ない状況にあった。   

前述した，シンシナティ・ハミルトン・カウンテイ・ライブラリーでは，「プ  

レイ・モビル・プロジェクト」（Play－mObile Project）と題した，貧しい地域  

の子どもたちを対象とするアウトリーチサービスを実施した632。準備された自  

動車図書館は，「プレイ・モビル」と呼ばれた。「プレイ・モビル」には，6歳  

から12歳を対象としたペーパーバック1万冊から，集まってくる子どもの状  

況を踏まえながら選書されたペーパーバックが積み込まれた。さらに，ペーパ  

ーバックの他に，野球ボール・バレーボール・クラフト（切り紙）などの遊び道  

具が備えられた。「プレイ・モビル」は，朝9時半から夕方6暗まで，貧しい  

地区の子どもが集まる場所を巡った。その結果，10週間に6，000冊のペーパー  

バックが貸出しされた。このプレイ・モビルは，図書館を知らない人々に，図  

書館の存在を知ってもらうための1つの契機となった。   

似たような取り組みは，テキサス州でも行われた。1968年，ダラス・パブリ  

ック・パブリック・ライブラリーでは，「ショウ・モビル」（Sbow・mObile）68B  

と銘打った自動車図書館を活用したサービスを実施した。この自動車図書館も  

単に図書を貸し出すに留まらず，興味関心を促すようなプログラムを組み入れ  

た。   

また，ノースカロライナ州では，中央ノースカロライナ・スーザン地域ライ  

ブラリー（SusanE．ernoftheCentralNorthCarolinaRegionalLibrary）1975  

年に図書館サービス建設法の資金を用いて，教育・娯楽代替センター  

（Al七ernative Centers fbrEducationand En七ertainment）と呼ばれるアウトリ  

ーチサービス事業を開始した634。この事業は，ティーン・マシーン（teen  

machine）と名づけられた自動車図書館にカーペットを敷き，AV機器を揃えて，  
移動読書センターの役割を果たした。さらに，彼らの抱える問題の解決を支援  

する組織の名簿を配布した635。こうした活動を通して，10代の若者に対して，  

図書館サービスの提供を実施した。  
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7．3．8英語の使用に不自由な人々へのサービス  

1960年代，アメリカの義務教育就学率は，限りなく100％に近づいた。この  

事実は，アメリカに非識字者がいなくなったように感じさせた。しかし，状況  

は全く異なっていた。多くの人は，文字を読むことができたものの，図書や新  

聞，電化製品の取扱説明書などの文章を理解することができない人が，65歳以  

上の黒人のうち2割近くを占めていた636。このような多くの人々は，経済的に  

不利益を被っている人々か移民であった。こうした状況は，アメリカ公共図書  

館が全く文字を使うことができない人々とともに，多くの読解能力の低い人々  

に対するサービスを実施していく背景となった687。   

メリーランド州モントゴメリ・パブリック・ライブラリー （Mont卯mery  

PublieI．ibrary）では，成人を対象とする読み書き能力育成のためのプログラ  

ムを実施した688。また，ミシガン州カラマズー・ パブリック・ライブラリー  

（Kalamazoo‡）ublicIJibra叩）では，「リテラシー・トレーニング・プログラム」  

（1iteracytrainingprogram）が開始された639。さらに，カリフォルニア州ロ  

ングビーチ㌧パブリック・ライブラリー（Lo喝BeacbP11blieLibrary）で軋「ひ  

とりがひとりを教える」（EachOneTeacb．One）というコンセプトを掲げた個別  

訪問プロジェクトを実施した640。   

以上のように，非識字者に対する支援641は，文字を使用できるようにするプ  

ログラムとともに，非識字者それぞれの状況に合わせて，個別的な対応をとる  

こともあった。1970年代，非識字者の置かれた状況に大きな変化はなかった。  

公共図書館は，黒人，移民，スペイン語を使用する親元で暮らす子どもたちを  

対象に，識字能力の向上を図る取り組みを実施した。  

1970年から，就学前の子どもを対象としたテレビ番組「セサミストリート」  

（Sesame Street Program）を活用した取り組みを開始した。テレビ放映を視聴  

した後で，図書館員が関連する話を行ったり，絵本の紹介を行ったりした。ミ  

シガン州カルマズー・パブリック・ライブラリ←も分館にカラーテレビを設置  

し，セサミストリートの放映と内容のディスカッションを行った642。それ以外  

にも，カリフォルニア州ソノマ・カウンテイ・ライブラリー（Sonoma County  

Library）では，スペイン語を使用する人々に英語を教授する「リテラシー・ク  

ラス」（1iteracy class）を開催した643。こうした図書館内の取り組みだけでは  

なく，館外サービスとして実施されるものもあった。  

移民－ ヒスパニックへのサービス   

ヒスパニックは，第二次大戦中メキシコ政府との間に結ばれた契約労働者導  

入に関する政府間協定に基づき，1964年末までにのべ500万人におよぶメキ  

173   



シコ人がアメリカで働いた。この他に，非合法に越境してくる不法滞在のメキ  

シコ人も存在した。また，1959年のキューバ革命によって，キューバ人約8  

万人がフロリダに亡命してきた。1962年のソヴィェトによるキューバのミサイ  

ル基地建設とそれに対抗するアメリカの海上封鎖に端を発するキューバ危機が  

発生した644。キューバ危機に対する連邦政府の対応に失望した，多くの亡命キ  

ューバ人はキューバに帰国することをあきらめた645。その後も，アメリカの経  

済封鎖で困窮したキューバ人が難民として押し寄せた。   

しかし，1960年代初頭，多くの公共図書館員たちは，スペイン語を使用する  

人々に対するサービスにほとんど関心を払っていなかった。スペイン語を使用  

する人々には，プエルトリコ，メキシコ，キューバ ，中南米出身の人々が含ま  

れた。多くの図書館員は，スペイン語を使用する子どもや若者が図書館よりも  

他の事に関心があるため図書館に来館しないと考えていた。そのような人々か  

らすれば，英語の資料を揃えただけの図書館では不十分であった。キューバ人  

の多かったフロリダのマイアミでは，彼らに対する図書館プログラム策定に図  

書館管理職の支持を得られず，スペイン語を使用するコミュニ ティの構成や関  

心について明確な考えを持っていなかった646。図書館がキューバ人コミュニテ  

ィの存在に無関心であった。   

その一方で，スペイン語を使用するコミュニ ティに対する図書館サービスを  

積極的に展開する地域も存在した647。カリフォルニア州では，カリフォルニ  

ア・ステート・ライブラリー（Cali知niaStateLibrary）の支援を受けたオーク  

ランドの図書館が，スペイン語で書かれたコミュニティ構成者の関心ある資料  

の提供を実施した648。例えば，オハイオ州クリーブランドには，ヒスパニック  

を含めた多くの移民が流入していた。そこに所在するクリーブランド・パブリ  

ック・ライブラリー（Cleveland Public Library）では，スペイン語を使用す  

る人々に対する図書館サービスを提供するため，18，000冊余りのスペイン語・  

英語・プエルトリコの歴史・文化について書かれた図書を，住民が立ち寄る教  

会やコミュニティ・センター等に設置した649650。   

ヒスパニック人口の割合が多かったワシントン州ヤキマに位置するヤキマ峡  

谷地域図書館（YakimaVAlleyRegionalLibrary）軋 図書館サービス建設法  

の補助金を得て，1960年代後半「読書はすばらしい」（readingis great）プロ  

グラムを実施した661。このプログラムの一環として「ファミリーナイト」払mily  

night）と題した催しが開かれた。同図書館は，スペイン語を使用する人々や移  

民の多い地域に所在するコミュニ ティ・センターなどの施設で，映画鑑賞会，  

音楽演奏会，ゲーム大会などを開催した。   

映画鑑賞会では，ディズニー映画のスペイン語版も使用し，音楽演奏会では，  
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スペイン語を使用する人々の間で人気のある音楽の演奏が行われた652。図書館  

の中には，このような催事を実施することで，図書館への関心を持ってもらお  

うと努力するところもあった。  

7．4情報化社会と新たなアウトリーチサービスの模索：1990年以降   

本節以降では，1990年以降の館外サービスの動向について述べる。まず1990  

年代の社会状況について述べ，1996年に制定された図書館サービス技術法につ  

いて，その制定の経緯を明らかにした上で，この法律の制定により館外サービ  

スが受けた影響，この法律の役割について検討する。また，A工JAおよびリテラ  

シー・ アウトリーチサービス事務局（Omce fbr Li七eracy and OlltreaCh  

Services）ならびにアウトリーチサービスに関する専門団体についても言及す  

る。  

7．4．1情報化社会に向けた変化  

1990年代初頭のアメリカは，情報通信基盤の整備にカを入れはじめた時期で  

あった。この時期，副大統領に就任したアルバート・A・ゴア・ジュニア（Alt）er七  

A．Gore，Jr．，1948・）は，「アメリカは迷うことなく基盤の整備を推し進め，  

優勢を確立すべきだ。 そしてすべてのアメリカ市民にこの新しい技術に対する  

アクセスを保証しようというのなら，情報基盤の整備は不可欠である」6さ3と述  

べ，コンピュータを用いた情報通借網の整備を進めようとしていた。   

情報通倍網の整備は，公共図書館の館外サービスにも大きな影響を与えるも  

のであった。「コンピュータの出現によって，米国中の人々が，以前なら想像も  

できなかったような方法で情報を処理したり，想像力を発揮したり，自らを取  

り巻く世界に挑んでいく力を手に入れている」654とあるように，実際の図書館  

へ出向いていかなくとも情報入手が可能となる変化をもたらしたのである。一  

般的な図書館サービスにおいてだけではなく，館外サービスの概念も変化させ  

ることとなった。それは，連邦政府の図書館政策にも反映された。  

7．4．2図書館サービス技術法成立（LSTA）：1996年  

1990年3月15日，連邦議会において，図書館サービス建設法は修正を加え  

た上で，1994年まで延長する法案が成立した。第1章，第2章，第3章は，  

従来の枠組みの範囲内で技術を重視する方向付けがなされた。さらに，予算措  

置はされなかったものの第4章「図書館サービス建設法の事業評価」，第5章  

「図書館学習センター事業」が項目として追加された。1990年代に入るとアメ  

リカ社会では，技術的な産物であるパソコンが普及した時期であった。それに  
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伴い，図書館では，コンピュータを用いたデータベースが普及した。  

1994年10月20日，アメリカ学校改善法（ImprovingAmerica－sSchooIsAct）  

の一部に盛り込まれた図書館サービス建設法延長法案が成立した。その結果，  

図書館サービス建設法は，1年の延長が認められることとなった。その一方で，  

ALAを中心に，図書館サービス建設牡の大幅な見直しが行われた655。ALAは，  

図書館サービス建設法の再承認特別委員会を設置し，ALAワシントンD．C．  

事務所などと連携しながら，連邦議会下院および上院に新たな蔭律案を提出し  

た。  

1996年9月30日，第104連邦議会における審議を経て，ビル・クリントン  

（BillClinton，1946・）大統領が署名し，その第2節に図書館サービス技術払  

（Library Services and TechnologyAct）を含む，博物館・図書館サービス法  

（MuseumandLibraryServiceAct）が5年間の時限立法として成立した656。図  

書館サービス技術法の特徴は，情報技術を図書館サービスに活用することを中  

心に据えた点である。図書館サービス技術法では，それまでの項目を「技術を  

活用した情報アクセス」および「特別なサービスを活用した情報収集・組織化・  

提供能力の強化」の2つに統合した。技術の活用をうたう前者は，ネットワー  

ク情報資源に対する図書館を核とした電子的アクセスを強化することを目的と  

した。後者は，図書館サービス法以来，対象を広げてきた図書館サービスを享  

受できない人々を対象とし，サービスの展開を図ることを目的とするものであ  

る。つまり，後者は従来の図書館サービス建設法の内容を引き継ぐものといっ  

てよい。その結果，ネットワークなどの情報基盤の整備や情報技術の活用とい  

う点も踏まえた，図書館利用に障害のある様々な人に向けたサービスは促進さ  

れていくことになった。   

2002年第107連邦議会で延長のための審議がなされたが可決せず，2003年  

第108連邦議会で再度審議されることとなった。A工」Aは，博物館・図書館サー  

ビス法延長を働きかけるためロビー活動を積極的に展開した。2003年3月 6  

日，連邦下院本会議で可決され，引き続き連邦上院で審議され，可決された。  

2003年9月25日，ジョージ・W・ブッシュ（GeorgeW．Bush，1946・）大統領の  

署名により，延長法案が成立した。この延長によって，博物館・図書館サービ  

ス法は2009年度までの延長が決まることとなった。   

こうして，1956年以来，対象者や重点の変化を行いながら図書館サービスを  

享受できない人々に対する図書館サービスを実施するための連邦補助金交付が  

継続されてきた。このことは，公共図書館における館外サービスを中心とする  

アウトリーチ活動は，継続的に実施されなければ効果を持たないこと示してい  

る。そして，社会の変化により新たな背景を持っ図書館を利用できない人々が  
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（CenterfbrtheStudyofRuralLibrarianship）は，全米自動車図書館会議を引  

き継ぐかたちで，グレートアメリカン自動車図書館会議（Grea七American  

Bookmobile Confbrence）の開催をはじめた。1998年，クラリオン大学地方図  

書館学研究センターは，アウトリーチサービス発展のために理論と実践の両面  

を扱う658，新たなβ00且Ⅲロム〟ea∬♂0ぴねe丘C烏β占r浸ce誌を創刊した。   

2001年，グレートアメリカン自動車図書館会議は，雑誌のタイトルにならっ  

て，その名称をグレートアメリカン自動車図書館・アウトリーチ会議（Great  

AmericanBookmobileandOu七reachConference）へと改称した。2003年には，  

クラリオン大学地方図書館学研究センターや会議の参加者が中心となって自動  

車図書館・アウトリーチサービス協会（Association o・f Bookmobile and  

OutreachServices）が創設された。   

2004年10月2日から4日，オハイオ州コロンバスにおいて自動車図書館・  

アウトリーチ協会は，グレートアメリカン自動車図書館・アウトリーチ会議を  

吸収するかたちでその年次総会をはじめた。翌2005年9月7日から9日まで，  

オハイオ州コロンバス近郊のワージントン（Wo加bin如On）において開催され  

た年次総会では，ティツコムによる馬車図書館の開始100年を記念したワシン  

トン・カウンテイ・フリー・ライブラリーの館長メアリー・ベ イカン（Ma叩  

Baykon，生没年不詳）によるティツコムとその取り組みに関する基調講演が行  

われた。この年次総会では，メリーランド州ウェストミンスター，キャロル・  

カウンテイ・パブリック・ライブラリー（CarrollCo11ntyI）ublic Library，  

Westmins七er）のアウトリーチサービス部門のマネージャーであるドロシー・  

ストルツ（DorotIlyStoltz，生没年不詳）による「資金を私にもってきてくだ  

さい：補助金申請記入の秘訣」（Bringmethemoney：gran七writingtips）のセ  

ッションでは，補助金をどのようにして効率的に確保していくかについて，ワ  

ークシートを用いたレクチャーが行われた659。   

ミシガン州デトロイト・パブリック・ライブラリーコーディネーターのマイ  

ク・ウェールズ（Mike Wells，生没年不詳）による「都市の自動車図書館サー  

ビス：デトロイトに戻ってくる」（Urbanbookmobileservice：it，sreturned七o  

Detroit）のセッションでは，デトロイト・パブリック・ライブラリーでの自動  

車図書館サービスの歴史を説明したのちに他の都市などとも比較しながら都市  

の自動車図書館の状況や課題，対応などについて話し合いが行われた。   

その後の年次総会は，アメリカ各地だけではなく，ニュージランドからも報  

告者を迎えながら，継続的に開催されている。このように，ALA以外にも，自  

動車図書館やアウトリーチサービスを図書館で取り組んでいく際の課題や方姑  

を共有し，検討していく場が設けられている。そして，自動車図書館・アウト  
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リーチ協会の運営するメーリングリストには，ALAのリテラシー・アウトリー  

チサービス事務局（0抗cefbrLiteracyandOutreachServices）の責任者であ  

るサティア・M・オレンジ（Sa七ia M．Omn酢，生没年不詳）らが積極的にALA  

の動向などを投稿し，情報を提供し館外サービスにかかわる人々により共有さ  

れている。  

7．4．4ALAリテラシー■アウトリーチサービス事務局の取り組み   

ALAのリテラシー・アウトリーチサービス事務局は，積極的にアウトリーチ  

サービスの支援活動を実施している660。その活動の拡大に合わせて，1995年2  

月リテラシー・アウトリーチサービス事務局は，リテラシー・アウトリーチサ  

ービス助言委員会事務局・リテラシー・アウトリーチサービス事務局（0皿ce払r  

Literacyand OutreachServiceAdvisoryCommittee andO瓜cefbrLiteracy  
and Outreach Services）へとその名称を変更している。これは，リテラシー・  

アウトリーチサービス事務局に委員会機能を追加したことに伴う，名称変更で  

あった。そして，アメリカ・インディアンのための図書館サービス小委員会  

（SubcommitteeonLibraryServicestoAmericanIndians）や貧困層・ホームレ  

スのための図書館サービス小委員会（Subcommittee on Library Services to  

thePoorandHomeless）など4つの小委員会を傘下に設置し，様々な対象者を  

想定し，それぞれの対象にあったサービス提供支援を追求している。   

2004年，リテラシー・アウトリ｝チサービス事務局は，新たな取り組みを開  

始した。リテラシー・アウトリーチサービス事務局は，図書館で取り組まれて  

いるアウトリーチサービスの実践などの情報をデータベース化し，ヒスパニッ  

クに向けた活動，自動車図書館による活動，高齢者に向けた活動，成人に向け  

たサービス活動などの情報提供を行っている。この取り組みは，図書館のアウ  

トリーチサービスに関する情報を入手可能にするものである。  

7．4．5「全米自動車図書館指針」r〃affo朋Jβ00欠mob〃eG〟柑e〟〃可の改訂  

1988年版「全米自動車図書館指針」伽最適払＝払止m血弛〔払流血略の課  

題を踏まえつつ，1991年の終わりからオハイオ州立図書館（Obio State  

Library）を中心に改訂に向けた検討が開始された。1992年1月，オハイオ州の  

図書館員から構成される自動車図書館フォーカス・グループ（Bookmoもilefbcus  

gro11p）が検討を加え，素案を作成した。素案軋 第7回全米自動車図書館会議  

の前に公表され，意見募集が行われた。その後，5月31日から6月 2日にか  

けて開催された第7回全米自動車図書館会議において討議が行われ，合意に至  

った661。  
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この全米自動車図書館指針は，21世紀を見据えた新しい指針と位置づけられ  

た。指針は，自動車図書館事業の運営，市民サービス，自動車図書館製作の指  

針，自動車図書館の管理という日常的な活動に合わせて項目が設けられた662。  

日常的な自動車図書館事業を念頭に置いたことで，多くの図書館員が非日常的  

な自動車図書館の理念を述べたものよりも参考にしやすくなった。   

その後，1998年および1999年の会議において「全米自動車図書館指針」  

（Aな〟β刀βJβ00五皿∂損ねG打ノde肋e）を修正する議論が行われた。2004年，自動  

車図書館・アウトリーチサービス協会は，第1部「自動車図書館・アウトリー  

チサービス事業指針」（PartlBookmobile／Outreach Services Program  

Guidelines）および，第2部「自動車図書館・アウトリーチサービス用自動車製  

作・管理指針」（Part2Bookmobile／Outreach Services Vbhicle Cons七ruction  

and Maintenance Guidelines）から構成される指針を策定した。状況に合わせ  

数度の修正を経ながら自動車図書館の指針は，その後アウトリーチサービスを  

含めた指針へと拡張され，アメリカでアウトリーチサービスにたずさわる図書  

館員の参考に供されている。  

7．5本章のまとめ  

1960年代，アメリカ図書館界は，『公共図書館のアクセス』663で明確にされ  

た貧困者や黒人に対する間接的差別の是正に向けて動き出した。各地の公共図  

書館は，彼らを特定のニーズを持つ利用者とみなし，それに合わせたサービス  

を開始した。彼らは，自ら図書館を積極的に利用しない潜在的利用者であった。  

そのため，図書館は彼らのもとに出かけ（reacb out），図書館サービスを供す  

る必要があった。この取り組みが，アウトリーチサービスと呼ばれた。公共図  

書館で取り組まれたアウトリーチサービスは，1969年 5月 侮0月ム五和くア  

β臼〟e血で特集が組まれるなど，数多くの実践や取り組みが紹介され，アメリ  

カの公共図書館で情報が共有された。この時期のアウトリーチサービスは，自  

動車図書館を用いて資料を提供したり，映画の上映会を開催したりと従来取り  

組まれてきた方法をそのまま館外で実践したに過ぎなかった。図書館アウトリ  

ーチサービスに関わる人々は，従来の図書館サービスをそのまま踏襲したアウ  

トリーチサービスが不利益を被っている人々に有効な手段として機能していな  

いことを1971年までに認識した664。さらに，1973年ミルトン・S・バイアム  

（Milton S Byam，生没年不詳）ワシントンD．C．公共図書館長は，私の知っ  

ているアウトリーチサービスは，すべて央敗に終わったと指摘した66㌔ そのた  

め，1970年以降は，従来の図書館サービスの方法を踏襲するアウトリーチサー  

ビス以外の方法が模索したり，一般のサービスに組み込んでしまおうとしたり  
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する動きがでてきた。   

公共図書館におけるアウトリーチサービスは，連邦補助金政策，図書館サー  

ビス建設法によって資金的に支えられた。1970年代以降，連邦政府の財政悪化  

やニクソン政権による歳出削減政策は，図書館サービス建設法の廃止や縮小の  

動きに繋がった。この動きは，1980年代に各地の公共図書館で実施されていた  

アウトリーチサービスの廃止や縮小に直結した。しかし，図書館サービス建設  

汝は，高齢者サービス，外国語資料の収集，図書館リテラシー事業などの新た  

な切り口の取り組みを加えることで，連邦の政策として継続した。   

各地で取り組まれたアウトリーチサービスの対象者は，不利益を被っている  

人々（thed．isadvantaged）と呼ばれた。ブラウンは，不利益を被っている人々  

を，経済的に不利益を被っている人々，身体的な障害を抱えた人々，精神的な  

障害を抱えた人々，人種隔離の影響を受けている人々，刑務所や病院，その他  

の施設にいる人々，高齢者，社会参加の機会を奪われた児童，英語の使用に不  

自由な人々（非識字者含む）の8つの集団とした。そのうえで，それぞれの集  

団に対する公共図書館サービスの状況を調査した。この8つの集団に提供され  

たアウトリーチサービスは，集団の属性を反映し，それぞれ特色を持っていた。   

経済的に不利益を被っている人々に対するアウトリーチサービスは，図書館  

員が積極的に対象者に接触を図り，図書館や図書館サービスのPRにつながる  

内容であった。そのため，図書以外の玩具の酉己布やゲームの実施など関心をも  

ってもらうきっかけと図書館サービスを一緒に提供することが多くみられた。   

身体的に障害を抱えた人々は自宅から外出に困一難を伴う場合もあった。彼ら  

に対するアウトリーチサービスは，図書のリストなどを事前配布し，希望に応  

じて図書の宅配や郵送を実施する手段が多く用いられた。   

精神的な障害を抱えた人々は，病院や施設に入所していることが多かった。  

施設の入所する集団の噂好にあわせて，図書以外の映画，写真，レコードなど  

の多種多様な資料を図書館員が準備し提供を行ったことが特徴であった。   

人種隔離の影響を受けている人々は，経済的に不利益を被っている人々と重  

複している場合が多く，類似する取り組みが実施された。人種隔離の影響を受  

けている人々に対するサービスでは，各地の公共図書館がAV資料を積極的に  

提供したことが特徴である。   

刑務所や病院，その他の施設にいる人々は，特定の目的を持った施設に入所  

していた。刑務所であれば，出所後に役立つ資料であったり，病院であれば，  

病気や死を内容としない読書材であったりと，施設の入所者に合わせて図書を  

準備し提供したことが特徴であった。   

高齢者は，急激な増加によって，公共図書館に対して特別なニーズを持った  
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利用者として認識されるようになった。視力低下や身体的な衰えなどに対応し  

て，図書や録音図書の郵送などを行ったことが特徴である。また，高齢者を対  

象とする上映会などの高齢者の交流の場を提供することも特色のひとつであっ  

た。   

社会的参加を奪われた子どもに対するアウトリーチサービスは，経済的に不  

利益を被っている家庭の子どもが多かった。子どもが関心を持ちそうなボール  

などの遊び道具と読みやすいペーパーバックを一緒に揃えることで，図書への  

関心を促すような方法を用いたのが特徴であった。   

英語の使用に不自由な人々に対するアウトリーチサービスには，英語以外の  

言語に対応できる図書館員が配置されたことが特徴である。そのうえで，ヒス  

パニックに向けたスペイン語の図書を準備した。英語を使用しない子どもに対  

しては，英語のリテラシーを育成するテレビ番組セサミストリートを用いたプ  

ログラムなどに取り組んだ。この取り組みは，外国語資料の提供とリテラシー  

教育の二側面から構成されていたことが特徴であった。  

1990年代以降，コンピュータの普及と，それを後押した連邦政府の政策があ  

った。それは，図書館サービス技術法として，公共図書館にも影響を与えた。  

結果として，サイバーモビルのような新たな形態のサービスも取り組みを進め  

ることにつながったと指摘できる。また，アウトリーチサービスに関する専門  

団体や専門雑誌が登場した。それは，アウトリーチサービスの実践や理論的な  

考察がより多く取り組まれることへとつながっていった。   

本稿では，対象者という視点を中心に必要に応じて，アウトリーチサービス  

の事例に言及する方法をとった。そのため，多数実施されたアウトリーチサー  

ビスの取り組みの一部分しか取り上げることしかできていない。今後の課題と  

してより広範に取り組まれた事例に言及することで，アウトリーチサービスの  

工夫や地域的な特徴を示すことができると考える。  
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第8章 結論：要約と展望   

本研究は，アメリカ公共図書館における館外サービスをテーマとするもので  

ある。本研究の通史的な視点は，岩猿敏生の図書館史研究の必要性の指摘668や  

川崎良孝のアメリカ図書館の通史研究の欠如という指摘667を踏まえたもので  

ある。これまでの研究は，そこを明らかにすることなくアメリカの公共図書館  

について述べてきた。   

つまり，アメリカ公共図書館の館外サービスに関する通史的研究を行った先  

行研究は日本およびアメリカにおいても管見の限り存在していなかった。そこ  

で本研究では，アメリカ公共図書館のサービス活動において重要な位置を占め  

ながら，アメリカ公共図書館の館外サービスを通史的に検討しようと試みた。  

具体的には，発掘しえた史料・資料に基づく限りではあるが，これまで概略的  

あるいは部分的な記述にとどまってきた館外サービスの歴史を時系列な視点か  

ら再構成しようと努めた。特に，アメリカ社会の動きを踏まえつつ，アメリカ  

公共図書館の館外サービスに関わる図書館行政などの制度的側面，アメリカ図  

書館協会（AmericanLibraryAssociation，以下ALAと省略する）などの運動  

の側面，各公共図書館の活動などの実態的側面を踏まえ，巡回文庫の導入過程  

の検討と公共図書館における馬車図書館および自動車図書館の導入過程などを  

詳細に検討した。  

8．1巡回文庫の導入と実際   

まず，1890年代からアメリカ各州で立法化されていった巡回文庫（traveling  

library）に関する法律が，どのように具現化され，サービスを実施していった  

のかについて，これまで先行研究で取り上げられてこなかった州法を軸として  

論じた。また，具現化された巡回文庫運用状況についても事例を用いて言及し  

た。それにより，州や州立図書館機関が，あらゆる人々に対する図書館サービ  

スの提供手段として，どのように巡回文庫事業に関わっていたのかもあわせて  

検討した。   

この19世紀後半という時期は，鉄道の整備，電球の発明等の技術的向上の  

みならず，農村が巡回セールスマンや通信販売等の流通システムに組み込まれ  

ていった時期であった。また，通俗講演，シャトーカ運動，大学エクステンシ  

ョンなどの全米的な成人教育のシステムにより，成人教育活動が清発に行われ  

はじめた時期でもあった。   

こうした背景のもとで，アメリカにおける巡回文庫の導入は，ニューヨーク  

州ではじまった。ニューヨーク州立図書館長のメルヴイル・デューイ（Melvil  

Dewey）は，州民に対する成人教育の充実を目的とする大学エクステンションと  
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関連付けて，巡回文庫に関する法律を整備し，その方法論を導入した。巡回文  

庫を導入するための根拠法の制定は，北部諸州へと広がっていった。   

巡回文庫導入の引き金になった要因が多くの州で，共通していることが明ら  

かになった。その1つが，巡回文庫に関する法律である。巡回文庫に関する陰  

律は，実施のための財政拠出を承認する条項を規定することで，資金面から巡  

回文庫の導入と展開を支えていたのである。2つめが，巡回文庫を支えた女性  

クラブの存在であった。   

制定された巡回文庫に関する法律は，そのほとんどが図書館未設置の地域の  

人々に対する図書の提供のため，財政拠出を承認する内容であった。一部には，  

巡回文庫の運用などの規定もみられた。だが，ミシガン州およびアイオワ州の  

事例の検討から明らかになったように，法律の内容は最低限の範囲のみを規定  

しているに過ぎなかった。   

そこで，巡回文庫に関する法律が，どのようにサービスとして具現化されて  

いったのかをニューヨーク州に続き2番目に巡回文庫を導入したミシガン州，  

典型的な農業州であり，州が中心になって巡回文庫に取り組んでいたアイオワ  

州，巡回文庫運営に多様な主体が関わっていたウィスコンシン州の3州を取り  

上げ，地域の特性を視野に入れながら検討を行った。その結果，ミシガン州，  

ウィスコンシン州，アイオワ州では，運営実態に多様性がみられた。   

ミシガン州は，ニューヨーク州に続き2番目に巡回文庫を導入した。そのミ  

シガン州の巡回文庫に関する法律は，州立図書館が図書館のない地域に図書を  

提供する事業を規定していた。巡回文庫の導入にあたっては，州立図書館長で  

あったスペンサー・C・スペンサー（Mary C．Spenser）が導入に大きな役割  

を果たした。またミシガン州では，学習クラブ用に，ある特定の主題を青めた  

巡回文庫を提供していた。   

ウィスコンシン州の巡回文庫は，法律に基づいて開始されなかったという特  

徴があった。1896年，州内の有力者であったジェームス・H・スタウト（James  

H，Sto11t）は，私財を費やし，ウィスコンシン州ダン・カウンティにおいて巡  

回文庫を個人で開始した。同年，ウィスコンシン・フリー・ライブラリー・コ  

ミッションは，篤志家などから一口 50ドルの寄付を募って州内の図書館未設  

置地域において，巡回文庫を開始した。これらの取り組みは，いずれも巡回文  

庫に関する法律に基づかないものであった。これらの取り組みが，成果をあげ  

る中で，州の事業として巡回文庫を位置づけるために，歳出予算を盛り込んだ  

規定を含む法律668が制定された。法律制定に伴い，巡回文庫はウィスコンシン  

州の事業として位置づけられた。   

アイオワ州の巡回文庫の導入過程は，ミシガン州と同様に図書館のない地域  
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の人々に図書を提供するため，巡回文庫に関する浜律を制定し，法律に基づき  

予算支出を行っていくものであった。アイオワ州の特徴は，運営の状況にみら  

れた。多くの州の場合，団体でなければ，巡回文庫の利用申請はできないが，  

アイオワ州は，個人でも巡回文庫を利用することができた。また，アイオワ州  

は，一般的な巡回文庫の他に，視覚障害者向けの点字図書を準備し提供してい  

た。   

ミシガン州，ウィスコンシン州，アイオワ州の事例検討を通じて，必要とす  

る人々の状況に応じ，図書館サービスを提供していく手段として，巡回文庫が  

用いられた状況を明らかにした。そして巡回文庫の導入にあたって，積極的な  

働きかけを行った図書館員の存在も欠かせないことが明らかになった。   

また，女性クラブは，巡回文庫導入以前に実験的試行として自ら実施したり，  

法案を起草したりと巡回文庫導入に向けて，積極的な働きを担ったことが明ら  

かになった。そのような支えがなければ，アメリカ南部のように巡回文庫の充  

実へと結びつかず，停滞していたのである。そのことから，アメリカ北部で巡  

回文庫の導入が進んでいた直接の要因に法律の制定があり，その法律の制定を  

促したのは女性クラブの活動の存在であったことを明らかにすることができた。   

巡回文庫は，図書館がない地域の州民に対する州の図書館政策の一環であっ  

た。州は，より多くの州民に図書館サービスを通じて，図書館の存在や有用性  

を理解させるために，州立図書館の館内サービスを充実させるという州民サー  

ビスではなく，巡回文庫という図書を提供する方法を用いた。  

8．2馬車図書館，自動車図書館の導入と実際   

第4華では，巡回文庫から馬車図書館（bookw・agOn）へと形態がかわった要  

因について，アメリカで最初に馬車図書館を尊入したメリ｝ランド州ワシント  

ン・カウンテイ ・フリー・ライブラリー（WashingtonCountyFreeLibrary）  

の事例に基づき検討した。そのうえで，ワシントン・カウンテイ・フリー・  

ライブラリーにおいて馬車図書館や自動車図書館（bookmobile）の導入に  

寄与した人物であるメアリー・L・ティツコム（Mary L．Titcomb）の経歴を  

まとめることを通じて，どのように馬車図書館導入へ尽力したのか，またAIJA  

での報告などの中で馬車図書館の取り組みをどのように紹介したかについて検  

討した。その結果，ワシントン・カウンテイ・フリー・ ライブラリーを事例と  

して，公共図書館における館外サービスの手段として，馬車図書館ならびに，  

自動車図書館の導入過程について明らかにすることができた。   

巡回文庫が北部諸州に広がりを見せる甲で，巡回文庫の問題点が明らかにな  

ってきた。メリーランド州ワシントン・カウンティでは，配本所の図書があま  
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り利用されていない状況に直面した。その間題を解決し，カウンティ内に図書  

をくまなく提供するための方法が考えられた。そのために，他の図書館の取り  

組みを調べ669，ウィスコンシン州の巡回文庫において，交通網の未整備であっ  

た地域へ図書箱を届けるための運搬手段として，馬車を用いている点に着目し  

た670。   

ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリー館長であったティツコムは，  

巡回文庫の図書箱を運ぶ手段として用いられていた馬車を図書の提供手段とし  

て用いることを着想した。それが，馬車図書館であった。馬車図書館は，巡回  

文庫と併用して用いられ，巡回文庫の図書を利用できなかった人々に図書を提  

供した。その後，事故による馬車図書館の大破をきっかけに，普及しはじめた  

自動車を用いた自動車図書館が導入された。   

自動車図書館の特徴は，馬車よりも早く移動できる機動性と数多くの図書を  

積載できることにあった。ワシントン・カウンティで馬車図書館や自動車図書  

館による図書館サービスが展開されたことは，カタンティの住民に図書館を使  

う人を増加させた。そして，多くの利用者の存在する地域では，分館の設置な  

どにつながっていった。   

ワシントン・カウンテイ・フリー・ ライブラリーにおいて，巡回文庫にとど  

まらず，馬車図書館や自動車図書館が導入されたのは，図書館の利用状況を踏  

まえた館長ティツコムによる図書館サービス改革といえるものだった。つまり，  

馬車図書館や自動車図書館は目新しいサービス手段を導入するために考案され  

たのではなく，図書を提供することで，カウンティ全体に図書館サービスをい  

きわたらせようとした実利的な動機から生み出されたものであった。そして，  

馬車図書館や自動車図書館という新たな手段を実現させるため，アンドリュー・  

カーネギー（Andrew Carnegie）やウイリアム・キールホファー（William  

Eealb．0鎚で）による寄付という資金援助という裏づけが存在していたのである。  

ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリーにみられる馬車図書館の導入  

は，その後の公共図書館における館外サービスの先駆的な取り組みであっただ  

けでなく，様々な理由により，図書館を知らない，また利用できずにいた人々  

に図書を届けるという，図書館サービスを届けることを具現化したといえる。  

馬車図書館や自動車図書館の導入には，ワシントン・カウンテイ・フリー・  

ライブラリー館長であったティツコムの存在が重要であった。ティツコムの  

生涯やその人物像の検討から，馬車図書館や自動車図書館といった新たな館外  

サービスの発案や導入に，それを担ったティツコムの存在が重要であることが  

明らかにできた。  

これに加えて，ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリーにおける巡回  
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文庫や馬車図書館とそれに続く，自動車図書館を通じた館外サービスは，サー  

ビス手段の完成度が高かったゆえに，それ以上の方法論的革新を遂げることが  

なかった。方法論的革新を遂げることができなかった要因として，一馬車図書館  

や自動車図書館は，図書館サービスが行き届いていない地域に図書を届けるサ  

ービスであったため，館外サービスを通じた非識字者などに対するサービスに  

は対応しておらず，そのため地域的な図書館サービスの拡張から，非識字者な  

どの利用対象者の属性に着目したサービスにつながることはなかったのである。  

臥3図書館エクステンションの展開   

第5章では1925年ALAが設置した図書館エクステンション委員会の活動や  

各州の図書館エクステンションの状況をも踏まえながら，館外サービスの展開  

の状況を検討した。   

前章で取り上げたティツコムの取り組みを通して，次第に図書館エクステン  

ションはアメリカ全体の動きとなってあらわれはじめていた。それをさらに充  

実させるため，1925年ALAが図書館エクステンション委員会を設置した。こ  

こでは，図書館エクステンション委員会の活動や各州の図書館エクステンショ  

ンの状況をも踏まえながら，館外サービスの展開の状況を検討した。またAI」A  

の他組織やAI」A以外の地方関連組織・団体などに図書館エクステンションの  

取り組みを分析した。また，各地で取り組まれた図書館エクステンションの実  

践を分析し，人々にとって読書を通じ，娯楽を提供するとともに，学校での利  

用といった巡回文庫の教育的な役割があることを確認した。   

その上で1920年代，図書館エクステンションはアメリカ全体の動きとなっ  

てあらわれはじめた状況を把握した。ALAにおいても，図書館エクステンショ  

ンに本格的に取り組んでいく動きがあらわれた。1925年，ALAは，図書館サ  

ービスを享受できずにいる人々に対し，適切な図書館サービスを推進しようと  

試みた。その役割を担わせるため，ALAは図書館エクステンション委員会を設  

置した。それは，図書館エクステンションが図書館界全体の課題として，風上  

に載せられたことを意味した。   

図書館エクステンション委員会は，積極的に館外サービスの実態調査を実施  

した。その調査を通して公共図書館サービスを享受できている 64，029，517人  

（56％）とできていない50，469，586人（44％）との格差が明らかになった。  

A工JAはこの調査結果をまとめ『図書館エクステンション』〔乙力毘jγ舘ね刀扇β刀ノ  

として1926年に刊行した。その中で，2，500人以上の人口を有する村や市を都  

市，一方2，500人未満の人口のカウンティや村を地方とする定義を用いて次の  

ようにまとめた。都市では，54，404，568人が公共図書館サービスを享受してい  
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た。他方都市の人口の約6％にあたる，3，415，418人は，公共図書館サービス  

を享受できていない状態であった。地方では，9，624，939人が図書館サービス  

を享受することができていた。だが地方の人口の約83％にあたる47，054，168  

人は，公共図書館サービスを享受していない状態であった。   

また，都市と地方との間には，図書館へのアクセスに不均衡が生じていた。  

特に農相を中心とするアメリカの地方行政区域3，065のうち1，135が公共図書  

館を設置していなかった。地方の指導者や組織による，図書や図書館サービス  

に対する関心の高まりは，エクステンションサービスを展開するための機が熟  

していることを示した。しかしながら，多くの州では図書館予算の不足や図書  

館員不足，図書不足というサービスを実現できない状況であった。南部の状況  

はさらに深刻であった。南部14州に所在する公共図書館のうち55館では，黒  

人に対する図書館サービスを提供していたが，サービスを享受することができ  

た黒人は，11％であり，南部に居住する黒人の約89％にあたる7，674，844人は  

公共図書館サービスを享受できずにいた。南部では，黒人に対する公共図書館  

サービスをいかに拡大させ，発展させるかが課題となった。   

この実態調査に基づき，図書館エクステンション委員会は，ALAが取り組む  

べき最終目標を打ち出した。図書館エクステンション委員会の活動は，図書館  

エクステンションの状況についての報告書を取りまとめ，一方的に関連機関に  

配布するにとどまらなかった。図書館エクステンション委員会は，AI」Aの他組  

織やALA以外の地方関連組織・団体などと照会や助言を行うことで，図書館  

エクステンションの支援者や支援機関との関係を深め，図書館エクステンショ  

ン活動をも広げていった。その一方で，図書館エクステンションサービスを実  

施するために有益となる情報を取りまとめて，各地の図書館や図書館員に向け  

て発送した。そうした中で図書館エクステンションサービスは，ミネソタ州や  

アイオワ州など各地で自動車図書館の導入や巡回文庫の実施を通じて整備され  

ていった。   

しかし，図書館エクステンション委員会の活動は実施されたものの，黒人に  

対する図書館サービスを積極的に改善していこうとする認識をALA全体の方  

針として持つに至らなかった。あくまで，図書館エクステンションのひとつの  

課題として黒人の図書館サービスの非享受という課題は捉えられていたのであ  

る。   

そうした中で，すべての州ではなかったものの，黒人に対する図書館エクア  

テンションサービスが取り組まれていた。具体的には，ケンタッキー州，メリ  

ーランド州，ノ．－スカロライナ州，テキサス州で，州の巡回文庫を黒人が利用  

することができた。ジョージア州では，アトランタ大学（A七1an七a tJniversi七y）  
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の管理運営する黒人向けの巡回文庫が設けられ，3，000冊の図書が提供された。  

この巡回文庫は，40冊から50冊をひとまとまりとして，学校や個人に廻送さ  

れた。巡回文庫は人々にとって読書を通じ，娯楽を提供するとともに，学校で  

利用されるなど教育的な役割があったといえる。しかし，黒人が巡回文庫を利  

用したいという要望は少なかった。  

8．4大恐慌対策に乗じた図書館エクステンションの発展   

さらに第 5章では，この大恐慌に対する連邦政府の対策のひとつであった  

WPA（WbrkProjec七sAdministra七ion）プロジェクトの一環に包含された図書館  

エクステンションサービスの状況を明かにした。まず，大恐慌対策の一環であ  

ったWPAプロジェクトの発足過程および，プロジェクトの内容について検討  

した。続いて，1930年代に取り組まれた図書館エクステンションサービスの実  

際としてオハイオ州，インディアナ州，ニューハンプシャー州の事例を取り上  

げ，その特徴を分析した。さらに，サウスカロライナ州とミネソタ州などの事  

例に言及し，館外サービスの実態についても分析した。また，W‡，Aプロジェク  

トの一環として実施された館外サービスの項目においては，いくつかの州で  

WPA資金による自動車図書館の導入や運行の事例を通して，館外サービスの実  

際を明らかにした。   

その結果，大恐慌期にアメリカの公共図書館が連邦のWPA禰助金を活用し，  

図書館エクステンションサービスに取り組んだことを明らかにした。アメリカ  

において，図書館行政は州の所管事項として位置づけられてきた。そのため，  

連邦政府は図書館行政に関与しないことが一般的であった。しかし，大恐慌対  

策のWPAはそれまで図書館に関与してこなかった連邦政府と図書館の接点を  

築く契機となった。   

この時期，連邦政府と図書館が関係を持ったことは，次の2つの意義があっ  

た。1つめが，連邦政府による図書館行政施策の立案と実施のための筋道を付  

けたことである。2つめが，連邦政府による地域の図書館に対する継続的な補  

助金制度の確立に向けた先鞭を付けたことである。   

図書館エクステンションサービスは，自動車図書館用の自動車購入費用や運  

営のための人件費など，多額の費用を要する。連邦政府の補助金は，図書館エ  

クステンションサービスの実施に必要不可欠な費用を供給した。この時期，取  

り組まれた図書館エクステンションの活動は，連邦政府の大恐慌対策としての  

雇用の確保の側面を持っていた。しかし結果として，図書館エクステンション  

サービスの実施拡大につながるという意義があった。   

また，ALA図書館エクステンション委員会を中心に図書館エクステンション  
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を担う人材の育成が試みられるようになった。このことは，図書館エクステン  

ションには，それに対応できる人材が必要であることを図書館関係者に認識さ  

せた。そして，図書館エクステンションに関する人的配置は，連邦政府による  

WPA補助金によって配置が促進されることとなった。Wm図書館プロジェク  

トという，雇用政策による自動車図書館の職員の充実は，アイオワ州において  

図書館サービスを享受できていなかった地域で自動車図書館による図書館エク  

ステンション活動の開始に結びつくこととなった。その結果，1940年1月ま  

でに連邦政府はWm図書館プロジェクトに関連して，160台の自動車図書館  

に対して資金的な禰助を行った。   

このように図書館エクステンションを実施するために導入された自動車図書  

館を用いて，アメリカ各地で実際にサービスが取り組まれた。イリノイ州では，  

10ケ月ごとにサービス対象地域を変更し，州内の多くの地域に対してサービス  

導入を行った。ウィスコンシン州では，WPA補助金を借用して購入した自動車  

図書館を子ども向けに運行した。ジョージア州では，WPA補助金を借用して購  

入された自動車図書館を用いた図書館エクステンションが高く評価されたこと  

で，州内の他地域の自動車図書館導入を促進することとなった。   

WPA補助金によって，導入された自動車図書館やそれを用いて実施されるサ  

ービス，運行方法，運行地域はそれぞれの州や地域ごとに特色を持っていたこ  

とが明らかになった。このことは，それぞれの地域に合わせた図書館エクステ  

ンションの展開が進められていたことと考えられる。  

8．5戦時から戦後の図書館エクステンション充実に向けた動向   

第6章では，戦時の図書館エクステンションがどのような活動を行い，どの  

ような点で発展を試みようとしたのかを明らかにした。また，その試みが，戦  

後の図書館エクステンションサービスにどのように引き継がれ，変化したのか  

についても取り上げた。  

1940年代初頭，図書館エクステンションサービスが戦時図書館サービスの一  

翼を担っていたことを確認した。しかし，図書館エクステンションサービスに  

関わる図書館関係者が，戦後の図書館サービスと関連付けることで，その図書  

館エクステンションサービスの発展を目指そうとしていたことを明らかにでき  

た。図書館エクステンションの発展を目指す動きは，自動車図書館の標準化と  

いう動きにも表れていた。自動車図書館に用いる多様な自動車備品や器具の標  

準化を行うことで，導入費用を抑え，効率的な図書館エクステンションサービ  

スを目指す動きも存在した。また，図書館エクステンションサービスやその対  

象者に対する再認識も行われた。特にカリフォルニア大学のジョッケル  

190   



（CarletonB．Joeckel）が，自動車図書館を活用した，コミュニ ティに対する  

「図書を届けようとする」（reach out）の概念および利用者の要望に合致した  

サービスの提供の概念を提示したことを確認した。   

このような概念を実現するためには，多額の資金が必要であった。1945年  

ALAは，連邦議会の議員に対して，公共図書館に対する連邦補助金交付を含む  

法律制定に向けてロビー活動を開始する。度重なるロビー活動の結果，公共図  

書館のエクステンションサービスに対する補助金交付の規定を有する図書館サ  

ービス法が1956年制定された。この法律は，図書館サービスを享受していな  

い農相を念頭に置いたものであった。このことは，図書館関係者の中で形成さ  

れた図書館エクステンションの概念を実現する一歩を踏み出したことを意味し  

た。実際に複数の州で連邦補助金を活用した自動車図書館の導入と運行が行わ  

れ，成果をあげた。  

1964年，図書館サービス法は，図書館サービス建設法に引き継がれ，都市に  

も対象を拡大した。1966年には，図書館サービス建設法の改正が行われ，社会  

的に不利益を被っている人々に対する図書館サービスの提供が明示された。こ  

のことは，対象者を意識することで「図書を届けようとする」概念をさらに広  

げて実現することに繋がったと評価できる。しかし，補助金という枠組みによ  

って実現した概念の実現は，補助金額やその配分に左右される課題も内包して  

いた。各地の図書館は，この課題に対して，新しい先進的取り組みを標傍する  

ことで乗り越えようと試みた。  

8．6アウトリーチサービスの登場と変化   

第7章では，公民権運動や高齢化など，アメリカ社会を揺り動かす要因に対  

応し形成されたアウトリーチサービスの登場とその後の変化を検討した。また，  

アウトリーチサービスの取り組みを分析し，その特徴についても把握した。そ  

の結果，1960年代にアメリカ公共図書館がアウトリーチサービスを導入した経  

緯や背景を明らかにすることができた。アメリカ図書館界は，AI」Aの『公共図  

書館のアクセス』671で明確にされた貧困者や黒人に対する間接的差別を解消に  

向けて動き出した。   

各地の公共図書館は，彼らを特定のニ｝ズを持つ利用者と見なし，それに合  

わせたサービスを開始した。彼らは，自ら図書館を積極的に利用しない潜在的  

利用者であった。そのため，図書館は彼らのもとに出かけ（reach o甘七），図書  

館サービスを供する必要があった。この取り組みが，アウトリーチサービスと  

呼ばれた。公共図書館で取り組まれたアウトリーチサービスは，1969年5月  

勒0月ムゴ如Ⅵヱアβぴ〟e放で特集が組まれるなど，数多くの実践や取り組みが紹  
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介され，アメリカの公共図書館で共有された。   

また，アウトリーチサービスの充実の背景にあった資金的な裏付けについて  

も跡づけることができた。公共図書館におけるアウトリーチサービスは，連邦  

補助金政策，図書館サービス建設陰によって資金的に支えられた。1970年代以  

降，連邦政府の財政悪化やニクソン大統領（Richard M．Nixon）による歳出  

削減政策は，図書館サービス建設法の廃止や縮小の動きに繋がった。この動き  

は，1980年代に各地の公共図書館で実施されていたアウトリーチサービスの廃  

止や縮小に直結した。しかし，図書館サービス建設法は，高齢者サービス，外  

国語資料の収集，図書館リテラシー事業などの新たな切り口の取り組みを加え  

ることで，連邦の政策として継続した。   

さらに，以上のような社会の枠組みのなかで，館外サービスから発展したア  

ウトリーチサービスのなかで行われた，人々の状況に合わせたサービスの実際  

を検討した。その結果，アウトリーチサービスはその対象者が多様であること  

や複数の要因を抱えた対象者も存在することを明らかにした。当時，その対象  

者は不利益を被っている人々（比edisadvan七aged）と呼ばれた。   

エレノア・F・ブラウン（EleanorF．Brown）は，不利益を被っている人々を，  

経済的に不利益を被っている人々，身体的な障害を抱えた人々，精神的な障害  

を抱えた人々，人種隔離の影響を受けている人々，刑務所や病院，その他の施  

設にいる人々，高齢者，児童，英語の使用に不自由な人々（非識字者含む）の  

8つの集団に分けた。その上で，それぞれの集団に対する公共図書館サービス  

の状況を調査した。この8つの集団に提供されたアウトリーチサービスは，集  

団の属性を反映し，それぞれ特色を持っていた。   

経済的に不利益を被っている人々に対するアウトリーチサービスは，図書館  

員が積極的に対象者に接触を図り，図書館や図書館サービスのPRにつながる  

内容であった。そのため，図書以外の玩具の配布やゲームの実施など関心をも  

ってもらうきっかけと図書館サービスを鵬緒に提供することが多くみられた。   

身体的に障害を抱えた人々は自宅から外出に困難を伴う場合もあった。彼ら  

に対するアウトリーチサービスは，図書のリストなどを事前配布し，希望に応  

じて図書の宅配や郵送を実施する手段が多く用いられた。   

精神的な障害を抱えた人々は，病院や施設に入所していることが多かった。  

施設の入所する集団の噂好にあわせて，図書以外の映画，写真，レコードなど  

の多種多様な資料を図書館員が準備し提供を行ったことが特徴であった。   

人種隔離の影響を受けている人々は，経済的に不利益を被っている人々と重  

複が多く，類似する取り組みが実施された。人種隔離の影響を受けている人々  

に対するサービスでは，各地の公共図書館がAV資料を積極的に提供したこと  
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が特徴である。   

刑務所や病院，その他の施設にいる人々は，特定の目的を持った施設に入所  

していた。刑務所であれば，出所後に役立つ資料であったり，痛院であれば，  

病気や死を内容としない読書材であったりと，施設の入所者に合わせて図書を  

準備し提供したことが特徴であった。   

高齢者は，急激な増加によって，公共図書館に対して特別なニーズを持った  

利用者として認識されるようになった。視力低下や身体的な衰えなどに対応し  

て，図書や録音図書の郵送などを行ったことが特徴である。また，高齢者を対  

象とする上映会などの高齢者の交流の場を提供することも特色のひとつであっ  

た。   

児童に対するアウトリーチサービスは，経済的に不利益を被っている家庭の  

子どもが多かった。子どもが関心を持ちそうなボールなどの遊び道具と読みや  

すいペーパーバックを一緒に揃えることで，図書への関心を促すような方法を  

用いたのが特徴であった。   

英語の使用に不自由な人々に対するアウトリーチサービスは，英語以外の言  

語に対応できる図書館員が配置されたことが特徴である。そのうえで，ヒスパ  

ニックに向けたスペイン語の図書を準備した。英語を使用しない家庭の子ども  

に対しては，英語のリテラシーを育成するテレビ番組セサミストリートを用い  

たプログラムなどに取り組んだ。この取り組みは，外国語資料の提供とリテラ  

シー教育の2側面から構成されていたことが特徴であった。   

最後に，1990年代以降のコンピュータの普及に合わせた，サイバーモビル  

（cybermobile）のような新たな形態のアウトリーチサービスの状況を確認した。  

また，アウトリーチサービスの実践や理論的な考察を支えるアウトリーチサー  

ビスに関する専門団体や専門雑誌が出てきた点も検討した。その結果，アウト  

リーチサービスに理論的な枠組みの構築や新たな取り組みの実施という動きを  

確認できた。  

1990年代以降，コンピュータの普及と，それを後押した連邦政府の政策があ  

った。連邦政府の政策は，図書館サービス・技術法として具体化され，公共図  

書館にも影響を与えた。図書館サービス技術陰による繍助金は，サイバーモビ  

ルのような新たな形態のサービスも取り組みを進めることにつながったと指摘  

できる。また，アウトリーチサービスに関する専門団体自動車図書館・アウト  

リーチサービス協会（Associa七ion ofBookmobile and Outreach Services）や専  

門雑誌βββ丘皿βム〟e点刀dOぴおeae丘β占∫ガceが登場した。それは，アウトリーチ  

サービスの実践や理論的な考察がより多く取り組まれることに繋がっている点  

も明らかにした。  

193   



8．7図書館エクステンションと大学エクステンションとの違い  

1887年，ハーバートB・アダムス（Ⅱerbert B．Adams，1850－1901）は，  

A工JA年次大会において，図書館と大学エクステンションの関わりを指摘した。  

1889年に，デューイは，ニュー ヨーク州教育評議会（UniversityoftheState  

OfNewYbrk）という名称を持つ州教育行政機関の（年次）理事会で，「ニュー  

ヨーク州教育評議会の拡張」という話をした。デューイは，「公共図書館は［大  

学】【ママ］エクステンション事業のクラスや講義の場，そうしたクラスや講義に  

欠かせない相互貸借や巡回文庫の読書資料を保存する場として機能する」と主  

張し，大学エクステンションと図書館エクステンションとのつながりの必要性  

を指摘した672。1892年，ニューヨーク州立図書館長のメルヴィル・デューイは，  

州民に対する成人教育の充実を目的とする大学エクステンションと関連付けて，  

巡回文庫に代表される図書館エクステンションを導入した。   

当初，大学エクステンションは教育の民主的制度の発展を目的とする解釈が  

一般的であった673。しかし，大学エクステンションには教育の民主化で説明の  

つかないエリートへの文化伝達という使命が優先されていたという研究も存在  

する674。図書館エクステンションは，白人中産階級の施設であった公共図書館  

のサービスを広く州民に提供する役割があった。その点で図書館エクステンシ  

ョンは，教育の民主化やエリート文化の伝達といった複雑に絡んだ目的をもつ  

大学エクステンションの動きと同じである。   

大学エクステンションでは，ウィスコンシン州で見られたような州の政治改  

革，社会改革に絡んで取り組まれた。この取り組みは「ウィスコンシン・アイ  

ディア」（Wisconsinidea）と呼ばれ，その後のアメリカ各地の大学エクステン  

ションに影響を与えた。ウィスコンシン州立大学の「ウィスコンシン・アイデ  

ィア」には巡回文庫という図書館エクステンションを代表する活動が含まれて  

いた67㌔ だが，この事実はそのまま図書館エクステンションも州の政治改革や  

社会改革を目指すために取り組まれたことを示す証拠にならない。図書館エク  

ステンションは，図書館へのアクセスを確保するサービスの民主化を目指すも  

のであった。つまり，図書館エクステンションが開始されたときから地理的な  

概念が加わり，サービス未実施地域における図書館サービスの実施が使命であ  

った。1925年，図書館エクステンション委員会が設置されたときに黒人に対す  

るサービスの問題を「南部の問題」と地域の問題に置き換えた。このことは，  

図書館エクステンションが黒人の問題に正面から取り組もうとしなかったこと  

を意味した。   

その後，大学エクステンションは，個人の便益を目指す動きに変化していっ  

た。図書館エクステンションも1940年代から「図書を届ける」（Reacb．Ou七）  
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という言葉が使用されるようになった。この考えは，地域の問題から利用対象  

者一人ひとりの属性やおかれた状況を考慮した図書館サービスの展開を示すも  

のであった。そして，地域の問題を念頭にしてきた図書館エクステンションと  

いうモデルは，利用対象者の属性を重視するアウトリーチサービス（ou．treacb．  

service）というモデルに次第に置き換わっていったのである。  

8．8巡回文庫導入の背景  

巡回文庫の成立は，多くのアメリカ公共図書館の成立過程と類似する。州政府  

が主導し，州内の各自治体に一律的に公共図書館を設置することはなかった。  

個人や民間団体の慈善・寄付に基づき，公共図書館の設置も巡回文庫の導入も  

進められた。慈善的な個別の取り組みから開始され，それが州政府の政策とし  

て法制化されたときに社会のシステムとして確立されたのである。この法制化  

は，1890年代にアメリカ各州で巡回文庫に関する法律として具現化した。した  

がって，個人や民間団体の動きがなければ，巡回文庫が社会システムとして成  

立することは難しかったと考えられる。   

巡回文庫のような移動式の教育手法は，他の分野でも見られた。例えば，1890  

年代には，農業に関する最新の知識を伝授する役割をもったファーマーズ・イ  

ンスティチュート，すなわち巡回講師がこうした農民に対し農業に関する知識  

をもたらした。巡回講師は，鉄道や馬車などの手段を用いて各地を巡回した。  

さらに1906年5月，アラバマ州タスキーギ・インスティチュート（T11Skegee  

Institution）が，ニューヨーク州のモリス・K・ジェサップ（MorrisX．Jesup，  

1830・1908）の財団から資金を得て，ジェサップワゴン（Jesup Wa卯n）とい  

う巡回農業指導を開始した676。この活動は，移動展民カレッジ（Farmer，s  

CollegeonWheels）と呼ばれていた。当時の～般的な交通手段は馬車や鉄道で  

あった。その移動手段を教育活動の展開に用いるということは，ごく自然な考  

えであったといえる。ただし，両者に関連性があったか否かは今後の課題であ  

る。  

8．9図書館エクステンションと資金：連邦政府との関わり  

アメリカ公共図書館の発展は，図書館を設置する各地方自治体の政策の影響も  

少なからずあったかもしれない。しかし，公共図書館の設置を促進し，そのサ  

ービスを継続的に実施していく基盤づくりをするための資金は，各図書館設置  

自治体よりもむしろ，寄付や補助金により獲得されてきた。その代表が20世  

紀のアメリカ公共図書館に対する最大の援助者であるカーネギーである677。カ  

ーネギー財団による寄付は，1898年から1919年の間に1679館の新たな図書  
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館を出現させた。カーネギー財団は，それ以降もAI」Aの各種活動に資金を提  

供した。そのひとつが，図書館エクステンション委員会の活動に対するもので  

あった。図書館エクステンション委員会は，図書館エクステンションの状況を  

明らかにするとともにその改善を目指していた。その活動は，財政支援の公平  

性という考えに基づくものであった。1929年から，図書館エクステンション委  

員会が刊行した機関誌「図書館エクステンション・ニュース」の副題は，「図書  

館機会の平等化」となっていた。図書館に接する機会を平等にすることが必要  

であるという考えを端的に示すものであった。   

しかし，カーネギー財団の各地の公共図書館に対する寄付は終焉を迎えてお  

り，新たな図書館設置のための資金を望むことは難しかった。そこで，アメリ  

カ図書館界は新たな資金源を探す必要があった。そこで，目が向けられたのが  

連邦政府であった。カール・マイラム（CarlH．Milam，1884・1963）A工」A事務  

局長は，連邦政府が公共図書館に対する果たすべき役割を認めた。1929年，マ  

イラムはALA評議会で「連邦政府と図書館との関係はどうあるべきか」とい  

うメモを提示した678。マイラムは，図書館に対する連邦政府の補助をニューデ  

ィール政策に関連づけ検討した。その結果，アメリカ図書館界は，WPA補助金  

を得ることで，図書館エクステンションの拡大に繋がった。  

マイラムやALAの幹部の働きかけは，1937年の連邦教育局図書館サービス部  

の設置に繋がった。この組織の設置は，全米規模の図書館発展推進事業を期待  

させ，それを担当する組織ができたことを意味していた。その後もALAは，  

1943年『公共図書館の戦後基準』や1948年『公共図書館サービスに関する全  

国計画』などの基準や計画で，アメリカの隅々まで，図書館サービスがいきわ  

たることを求め，各州の間にある図書館に対する財政的支援を全米的に平等と  

していくよう求めた。この括動が，1945年のAIJAワシントンD．C．事務所  

の開設と，連邦図書館補助金の汝制化に向けたロビー活動に繋がっていったの  

である。それから10年後の1956年，連邦政府による各地の図書館に対する補  

助金立法政策である図書館サービス法が成立した。図書館サービス法の成立ま  

でに長期間要した背景には，連邦政府の位置づけや役割に対する従来の固定的  

な考えが障壁となったことがある。図書館を含めた教育政策の権限は基本的に  

州にあり，連邦政府が教育政策に介入することに対し，懐疑的な態度をとるの  

がアメリカの伝統であった。後に，大統領となるジョン・F・ケネディ（JobnF．  

Kennedy）上院議員が図書館サービス法に反対していたのもそうした伝統的考  

えに基づくものであった。1964年，図書館サービス法が，図書館サービス建設  

法へと改正延長され，その補助対象も拡大した。この動きをALAでは歓迎し，  

どのようにすれば禰助金政策が継続し，政策の充実が望めるのかということが  
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法律改正時の関心事となったのである。   

AI」Aは，連邦補助金政策にそのときどきの革新的な図書館サービスを盛り込  

むようロビー活動を展開することで，図書館サービスの充実を図ろうと試みた  

のである。それらの革新的図書館サービスは，連邦補助金という資金的裏付け  

を得たことで，実現した。しかし，連邦補助金という裏付けをひとたび失うと  

サービスはたちまち中断されてしまうことも多かった。このことは，アメリカ  

公共図書館が，連邦政府の補助金に大きく依存していることを示す証左と考え  

られる。  

8．10アメリカ公共図書館における館外サービスの歴史上の位置づけ   

本研究を通じて，明らかにした法律の内容，各州の事例，ワシントン・カウ  

ンテイ・フリー・ライブラリーの事例に基づき，巡回文庫，馬車図書館，自動  

車図書館，図書館エクステンション，アウトリーチサービスの館外サービスの  

歴史上の位置を確定する。これらの作業は，本研究の目的で提示した，館外サ  

ービスを通史的に検討する中で，アメリカ公共図書館における館外サービス変  

化を明らかにし，位置づけようとする本研究の中核的課題に対する回答となる  

ものである。   

まず，巡回文庫導入のアメリカ公共図書館における館外サービスの歴史上の  

意義は，図書館未設置地域の人々に対する図書館サービスの開始である。そし  

て，巡回文庫が一定程度成果をあげたことで，公共図書館において館外サービ  

スという方法の有効性を図書館関係者に確認させたといえよう。その有効性が  

他州の図書館関係者に認識されたことで，各州に巡回文庫という手段が広まっ  

たと考えられる。馬車図書館の導入は，巡回文庫の限界を打破するために導入  

された手段であった。つまり，館外サービスの歴史上からみれば，地域をより  

網羅する図書館サービスの推進を行った意義があったと考えられる。   

自動車図書館の導入は，馬車図書館と目的が変わらず，手段を新しくしたも  

のであった。自動車図書館の導入は，自動車という手段を用いることによって，  

馬車図書館で行っていたサービスを改善・充実させる意義があった。そして，  

館外サービスの歴史的変遷から分析すると，現在自動車社会といわれるアメリ  

カで，いち早く自動車を用いたことが，このサービス手段を現在まで長期に継  

続させていくことにつながったと考えられる。   

また，この研究を通じて明らかになったことは，まず新たな図書館サービス  

手段の1つである館外サービスを導入し，サービス手段を工夫し，導入を推進  

する人物とそれを実現させるためには，支える基盤が必要とされる点である。  

例えば，資金を裏付ける法律制定に寄与したエドワード・W・ミリイ（EdwardW．  
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Mealey）と，ベンジャミン・F・ニューカマー（Benjamin F．Newcomer），サ  

ービスを先導したメアリー・ティツコムという人材という基盤があった。逆にそ  

うした条件を欠いていれば，新たな手段の導入が非常に難しく，導入できたと  

しても成功に結びつくことはなかった。さらに，ワシントン・カウンテイ・フ  

リー・ライブラリーのように，巡回文庫と馬車図書館の併用するサービスが実  

施された。巡回文庫は，限られた地域の人々にのみ図書館サービスを提供する  

ことができた。このサービスの課題や不足を解決するために，新たな馬車図書  

館というサービス方法が生み出された。つまり，古いサービスが新たなサービ  

スの素地となって，新たなサービスを生み出していくという変化であった。し  

かし，馬車図書館の導入が，巡回文庫というサービス手段を駆逐したわけでは  

なかった。むしろ両者が多くの利用者の見込めそうな場所では，巡回文庫とい  

うサービス手段を用い，それ以外の地域で馬車図書館によるサービスの提供と  

いう役割分担がなされていたのである。したがって，巡回文庫と馬車図書館は  

相互繍完的な関係として捉えることができる。   

自動車図書館が普及しつつあった1925年に，図書館エクステンションの調  

査が行われ，それを推進する ALA図書館エクステンション委員会が設けられ  

た。このことは全米レベルでの情報共有化が行われ，そのサービスを洗練させ  

る意義を持っている。情報共有の代表例がA工」Aの行った図書館エクステンシ  

ョンに関する研修会であった。   

その後の館外サービスは，大恐慌期に連邦のWPA補助金を活用したことで  

連邦政府と図書館の接点を築いた。このことは，多額の費用を要する館外サー  

ビスの資金的な裏付けの確立に向けた布石を打つ意義があった。それが，1956  

年の図書館サービス法という連邦による図書館補助金制度として結実し，農村  

地帯の館外サービスの資金供給に繋がったのである。  

1960年代になると図書館エクステンションとして示される館外サービスの  

概念が変化した。この新たな概念は，図書館サービス対象地域の中で，サービ  

スを享受できていない「人」に焦点をあてた，館外サービスとして具現化され  

た。それがアウトリーチサービスであった。これによって，既に図書館が設置  

されていた地域内に残されていた図書館サ←ビスの非享受者に対し，図書館が  

積極的にサービスを届けようとした意義がある。   

以上の意義を検討した結果，アメリカ公共図書館の歴史上，館外サービスは  

図書館のサービス対象者を把握する動きと一致する。図書館の館外サービスは，  

非来館者を新たな図書館のサービス対象者として捉えることを中心にしてきた。  

1950年代までは，館外サービスの対象者を図書館から地理的に遠隔地に所在す  

る人々と把握した（図8・1：①）。図8－1の①図書館エクステンションサービ  
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スでは，図書館から遠隔地に所在する人々に対して，巡回文庫，馬車図書館，  

自動車図書館を用いたサービスが導入された。1960年代以降，図書館利用に何  

らかの障害をもつ人々の属性に焦点をあて，図書館利用対象者と捉えた（図8－  

1：③）。そのうえで，各図書館は対象者ごとのニーズに合わせたアウトリーチ  

サービスを実施した。このような対象者の捉え方の変化自体が，館外サービス  

の革新につながった。本研究は通史的な分析を行うものであったため，図書館  

と利用者の関わりの変化を示すことができた。以上の分析からわかるように，  

このサービスは形態を変化させつつ，今後も存在し続けると予見される。それ  

は，公共図書館が情報を平等に提供するという使命と役割が不変であるからで  

ある。なんらかの理由で，図書館サービスを享受できない人が存在する限り，  

図書館員は積極的にそれらの人々に図書館サービスを届けていかなければなら  

ないのである。この核となる概念は，エクステンション及びアウトリーチサー  

ビスに共通する点である（図 8・1：②）。今後はコンピュータが普及した社会  

において公共図書館がコンコンピュータネットワークを介したサイバー・アウ  

トリーチサービス（図8－1：③）を実施しつつある。  

図8・1．図書館エクステンションサービスとアウトリーチサービス概念図  

8．11今後の研究課題   

本研究では，アメリカ公共図書館における館外サービスの変遷に焦点をあて  

た。本稿では，各州の事例やワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリー  

の事例から館外サービスの導入と実態を明らかにするとともに，館外サービス  

の変遷を検討する中で，新たな館外サービスの登場には，資金や馬車や自動車  

といった物理的な環境が整うだけではない，新たなサービスに取り組んだ人物  

の存在も明らかにした。新たなサービスに取り組んだ人物に迫る中で，付随す  
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る課題が出てきた。   

本研究に附随する研究課題は，館外サービスに取り組んだ人物の図書館思想  

や参照した理論の全体像について，アメリカ公共図書館を支える思想や理論全  

体に沿って位置づけることである。館外サービスを支えた思想や理論を整理す  

ることで，館外サービスの変遷をより明確に描き出すことができるはずである。  

本研究は，通史として把握することを目的としたため，個別の思想や理論の多  

くに踏み込めなかった部分もある。しかし，本研究によってまとめた館外サー  

ビスの通史的な視点は，この館外サービスを支えた思想や理論を整理する新た  

な研究の基礎となるものである。   

また本稿では，アメリカの公共図書館における館外サービスを検討するにあ  

たって，事例に言及することもあった。しかし，そこで取り上げた内容は，一  

部の州の取り組みにとどまっている。本稿で言及できなかった州の事例を取り  

上げることでよって，地域的な取り組みの特徴を把握できると考えられる。   

さらに，本稿に関連する課題もある。アメリカにおける館外サービスの主要  

な手段であった巡回文庫を最初に開始したデューイは，その導入にあたりオー  

ストラリアでの取り組みを参考にした。本稿では，アメリカを中心に言及した  

ため，オーストラリアの取り組みがどのようなもので，それがアメリカのデュ  

ーイにどのように受容されたのかという点を扱うことができなかった。その点  

を検討することで，図書館における館外サービスの歴史をより明瞭にしていく  

ことに繋がると考える。  
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文化変容の研究．川崎良孝；吉田右子訳．京都大学図書館情報学研究会，   

2003，p．117．  

235Powley．cp．ガム，64），p．434．  

2361642年イギリスからアメリカのニュージャージー州ミドルタウンへ移住し   
てきたリチャード・スタウト（Richard Stout）の末蘭である。  

237StuartStotts，Booksinabox：LutieStearnsandthetravelinglibraries   

OfWisconsin，Wisconsin，BigValleyPress，2005，P．92．  

238Firs七biennialreportoftheFreeLibraryCommissionofWisconsin   
1895・1896．叩．df．，70），p81．  

239Stotts，q笹．仁兄．，67）  

240Powley，qP．仇托．，64），p．441．  

241ThirdbiennialreportoftheFreeLibraryCommis＄ionofWisconsin   

1899・1900．Madison，DemocratPrintingCo．，1900，P．5．  

242アメリカ合衆国商務省編．前掲，104），p．27  
243 この数値は，文献掲載のデータをそのまま改変せずに用いた。そのため，   

数値は，合計すると101パーセントとなるがそのままにしてある。  

244Eggers，LollyP．Acenturyofstories：ThehistoryoftheIowaCityPublic   

Library，1896・1997．TheIowaCityPublicLibraryFriendsFoundation，   

1997，p．81．  

245Actsandresolutionspasseda七thereg・ularsessionofthetwenty・Sixth   
generalassemblyofthe StateofIowa．1896，P．53・54．  

246Firstreportof七heIowaLibraryCommission，1900・1903．DesMoines，   

Iowa，1904，p．37．  

247“Newsfromthelibraryfield”．PublicLibraries．1896，nO．3，P．100．  

248FirstreportoftheIowaLibraryCommission．qp．cjt．，246），p．37．  

249Reeves，WinonaE．ed．ThebluebookofIowawomen．MissouriPrinting   

andPublishingCompany，Mexico，Mo．1914，P．182．  

250 コロンビアンクラブは，女性クラブの一種である。オーデュポン・カウン   

ティでは，1892年コロンビアンクラブが創設され，1893年後の図書館につ   

ながる読書ルーム（閲覧室）がつくられた。  

251FirstreportoftheIowaLibraryCommission．qp．clt．，246），P．39．  

252乃J♂．，246），p．45．  

253乃ノd．，246），p．46．  

254乃J♂．，246），p．40，43－44．  

255乃ノd．，246），p．40・42．  

256 この当時卜点字図書の作成は，ボランティアによるものが鵬般的であった。  

257アイオワ高等盲学校は1852年に設立された。この視覚障害者向けの学校は，   

『大草原の小さな家』に登場するメアリー・インガルズ（M五叩Ingalls）の   

通った学校として知られている。なお，アイオワプライユ・視覚維持学校  
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（IowaBrailleandSightSavingSchool）と改称し，現在に至っている。  

258アメリカでは，ボストン・タイプという凸辛が1835年に発明された。その   

凸字が視覚障害者教育の主流となっていた。その後紹介された，フランスの   
プライユの点字を改良する形で，ニューヨーク・ポイントが考案された。紹   

介された。なお，1892年にパーキンス盲学校長アナグノスは，アメリカン・   

プレールという展示を考案した。そのため，1915年に点字の標準化がされる   
まで，ニューヨーク・ポイント，アメリカン・プレール，ボストン・タイプ，   

プライユ点字が平行して使用されていた。したがって，この時期の点字図書   
は，ここにあげたいずれかの点字を用いていた。  

259FirstreportoftheIowaLibraryCommission，1900・1903．qp．clt．，246），   

p．42．  

260Wallace，Anne．TheSouthernlibrarymovement．ALABulletin．1901，   

VOl．1，nO．4，p．62・67．  

261Wallace，蕗〟．，260），p．62．  

262Ross，Annie．LibrrayprogressinNorthCarorainasince1899．ALA   

Bulletin．1901，VOl．1，nO．4，p，71・72．  

263乃Jd．，262），p．71．  
264ThirdbiennialreportoftheFreeLibraryCommissionofWisconsin   

1899－1900．叩．df．，241），p．5．  

265Long，HarrietC・Countylibraryservice．Chicago，AmericanLibrary   

Association，1925，p．17．  

266 ワシントン・カウンテイ・フリー・ ライブラリー所蔵の地図に山部加工を   

加えてある。  

267南北戦争の主要な戦いのひとつとされる1862年9月17日のアンティター   
ムの戦い（TheBattleofAntietum）は，ワシントン・カウンティのシェー   

プスパーグ（Sharpsbu柑）至近のアンティタームで発生した。  

268Marcum，DeannaB．Goodbooksinacountryhome：thepubliclibrary   

asculturalfbrceinHagerstown，Maryland，1878－1920．Westport，   

GreenwoodPress，1994，P．37．  

269LawsoftheStateofMarylandmadeandpassed．KingBros，State   

Printers，1898．p．780．  

270乃J♂．，269），p．1186・1188．  

271Knowles，前掲，119），p．61．  

272“Editodals”．LibraryJournal．1901，VOl．26，nO．2，p．60．  

273Titcomb，MaryL．＆HoIzapf白1，MaryL．50thAnniversarythe  

WashingtonCountyFreeLibrary1901・1951．Hagerstown，TheBoardof  

DirectorsoftheChamberofCommerce．1951，P．6－8．  

274WashingtonCountyFreeLibrary．WashingtonCountyFreeLibraryat   

Hagerstown，Maryland．1stannualreportfortheyearendingOct．1s七，   

1902．Hagerstown，Maryland，MorningHerald，1902，P．4．  

275ベル・レターズ協会について1862年2月19日の新聞（脇j：極月d動ee   

乃・eββ）には，借り出した図書の返却を求める記事が掲載されている。  

276セント・ジェ｝ムス・カレッジは，1842年に設立された。現在改称し，セ   
ント・ジェームス・ スクール（SaintJamesScbool）という名称の私立高等   

学校（Hi妄匝Scbool）として，大西洋沿岸中部諸州の教育機関認証協会（Middle   

StatesAssociationofCollegesandSchooIs）の認証を受けている。  

277WashingtonCountyFreeLibrary．1902，qP．Clt．，274）  
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278“Librarians”．LibraryJournal．1901，VOl．26，nO．1，P．40．  

279新聞の普及状況については，「アメリカ社会の変化」の項を参照のこと。   
なお，ワシントン・カウンティには，カ月柑脇〟（1873年肋jⅥ血g助毘〟   

という名称で創刊）という日刊新聞が存在した。現在，刀β砂腸〟は，改称  
されガ占∫虔ノd脇〟となっている。  

280WashingtonCountyFreeLibrary．1902，qP．CIt．，274），P．11．  

1年目から数えると実に3，405冊増加し，その増加した冊数の内訳は次の   

通りであった。寄贈によるものが456冊，製図暮されたものが207冊，購   

入されたものが2，742冊となっていた。  

281WashingtonCountyFreeLibrary．qp．clt．，274），P．13．  

282WashingtonCountyFreeLibrary．1bld．，274），p．5．  

283Compiledbythesecretaryofstate．Marylandmanual1900．Baltimore，   

Wm・J・C・DulanyCo．，1901，P．134，P．252．  

284 ロバー ト・H・フェレル．図説アメリカ歴史地図：目で見るアメリカの500   

年．谷中寿子他訳．原書房，1994，p．180．  
285 ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリーの所在したヘガーズタウ   

ンは，B＆0鉄道，WesternMaryland鉄道などが敷設され鉄道の要衝とし   

て知られていた。また，ワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリー自   

体も駅から近い場所に位置していた。  

286WashingtonCountyFreeLibrary．WashingtonCountyFreeLibraryat   

Hagerstown，Maryland．3rdannualreport1903－1904．Hagerstown，   

Maryland，Morning・Herald．，1904，P．4．  

287∫ゐノd．，286），p．18．  

288乃〟∴ 286），p．7．  
289Stearns，Lutie E．Travelinglibrariesin Wi＄COnSin with directory of   

S七ationsMadison，Wisconsin，WisconsinFreeLibraryCommission，1910，   

41．p．  

290乃Jd．，289），p．6・9．  
291馬車図書館のデザインは，ティツコム自身が手がけた。それをもとに，馬   

車製造業者の手で組み立てられ，2頭引きの馬車（総費用175ドル）が造られ   
た。馬車図書館は，全体が黒色であった。  

292 Greene，JulieE．“NewsPlus”．TheHeraldMail．2006－3－26．SectionE．  

293Gray，GraceV．“Thepubliclibraryonwheels”．TheFarmingBusiness．   

1916・8－19．p．667．  

294カウンティ内を16ルートに分け（総延長500マイル（約800km）），各ル   

ートを合計で31回まわった。  
295WashingtonCountyFreeLibrary．WashingtonCountyFreeLibraryat   

Hagerstown，Maryland．5thannua．1report1905・1906．Hagers七own，   

Maryland，HeraldPrint，1906，P．6－8，13．  

296WashingtonCountyFreeLibrary．WashingtonCountyFreeLibraryat   

Hagerstown，Maryland．7thannualrepor七1907－1908．Hagerstown，   

Maryland，HeraldPrint，1908，P．6・7．  

297WashingtonCountyFreeLibrary．WashingtonCountyFreeLibraryat   

Hagers七own，Maryland．6thannualreport1906・1907．Hagerstown，   

Maryland，HeraldPrint，1907，27p．   

1900年代初頭のワシントン・カウンテイ・フリー・ライブラリーによる学  
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校における巡廻文庫利用記録の一部が，現在山口県立山口図書館に保管され   
ている。  

298 日曜学校については，以下の文献を参照されたい。   

赤星隆子．“米国19世紀の日曜学校図書塞：児童図書館サービスの先駆と   
しての意義”．日本図書館情報学会誌．2001，VOl．46，nO．3，p．95－110．  

299WashingtonCountyFreeLibrary．WashingtonCountyFreeLibraryat   
Ha酢rStOWn，Maryland．叩．df．，274）  

300Titcomb，MaryL；HoIzapf6l，MaryLouise，QP．CIt．，273），P．12．   
カーネギーは，1919年までにアメリカ国内で1679館の図書館建設費を援   
助した。  

801WashingtonCountyFreeLibrary．qp．clt．，274）  
302“LibraryBookVan”．TheDailyMail．Hagerstown，1910－8N25・  

303Titcomb，MaryL＆HoIzapfbl，MaryLouise，qP．Clt．，273），P・14．  
304WashingtonCountyFreeLibrary．WashingtonCountyFreeLibraryat   

Hagerstown，Maryland．11thannualreport1911－1912・Hagerstown，   

Maryland，1912  

305乃ノd．，304），p．7・8．  

306∫あノd．，304），  

307WashingtonCountyFreeLibrary．WashingtonCoun七yFreeLibraryat   

Hagerstown，Maryland．14thannualreport1914・1915・Hagers七own，   

Maryland，1915，27p・  

308WashingtonCountyFreeLibrary．WashingtonCountyFreeLibraryat   
Hagerstown，Maryland・15thannualreport1915・1916・Hagerstown，   

Maryland，1916．  

309Jあゴd．，308）  

310“AMarylandPilgrimage”．NationalGeo官raPhicMagazine・1927，VOl・   

51，nO．2，p．133・211．  

311ティツコムの母は，ジョージ・アルフレッド・ティツコムとの婚姻により，   

ランカスターからティツコムに姓を変えている。  

312Titcomb，GilbertM．DescendantsofWilliamTitcomb ofNewbury，   

Massachuse七ts，1635．Annarbor，EdwardsBrothersInc．，1969，P．   

163・166．  

313Zeigler，FolraB．ApensketchofHagers七own’slibrarian・TheBuilder・   

1913・11－15，p．5，8．  

B14TheRobin＄OnSeminaryHistoryCommittee．OnEverRobinson・   

Portsmou七h，CenterforGraphicCo皿m11nication．，1988，P・1－13・  

315Seventhannualca七alogueRobinsonFemaleSeminary・Exeter   
News・LetterPress，1876，P・13・14・  

316乃Jd．，315）  

317Marcum，qP．df．，268），p．66．  
318SeventhannualcatalogueRobinsonFemaleSeminary．qp．clt・，314），   

p．12．  

319Zeigler，叩．C丑，313）  
320Braunagel，Judith・Dic七ionaryofAmericanlibrarybiography・qP・Clt・・   

206），p．518．  

321Braunagel，Judith．MaryLemistTitcomb1857・1932・（WCFL所蔵）  
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322“CharlesH．WalcottPapers”．ConcordFreePublicLibrary．   

http：／／www．concordnet．org／1ibrary／scollect／FinJlids／C＿A＿Walcott．html，   

（accessed2006・針11）  

323Hance，DawnD．TheRutlandFreeLibrary．RutlandHistoricalSociety   

Quarterly．1986，VOl．16，nO．3，P．34．  

324ルートランドのメモリアル・ホールの1階は図書館，2階が南北戦争博物  

館になっていた。  

325Titcomb，MaryL．“Womenaslibraryworkers”．IJibraryJournal．1893，   

VOl．18，nO．8，p．279．  

326ChiefLibrarian．“TheHealthoffemaleassis七ants”．LibraryJournal．   

1893，VOl．18，nO．6，p．178．  

327Sherman，Jake．1886・1986：100yearsofservice：eSSaySPreParedfbrthe   

CentennialoftheRutlandFree Library．  

（RutlandFreeLibraryVermontRoom所蔵）  
328FirstbiennialreportoftheBoardofLibraryCommissionersofVermon七   

1895－96．Burington，FreePressAssocia七ionPrinters，1896，P．5・25．  

329“Statelibrarycommissioners”．LibraryJournal．1897，VOl．22，nO．9，   

p．443．  

330“JointmeetingwithV6rmontLibraryAssociation”．LibraryJournal．   

1898，VOl．23，nO．3，p．119．  

331“IJibraryeconomyandhistory”．LibraryJournal．vol．22，nO．1，1897，   

p．204．  

332“S七atelibraryassociation”．LibraryJournal．1899，VOl．24，nO．12，   

p．680．  

333乃ノd．，332），p．23．  

334Zeigler，qp．CJf．，313），p．5，8．  

335“Statelibrarycommissioners”．LibraryJournal．1899，VOl．24，nO．7，   

p．484．  

336“Librarians”．LibraryJournal．1901，VOl．26，nO．1，p．40．  

337“HistoryoftheLibrary”．GoodrichMemorialLibrary．   

http：／／www．goodrichlibrary．org／history．htm，（accessed2006・8－11）  

338 Gibson，Charlotte C．ClassifiedlistofbooksintheFletcherMemorial   

Library．Ludlow，TheV6rmontTribune，1901，P．4．  

339ThebooksoftheFletcherMemorialLibrary．Ludlow，TheVermont   

Tribune，1902，p．12・13．  

340“Womeninthelibraryprofession”．LibraryJournal．1920，VOl．45，   

no．14，p．639．  

341Byron，JosephC．“Foreword”．50thAnniversaryTheWashingtonCounty   

FreeLibrary1901－1951．Hagerstown，WashingtonCountyFreeLibrary，   

1951，p．4．  

342Braunagel，MaryLemis七Titcomb1857－1932．qp．cIt．，321）  

343乃ノd．，321）  

344WashingtonCountyFreeLibraLry．qP．CIt．，274），P．4．  

345“Roundtablediscu＄Siononclassificationandcatalogingofchildren’s   
books”．LibraryJournal．1902，VOl．27，nO．7，p．223－224，  

346Zeigler，呼．仇揉．，313）  
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347“Traveling・1ibraryasafirststepinlibrarydevelopment”．Library   

Journal．1905，VOl．30，nO．9，p．161．  

348Titcomb，MaryL・“Howasmalllibrarysuppliesalar嘗enumberofpeople   

Witbbooks”．Libra叩Journal．1906，VOl．31，nO．2，p．5ト54．  

349Titcomb，MaryL．Acountylibrary．Unpublishedpaperdeliveredatthe   

AmericanLibraryAssociation，BrettonWoods，NewHampshire，1909．   

p．6．  

350乃Jd．，349）  

351Papersandproceedingsofthethirty・firstannualmeetingof七he   
AmericaLibraryAssociationheldatBrettonWoods，NewHampshire．   

AmericanLibraryAssociation，1909，P．140，150－152．  

352Titcomb，MaryL．Onthetrailofthebookwagon．Unpublishedpaper   

deliveredattheAmericanLibraryAssociation，Bret七onWoods，New   

Hampshire，1909．p．6．  

353Papersandproceedingsofthethirty－firstannualmeetingofthe   

AmericaLibraryAssociationheldatBrettonWoods，NewHampshire．qp．   

df．，350），p337，354・355．  
354Lowe，JohnA発，Titcomb宛，1915年12月8日付書簡（WCFL所蔵）  

355Maule，JohnC発，Titcomb宛，1916年2月19日付書簡（WCFL所蔵）  

356EatonCrane ＆ PikeCompany発，Titcomb宛，1917年2月8日付書簡   

（WCFL所蔵）  
357Escher，D．DHermann発，Titcomb宛，1919年11月 3日付電報  

（WCFL所蔵）  
358BulletinoftheAmericanLibraryAssociation．1916，VOl．10，nO．4，P．  

454－455．  

359乃Jd．，357）  

360Wylie，Dalton．Takingthelibrarytothepeople．CountryLifeinAmerica．   

1913，p．66．  

361Gray，GraceViall．叩．dよ，293），p．677．  

362“Bookwagonwomanhere”．NewYbrkGlobe．1920－2・11．  

363Frank，Mary．“Bookswill且ndyouout”．McCa11’＄Magazine．1920，P．  

16．  

364Tappert，Katherine．“BooksatworkinWashingtonCounty，Maryland”．   

TheAmericanCity．1920，VOl．22．no．1，P．25・27．  

365“LibraryInstituteHoldsSessiona七Carneg・ieLibrary”．TheAtlanta  

Journal．1921・3－31．  

366Titcomb，MaryL．＆Frank，Mary．Bookwagons：thecountylibrarywith   

ruralbookdelivery．Chicago，AmericanIJibraryAssociation，1922，12p．  

367乃Jd．，366），p．4．  

368RegionalDirectorsoftheA．L．A．“Books払reverybodyappeal”．Library   

JoⅦrnal．1920，VOl．45，nO．4，p．173．  

369“LibraryOrganizations”．LibraryJournal．1920，VOl．45，nO．18，P．  

842－843．  

なお，理事会で中止した経緯については，山本順一“アメリカ図書館協会   

の歴史”．図書館史研究．1992，nO．9，p．24・26．を参照されたい。  

370Titcomb，MaryL．“Trainingforthecountylibrarywork”・LibraryJournal■   

1925，VOl．50，nO．2，p．76．  
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371無署名タイプ資料5枚（WCFL所蔵）  
372Breen，MaryH・ThetravelinglibraryserviceoftheNewYorkPublic   

LibraryinRichmondandtheBronx：ADescriptiveHistory．Master，s   

thesis，PrattInstitute，1951，58p．  

373Garrison，Dee．文化の使徒：公共図書館・女性・アメリカ社会1876・1920   

年．田口瑛子訳．日本図書館研究会，1996，p．307．  

374Kelly，MelodyS．RevisitingC．H．Milam’s‘whatlibrarieslearnedfrom   

thewar’andrediscoveringthelibraryfaith・LibraryandCulture，VOl．   

26，2003，p．378・388．  

375ALA“PreliminaryreportofCommi七teeonEnlargedProgamfor   
AmericanLibraryService”LibraryJournal，VOl・48，1923，P・449－453・  

376Williams．qp．df．，23），p．56．  

377McCook，Kathleen dela Peaa．アメリカ公立図書館職入門．田口瑛子他   

訳．京都大学図書館情報学研究会，2008，p．70．  

378Settle，GeorgeT・“WorkwithNegroesRoundTable”AmericanLibrary   

AssociationBulletin，1923，P．279．  

379Jカメ♂．，378）  

380乃ノd．，378）  

381川崎良孝．アメリカ公立図書館・人種隔離・アメリカ図書館協会：理念と   

現実との確執．京都大学図書館情報学研究会，2006，p．92、  
382Minutes，1925－1949，RecordSeries，29／5／1Boxl，UniversityofIllinois   

Archives所蔵．Secretary発ClarenceB．Les七er，MaryJ．L．Black，   

Milton J．Fergu＄On，PaulM．Paine，CharlotteTempleton宛（1925   

年3月25日付書簡）  
383Minutes，RecordSeries，29／5／1Boxl，UniversityofIllinoisArchives   

所蔵．AmericanLibraryAssociationCommitteeonLibraryExtension   

Meeting（1925年12月30日付議事録）  

3錮同委員会の事務を担当させるため事務員のメリル（才山iaWrigbtMerrill）を   
雇い入れた。  

385なお，サウスカロライナ州とフロリダ州の情報は，各州の図書館協会事務   

局長により取りまとめられた。  

386Minutes，1925・1949，RecordSeries，29／5／1Boxl，UniversityofIllinois   

Archives所蔵．AmericanLibraryAssociationCommitteeonLibrary  

Extension．   

TentativereportfbrdiscussionattheSignalMountainMeeting・aPri1   
22－24，1926．73p．  
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イ
ブ
ラ
リ
ー
の
設
立
  

18
82
  

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
聴
覚
障
害
者
の
た
  

め
の
図
書
館
設
立
 
 

メ
ル
ヴ
ィ
ル
■
デ
ュ
ー
イ
，
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
初
代
  

18
83
  

図
書
館
長
に
就
任
  

18
84
  

ミ
ネ
ソ
タ
州
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
リ
ヾ
ブ
リ
ツ
ク
・
  

1
8
8
5
 
 
 
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
創
設
 
 

18
86
  

ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
教
授
ハ
ー
バ
ー
ト
B・

  
連
邦
政
府
が
，
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
イ
ン
ス
テ
イ
チ
ュ
  

18
87
  

ア
ダ
ム
ス
が
AL
A年

次
総
会
で
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
  
－
ト
拡
大
の
た
め
ハ
ッ
チ
法
を
制
定
し
，
年
間
  

大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
発
展
を
唱
導
  
 

15
，
00
0ド

ル
を
補
助
  
 

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
・
 
 

パ
ブ
リ
ッ
ク
う
イ
プ
ラ
リ
ー
創
設
  

18
88

  
  

ミ
ル

ウ
ォ

ー
キ

ー
り

ぺ
ブ

リ
ツ

タ
う

イ
ブ

  

ラ
リ
ー
が
未
発
達
な
学
校
図
書
舘
支
援
  

23
2 
  



メ
ル
ヴ
ィ
ル
・
デ
ュ
ー
イ
は
，
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
国
書
  
モ
ン

タ
ナ
，
ワ
シ
ン
ト
ン
，
ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
，
サ
ウ
ス
  

館
長
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
大
学
評
議
会
事
務
局
長
  

兼
州
立
図
書
館
長
と
な
る
  

18
89
  

メ
ル
ヴ
ィ
ル
・
デ
ュ
ー
イ
，
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
大
学
法
を
  

起
草
  
 

オ
ハ
イ
オ
州
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
リ
ベ
ブ
リ
ツ
  

ク
う
イ
プ
ラ
リ
ー
は
，
ケ
ノ
ー
ブ
ラ
ン
ド
  

金
物
会
社
従
業
員
10
0名

に
向
け
て
  

50
冊
程
度
の
蔵
書
を
送
付
  

18
90
  

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
，
図
書
館
設
立
を
  

促
進
さ
せ
る
法
を
制
定
  

ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
は
，
図
書
館
  

18
91
  

振
興
に
関
わ
る
法
律
を
制
定
  
 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
（
37
8号

）
制
定
  

18
92
  

23
3 
  



ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
巡
回
文
庫
開
始
  
 

ミ
シ
ガ
ン
州
立
図
書
館
長
メ
ア
リ
ー
ー
C・

ス
ペ
ン
サ
ー
  
シ
カ

ゴ
で
年
次
総
会
（
コ
ロ
ン
ビ
ア
万
国
博
覧
会
）
  

が
AL
A年

次
総
会
に
参
加
，
そ
こ
で
メ
ル
ヴ
ィ
ル
・
  

デ
ュ
ー
イ
の
巡
回
文
庫
の
話
題
に
関
心
を
抱
く
  

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
に
お
い
て
学
校
図
書
館
を
支
援
し
  

た
フ
ラ
ン
ク
■
Aリ

＼
ツ
テ
ン
ス
と
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
図
  

書
館
協
会
の
事
務
局
長
で
あ
っ
た
ル
ー
テ
イ
・
E－

ス
  

18
93
  

タ
ー
ン
ズ
が
AL
A年

次
総
会
に
参
加
し
，
メ
ル
ヴ
ィ
  

ル
・
デ
ュ
ー
イ
の
巡
回
文
庫
に
関
心
を
抱
く
  

メ
ア
リ
ー
・
L・

テ
ィ
ツ
コ
ム
AL
A年

次
総
会
へ
参
加
  
 

ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
で
，
フ
リ
ー
り
ぺ
ブ
リ
ツ
  
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
ル
ー
テ
ィ
ー
Et
ス
タ
ー
ン
が
，
ニ
  

ク
ー
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
を
促
進
す
る
た
め
の
  
ユ
ー
ヨ
ー
ク
の
AL
A年

次
総
会
に
お
い
て
「
青
少
年
  

法
律
が
制
定
  
 

の
た
め
の
読
書
」
を
紹
介
  
 

18
94
  

23
4 
  



オ
ハ
イ
オ
州
連
合
の
年
次
総
会
に
お
い
  

て
，
C．

B．
バ
ッ
ク
ウ
ォ
ル
タ
ー
が
巡
回
  

文
庫
に
つ
い
て
の
議
題
を
紹
介
  

ミ
シ
ガ
ン
州
法
（
28
号
）
制
定
  

モ
ン
タ
ナ
州
，
巡
回
文
庫
予
算
案
は
通
  

過
し
た
が
実
施
に
は
至
ら
ず
  

ミ
シ
ガ
ン
州
で
5月

14
日
ノ
ー
ス
・
ス
タ
  

ー
地
域
に
巡
回
文
庫
が
廻
送
開
始
  

図
書
館
振
興
法
で
あ
る
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
  

州
に
お
け
る
公
共
図
書
館
の
設
立
と
効
  

果
を
促
進
す
る
法
（
法
律
31
4号

）
が
制
  

定
（
巡
回
文
庫
に
つ
い
て
の
規
定
は
無
  

し
）
  

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
ウ
リ
ー
う
イ
プ
ラ
リ
  

ー
・
コ
ミ
ュ
ツ
シ
ョ
ン
が
設
立
  

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
り
ぺ
ブ
リ
ツ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
  

ー
創
設
 
 

23
5 
  



ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
州
女
性
ク
ラ
ブ
州
連
  

ユ
タ
が
州
と
な
る
  
 

合
の
中
間
年
次
総
会
の
中
で
巡
回
文
  

庫
を
取
り
上
げ
る
  

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
女
性
ク
ラ
ブ
連
合
は
，
地
  

方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
届
け
る
巡
回
文
庫
を
  

導
入
  

18
96
  

ア
イ
オ
ワ
州
法
（
49
号
）
制
定
  

オ
ハ
イ
オ
修
正
法
（
第
34
3号

）
制
定
  

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
ジ
ェ
ー
ム
ス
ー
H■

ス
  

タ
ウ
ト
が
資
金
を
拠
出
し
，
ダ
ン
Ⅰ
カ
ウ
ン
  

テ
ィ
に
お
い
て
最
初
の
巡
回
文
庫
を
実
  

施
  

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
■
フ
リ
ー
う
イ
プ
ラ
リ
  

ー
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
設
置
を
す
る
  
 

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
に
お
い
て
図
書
館
委
  
議
会
図
書
館
本
館
完
成
  

員
会
設
置
の
法
案
が
可
決
  

視
聴
覚
障
害
者
向
け
閲
覧
室
を
設
置
  
 

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
で
巡
回
文
庫
導
入
  

18
97
  

23
6 
  



ミ
ネ
ソ
タ
州
ダ
ル
ー
ス
に
お
い
て
ダ
ル
ー
  

ス
女
性
ク
ラ
ブ
支
援
の
も
と
会
議
が
開
  

催
さ
れ
，
そ
こ
で
北
部
ミ
ネ
ソ
タ
巡
回
文
  

18
98
  
  
 庫

協
会
が
組
織
  

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
州
法
（
17
5号

）
制
定
  

デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
法
（
22
0号

）
制
定
  

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
法
（
10
3号

）
制
定
  

カ
ン
ザ
ス
州
法
（
16
3号

）
制
定
  

メ
イ
ン
州
法
（
34
号
）
制
定
  

ミ
ネ
ソ
タ
州
法
（
35
3号

）
制
定
  

ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
州
法
（
81
号
）
制
定
  

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
（
14
2号

）
制
定
  

18
99
  
  
  
  
 イ

リ
ノ
イ
州
巡
回
文
庫
法
制
定
  

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
に
お
い
て
州
図
書
  

館
委
員
会
が
巡
回
文
庫
に
積
極
的
に
  

関
与
す
る
権
限
を
認
め
，
歳
出
予
算
を
  

盛
り
込
ん
だ
規
定
を
含
む
法
律
を
制
定
  

オ
ハ
イ
オ
州
バ
ン
ワ
ー
ト
カ
ウ
ン
テ
イ
  

で
ア
メ
リ
カ
初
の
カ
ウ
ン
テ
ィ
う
イ
ブ
ラ
  

リ
ー
■
シ
ス
テ
ム
を
導
入
  

23
7 
  



ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
法
（
32
号
）
制
定
  

ミ
シ
ガ
ン
州
で
『
ど
の
よ
う
に
し
て
公
共
  

19
00
  

  
図
書
館
を
創
設
す
る
の
か
』
8頁

ほ
ど
  

の
小
冊
子
を
刊
行
  

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
ワ
シ
ン
ト
ン
■
カ
ウ
ン
テ
  

19
01
  

 イ
ウ
リ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
開
館
  

19
02
  

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
に
お
い
て
，
ル
ー
テ
  

イ
・
E・

ス
タ
ー
ン
ズ
が
州
の
巡
回
文
庫
  

部
門
の
責
任
者
に
就
任
  

19
03
  

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
ワ
シ
ン
ト
ン
暮
カ
ウ
ン
テ
  

イ
・
フ
リ
ー
う
イ
プ
ラ
リ
ー
の
2階

に
児
  

童
室
が
設
置
さ
れ
る
  

19
04
  

連
邦
議
会
で
，
視
覚
障
害
者
へ
の
郵
送
が
無
料
  

と
決
定
さ
れ
る
  
 

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
ワ
シ
ン
ト
ン
】
カ
ウ
ン
テ
  
AL
Aポ

ー
ラ
ン
ド
年
次
総
会
に
お
い
て
，
「
図
書
館
  

イ
・
フ
リ
ー
う
イ
プ
ラ
リ
ー
で
馬
車
図
書
  
発
展
の
第
1ス

テ
ッ
プ
と
し
て
の
巡
回
文
庫
」
と
題
し
  

19
05
  
  
  

  
  
  
  
館
開
始
  

た
議
論
が
行
わ
れ
る
  
 

ミ
シ
ガ
ン
州
で
『
図
書
館
に
対
す
る
支
  

援
』
と
題
す
る
小
冊
子
を
刊
行
  

23
8 
  



ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
東
部
の
ゴ
ー

ル
  

ズ
バ
ラ
に
お
い
て
，
38
の
巡
回
文

庫
が
  

廻
送
  

19
06
  

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
ワ
シ
ン
ト
ン
・
カ
ウ
ン
テ

  

イ
・
フ
リ
ー
う
イ
プ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
，
  

25
校
に
巡
回
文
庫
を
廻
送
  

ア
ン
■
ウ
オ
ー
レ
ス
が
，
19
07
年
の
  

Aエ
4β

乙
昆
お
出
創
刊
  
 

オ
ク
ラ
ホ
マ
が
州
と
な
る
  
 

AL
A年

次
総
会
に
お
い
て
「
南
部
図
書
  

19
07
  

館
の
活
動
」
を
報
告
  

ワ
シ
ン
ト
ン
・
カ
ウ
ン
テ
イ
・
フ
リ
ー
ー
ラ
イ
  

ブ
ラ
リ
ー
19
01
年
一
19
07
年
の
活
動
報
  

19
08
  
  
告
書
を
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
カ
ー
ネ
ギ
ー
の

  

元
へ
送
り
，
寄
付
を
要
請
  

メ
ア
リ
ー
・
Lt
テ
ィ
ツ
コ
ム
は
AL
Aブ

レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
  

年
次
総
会
に
お
い
て
馬
車
図
書
館
に
関
す
る
  

A
（
あ
m
少
地
上
ア
と
 
 

19
09
  

0
乃
班
e
乃
署
ガ
（
ぱ
蕗
e
β
ロ
〔
汝
陥
g
m
 
 

2つ
の
報
告
を
行
う
  

23
9 
  



ワ
シ
ン
ト
ン
・
カ
ウ
ン
テ
イ
・
フ
リ
ー
う
イ
  

ブ
ラ
リ
ー
の
馬
車
図
書
館
は
，
ノ
ブ
オ
ー
  

19
10
  
  
ク
・
ア
ン
ド
ー
ウ
ェ
ス
タ
ン
ー
レ
イ
ル
ロ

ー
ド
  

の
南
へ
向
か
う
汽
車
と
接
触
し
，
そ
の
  

事
故
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
が
一
次
休
止
  

19
11
  

ワ
シ
ン
ト
ン
・
カ
ウ
ン
テ
イ
・
フ
リ
ー
・
ラ
イ
  

ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
，
ア
リ
ゾ
ナ
が
州
と
な
る
  
 

19
12
  
 ブ

ラ
リ
ー
で
自
動
車
図
書
館
の
導
入
  

19
13
  

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
設
立
  
 

メ
ア
リ
ー
・
L■

テ
ィ
ツ
コ
ム
が
，
AI
Aの

副
会
長
に
就
  

任
  

19
14
  

AI
．
A第

一
世
界
大
戦
に
即
し
た
戦
時
図
書
館
サ
ー
  

ビ
ス
の
実
施
  

I惰
ゐ
00
ム
肋
Ⅵ
jγ

ム
dゐ

血
創
刊
  
 

19
15
  

図
書
館
教
育
部
会
長
に
就
任
  

ワ
シ
ン
ト
ン
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
ウ
リ
ー
・
ラ
イ
  
AL
Aア

ズ
ベ
リ
ー
パ
ー
ク
年
次
総
会
で
巡
回
文
庫
  

ブ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
，
ト
ラ
ッ
ク
を
改
造
し
  
の
諸
問
題
を
メ
ア
リ
ー
・
レ
テ
ィ
ツ
コ
ム
が
取
り
上
げ
  

19
16
  
  
  
  
  
  
  
た
新
た
な
自
動
車
図
書
館
の
導
入
  
 

る
  
 

19
17
  

AL
A戦

時
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
を
組
織
  

24
0 
  



ミ
ネ
ソ
タ
州
ヒ
ビ
ン
グ
で
バ
ス
を

改
造
し
  

19
18
  

た
最
初
の
自
動
車
図
書
館
を
導
入
  
 

AI
A主

導
の
Bo
ok
s女

）
rE
ve
ry
bo
dy
運
動
実
施
  
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
  

19
19
  

（
19
20
年
ま
で
続
く
）
  
 

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ー
カ
ー
ネ
ギ
ー
が
没
す
る
  
 

19
20
  

19
21
  

19
22
  

19
23
  

ワ
シ
ン
ト
ン
■
カ
ウ
ン
テ
イ
■
フ
リ
ー
■
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
  
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
カ
ー
ネ
ギ
ー
財
団
の
会
長
フ
レ
デ
  

図
書
館
員
の
た
め
の
実
務
研
修
講
座
を
設
置
  
 

リ
ツ
ク
・
P・

ケ
ッ
ペ
ル
が
19
24
－
19
41
年
ま
で
に
  

19
24
  

（
19
31
年
ま
で
続
け
ら
れ
る
）
  
 

総
額
も
85
3ド

ル
を
成
人
教
育
事
業
に
対
し
て
  

援
助
  
 

ミ
ネ
ソ
タ
州
教
育
省
図
書

館
部
門
は
巡
  
AL
Aシ

カ
ゴ
冬
季
大
会
に
お
い
て
図
書
館
エ
ク
ス
テ
  

回
文
庫
を
実
施
  
 

ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
議
論
が
行
わ
れ
る
  

オ
ク
ラ
ホ
マ
州
お
い
て
巡
回
文
庫
が
実
  

19
25
  
  
  
  
  
  
  
 施

  ア
イ
オ
ワ
州
図
書
館
協
会
館
外
サ
ー
ビ
  

ス
実
施
の
た
め
，
67
1ド

ル
で
ト
ラ
ッ
ク
  

を
購
入
  
 

24
1 
  



AI
．
A図

書
館
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
委
員
会
が
設
置
  
ア

ン
ド
リ
ュ
ー
・
カ
ー
ネ
ギ
ー
財
団
の
会
長
フ
レ
デ
  

19
26
  

『
図
書
館
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
』
刊
行
  
 

リ
ツ
ク
・
P・

ケ
ッ
ペ
ル
が
ア
メ
リ
カ
成
人
協
会
を
設
  

立
  
 

AL
A成

人
教
育
委
員
会
『
図
書
館
と
成
人
教
育
』
刊
  

19
27
  

行
  

19
28
  

Am
図
書
館
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
委
員
会
か
ら
『
黒
  

人
に
向
け
た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
』
と
題
し
た
小
冊
子
  

19
29
  

を
刊
行
  

AL
A図

書
館
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
委
員
会
か
ら
図
書
  

館
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
ニ
ュ
ー
ス
刊
行
（
19
33
年
ま
  

で
）
  
 

AL
A図

書
館
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
委
員
会
主
催
の
第
  

19
30
  

1回
地
方
図
書
館
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
講
習
会
が
ウ
イ
  

ス
コ
ン
シ
ン
州
マ
デ
ィ
ソ
ン
で
開
催
  

メ
ル
ヴ
ィ
ル
・
デ
ュ
ー
イ
が
没
す
る
  

19
31
  

図
書
館
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
委
員
会
か
ら
図
書
館
エ
ク
  

ス
テ
ン
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
へ
改
称
  

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
■
Dリ

レ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
大
統
領
  

19
32
  

に
就
任
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
実
施
  
 

24
2 
  



オ
ハ
イ
オ
州
ス
プ
リ
ン
グ
ウ
イ
ー
ル
ド

・
  

ノ
ワ
ル
ダ
ー
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
う
イ
プ
ラ
リ
  

19
33
  
  
ー
が
ト
レ
ー
ラ
ー
に
よ
る
自
動
車
図
書
  

館
の
運
行
を
開
始
  
 

19
34
  

19
35
  

耶
A発

足
  
 

19
36
  

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
ト
ー
マ
ス
・
カ
ウ
ン
テ

ィ
に
  

19
37
  
 お

い
て
自
動
車
図
書
館
が
開
始
  

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
ト
ー
マ
ス
■
カ
ウ
ン
テ

ィ
の
  

WP
Aは

，
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
Ⅰ
プ
ロ
ゲ
ラ
  

中
心
地
ト
マ
ス
ビ
ル
に
お
い
て
ト
ラ
ッ

ク
  

ム
局
と
運
用
局
の
他
に
，
新
た
な
図
書
館
を
担
  

19
38
  
  
  
  
  
  
  
 を

購
入
し
，
自
動
車
図
書
館
事
業
を
開
  

当
す
る
部
門
を
設
置
  
 

始
  

19
39
  

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
で
最
初
の
自
動
車
  

19
40
  

図
書
館
が
，
Wア

Aの
資
金
に
よ
り
開
  

始
さ
れ
る
  

19
41
  

24
3 
  



全
米
の
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
，
耶
A戦

時
情
報
  

サ
ー
ビ
ス
づ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
再
び
組
織
化
さ
れ
た
  

1
9
4
2
年
5
月
，
地
上
y
。
わ
m
β
ノ
は
 
 

19
42
  

「
図
書
館
と
戦
時
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
特
集
の
連
載
を
開
始
  

AL
A『

公
共
図
書
館
の
戦
後
基
準
』
を
策
定
し
刊
行
  

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
図
書
館
協
会
年
次
総
会
に
お
い
  

て
，
自
動
車
図
書
館
標
準
化
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
  

19
43
  

ト
が
開
始
  

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
州
教
育
省
公
共
  
8月

21
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
戦
後
計
画
委
員
会
  

図
書
館
部
門
は
12
，
00
0冊

の
国
書
を
  
の
委
員
長
カ
ー
ル
ト
ン
・
B・

ジ
ョ
ッ
ケ
ル
が
中
心
と
な
  

有
し
．
3台

の
自
動
車
図
書
館
を
用
い
  

19
44
  
  
  
  
  
  
  
 て

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
  
 

AL
Aは

連
邦
議
会
に
対
す
る
働
き
か
け
を
強
め
る
  

19
45
  

た
め
，
ワ
シ
ン
ト
ン
D．

C．
に
事
務
所
（
Na
ti
on
al

  

Re
la
ti
on
sO
臨
ce
）
を
開
設
  24
4 
  



シ
カ
ゴ
大
学
出
版
部
『
図
書
館
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
：
  

課
題
と
解
決
』
刊
行
  

AL
A図

書
館
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
委
員
会
の
会
合
  

19
46
  

で
，
自
動
車
図
書
館
の
建
造
を
行
う
際
，
各
図
書
館
  

が
参
考
と
な
る
よ
う
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
早
急
に
作
成
  

す
る
必
要
が
あ
る
と
議
題
に
あ
が
る
  

カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
図
書
館
学
校
お
よ
び
，
大
学
  

19
47
  

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
部
門
，
AL
A図

書
館
エ
ク
ス
テ
ン
  

シ
ョ
ン
部
門
の
共
催
に
よ
る
図
書
館
研
修
会
が
開
催
  

AL
A公

共
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
全
国
計
画
  

発
表
  

19
48
  

Aム
4β

比
∠
ゐ
血
11
月
号
で
自
動
車
図
書
館
特
集
  

が
組
ま
れ
る
  

AL
A冬

季
大

会
に

て
，

自
動

車
図

書
館

特
集

の
活

  

19
49
  

動
成
果
を
報
告
  

19
50
年
，
AL
Aの

中
で
図
書
館
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
  

に
関
す
る
活
動
の
中
心
で
あ
っ
た
図
書
館
エ
ク
ス
テ
  

19
50
  

ン
シ
ョ
ン
部
会
は
，
公
共
図
書
館
部
会
及
び
．
図
書
  

館
理
事
部
会
と
統
合
  

24
5 
  



19
51
  

19
52
  

19
53
  

19
54
  

1月
3日

に
開
会
し
た
第
84
連
邦
議
会
で
は
，
図
書
  
ア
ラ
バ
マ
州
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
で
は
，
黒
人
に
よ
る
バ
  

19
55
  

館
サ
ー
ビ
ス
法
（
LS
A）

が
成
立
  
 

ス
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
が
展
開
さ
れ
る
  
 

AL
A公

共
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
最
低
基
準
と
そ
の
  

19
56
  

評
価
指
針
を
発
表
す
る
  
 

19
57
  

19
58
  

AI
A公

立
図
書
館
部
会
は
公
共
図
書
館
協
会
へ
と
  

19
59
  

名
称
変
更
す
る
  
 

AL
A公

共
図
書
館
協
会
は
，
自
動
車
図
書
館
の
た
  

め
の
質
的
標
準
の
小
委
員
会
を
設
置
  

19
60
  

12
月
号
の
肋
り
′
。
わ
比
和
β
Jに

は
，
エ
ス
テ
ス
■
  

ラ
イ
ス
に
よ
る
「
隔
離
さ
れ
た
図
書
館
」
が
掲
載
  

フ
リ
ー
ダ
ム
ラ
イ
ド
運
動
活
発
化
  

19
61
  

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
高
齢
化
問
題
会
議
  
 

19
62
  

24
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AL
A公

共
図
書
館
部
会
の
運
営
委
員
会
は
ノ
ト
妻
  

員
会
の
取
り
ま
と
め
た
自
動
車
図
書
館
基
準
を
承
認
  

す
る
  

公
共
図
書
館
の
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
委
託
調
査
を
国
  

19
63
  

際
研
究
所
に
依
頼
  

『
公
共
図
書
館
の
ア
ク
セ
ス
』
刊
行
  

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
お
い
て
．
不
利
益
を
  
AL
A「

高
齢
者
社
会
に
対
す
る
図
書
館
の
責
任
」
採
  
連
邦
議
会
に
て
，
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
建
設
法
  

被
っ
て
い
る
人
々
に
対
す
る
図
書
館
サ
  
択
  
 

（
LS
CA
）
制
定
  

ー
ビ
ス
の
充
実
と
発
展
を
目
指
す
会
議
  
挿
与
ゐ
α
乃
肋
ヱ
yβ

最
お
£
立
娼
月
号
に
不
利
益
を
  
リ
ン
ド
ン
・
B■

ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
は
貧
困
撲
滅
  

が
開
催
  
 

被
っ
て
い
る
人
々
に
つ
い
て
の
特
集
が
組
ま
れ
る
  
 

運
動
を
掲
げ
，
貧
困
層
に
対
す
る
医
療
費
補
助
  

19
64
  

や
食
費
補
助
な
ど
の
社
会
福
祉
事
業
を
実
施
  

経
済
機
会
法
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
，
識
字
プ
ロ
グ
  

ラ
ム
を
実
施
  
 

連
邦
議
会
，
高
等
教
育
法
制
定
  
 

19
65
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
り
ぺ
ブ
  

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
建
設
法
に
図
書
館
協
力
に
関
  

リ
ツ
ク
う
イ
プ
ラ
リ
ー
は
，
歩
道
サ
ー
ビ
  

す
る
事
項
が
追
加
さ
れ
る
と
と
も
に
，
視
覚
障
害
  

ス
を
開
始
  

者
や
身
体
障
害
者
，
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
  

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
公
共
  

と
い
っ
た
社
会
的
に
不
利
益
を
被
っ
て
い
る
人
々
  

図
書
館
で
は
，
「
友
好
的
訪
問
プ
ロ
ゲ
ラ
  

19
66
  

を
対
象
と
す
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
促
  

ム
を
通
じ
た
業
務
」
を
実
施
  

進
を
図
る
た
め
の
補
助
金
の
交
付
規
定
を
含
む
  

第
Ⅳ
章
が
追
加
  

連
邦
議
会
，
プ
ラ
ツ
ト
ス
ム
ー
ト
法
制
定
  

連
邦
議
会
，
老
人
福
祉
法
制
定
  
 

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
  

校
に
お
い
て
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
  

で
き
て
い
な
い
人
々
に
対
す
る
図
書
館
  

19
67
  

サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
を
検
討
す
る
会
議
  

が
開
催
  

オ
ク
ラ
ホ
マ
州
タ
ル
サ
ー
カ
ウ
ン
テ
ィ
う
  
AL
A不

利
益
を
被
っ
て
い
る
人
々
に
対
す
る
図
書
  

イ
プ
ラ
リ
ー
■
シ
ス
テ
ム
で
は
，
モ
ー
ド
暮
  

モ
ビ
ル
■
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
  

196
8  

   
   

   
クリ

スマ
ス時

期に
は，

モー
ド■

モビ
  

ル
ー
ク
リ
ス
マ
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
  
 

24
8 
  



肝
王
ゐ
以
コ
ム
仏
和
jγ

β
乙
止
b血

5月
号
に
図
書
館
ア
  

ウ
ト
リ
ー
チ
が
特
集
さ
れ
る
  

19
69
－
19
70
年
の
1年

間
に
AL
Aの

発
行
す
る
媒
  

19
69
  

体
43
本
に
不
利
益
を
被
る
人
々
を
は
じ
め
と
す
る
ア
  

ウ
ト
リ
ー
チ
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
記
事
や
論
考
が
掲
  

載
  

就
学
前
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
テ
レ
ビ
  
19
71
年
2月

不
利
益
を
被
っ
て
い
る
人
々
に
対
す
  
図
書
館
サ

ー
ビ
ス
建
設
法
の
一
部
修
正
  

番
組
セ
サ
ミ
ス
ト
リ
ー
ト
を
活
用
し
た
取
  
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
は
，
AL
Aの

求
め
に
  
19
76
年
ま
で
延
長
す
る
法
案
が
可
決
  

り
組
み
が
実
施
  
 

応
じ
て
，
不
利
益
を
被
っ
て
い
る
人
々
1サ

ー
ビ
ス
非
  

享
受
者
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
事
務
局
（
OL
SD
）
の
設
  

19
70
  

置
に
関
す
る
提
案
書
を
提
出
  

そ
れ
に
よ
り
，
事
務
局
の
設
置
と
予
算
の
承
認
が
行
  

わ
れ
た
  
 

A工
A「

高
齢
者
社
会
に
対
す
る
図
書
館
の
責
任
」
を
  
8月

15
日
共
和
党
出
身
の
リ
チ
ャ
ー
ド
ー
M－

ニ
ク
  

改
訂
  
 

ソ
ン
大
統
領
は
，
減
税
及
び
歳
出
削
減
，
雇
用
  

19
71
  

促
進
策
，
金
と
ド
ル
の
交
換
停
止
な
ど
の
声
明
を
  

発
表
  
 

19
72
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デ
ト
ロ
イ
ト
リ
ヾ
ブ
リ
ッ
ク
う
イ
プ
ラ
リ
ー
  

第
93
連
邦
議
会
に
お
い
て
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
建
  

は
，
TI
Pプ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。
こ
の
プ
  

設
法
の
改
正
さ
れ
，
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
  

ロ
グ
ラ
ム
は
図
書
館
員
が
館
外
に
出
て
  

る
条
項
が
追
加
  
 

地
域
廻
送
を
し
，
人
々
が
集
ま
る
場
所
  

で
情
報
を
紹
介
す
る
  

19
73
  
  
  
  
  
  
  
  
  
デ
ト
ロ
イ
ト
リ
ヾ
ブ
リ
ッ
ク
う
イ
プ
ラ
リ
ー
  

で
は
，
図
書
館
員
が
地
域
分
館
へ
4つ

  

の
引
き
出
し
に
情
報
フ
ァ
イ
ル
を
入
れ
  

届
け
た
  

8月
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
建
設
法
は
教
育
関
係
法
  

19
74
  

改
正
に
関
連
し
，
再
改
正
  
 

AI
A高

齢
者
層
へ
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
  
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
選
出
の
連
邦
下
院
議
員
テ
リ
  

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
表
  
 

－
・
H十

ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
よ
り
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
建
  

19
75
  

設
法
を
19
78
年
9月

30
日
ま
で
延
長
す
る
法
  

案
を
下
院
議
会
に
提
案
  
 

ワ
シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
リ
ギ
ブ
リ
ッ
ク
・
ラ
  

19
76
  
 イ

プ
ラ
リ
ー
で
，
分
館
に
3台

の
自
動
車
  

図
書
館
を
配
備
  

25
0 
  



10
月
ア
ラ
バ
マ
州
チ
ヨ
ク
ト
ー
・
カ
ウ
ン
  

10
月

7日
，

ジ
ミ

ー
ー

ア
ー

ル
・

ジ
ュ

ニ
ア

・
カ

ー
タ

  

テ
ィ
り
ぺ
ブ
リ
ツ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
，
  

一
大
続
領
が
署
名
を
行
い
正
式
に
延
長
法
が
  

80
0冊

あ
ま
り
の
図
書
を
準
備
し
，
高
  

成
立
  

齢
者
な
ど
に
輸
送
で
図
書
を
配
送
す
る
  

こ
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
法
の
も
と
，
6，

02
3万

ド
  

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
  

19
77
  

ル
（
19
78
年
度
）
か
ら
6，

75
0万

ド
ル
（
19
79
年
  

度
）
へ
と
，
わ
ず
か
な
が
ら
議
会
の
歳
出
予
算
承
  

認
額
も
増
加
し
，
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
  

ず
に
い
た
様
々
な
立
場
の
人
々
に
対
す
る
図
書
  

館
サ
ー
ビ
ス
の
モ
デ
ル
事
業
が
展
開
1促

進
  
 

19
78
  

AL
A『

メ
デ
ィ
ア
モ
ビ
ル
』
を
刊
行
  

19
79
  

不
利
益
を
被
っ
て
い
る
人
々
・
サ
ー
ビ
ス
非
享
受
者
  

の
た
め
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
事
務
局
か
ら
図
書
館
  

19
80
  

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
サ
ー
ビ
ス
事
務
局
へ
名
称
が
変
更
を
  

行
う
（
OL
SD
→
OL
OS
へ
）
  

図
書
館
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
サ
ー
ビ
ス
事
務
局
は
，
サ
ン
フ
  
連
邦
議
会
に
よ
り
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
建
設
法
  

ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
い
て
3つ

の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
  

19
81
  

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
サ
ー
ビ
ス
担
当
の
図
書
館
員
研
修
  

（
図
書
館
見
学
）
  
 

25
1 
  



図
書
館
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
サ
ー
ビ
ス
事
務
局
に
特
別
委
  

員
会
を
設
置
し
，
図
書
館
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
サ
ー
ビ
ス
を
  

19
82
  

広
く
周
知
す
る
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
作
成
の
計
画
を
推
  

進
  

19
83
  

連
邦
議
会
で
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
建
設
法
改
正
  

「
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
を
第
1章

に
統
合
し
，
  

新
た
に
Ⅳ
章
を
「
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
に
対
  

19
84

  
す
る
サ
ー
ビ
ス
」
と
修
正
  

第
Ⅴ
章
に
「
外
国
語
資
料
の
収
集
」
，
第
Ⅵ
章
  

「
図
書
館
に
よ
る
リ
テ
ラ
シ
ー
事
業
」
を
新
た
に
追
  

加
  
 

AL
A冬

季
大

会
に

お
い

て
ゲ

イ
作

業
部

会
が

，
小

  

規
模
な
町
の
図
書
館
が
ゲ
イ
資
料
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
  

構
築
を
図
る
際
の
課
題
に
つ
い
て
取
り
扱
う
ワ
ー
ク
  

19
85

  
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
  

オ
ハ
イ
オ
州
立
国
書
館
が
中
心
と
な
っ
た
全
米
自
動
  

車
図
書
館
会
議
が
開
催
さ
れ
る
  

19
86

  
聴
覚
障
害
者
図
書
館
友
の
会
結
成
  

19
87

  

25
2 
  



第
4回

全
米
自
動
車
図
書
館
会
議
に
お
い
て
ア
メ
リ
  
連
邦
議
会
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
建
設
法
第
Ⅴ
章
  

力
や
カ
ナ
ダ
の
79
の
図
書
館
の
協
力
を
得
て
作
成
  
「
外

国
語
資
料
の
収
集
」
，
第
Ⅵ
章
「
図
書
館
に
  

19
88
  

さ
れ
た
全
米
自
動
車
図
書
館
指
針
の
案
が
承
認
さ
  
よ
る
リ
テ
ラ
シ
ー
事
業
」
を
19
89
年
ま
で
延
長
す
  

れ
，
指
針
と
し
て
策
定
  
 

る
法
案
を
可
決
  
 

19
89
  

連
邦
議
会
に
お
い
て
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
建
設
法
  

19
90
  

は
修
正
を
加
え
た
上
で
19
94
年
ま
で
延
長
す
る
  

法
案
を
可
決
  
 

19
91
  

19
92
  

19
93
  

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
・
ク
ラ
リ
オ
ン
大
学
の
地
域
図
書
  
ア
メ
リ
カ
学
校
改
善
法
の
一
部
に
盛
り
込
ま
れ
た
  

館
学
研
究
セ
ン
タ
ー
は
，
全
米
自
動
車
図
書
館
会
議
  

19
94
  

を
引
き
継
ぐ
か
た
ち
で
．
グ
レ
ー
ト
ア
メ
リ
カ
ン
自
動
  

車
図
書
館
会
議
の
開
催
  
 

2月
OL
OS
は
，
リ
テ
ラ
シ
ー
・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
サ
ー
ビ
  

ス
助
言
委
員
会
事
務
局
，
リ
テ
ラ
シ
ー
・
ア
ウ
ト
リ
ー
  

19
95
  

チ
サ
ー
ビ
ス
事
務
局
へ
と
そ
の
名
称
を
変
更
  

25
3 
  



連
邦
議
会
に
て
，
図
書
館
サ
ー
ビ
技
術
法
  

（
LS
TA
）
制
定
  

19
96
  

博
物
館
Ⅰ
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
法
（
ML
SA
）
が
5年

  

間
の
時
限
立
法
と
し
て
成
立
  
 

19
97
  

ク
ラ
リ
オ
ン
大
学
地
域
図
書
館
学
研
究
セ
ン
タ
ー
  

は
，
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
サ
ー
ビ
ス
発
展
の
た
め
に
理
論
と
  

19
98
  

実
践
の
両
面
を
扱
う
  

新
た
な
β
ロ
血
0加

ゎ
β
月
dO
び
ゎ
℃
β
C力

鋸
南
  

誌
を
創
刊
  

19
99
  

20
00
  

グ
レ
ー
ト
ア
メ
リ
カ
ン
β
摘
腰
窟
  

の
タ
イ
羊
ル
／
ニ
を
ら
っ
こ
そ
の
名
藤
を
グ
レ
ー
ト
ア
メ
  

20
01
  

彷
む
／
虔
棚
・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
会
慶
へ
と
身
  

好
  

7も
β
d血

g虎
e血

由
me
才
血
五
如
血
β
抒
行
  

20
02
  

25
4 
  



ク
ラ
リ
オ
ン
大
学
地
域
図
書
館
学
研
究
セ
ン
タ
ー
や
  
博
物
館
・
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
法
（
20
03
年
）
成
立
  

会
議
の
参
加
者
が
中
心
と
な
っ
て
自
動
車
図
書
館
■
  
に

伴
い
，
包
含
さ
れ
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
技
術
  

20
03
  

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
サ
ー
ビ
ス
協
会
（
AB
OS
）
を
創
設
  
 

法
が
，
20
09
年
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
  
 

リ
テ
ラ
シ
ー
・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
サ
ー
ビ
ス
事
務
局
は
，
  

新
た
な
取
り
組
み
を
開
始
  

図
書
館
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
サ
ー
ビ
  

ス
の
実
践
な
ど
の
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
，
ヒ
ス
  

パ
ニ
ッ
ク
向
け
た
活
動
，
自
動
車
図
書
館
に
よ
る
活
  

動
，
高
齢
者
向
け
た
活
動
，
成
人
向
け
サ
ー
ビ
ス
活
  

動
な
ど
の
情
報
提
供
を
実
施
  

オ
ハ
イ
オ
州
コ
ロ
ン
バ
ス
に
お
い
て
自
動
車
図
書
  

20
04
  

館
・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
協
会
は
，
グ
レ
ー
ト
ア
メ
リ
カ
ン
自
  

動
車
図
書
館
・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
会
議
を
吸
収
す
る
か
た
  

ち
で
そ
の
年
次
大
会
を
開
催
  

自
動
車
図
書
館
ヴ
ウ
ト
リ
ー
チ
サ
ー
ビ
ス
協
会
は
，
  

第
1部

「
自
動
車
図
書
館
ヴ
ウ
ト
リ
ー
チ
サ
ー
ビ
ス
  

事
業
指
針
」
お
よ
び
，
第
2部

「
自
動
車
図
書
館
－
ア
  

ウ
ト
リ
ー
チ
サ
ー
ビ
ス
用
自
動
車
製
作
・
管
理
指
針
  

か
ら
構
成
さ
れ
る
指
針
を
策
定
  

25
5 
  



オ
ハ
イ
オ
州
コ
ロ
ン
バ
ス
近
郊
の
ワ
ー
ジ
ン
ト
ン
に
お
  

い
て
自
動
車
図
書
館
・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
サ
ー
ビ
ス
協
会
  

年
次
総
会
が
開
催
  

そ
こ
で
は
，
メ
ア
リ
ー
・
Lt
テ
ィ
ツ
コ
ム
に
よ
る
馬
車
図
  

書
館
の
開
始
10
0年

を
記
念
し
た
ワ
シ
ン
ト
ン
・
カ
ウ
  

ン
テ
ィ
ウ
リ
ー
う
イ
プ
ラ
リ
ー
の
館
長
メ
ア
リ
ー
・
ベ
  

イ
カ
ン
に
よ
る
基
調
講
演
が
実
施
  

25
6 
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資
料
1．

各
州
の
巡
回
文
庫
法
と
取
り
組
み
の
状
況
  

導
入
  
年
  
 

州
  
 

法
案
  
 

資
金
  
 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数
  
 

期
間
  
 

冊
数
  
 

1 
  

1
8
9
2
 
 
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
 
 
3
7
8
章
“
A
n
A
c
t
t
o
r
e
v
i
s
e
a
n
d
c
o
n
s
o
l
i
d
a
t
e
t
h
e
l
a
w
s
r
e
l
a
t
i
n
g
 
 
7
，
0
0
0
ド
ル
 
 
2
4
カ
所
 
 
 

6ケ
月
  
 

25
冊
  

t
o
t
h
e
u
n
i
v
e
r
＄
i
t
y
o
f
t
h
e
s
t
a
t
e
o
f
N
e
w
Y
b
r
k
．
”
（
第
1
4
条
と
第
 
 
～
 
 

50
冊
（
3ド

ル
）
  

47
条
）
  
 

8，
00
0ド

ル
  

10
0冊

（
5ド

ル
）
  
 

（
州
政
府
）
  

2 
  

ミ
シ
ガ
ン
州
  
 

2
8
章
“
A
N
A
C
T
t
o
p
r
o
v
i
d
e
鈷
r
t
h
e
m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
a
n
d
 
 
2
，
5
0
0
ド
ル
 
 
4
4
カ
所
 
 
 

3～
6ケ

月
  
50
冊
（
5ド

ル
）
  

18
95
  

C
O
n
t
r
O
l
，
a
n
d
払
r
t
h
e
e
x
t
e
n
s
i
o
n
o
f
t
h
e
u
s
e
f
u
1
n
e
s
s
o
f
t
h
e
 
 

St
at
el
ib
ra
ry
．
”
（
第
17
条
）
  
 

主
題
  

モ
ン
タ
ナ
州
  
 

＊
法
案
は
認
可

さ
れ
た
が
、
資
金
不
足
の
た
め
巡
回
文
庫
を
実
施
す
る
  

／
  
 

／
  
 

こ
と
は
不
可
能
と
な
る
。
  
 

1
8
9
6
年
5
0
0
 
 

ド
ル
（
以
降
  

30
0ド

ル
）
  
 

4 
  

18
96
  
ア
イ
オ
ワ
州
  
 

49
章
“
An
Ac

tt
oa
me
nd
Ch
ap
te
rt
hi
rt
ee
n，

ti
tl
et
we
lv
e，

Of
  

t
h
e
C
o
d
e
，
i
n
r
e
l
a
t
i
o
n
t
o
t
h
e
s
t
a
t
e
l
i
b
r
a
r
y
，
a
n
d
t
o
p
r
o
v
i
d
e
ゐ
r
 
 

a
n
e
x
t
e
n
s
i
o
n
o
f
t
h
e
u
s
e
t
I
l
e
r
e
O
f
．
”
（
第
8
条
）
 
 
 

オ
ハ
イ
オ
州
  
 

“
 

An
  

AC
T 
 

Tb
  

am
en
d 
 

se
ct
io
ns
  

3ケ
月
  
 

40
冊
  
 

3
4
2
，
3
4
3
，
3
4
4
，
3
4
5
，
3
4
6
，
3
4
7
，
3
4
8
，
3
4
9
，
3
5
0
，
3
5
1
，
3
5
2
，
a
n
d
3
5
3
0
f
 
 

t
h
e
R
e
v
i
s
e
d
S
t
a
t
u
t
e
s
o
f
O
h
i
o
．
”
（
第
3
4
3
条
）
 
 
 

連
合
）
  
 

6 
  

1
8
9
7
 
 
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
 
 
3
1
4
章
“
A
n
A
c
t
t
o
p
r
o
m
o
t
e
t
h
e
e
s
t
a
b
l
i
s
h
m
e
n
t
a
n
d
e
臨
c
i
e
n
c
y
 
 
5
0
0
ド
ル
以
 
 
1
8
6
カ
所
 
 
 

6ケ
月
  
 

30
冊
（
1ド

ル
）
  

州
  
 

O
f
f
r
e
e
p
u
b
l
i
c
l
i
b
r
a
r
i
e
s
i
n
t
h
e
s
t
a
t
e
o
f
W
i
s
c
o
n
s
i
n
．
”
（
第
3
条
）
 
 
上
 
 

55
冊
（
1ド

ル
）
  

20
0ド

ル
以
  

10
0冊

（
1ド

ル
）
  
 

上
  

ス
タ
ウ
ト
  

7 
  

1
8
9
8
 
 
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
 

ソ
  
  
  
 、

や
  
17
5章

“
An
Ac
tt
oe
st
ab
li
sh
an
dp
ro
mo
te
st
at
et
ra
ve
li
ng
  
1，

50
0ド

ル
  
62
カ
所
  
 

6ケ
月
  
 

50
冊
（
5ド

ル
）
  

州
  
 

hb
ra
ri
es
．
”
（
第
1条

）
  
 

（
ウ
ー
マ
ン
  

ズ
ク
ラ
ブ
中
  

心
）
  
 

8 
  

18
99
  
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
  
 

22
0章

“
An
Ac
tp
ro
vi
di
ng
hr
ci
rc
ul
at
in
gl
ib
ra
ri
es
fo
ru
se
of
  

21
カ
所
  
 

6ケ
月
  
 

50
冊
  

t
h
e
P
u
b
l
i
c
S
c
h
o
o
l
o
f
t
h
e
S
t
a
t
e
．
”
（
第
1
条
）
 
 
 

（
州
女
性
達
  

合
が
中
心
）

  

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
 
 
1
0
3
章
“
A
N
A
C
T
c
o
n
c
e
r
m
n
g
l
i
b
r
a
r
i
e
s
，
P
r
O
v
i
d
i
n
g
f
o
r
t
h
e
 
 

3ケ
月
  
 

40
冊
  
 

es
ta
bl
is
hm
en
to
ft
ra
ve
li
ng
li
br
ar
ie
sa
nd
Tb
wn
sh
ip
  
 

25
8 
  



l
i
b
r
a
r
i
e
s
，
P
r
O
v
i
d
i
n
g
払
r
t
h
e
a
p
p
o
i
n
t
m
e
n
t
o
f
o
伍
c
e
r
s
f
o
r
t
h
e
 
 

co
nt
ro
la
nd
ma
na
ge
me
nt
of
su
ch
li
br
ar
ie
s，

Pr
OV
id
in
gf
or
  

t
h
e
l
e
v
y
，
C
O
l
l
e
c
t
i
o
n
a
n
d
d
i
s
t
r
i
b
u
t
i
o
n
o
f
t
a
x
e
s
董
b
r
T
b
w
n
s
h
i
p
 
 

l
i
b
r
a
r
i
e
s
，
P
r
O
v
i
d
i
n
g
払
r
t
h
e
a
p
p
r
o
p
r
i
a
t
i
o
n
a
n
d
d
i
s
t
r
i
b
u
t
i
o
n
 
 

of
ce
rt
ai
nf
un
ds
，
re
Pe
al
in
ga
ll
la
ws
in
co
nA
ic
tt
he
re
wi
th
  

an
dd
ec
la
ri
ng
an
em
er
ge
nc
y．

’
’
（
第
2条

）
  
 

カ
ン
ザ
ス
州
  
 

16
3章

“
Cr
ea
ti
ng
Ka
ns
as
 T
ra
ve
li
ng
Li
br
ar
ie
s 
 

6ケ
月
  
 

50
冊
（
2ド

ル
）
  

C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
．
”
（
第
2
条
）
 
 
 

メ
イ
ン
州
  
 

34
章
“
Re
so
Iv
ea
pp
ro
pr
ia
ti
ng
mo
ne
yt
oc
ar
ry
in
to
e鮎

ct
an
  
1，

00
0ド

ル
  
19
00
年
時
点
で
  
6ケ

月
  
 

25
冊
  

ac
te
st
ab
li
sh
in
gT
ra
ve
li
ng
Li
br
ar
ie
s．

”
  
 

（
Di
al

  
42
カ
所
  

（
＊
詳
細
な
内
訳
の
  

Cl
uも

と
州
  

記
述
あ
り
）
  

女
性
連
合
中
  

心
）
  

ミ
ネ
ソ
タ
州
  
 

35
3章

“
An
Ac
tt
oc
re
at
ea
nd
pr
ov
id
eh
ra
sy
st
em
of
  
19
00
年
に
  
19
00
年
に
87
カ
  
6ケ

月
  
 50

冊
（
1ド

ル
）
  

tr
av
el
in
gL
ib
ra
ri
es
an
dt
op
ro
mo
te
th
ee
st
ab
li
sh
me
nt
of
  

25
冊
（
5セ

ン
ト
）
  

fr
ee
pu
bl
ic
li
br
ar
ie
sa
nd
to
cr
ea
te
as
ta
te
pu
bl
ic
kb
ra
ry
  

c
o
m
皿
i
s
s
i
o
n
，
a
n
d
t
o
a
p
p
r
o
p
r
i
a
t
e
t
h
e
n
e
c
e
s
s
a
r
y
m
o
n
e
y
s
 
 

18
99
  

tb
er
e放

）
で
．
”
（
第
9条

と
第
11
条
）
  
 

ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
州
  
81
章
“
Re
la
ti
ng
to
Ed
uc
at
io
n”

（
第
62
5条

）
  
 

75
0ド

ル
  
 

52
カ
所
＊
  
 

3ケ
月
  
 

＊
  

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
 
 
1
4
2
章
“
A
n
A
c
t
t
o
p
r
o
v
i
d
e
h
r
t
h
e
a
p
p
o
i
n
t
m
e
n
t
o
f
a
f
r
e
e
 
 
3
，
5
0
0
ド
ル
 
 
4
6
カ
所
 
 
 

6ケ
月
  
 

50
冊
（
1ド

ル
）
  

ア
州
  
 

Li
br
ar
yJ
Co
mm
is
si
on
，
an
dt
od
ef
in
ei
ts
po
we
rs
an
dd
ut
ie
s・

”
  
（
図
書
館
委
  

員
会
）
  

イ
リ

ノ
イ
州
  
 

＊
“
An
Ac
tm
ak
in
ga
pp
ro
pr
ia
ti
on
s鼓

）
rt
he
Il
kn
oi
sF
ar
皿
er
’
s 
 

＊
  
 

50
冊
  
 

In
st
it
ut
ea
nd
Co
un
ty
Fa
r皿

er
’
sI
ns
ti
tu
te
s．

”
  
 

1
6
 
 
1
9
0
0
 
 
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
 
 
3
2
章
“
A
n
A
c
t
i
n
a
d
d
i
t
i
o
n
t
o
c
h
a
p
t
e
r
4
8
0
f
t
h
e
V
占
r
m
o
n
t
 
 

＊
  
 

6ケ
月
  
 

30
冊
か
ら
40
冊
  
 

St
at
ut
es
，
Pr
Ov
id
in
gf
or
Tr
av
el
in
gL
ib
ra
ri
es
．
”
  
 

（
女
性
ク
ラ
  

ブ
中
心
）
  

出
典

：
D
e
w
e
y
，
M
．
F
i
e
l
d
a
n
d
F
u
t
u
r
e
o
f
T
r
a
v
e
l
i
n
g
L
i
b
r
a
r
y
，
i
n
T
r
a
v
e
l
i
n
g
L
i
b
r
a
r
y
，
B
u
Ⅱ
e
t
i
n
 
4
0
 
H
o
m
e
E
d
u
c
a
t
i
o
n
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
，
1
9
0
1
，
P
・
1
1
3
・
と
S
b
s
m
i
血
w
s
 
 
 

舶
必

出
：
適
馳
由
gβ

刀
d触

加
由
占
（
YC
5－

23
）
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）
）
よ
り
加
工
し
作
成
  
 

25
9 
  



資
料
2．

18
90
年
代
に
お
け
る
各
州
の
巡
回
文
庫
導
入
状
況
  

配
本
拠
点
  

資
金
源
  

廻
送
先
  

設
立
年
  

18
97
年
5月

1日
  
 

州
（
St
at
e）

  
（
Di
st
ri
bn
ti
王
将
  

担
当
者
  

時
点
の
巡
回
文
  
 

（
Ma
na
gi
ng
o岱

ce
r）

  
（
To
wb
om
  

（
No
．
0£

ub
＄
．
Ma
y 
 

st
at
io
n）

  
hn
ds
）
  

se
nt
）
  

伽
皿
de
d）

  

Ma
yl
，
18
97
）
  
 

18
97
）
  
 

18
98
）
  
 

ロ
  
コ
ロ
ラ
ド
  
 

デ
ン
バ
ー
  

（
州
都
）
  
 

女
性
ク
ラ
ブ
  
 

Mo
or
e．

F．
H．

  
 

女
性
ク
ラ
ブ
  
18
96
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
デ
ン
バ
ー
か
ら
廻
送
  
 

2 
 コ

ネ
チ
カ
ッ
ト
  
 

ノ
ー
ウ
オ
ー
ク
  
州
連
合
  
 

Pi
皿
ne
O，

D．
S．

  
 

女
性
ク
ラ
ブ
  
18
98
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
即
時
開
始
  
 

3 
 ジ

ョ
ー
ジ
ア
  
 

／
  
 

女
性
ク
ラ
ブ
  
 

／
  
 

／
  
 

18
98
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
ク
ラ
ブ
が
1つ

以
上
の
図
書
館
を
設
立
  
 

シ
カ
ゴ
  

（
最
大
都
市
）
  
シ
カ
ゴ
大
学
  
 

Di
xs
o軋

Z．
A．

  
 

教
師
の
  

18
96
  
 

10
0箱

  
12
0箱

  
3，

49
2冊

  
 

歴
史
、
文
学
、
社
会
学
の
図
書
を
中
心
に
  

ク
ラ
ブ
等
  

（
約
35
冊
入
り
）
  

（
約
30
冊
入
り
）
  

3，
69
2冊

  
 廻

送
  

4 
 イ

リ
ノ
イ
  

エ
ル
ジ
ン
  
 

女
性
ク
ラ
ブ
  
 

Le
Ba
ro
n，

且
∴
M．

  
学
校
  
 

18
98
  
 

／
  

6箱
  

（
約
16
冊
入
り
）
  
 

／
  
 

10
0冊

  
図
書
と
一
緒
に
雑
誌
も
廻
送
  
 

5 
 ア

イ
オ
ワ
  
 

デ
モ
イ
ン
  

州
  
 

Bd
gh
am
，
才
．
  
 

納
税
者
の
  
 1
89
5 
 

50
箱
  

53
箱
  

2，
50
0冊

  
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
納
税
者
，
  

（
州
都
）
  

ク
ラ
ブ
  

（
約
50
冊
入
り
）
  

（
50
冊
入
り

）
  

2，
650

冊 
  ク

ラブ
に対

し廻
送 

  
6 
 カ

ン
ザ
ス
  
 

／
  
 

女
性
ク
ラ
ブ
  
 

／
  
 

／
  
 

18
98
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
／
  
 

7 
 ケ

ン
タ
ッ
キ
ー
  
ル
ー
イ
ヴ
イ
ル
 （

最
大
都
市
）
  
州
連
合
  
 

Ba
r皿

eS
．
C．

P．
  
 

学
校
と
教
会
  
18
96
  

（
50
冊
入
り
 

6箱
  ）

  
 

（
50
冊
入
り
）
  
 

12
箱
  

30
0冊

  
 

60
0冊

  
山
間
部
へ
廻
送
  
 

ニ
ュ
ー
オ
ー
」
ノ
ン
ズ
  

ハ
ワ
ー
ド
図
書
館
  
Be
er
．
W．

  
 

小
さ
い
  

8 
 ル

イ
ジ
ア
ナ
  

（
最
大
都
市
）
  

18
97
  

9箱
  

9箱
  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
  

（
50
冊
入
り
）
  

（
50
冊
入
り
）

  
 

45
0冊

  
 

45
0冊

  
／
  
 

ボ
ル
チ
モ
ア
  
 友

の
会
  
 

Ja
nn
ey
，
J．

才
．
  
 

農
民
  
 

／
  

（
50
冊
入
り
）
  

3箱
  

（
50
冊
入
り
）

  
 

6箱
  

15
0冊

  
 

30
0冊

  
雑
多
、
宗
教
書
  

9 
 メ

リ
ー
ラ
ン
ド
  

（
最
大
都
市
）
  

ボ
ル
チ
モ
ア
  
 寄

付
  
 

（
最
大
都
市
）
  

St
ei
ne
r．

B．
C．

  
 

／
  
 

18
98
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
一
般
的
な
利
用
者
に
向
け
て
実
施
  
 

ボ
ス
ト
ン
  

女
性
教
育
協
会
  
Cも

an
dl
er
，
A．

G．
  
小
さ
な
図
書
館
  
18
96
  

20
箱
  

10
  
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
  

26
箱
  

（
州
都
）
  

（
約
25
冊
入
り
）
  

（
約
27
冊
入
り
）
  
 

51
9冊

  
 

69
9冊

  
小
さ
い
図
書
館
の
支
援
と
し
て
実
施
  
 

ラ
ン
シ
ン
グ
  

州
  
 

農
場
、
  

11 
 ミ

シガ
ン 

 
Sp
en
ce
r，

M・
C・

  
農
民
ク
ラ
ブ
  

50
箱
  

12
5箱

  
2，

50
0冊

  
 

雑
多
な
も
の
と
  

（
州
都
）
  

（
50
冊
入
り
）
  

（
50
冊
入
り
）
  

6，
250

冊 
  特

定主
題 

  

ミネ
アポ

リス
 （

最大
都市

） 
 女

性協
議会

  C
oun

try
man

，G
．A

． 
 地

方団
体 

  
／
  

8箱
  

／
  
 

雑
多
  

（
75
冊
入
り
）
  

60
0冊

  
 3
分
の
1は

児
童
書
  

ダ
ル
ー
ス
  
 

女
性
ク
ラ
ブ
  
 

Wa
血
bl
lr
n．

よ
L．

  
 

鉱
山
地
区
  

／
  

3箱
  

農
民
  

（
約
33
冊
入
り
）
  
 

／
  
 

10
0冊

  
雑
多
  

12 
 ミ

ネソ
タ 

 
18
98
  

マ
ン
ケ
ー
ト
  
 

女
性
ク
ラ
ブ
  
 

Ba
rr
，
G，

T．
  
 

農
民
  

／
  
 

15
箱
  

（
30
冊
入
り
）
  
 

／
  
 

45
0冊

  
雑
多
  

ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
  
女
性
ク
ラ
ブ
  
 

Ta
i皿

tO
r．

才
．
F．

  
 

農
民
  

／
  

6箱
  

（
25
箱
入
り
）
  
 

／
  
 

15
0冊

  
雑
多
  
 

カ
ン
ザ
ス
  

女
性
ク
ラ
ブ
  
 

Di
bb
le
，
M．

C．
  
 

分
館
  
 

18
98
  
 

／
  
 

12
箱
  

13 
 ミ

ズー
リ 

 
（
市
）
  

／
  
 

60
0冊

  
農
民
に
向
け
て
廻
送
  
 

（
50
冊
入
り
）
  

26
0 
  



リ
ン
カ
ー
ン
  

（
州
都
）
  
 

州
連
合
  
 

La
mb
er
to
n，

G．
M．

  
女
性
ク
ラ
ブ
  
18
96
  
 

／
  
 

／
  
 

14
0冊

  
 

22
0冊

  
歴
史
、
文
学
、
児
童
研
究
  

14
  
ネ
ブ
ラ
ス
カ
  

ハ
ン
フ
リ
ー
  
 

C
o
n
d
o
n
．
W
．
M
．
 
 
C
o
n
d
o
n
，
W
．
M
．
 
 
 

小
さ
い
  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
  
 

18
98
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
 

50
0冊

  
す
ぐ
に
開
始
  
 

15
  
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
  
プ
リ
ン
ス
ト
ン
  
州
連
合
  
 

Gi
董
払
rd
，
J．

  
 

女
性
ク
ラ
ブ
  
18
97
  
 

／
  
 

1箱
  

50
冊
  
外
国
だ
け
の
本
  
 

ア
ル
バ
ニ
ー
  
州
  
 

De
Ⅵ
re
y，

M．
  
 

図
書
館
、
ク
ラ
ブ
  
 1
89
2 
 

51
4箱

  
68
7箱

  
31
，
11
5冊

  
 

雑
多
と
特
定
の
主
題
  

な
ど
  

（
60
冊
入
り
）
  

（
約
58
冊
入
り
）
  

39，
962

冊 
  写

真、
幻燈

器（
lan

tem
s‖

de）
  

16
  
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
  

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
  
 友

の
会
  
 

Ra
Ⅵ
rS
On
，
E．

B．
  
 

学
校
  
 

18
95
  

9箱
  

12
箱
  

45
0冊

  
 

雑
多
  

（
最
大
都
市
）
  

（
50
冊
入
り
）
  

（
50
冊
入
り
）
  

60
0冊

  
 2
分
の
1は

児
童
書
  
 

17
  
オ
ハ
イ
オ
  
 

コ
ロ
ン
バ
ス
  

州
  
 

Ga
lb
re
at
b，

C．
B．

  
 

農
場
、
ク
ラ
ブ
  

20
  

26
4箱

  

（
州
都
）
  

学
校
  
 

（
35
冊
入
り
）
  

（
約
20
冊
入
り
）
  
 

70
0冊

  
 

5，
30
0冊

  
雑
多
  
 

18
96
  

18
  
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
  
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
  
市
  
 

Th
om
so
n，

よ
  
 

／
  

79
箱
  

15
2箱

  
2，

40
0冊

  
 

3，
90
0冊

  
消
防
署
、
警
察
署
、
電
話
局
 ク

ラ
ブ
へ
廻
送
  
 

（
約
30
冊
入
り
）
  

（
約
26
冊
入
り
）
  

19
  
テ
ネ
シ
ー
  
 

／
  
 

州
連
合
  
 

／
  
 

18
97
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
／
  
 

ソ
ル
ト
レ
ー
  

20
  
ユ
タ
  

ウ
シ
テ
ィ
ー
  

州
連
合
  
 

Me
Co

で
mi
ck
，
E．

  
 

女
性
ク
ラ
ブ
  
18
98
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
／
  
 

（
州
都
）
  

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
  
 

21
  

ハ
ン
プ
ト
ン
協
会
  
寄
付
  
 

He
rr
on
，
L．

E．
  
 

学
校
  
 

18
96
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
 

／
  
教
師
と
学
校
へ
送
る
。
  
 

マ
デ
ィ
ソ
ン
  

寄
付
  
 

無
料

図
書
館
委
員
会
  
村
、
農
民
  
 

／
  

32
箱
  

／
  
 

本
、
製
本
さ
れ
た
児
童
の
雑
誌
  

（
州
都
）
  

（
50
冊
入
り
）
  

1，
60
0冊

  
 絵

本
  

メ
ノ
モ
ニ
エ
  
 

St
ou
t，

よ
H．

  
Lu
ea
s，

S．
  
 

農
民
、
  

37
箱
  

37
箱
  

小
さ
な
村
  

18
96
  

（
約
40
冊
入
り
）
  

（
約
40
冊
入
り
）
  
 

1，
46
0冊

  
 

1，
48
0冊

  
本
、
雑
誌
、
絵
本
  

グ
ラ
ン
ド
  

農
民
、
  

Wi
tt
er
，
よ
D．

  
Ra
yⅡ

氾
nd
，
W．

B．
  
 小

さ
な
村
  

27
箱
  

32
箱
  

ラ
ッ
ピ
ズ
  

（
約
30
冊
入
り
）
  

（
40
冊
入
り
）
  
 

84
5冊

  
 

1，
2帥

冊
  
本
、
雑
誌
  

ア
シ
ュ
ラ
ン
ド
  
寄
付
  
 

Gr
ee

n．
才
．
M．

  
 

小
さ
な
村
  

12
箱
  

25
籍
  

（
約
41
冊
入
り
）
  

（
4（

）
冊
入
り
）
  
 

50
0冊

  
 

1，
00
0冊

  
本
、
雉
誌
、
絵
本
  

ベ
ロ
イ
ト
  
 

女
性
ク
ラ
ブ
  
 

Ha
n8
0n
．
E．

F．
  
 

／
  

2籍
  

（
35
冊
入
り
）
  
 

／
  
 

70
冊
  
図
書
、
雑
誌
、
絵
本
  

22
  
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
  

／
ト
」
ノ
ン
  
 

女
性
ク
ラ
ブ
  
 

M
o
r
d
s
．
C
．
S
．
 
 

／
  

5箱
  

（
40
冊
入
り
）
  
 

／
  
 

20
0冊

  
図
書
、
雑
誌
、
絵
本
  

18
98
  

マ
リ
ネ
ッ
ト
  
 

地
方
団
体
  
 

St
ep

Il
en
＄
On
，
Ⅰ
  

／
  

9箱
  

（
50
冊
入
り
）
  
 

／
  
 

45
0冊

  
図
書
、
雑
誌
  

農
民
  

ウ
オ
ー
ソ
ー
  
地
方
団
体
  
 

La
mo

nt
，
J．

F．
  

／
  

2箱
  

（
30
冊
入
り
）
  
 

／
  
 

60
冊
  
／
  

グ
リ
ー
ン
ベ
イ
  
女
性
ク
ラ
ブ
  
 

Te
e短

bo
rn
，
K．

S．
  

18
97
  
 

／
  

7箱
  

（
約
54
冊
）
  
 

／
  
 

37
5冊

  
図
書
、
雑
誌
、
絵
本
  

ス
テ
イ
ブ
ン
  

女
性
ク
ラ
ブ
  
 

18
98
  
 

／
  

4箱
  

ポ
イ
ン
ト
  

（
3（

I冊
入
り
）
  
 

／
  
 

12
0冊

  
図
書
、
雑
誌
、
絵
本
  
 

出
典
：
H
u
t
c
h
i
n
s
，
F
．
A
．
R
e
p
o
r
t
o
n
t
r
a
v
e
l
i
n
g
h
b
r
a
r
i
e
s
．
T
h
e
L
i
b
r
a
r
y
J
o
u
r
n
a
l
．
1
8
9
8
，
V
O
l
．
2
3
，
n
O
．
8
，
P
．
5
8
．
よ
り
加
工
し
作
成
 
 

26
1 
  



資料3．MaⅣLemistTitcomも（1857・1932）略年譜  

年   年齢   Titco血bの主な動き   

5月16日．ニューハンプシャp州ファーミントン（Farmington）に，父ジョージ・アルフ  

1857  レッド（GeorgeAlfred），母メアリー・エリザベス・レミストシーバーンスうンカスター  

（MaryElizabethLemistSeavernsLancaster）の長女として生まれる。   

ニューハンプシャー州のエクサター・ロビンソン女子神学校（ExeterRobinson  

1872  15歳      FemaleSeminary）入学．数学，アメリカ史，文法，植物学，代数学，英文学，幾何  

学，三角法，哲学．美術の科目などを学ぶ。   

エクサター・ロビンソン女子神学校卒業  

教会においてあるチャーチ・ペーパーから図書館業務に関心を持ち始めるようにな  
1874  17歳  

る。卒業後，マサチューセッツ州コンコードーパブリック1ライブラリーで研修生とし図書  

館の業務を身につけていく。   

1889  32歳   
ヴァーモント州ルートランド公共図書館（RutlandPublicl」ibrary）に勤務  

図書館における最初の業務は目録係（Cataloger）   

1893  36歳  ALA．年次総会へ参加   

同州のグッドリッチ・メモリアル・ライブラリー（Goodri血MemorialLibrary）の設立  

1898  41歳      時，所蔵図書に分類を付与し，目録作成業務を担当  

ヴァーモント州図書館評議会（VermontLibraryCommision）の委員長に就任   

1899  42歳  ヴァーモント州内の新しく新設された，いくつかの図書館の分類・目録を担当   

1900  43歳   
3月5日父逝去．メリーランド州ワシントン・カウンティウリーうイブラリー  

（WashingtonCountyFreeLibrary）設立   

2月1日ワシントン■カウンティのライブラリアンに任命．8月27日WCFL開館  

1901  44歳      ALA年次総会において同園書館の現状を報告   

WCFLの助成金を得るためメアリーの助言により図書館設立者のうちの一人である  

1902  45歳      エドワード・ミリイ（EdwardW．Mealey）がカーネギーの元ヘアニュアル・レポートを  

送るが失敗   

1905  48歳  4月米国カウンティ初のブックワゴン（Bookwa酢）n）開始   

再度，ティツコム本人がカーネギーの元に馬車図書館の現状報告（AnnualReport）  

1908  51歳      を行い，助成金を要請   

1909  52歳   
ALA年次総会，ブレトンウッズ・カンファレンス参加。そこで“OntheTrailofthe  

BookWagon”と“ACountyLibrary”を報告   

1914  57歳  AIAの副会長に就任。ブックワゴンによる戦争サービス開始   

ALA評議会，図書館学養成課程の長に任命．馬車から自動車へ，新たな形態へと  

1915   
変化する。500冊の図書を棚にのせ，配本所へは6個の箱を．学校へは小さい文庫  

58歳          を運ぶためのトラックを準備．このトラックは，運転手の他に．訪問図書館員が同乗で  
きるように2名の座席が設けられていた。   

ALA年次総会，巡回文庫部において，メリーランド州のWCFL図書館長ティツコム  

1916  59歳      が巡回文庫の経営上，サービスに人物的要素が必要と強調   
WCFLにおいて．図書館学トレーニング・クラスを設立  

1924  67歳      （1931年まで続く）   

1926  69歳  WCFL創立25周年を記念し，勤続25周年の功績を称えられ賞を受賞   

1932  75歳  6月5日，午後7時半自宅にて逝去．   
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資
料
4．

テ
ィ
ツ
コ
ム
の
ア
メ
リ
カ
図
書
館
協
会
会
員
及
び
年
次
総
会
参
加
状
況
  

1
8
7
0
年
代
 
 
 

芸
■
u 
  

ミ
 
こ
‘
 
 
会
員
 
 
出
席
 
 
 

墨
筆
H摘

心
勾
引
代
暮
環
  
書
軍
等
差
箪
軍
学
鵠
急
所
違
算
誕
袈
汝
  
養
よ
E齢

主
  
意
会
ミ
畳
 

1
9
2
0
年
代
 
 
 

【
塁
－
l 
  

出
席
 
 
 

18
76
  
 

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
 
 
1
9
 
 

19
00
  
 

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
 
 
 

4
3
 
 
○
 
 
○
：
2
5
－
P
．
1
8
6
 
 
 

19
20
  
 

＝
lロ

ラ
ド
  

ス
プ
リ
ン
グ
ス
 
 
6
3
 
 
C
〉
 
 
×
：
1
4
－
P
．
3
5
5
 
 
 

18
77
  
 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
 
 
 

20
  

19
01
  
 

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
 
 

ウ
オ
ー
キ
シ
ヤ
 
 
 

＞
く
  
 

19
21
  
 

ス
ウ
ォ
ン
ブ
ス
コ
ッ
ト
 
 
6
4
 
 
○
 
 
○
：
1
5
－
P
．
2
5
3
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資料6．ローラ・ブッシュ大統領夫人から馬車図書館  

THE WHITE HOUSE   

May19，2005  

DearFdendsofWashingtonCountyFreeLibrary，  

OntheoccasionofthelOOthanniversaryofthebeginnlngOfthe  
bookmobileintheUnitedStates，IampleasedtosendmywalTn  
greetingstotheWashingtonCountyFfeeLibrary｝homeofour  
nation，s頁rstbookmobile．   

Thebookwagonsentoutbyyourlibraryin1905beganarevolution  
inthewaylibrariesprovidedtheirservices・Peoplewhocouldnotget  

toorusealibrarybecauseoflongdistances，handic叩S，OrWOrkthat  

didnotpermitthemtogototown，Suddenlyhadthelibrarycomng  
tothem！Theevolutionofthatconceptnowhaspeople丘omthefhr  
COnlerSOftheworldreadingandstudyingworksthousandsofmi1es  
awaythroughtheircomputers・   

Icongratulatethestaff，VOlunteersandloyalsupportersofthe  
WashirlgtOnCountyFreeLibraryfbrkeeplngaliveandsharing  
thehistoryandspiritofdlebookmobile・Haveagreatcelebration！  

Withbestregards，  

＆ノノ紅メノー  

出典：Ⅵ観shingtonCountyFreeLibrary所蔵  
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ます。  

また，中山伸一先生，黒古一夫先生，寺田光孝先生，阪田蓉子先生からは   

論文をまとめるにあたり貴重なご意見をいただきました。心からお礼と感謝   

を申し上げます。  

こうして研究をまとめることができましたのも，ここに記した方々のご指   

導とご協力の賜物と思っております。本研究のまとめを機に，今後も一層の   

努力をし続けていきたいと考えております。  

2009年9月  

中山 愛理  
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